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変更内容

変更内容（3000-3-774-20）　TPBroker Object Transaction Monitor　03-03，TPBroker Object 
Transaction Monitor - Client　03-03，Cosminexus TPBroker Object Transaction Monitor　03-03

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

変更内容（3000-3-774-10）　TPBroker Object Transaction Monitor　03-01，TPBroker Object 
Transaction Monitor - Client　03-01，Cosminexus TPBroker Object Transaction Monitor　03-01

追加・変更機能 変更個所

スケジュール用キューの長さをキューごとに変更す
る機能を追加した。
これに伴い，TSCRootAcceptorクラスに
setQueueLengthメソッドまたは
TSCRAcceptor-setQueueLength副プログラムを追
加した。

TSCRootAcceptor（C++），TSCRootAcceptor
（Java），TSCRootAcceptor（COBOL）

スケジュール用キューの長さを取得する機能を追加
した。
これに伴い，TSCRootAcceptorクラスに
getQueueLengthメソッドまたは
TSCRAcceptor-getQueueLength副プログラムを
追加した。

TSCRootAcceptor（C++），TSCRootAcceptor
（Java），TSCRootAcceptor（COBOL）

内容コードを追加した。 付録 D.1，付録 D.7

追加・変更機能

一つのクライアントアプリケーションからのすべてのリクエストを同一のインスタンスで受け付ける機
能を追加した。

tscidl2jコマンドに -packageオプションを追加した。

内容コードに追加・変更があった。
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はじめに

このマニュアルは，TPBroker Object Transaction Monitor，Cosminexus TPBroker Object 
Transaction Monitor，TPBroker Object Transaction Monitor - Client，および TPBroker 
Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Brokerを使用してアプリケーショ
ンプログラムを作成する方法について説明したものです。
なお，このマニュアルでは，TPBroker Object Transaction Monitorおよび Cosminexus 
TPBroker Object Transaction Monitorを OTMと表記し，TPBroker Object Transaction 
Monitor - Clientを OTM - Clientと表記しています。また，TPBroker Object Transaction 
Monitor - Connector for Object Request Brokerを OTM - Connector for ORBと表記していま
す。これらすべてを総称するときは，TPBroker OTMと表記します。

■対象読者
TPBroker OTMを使用するシステム管理者およびアプリケーションプログラマを対象としてい
ます。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　IDL文法
OTMのトランザクションフレームジェネレータで使用する IDL文法について説明しています。

第 2章　アプリケーションプログラムの作成（C++）
C++でアプリケーションプログラムを作成する方法について説明しています。

第 3章　アプリケーションプログラミングインタフェース（C++）
C++で使用するクラスライブラリについて説明しています。

第 4章　アプリケーションプログラムの作成（Java）
Javaでアプリケーションプログラムを作成する方法について説明しています。

第 5章　アプリケーションプログラミングインタフェース（Java）
Javaで使用するクラスライブラリについて説明しています。

第 6章　アプリケーションプログラムの作成（COBOL）
COBOLでアプリケーションプログラムを作成する方法について説明しています。

第 7章　アプリケーションプログラミングインタフェース（COBOL）
COBOLで使用する副プログラムについて説明しています。

第 8章　コマンドリファレンス
アプリケーションプログラムの作成時に使用するコマンドについて説明しています。
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付録 A　エラーコード一覧
OTMで障害が発生したときに，障害の内容を示すエラーコードについて説明しています。

付録 B　場所コード一覧
OTMで障害が発生した場所を示す場所コードについて説明しています。

付録 C　完了状態一覧
OTMで障害が発生したときに，メソッド（副プログラム）の呼び出しが完了しているかどうかを
示す完了コードについて説明しています。

付録 D　内容コード一覧
例外で使用する内容コードについて説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
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■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて直接章を選択して読むことができます。利用目的別に
次の流れに従ってお読みいただくことをお勧めします。
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■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用する製品名称の略称を次に示します。

• Windows 2000，Windows NT，Windows Server 2003，およびWindows XPで機能差がない場
合，Windowsと表記しています。

• AIX，HP-UX，および Solarisを総称して UNIXと表記しています。

　

名称 略称

AIX 5L AIX

HP-UX 11.0 HP-UX

HP-UX 11i

HP-UX 11i V2

HP-UX 11i V2 (IPF)

Itanium(R) Processor Family IPF

JavaTM Java

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server Operating System Windows 2000

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Datacenter Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating System

Microsoft(R) Windows NT(R) Server Network Operating System Version 4.0 Windows NT

Microsoft(R) Windows NT(R) Workstation Operating System Version 4.0

Microsoft(R) Windows Server(TM) 2003, Enterprise Edition Windows Server 2003

Microsoft(R) Windows Server(TM) 2003, Standard Edition

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating System Windows XP
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このマニュアルで使用する英略語の一覧を示します。

■文法の記号
このマニュアルで使用する記号の意味を示します。
C++，Java，COBOLのインタフェースで次の表に示す記号を使用した場合，各言語の文法規
則に従います。

英略語 英字での表記

CORBA Common Object Request Broker Architecture

DLL Dynamic Linking Library

IDL Interface Definition Language

ORB Object Request Broker

OS Operating System

OTS Object Transaction Service

TPBroker TPBroker for C++，または TPBroker for Java

TSC TPBroker Schedule Control

文法記述記号 意味

[  ] この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを示します。
（例）tscidl2cbl [-idl2cobol]
これは，tscidl2cblと指定するか，または tscidl2cbl -idl2cobolと指定するこ
とを示します。

... この記号で示す直前の項目を繰り返し指定できることを示します。
（例）-I ディレクトリ [:ディレクトリ ...]
これは，-Iオプションに，ディレクトリを繰り返し指定できることを示しま
す。

｜ この記号で区切られた項目を選択できることを示します。
（例）-format 1|2
これは，-formatオプションに 1か 2のどちらかを指定できることを示しま
す。

～ この記号のあとにユーザ指定値の属性を示します。

《  》 ユーザが指定を省略したときの省略値を示します。

＜  ＞ ユーザ指定値の構文要素を示します。

((  )) ユーザ指定値の指定範囲を示します。

＜英字＞ アルファベット（A～ Z，a～ z）と＿（アンダースコア）

＜英数字＞※ 英字と数字（0～ 9）

＜文字列＞ 任意の文字の配列

＜符号なし整数＞※ 数字（0～ 9）

＜ 2進数字＞ 数字（0または 1）
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注
すべて 1バイトコードで指定してください。

注※
数字は 10進数表現で指定してください。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）　雛形（ひながた）　閉塞（へいそく）

■謝辞
COBOL言語仕様は，CODASYL（the Conference on Data Systems Languages：データシステ
ムズ言語協議会）によって，開発された。原開発者に対し謝意を表すとともに，CODASYLの
要求に従って次の謝辞を掲げる。なお，この文章は，COBOLの原仕様書「CODASYL COBOL 
JOURNAL OF DEVELOPMENT 1984」の謝辞の一部を再掲するものである。
　
いかなる組識であっても，COBOLの原仕様書とその仕様の全体又は一部分を複製すること，マ
ニュアルその他の資料のための土台として原仕様書のアイデアを利用することは自由である。
ただし，その場合には，その刊行物のまえがきの一部として，次の謝辞を掲載しなければなら
ない。書評などに短い文章を引用するときは，"COBOL"という名称を示せば謝辞全体を掲載す
る必要はない。
　
COBOLは産業界の言語であり，特定の団体や組識の所有物ではない。
CODASYL COBOL委員会又は仕様変更の提案者は，このプログラミングシステムと言語の正
確さや機能について，いかなる保証も与えない。さらに，それに関連する責任も負わない。
　
次に示す著作権表示付資料の著作者及び著作権者
　
FLOW-MATIC（Sperry Rand Corporationの商標），Programming for the Univac(R) I and II，
Data Automation Systems，Sperry Rand Corporation著作権表示 1958年，1959年；
IBM Commercial Translator Form No.F 28-8013，IBM著作権表示 1959年；
FACT，DSI 27A 5260-2760，Minneapolis-Honeywell著作権表示 1960年
　
は，これらの全体又は一部分を COBOLの原仕様書中に利用することを許可した。この許可は，
COBOL原仕様書をプログラミングマニュアルや類似の刊行物に複製したり，利用したりする場
合にまで拡張される。
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1　 IDL文法
この章では，OTMのトランザクションフレームジェネレータ
で使用する IDL文法について説明します。

1.1　IDL定義一覧

1.2　IDLデータ型

1.3　IDL文法の注意事項
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1.1　IDL定義一覧

ユーザはユーザ定義 IDLインタフェースを IDLファイルに定義します。その後，IDL
ファイルをトランザクションフレームジェネレータで変換してトランザクションフレー
ムを出力します。トランザクションフレームは，TSCユーザプロキシ，TSCユーザアク
セプタ，TSCユーザスケルトンなどを含むプログラミングコードです。

各 IDL定義をトランザクションフレームジェネレータで使用できるかどうかを表 1-1に
示します。さらに，ほかの IDLファイルに #include文で指定される IDLファイルで
IDL定義を使用できるかどうかを表 1-2に，operation定義を使用できるかどうかを表
1-3に示します。

表 1-1　IDL定義の使用の可否

（凡例）
○：使用できます。
×：使用できません。

 

表 1-2　#include文で指定される IDL定義の使用の可否

種別 使用の可否

module定義 ○

interface定義 ○（継承定義は使用できません）

operation定義 ○（context指定は使用できません）

typedef定義 ○（arrayまたは sequenceだけ使用できます）

struct定義 ○

union定義 ○（COBOLでは使用できません）

enum定義 ○

constant定義 ×

attribute定義 ×

exception定義 ○

種別 使用の可否

module定義 ○

interface定義 ×

operation定義 ×

typedef定義 ○（arrayまたは sequenceだけ使用できます）

struct定義 ○
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（凡例）
○：使用できます。
×：使用できません。

 

表 1-3　operation定義の使用の可否

（凡例）
○：使用できます。
×：使用できません。

union定義 ○（COBOLでは使用できません）

enum定義 ○

constant定義 ×

attribute定義 ×

exception定義 ○

定義内容 使用の可否

in引数 ○

out引数 ○

inout引数 ○

リターン値 ○（voidも使用できます）

raises定義 ○

context定義 ×

oneway定義 ○（セション呼び出しでは使用できません）

種別 使用の可否
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1.2　IDLデータ型

IDLデータ型は operation定義の引数およびリターン値，struct定義のメンバ，union
定義のメンバ，array型の要素，sequence型の要素，ならびに exception定義のメンバ
に使用できます。

array型および sequence型は，必ず typedefしてください。

IDLデータ型を使用できるかどうかを次の表に示します。

表 1-4　IDLデータ型の使用の可否

（凡例）
○：使用できます。
×：使用できません。

注※ 1
詳細については，表 1-5を参照してください。

注※ 2
union型の caseラベルには，次に示すデータ型または値を使用できません。
• long long型
• unsigned short型で 32767を超える値
• char型で非表示文字（ASCIIコードで 31以下および 127以上）の値

 

データ型 使用の可否（C++） 使用の可否（Java） 使用の可否（COBOL）

Primitive ○※ 1

struct ○

sequence ○（最大長指定は使用
できません）

○（最大長指定は使用で
きません）

○（最大長指定は使用で
きません。要素として使
用できるのは Primitive
型と struct型だけです）

array ○

union ○※ 2 ×

enum ○

interface ×（データ型として使用できません）

any ○（Primitive型だけ使
用できます）

○（Primitive型だけ使
用できます）

×

typedef ○（array型と sequence型だけ使用できます）

Object Reference ×

fixed ×
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表 1-5　Primitive型データの使用の可否

（凡例）
○：使用できます。
×：使用できません。

注※
wchar型および wstring型を使用しても文字コードは変換されません。異なる言語
やプラットフォーム間では wchar型および wstring型は使用しないでください。

データ型 使用の可否（C++） 使用の可否（Java） 使用の可否（COBOL）

short ○

long ○

unsigned short ○ ○（shortと同様に扱わ
れます）

○

unsigned long ○ ○（longと同様に扱わ
れます）

○

float ○

double ○

char ○

boolean ○

octet ○

string ○

long long ○

unsigned long long ○ ○（long longと同様に
扱われます）

○

long double ×

wchar※ ○ ○ ×

wstring※ ○（最大長指定は使
用できません）

○（最大長指定は使用
できません）

×
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1.3　IDL文法の注意事項
● IDL文法に誤りがある場合，エラーが出力されます。IDL文法が正しくても，トラン
ザクションフレームジェネレータが使用できない定義をする場合，または構文以外の
規則に違反がある場合，動作が常に同じになるという保証はありません。

●プリプロセッサに対する指定は，#include文だけ記述できます。

● IDL中での前方参照はできません。

●使用する各プログラミング言語の予約語を，IDL中の識別子として使用できません。

● IDL中で使用する識別子は一意になるようにしてください。

●大文字と小文字に関係なく，"TSC"で始まる識別子は使用できません。

● COBOL言語中の識別子の最大長は 30文字です。OTMが生成する識別子も含めて 30
文字以内にしてください。

● COBOL言語では，一つの IDLファイル中に複数の interface定義を記述できません。
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2　 アプリケーションプログラ
ムの作成（C++）
この章では，C++でアプリケーションプログラムを作成する方
法について説明します。

2.1　アプリケーションプログラムの作成手順（C++）

2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）

2.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）

2.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）

2.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（C++）

2.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（C++）

2.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（C++）

2.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（C++）
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2.1　アプリケーションプログラムの作成手順
（C++）

C++でアプリケーションプログラムを作成する手順を次の図に示します。

図 2-1　アプリケーションプログラムを作成する手順（C++）

注※ 1
トランザクションフレームジェネレータが生成するクラスの雛形（雛形クラス）で
す。クラスのシグネチャ，およびコードの一部はすでに記述されています。自動生
成されたままの状態では利用できないクラスなので，ユーザはコードを追加する必
要があります。
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注※ 2
TPBrokerの IDLコンパイラが生成するクラス（TPBrokerクラス）です。

注※ 3
トランザクションフレームジェネレータが生成する基底クラス，およびそのまま使
用できるクラス（ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス）です。TPBrokerス
タブクラスまたは TPBrokerスケルトンクラスと継承関係にあります。

注※ 4
システム提供クラスです。OTMの機能の中心となるクラスです。

図中の 1.～ 5.の手順は次のとおりです。

1. ユーザ定義 IDLインタフェースを定義します。

2. TPBrokerの IDLコンパイラを使用して TPBrokerクラスを生成します。

3. トランザクションフレームジェネレータを使用してユーザ定義 IDLインタフェース依
存クラスおよび雛形クラスを生成します。

4. 次に示すコードを記述してサーバアプリケーションを作成します。
• TSCユーザオブジェクト（雛形クラスの編集）
• TSCユーザオブジェクトファクトリ（雛形クラスの編集）
• サービス登録処理

5. 次に示すコードを記述してクライアントアプリケーションを作成します。
• サービス利用処理
• TSCユーザプロキシ呼び出し

次に，図中のオブジェクトについて説明します。

● TPBrokerスタブ
TPBrokerの IDLコンパイラが生成するスタブのオブジェクトです。

● TSCユーザプロキシ
クライアントアプリケーションが TSCユーザオブジェクトを呼び出すための代理オブ
ジェクトです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存のオブジェクトです。

● TSCユーザオブジェクトファクトリ
サーバアプリケーションで，TSCユーザオブジェクトを生成するオブジェクトです。
実装についてはユーザが記述します。雛形のオブジェクトです。

● TSCユーザオブジェクト
サーバアプリケーションで，サービスを提供するオブジェクトです。このオブジェク
トは，TSCユーザスケルトンを継承し，実装についてはユーザが記述します。雛形の
オブジェクトです。

● TSCユーザアクセプタ
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TSCユーザプロキシから呼び出し要求を受けて，TSCユーザオブジェクトにリクエス
トを配送するオブジェクトです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存のオブジェクト
です。

● TPBrokerスケルトン
TPBrokerの IDLコンパイラが生成するスケルトンのオブジェクトです。

● TSCユーザスケルトン
TSCユーザオブジェクトのスケルトンです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存の
オブジェクトです。
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2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプ
ログラム（C++）

同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの C++での作成例を示します。これ
らのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "ABCfile.idl"
//
 
typedef sequence<octet> sampleOctetSeq;
 
interface ABC
{
  void call(in sampleOctetSeq in_data,
           out sampleOctetSeq out_data);
};
 

● IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェースから次のファイルを生
成します。
• ABCfile_c.hh
• ABCfile_c.cc
• ABCfile_s.hh
• ABCfile_s.cc

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 2-1　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクション
フレームジェネレータが生成するクラス（C++）

分類 ファイル名 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーショ
ン用のユーザ定義 IDLイン
タフェース依存クラス

• ABCfile_TSC_c.hh
• ABCfile_TSC_c.cc

• ABC_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用の
ユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• ABCfile_TSC_s.hh
• ABCfile_TSC_s.cc

• ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • ABCfile_TSC_t.hh
• ABCfile_TSC_t.cc

• ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェク
トファクトリ）
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2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーション
の例（C++）

同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示し
ます。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "Client.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "ABCfile_TSC_c.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
extern void callService(ABC_TSCprxy_ptr abc);
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
 
  try
  {
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    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
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  TSCClient_ptr tsc_client = 0;
 
  try
  {
    tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,
    TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
  ////////
 
  // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成
  ABC_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;
 
  try
  {
    my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
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  ////////
  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
  //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
  ////////
 
  try
  {
    callService(my_proxy);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_proxy;
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 6, TSCユーザプロキシの削除
  ////////
 
  delete my_proxy;
 
  ////////
  // 7, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
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      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 8, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endClient();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
 
};

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
 
//
// "callService.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "ABCfile_TSC_c.hh"
 
#define SEND_MESSAGE_LENGTH  (256)
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
void callService(ABC_TSCprxy_ptr abc)
{
 
  ////////
  // サービスの呼び出し
  ////////
 
  // in引数の準備
  sampleOctetSeq  req_data;
  req_data.length(SEND_MESSAGE_LENGTH);
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  for(int i=0; i<SEND_MESSAGE_LENGTH; ++i)
  {
    req_data[i] = (unsigned char)(i%256);
  };
 
  // out引数の準備
  sampleOctetSeq*  res_data;
 
  try
  {
    // サーバのメソッドの呼び出し
    abc->call(req_data, res_data);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    throw;
  }
 
}

2.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（C++）

同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード

 
//
// "ABCfile_TSC_t.hh"
//
#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR
#define _ABCfile_TSC_T_HDR
 
#include <tscobject.h>
 
#include "ABCfile_TSC_s.hh"
 
class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
{
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCfactimpl();
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  virtual ~ABC_TSCfactimpl();
 
  virtual TSCObject_ptr create();
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);
 
};
 
class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk
{
private:
 
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCimpl();
  ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);
 
  virtual ~ABC_TSCimpl();
 
  void call(const sampleOctetSeq& in_data,
                 sampleOctetSeq*& out_data);
 
  // メソッドが呼ばれた回数
  CORBA::Long m_counter;
 
};
 
#endif  // _ABCfile_TSC_T_HDR

（2） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード

 
//
//  "ABCfile_TSC_t.cpp"
//
#include "ABCfile_TSC_t.hh"
 
ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()
{
  // Constructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述
  // します。引数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()
{
  // Destructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述
  // します。
}
 
TSCObject_ptr
ABC_TSCfactimpl::create()
{
  // Method to create user object.
  // Write user own code.
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  // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  return new ABC_TSCimpl();
}
 
void
ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)
{
  // Method to destroy user object.
  // Write user own code.
  // ここに後処理のコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  delete tsc_obj;
}
 
ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
  // 引数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)
                       : ABC_TSCsk(_tpbroker_object_name)
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
  // 引数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()
{
  // Destructor of implementation.
  // Write user own code.
  // ユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。
}
 
void ABC_TSCimpl::call(const sampleOctetSeq& in_data,
                            sampleOctetSeq*& out_data)
{
  // Operation "::ABC::call".
  // Write user own code.
  // ユーザメソッドのコードを記述します。
  out_data = new sampleOctetSeq();
  out_data->length(0);
 
  // メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
  // （このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
  printf("Call method in ABC_TSCimpl¥n");
}

（3） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理
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3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化

9. TSCルートアクセプタの削除

10.TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除（delete）

11. TSCデーモンへの接続解放

12.TPBroker OTMの終了処理

（4） サービス登録処理のコード
 
//
// "Server.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscobject.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "ABCfile_TSC_t.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
  try
  {
    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
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  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  TSCServer_ptr tsc_server = 0;
 
  try
  {
    // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
    tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
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  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ(new)，
  //    および各種設定
  ////////
 
  // ABC_TSCfactimplの生成
  TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new ABC_TSCfactimpl();
 
  // TSCAcceptorの生成
  TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_obj_fact);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
  ////////
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  // TSCRootAcceptorの生成
  TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  try
  {
    // TSCRootAcceptorへの登録
    my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);
 
    // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。
    // デフォルト値は1
    // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
    // my_rt_acpt->setParallelCount(5);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
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    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 6, TSCルートアクセプタの活性化
  ////////
 
  try
  {
    // オブジェクトの活性化
    my_rt_acpt->activate("serviceX");
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 7, 実行制御の受け渡し
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::serverMainloop();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      my_rt_acpt->deactivate();
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      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 8, TSCルートアクセプタの非活性化
  ////////
 
  try
  {
    // オブジェクトの非活性化
    my_rt_acpt->deactivate();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 9, TSCルートアクセプタの削除
  ////////
 
  TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
 
  ////////
  // 10, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの
  //     削除(delete)
  ////////
 
  delete my_acpt;
  delete my_obj_fact;
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  ////////
  // 11, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  delete tsc_domain;
 
  ////////
  // 12, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endServer();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
 
};
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2.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの
実行時の処理（C++）

同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムを実行した場合の処理シーケンスを
示します。

（1） クライアントアプリケーションの開始（C++）

クライアントアプリケーションを開始すると，サービスの利用処理が実行されます。
ABC_TSCprxyのメソッドを呼び出すと，ABC_TSCskを経由し，ユーザが実装した
ABC_TSCimplのメソッドが呼び出されます。

クライアントアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。

図 2-2　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの開始（C++）

1. TSCユーザプロキシのメソッドが呼び出されます。

2. スケジューリングおよび TPBrokerの通信が実行されます。

3. TSCユーザオブジェクトのメソッドが呼び出されます。

（2） サーバアプリケーションの開始（C++）

サーバアプリケーションを開始すると，サービスの登録処理が実行されます。
TSCRootAcceptorの activateメソッドを呼び出すと，ABC_TSCfactimplに
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ABC_TSCimplの createが呼び出されます。

サーバアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。

図 2-3　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの開始（C++）

1. TSCユーザオブジェクトの活性化処理が実行されます。

2. TSCユーザオブジェクトのインプリメンテーションが生成されます。
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2.3　非応答型呼び出しをするアプリケーション
プログラム（C++）

非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの C++での作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "XYZfile.idl"
//
 
interface XYZ
{
  oneway void callOnly(in long in_data);
};
 

● IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェースから次のファイルを生
成します。
• XYZfile_c.hh
• XYZfile_c.cc
• XYZfile_s.hh
• XYZfile_s.cc

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 2-2　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクショ
ンフレームジェネレータが生成するクラス（C++）

分類 ファイル名 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーショ
ン用のユーザ定義 IDLイン
タフェース依存クラス

• XYZfile_TSC_c.hh
• XYZfile_TSC_c.cc

• XYZ_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用の
ユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• XYZfile_TSC_s.hh
• XYZfile_TSC_s.cc

• XYZ_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• XYZ_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • XYZfile_TSC_t.hh
• XYZfile_TSC_t.cc

• XYZ_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• XYZ_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェク
トファクトリ）
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2.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーショ
ンの例（C++）

非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "Client.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "XYZfile_TSC_c.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
extern void callOnlyService(XYZ_TSCprxy_ptr xyz);
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
 
  try
  {
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    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
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  TSCClient_ptr tsc_client = 0;
 
  try
  {
    tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,
                 TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
  ////////
 
  // ユーザ定義IDLインタフェース"XYZ"用のTSCPrxy生成
  XYZ_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;
 
  try
  {
    my_proxy = new XYZ_TSCprxy(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
   }
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  ////////
  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
  //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
  ////////
 
  try
  {
    callOnlyService(my_proxy);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_proxy;
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 6, TSCユーザプロキシの削除
  ////////
 
  delete my_proxy;
 
  ////////
  // 7, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
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      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 8, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endClient();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
 
};

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
 
//
// "callOnlyService.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "XYZfile_TSC_c.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
void callOnlyService(XYZ_TSCprxy_ptr xyz)
{
 
  ////////
  // サービスの呼び出し
  ////////
 
  // Setup of in-argument
  CORBA::Long req_data = 100;
 
  try
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  {
    // サーバのメソッド呼び出し
    xyz->callOnly(req_data);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    throw;
  }
 
}

2.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（C++）

非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
XYZ_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
XYZ_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のヘッダのコード

 
//
// "XYZfile_TSC_t.hh"
//
#ifndef _XYZfile_TSC_T_HDR
#define _XYZfile_TSC_T_HDR
 
#include <tscobject.h>
 
#include "XYZfile_TSC_s.hh"
 
class XYZ_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
{
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  XYZ_TSCfactimpl();
  virtual ~XYZ_TSCfactimpl();
 
  virtual TSCObject_ptr create();
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);
 
};
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class XYZ_TSCimpl : public XYZ_TSCsk
{
private:
 
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  XYZ_TSCimpl();
  XYZ_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);
 
  virtual ~XYZ_TSCimpl();
 
  void callOnly(CORBA::Long in_data);
 
};
 
#endif  // _XYZfile_TSC_T_HDR

（2） TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のコード

 
//
// "XYZfile_TSC_t.cpp"
//
#include "XYZfile_TSC_t.hh"
 
XYZ_TSCfactimpl::XYZ_TSCfactimpl()
{
  // Constructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して
  // ください。
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
}
 
XYZ_TSCfactimpl::~XYZ_TSCfactimpl()
{
  // Destructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述して
  // ください。
}
 
TSCObject_ptr
XYZ_TSCfactimpl::create()
{
  // Method to create user object.
  // Write user own code.
  // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  return new XYZ_TSCimpl();
}
 
void
XYZ_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)
{
  // Method to destroy user object.
  // Write user own code.
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  // 後処理のコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  delete tsc_obj;
}
 
XYZ_TSCimpl::XYZ_TSCimpl()
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // ユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述してください。
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
}
 
XYZ_TSCimpl::XYZ_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)
      : XYZ_TSCsk(_tpbroker_object_name)
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // ユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述してください。
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
}
 
XYZ_TSCimpl::~XYZ_TSCimpl()
{
  // Destructor of implementation.
  // Write user own code.
  // ユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述してください。
}
 
void
XYZ_TSCimpl::callOnly(CORBA::Long in_data)
{
  // Operation "::XYZ::callOnly".
  // Write user own code.
  // ユーザメソッドのコードを記述します。
  printf("Call method in XYZ_TSCimpl. In_data = %d¥n",
         in_data);
}

（3） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化
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9. TSCルートアクセプタの削除

10.TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除（delete）

11. TSCデーモンへの接続解放

12.TPBroker OTMの終了処理

（4） サービス登録処理のコード
 
//
//  "Server.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscobject.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "XYZfile_TSC_t.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
  try
  {
    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
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    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  TSCServer_ptr tsc_server = 0;
 
  try
  {
    // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
    tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
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      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ(new)，
  //    および各種設定
  ////////
 
  // XYZ_TSCfactimplの生成
  TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new XYZ_TSCfactimpl();
 
  // TSCAcceptorの生成
  TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_acpt = new XYZ_TSCacpt(my_obj_fact);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
  ////////
 
  // TSCRootAcceptorの生成
  TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
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       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  try
  {
    // TSCRootAcceptorへの登録
    my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);
 
    // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。
    // デフォルト値は1
    // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
    // my_rt_acpt->setParallelCount(5);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 6, TSCルートアクセプタの活性化
  ////////
 
  try
  {
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    // オブジェクトの活性化
    my_rt_acpt->activate("serviceX");
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 7, 実行制御の受け渡し
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::serverMainloop();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      my_rt_acpt->deactivate();
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }



2.　アプリケーションプログラムの作成（C++）

43

 
  ////////
  // 8, TSCルートアクセプタの非活性化
  ////////
 
  try
  {
    // オブジェクトの非活性化
    my_rt_acpt->deactivate();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 9, TSCルートアクセプタの削除
  ////////
 
  TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
 
  ////////
  // 10, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの
  //     削除(delete)
  ////////
 
  delete my_acpt;
  delete my_obj_fact;
 
  ////////
  // 11, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
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    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  delete tsc_domain;
 
  ////////
  // 12, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endServer();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
 
};
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2.4　セション呼び出しをするアプリケーション
プログラム（C++）

セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの C++での作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，および IDLコンパイラが生成するクラスは，同期
型呼び出しの場合と同様です。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラ
ム（C++）」を参照してください。

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 2-3　セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクショ
ンフレームジェネレータが生成するクラス（C++）

2.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーショ
ンの例（C++）

セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

分類 ファイル名 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケー
ション用のユーザ定義 IDL
インタフェース依存クラス

• ABCfile_TSC_p.hh
• ABCfile_TSC_p.cc

• ABC_TSCspxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用
のユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• ABCfile_TSC_s.hh
• ABCfile_TSC_s.cc

• ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • ABCfile_TSC_t.hh
• ABCfile_TSC_t.cc

• ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェク
トファクトリ）
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7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "Client.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "ABCfile_TSC_p.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
extern void callSessionService(ABC_TSCspxy_ptr abc);
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
 
  try
  {
    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
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    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  TSCClient_ptr tsc_client = 0;
 
  try
  {
    tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,
    TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
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      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
  ////////
 
  // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCspxy生成
  ABC_TSCspxy_ptr my_proxy = 0;
 
  try
  {
    my_proxy = new ABC_TSCspxy(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
  //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
  ////////
 
  try
  {
    callSessionService(my_proxy);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_proxy;
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
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    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 6, TSCユーザプロキシの削除
  ////////
 
  delete my_proxy;
 
  ////////
  // 7, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 8, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endClient();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
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  }
 
  exit(0);
 
};
 

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
 
//
// "callSessionService.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "ABCfile_TSC_p.hh"
 
#define SEND_MESSAGE_LENGTH  (256)
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
void callSessionService(ABC_TSCspxy_ptr abc)
{
 
  ////////
  // 1, セションの開始
  ////////
 
  try
  {
    abc->_TSCStart();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    throw;
  }
 
  ////////
  // 2, サービスの呼び出し
  ////////
 
  // in引数の準備
  sampleOctetSeq  req_data;
  req_data.length(SEND_MESSAGE_LENGTH);
  for(int i=0; i<SEND_MESSAGE_LENGTH; ++i)
  {
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    req_data[i] = (unsigned char)(i%256);
  };
 
  // out引数の準備
  sampleOctetSeq*  res_data;
 
  try
  {
    for(int i=0; i<3; ++i)
    {
      // サーバのメソッドの呼び出し
      abc->call(req_data, res_data);
    }
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      abc->_TSCStop();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {}
    throw;
  }
 
  ////////
  // 3, セションの停止
  ////////
 
  try
  {
    abc->_TSCStop();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    throw;
  }
 
}

2.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（C++）

同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーショ
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ンの例（C++）」を参照してください。
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2.5　TSCContextを利用するアプリケーション
プログラム（C++）

TSCContextを利用するアプリケーションプログラムの C++での作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）」を参照してくだ
さい。

2.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーショ
ンの例（C++）

TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCコンテキストへのユーザデータの設定

6. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

7. TSCユーザプロキシの削除

8. TSCデーモンへの接続解放

9. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "Client.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
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#include <tscexcept.h>
#include <tsccontext.h>
 
#include "ABCfile_TSC_c.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
extern void callService(ABC_TSCprxy_ptr abc);
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
 
  try
  {
    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
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  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  TSCClient_ptr tsc_client = 0;
 
  try
  {
    tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,
                 TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
     try
     {
       TSCAdm::endClient();
     }
     catch(TSCSystemException& se)
     {
       exit(1);
     }
     exit(1);
   }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
  ////////
 
  // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成
  ABC_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;
 
  try
  {
    my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);
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  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 5, TSCコンテキストへのユーザデータの設定
  ////////
 
  // TSCコンテキストの取得
  TSCContext_ptr ctx = my_proxy->_TSCContext();
 
  // ユーザIDの取得
  ctx->setUserData((unsigned char*)"UserID:1111", 12,
                   TSC_FALSE);
 
  ////////
  // 6, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
  //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
  ////////
 
  try
  {
    callService(my_proxy);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_proxy;
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);



2.　アプリケーションプログラムの作成（C++）

57

    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 7, TSCユーザプロキシの削除
  ////////
 
  delete my_proxy;
 
  ////////
  // 8, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 9, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endClient();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
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};

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード

同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.1(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード」
を参照してください。

2.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例
（C++）

TSCContextを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード

 
//
// "ABCfile_TSC_t.hh
//
#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR
#define _ABCfile_TSC_T_HDR
 
#include <tscobject.h>
 
#include "ABCfile_TSC_s.hh"
 
class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
{
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCfactimpl();
  virtual ~ABC_TSCfactimpl();
 
  virtual TSCObject_ptr create();
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);
 
};
 
class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk
{
private:
 
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCimpl();
  ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);
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  virtual ~ABC_TSCimpl();
 
  void call(const sampleOctetSeq& in_data,
                 sampleOctetSeq*& out_data);
 
};
 
#endif  // _ABCfile_TSC_T_HDR

（2） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード

 
//
// "ABCfile_TSC_t.cpp"
//
#include "ABCfile_TSC_t.hh"
 
#include <tsccontext.h>
 
ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()
{
  // Constructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述
  // します。引数の数および型を変更することもできます。
 
}
 
ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()
{
    // Destructor of factory implementation.
    // Write user own code.
    // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述
    // します。
}
 
TSCObject_ptr
ABC_TSCfactimpl::create()
{
  // Method to create user object.
  // Write user own code.
  // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  return new ABC_TSCimpl();
}
 
void
ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)
{
  // Method to destroy user object.
  // Write user own code.
  // ここに後処理のコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  delete tsc_obj;
}
 
ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()
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{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
  // 数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)
       : ABC_TSCsk(_tpbroker_object_name)
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
  // 数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()
{
  // Destructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。
}
 
void
ABC_TSCimpl::call(const sampleOctetSeq& in_data, sampleOctetSeq*& 
out_data)
{
  // Operation "::ABC::call".
  // Write user own code.
  // ユーザメソッドのコードを記述します。
 
  // TSCコンテキストの取得
  TSCContext_ptr ctx = _TSCContext();
 
  // ユーザデータの取得
  TSCUChar* data = ctx->getUserData();
  TSCInt data_size = ctx->getUserDataLength();
  out_data = new sampleOctetSeq();
  out_data->length(0);
  printf("Call method in ABC_TSCimpl¥n");
}

（3） サービス登録処理の流れ・コード

同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「2.2.2(4)　
サービス登録処理のコード」を参照してください。
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2.6　TSCThreadを利用するアプリケーション
プログラム（C++）

TSCThreadを利用するアプリケーションプログラムの C++での作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）」を参照してくだ
さい。

2.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーショ
ンの例（C++）

同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリ
ケーションの例（C++）」を参照してください。

2.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例
（C++）

TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。さら
に，TSCユーザスレッドとして TSCThreadの派生クラスを記述し，TSCユーザスレッ
ドファクトリとして TSCThreadFactoryの派生クラスを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード

 
//
// "ABCfile_TSC_t.hh"
//
#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR
#define _ABCfile_TSC_T_HDR
 
#include <tscobject.h>
 
#include "ABCfile_TSC_s.hh"
 
class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
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{
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCfactimpl();
  virtual ~ABC_TSCfactimpl();
 
  virtual TSCObject_ptr create();
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);
 
};
 
class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk
{
private:
 
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCimpl();
  ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);
 
  virtual ~ABC_TSCimpl();
 
  void call(const sampleOctetSeq& in_data,
                 sampleOctetSeq*& out_data);
 
};
 
#endif  // _ABCfile_TSC_T_HDR

（2） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード

 
//
// "ABCfile_TSC_t.cpp"
//
#include "ABCfile_TSC_t.hh"
 
#include "UserThread.h"
 
ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()
{
  // Constructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述
  // します。引数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()
{
  // Destructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述
  // します。
}
 
TSCObject_ptr
ABC_TSCfactimpl::create()
{
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  // Method to create user object.
  // Write user own code.
  // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  return new ABC_TSCimpl();
}
 
void
ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)
{
  // Method to destroy user object.
  // Write user own code.
  // ここに後処理のコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  delete tsc_obj;
}
 
ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
  // 引数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)
       : ABC_TSCsk(_tpbroker_object_name)
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
  // 引数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()
{
  // Destructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。
}
 
void ABC_TSCimpl::call(const sampleOctetSeq& in_data,
                            sampleOctetSeq*& out_data)
{
  // Operation "::ABC::call".
  // Write user own code.
  // ユーザメソッドのコードを記述します。
 
  // TSCユーザスレッドを取得
  // ここで取得したオブジェクトを消去してはいけません。
  TSCThread_ptr my_thr = this->_TSCThread();
 
  // ユーザクラスにキャスト
  // （仮想継承を使用している場合は，dynamic_castを利用して
  // ください）
  UserTImpl* my_thr_impl = (UserTImpl*)my_thr;
 
  // UserTImplのメソッドを呼び出し，値を取得します。
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  CORBA::Long thr_value = my_thr_impl->getValue();
 
  // メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
  // （このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
  out_data = new sampleOctetSeq();
  out_data->length(0);
  printf("Call method in ABC_TSCimpl¥n");
 
}

（3） TSCユーザスレッド（UserTImpl）と TSCユーザスレッドファクト
リ（UserFactImpl）のヘッダのコード

 
//
// "UserThread.h"
//
 
#include <tscobject.h>
#include <tscexcept.h>
 
class UserTImpl : public TSCThread
{
public:
  UserTImpl(CORBA::Long init_info);
  virtual ~UserTImpl();
 
  TSCInt getValue();
 
protected:
  //
  TSCInt m_value;
};
 
 
class UserTFactImpl : public TSCThreadFactory
{
public:
  UserTFactImpl();
  virtual ~UserTFactImpl();
 
  virtual TSCThread_ptr create();
 
  virtual void destroy(TSCThread_ptr tsc_object);
};

（4） TSCユーザスレッド（UserTImpl）と TSCユーザスレッドファクト
リ（UserFactImpl）のコード

 
//
// "UserThread.cpp
//
#include <tscobject.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "UserThread.h"
 
UserTImpl::UserTImpl(CORBA::Long init_value)
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  : m_value(init_value)
{}
 
UserTImpl::~UserTImpl()
{}
 
//
//ユーザ定義のメソッド
//
TSCInt
UserTImpl::getValue()
{
  return m_value;
}
 
UserTFactImpl::UserTFactImpl()
{}
 
UserTFactImpl::~UserTFactImpl()
{}
 
TSCThread_ptr
UserTFactImpl::create()
{
  //TSCユーザスレッドを生成します。
  TSCThread_ptr usr_thr = new UserTImpl(222);
  return usr_thr;
}
 
void
UserTFactImpl::destroy(TSCThread_ptr tsc_thr)
{
  //TSCユーザスレッドを削除します。
  delete tsc_thr;
}

（5） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCユーザスレッドファクトリの生成（new）および各種設定

6. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

7. TSCルートアクセプタの活性化

8. 実行制御の受け渡し

9. TSCルートアクセプタの非活性化

10.TSCルートアクセプタの削除
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11. TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除（delete）

12.TSCデーモンへの接続解放

13.TPBroker OTMの終了処理

（6） サービス登録処理のコード
 
//
//  "Server.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscobject.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "ABCfile_TSC_t.hh"
#include "UserThread.h"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
  try
  {
    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
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       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  TSCServer_ptr tsc_server = 0;
 
  try
  {
    // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
    tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
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    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ（new），
  //    および各種設定
  ////////
 
  // ABC_TSCfactimplの生成
  TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new ABC_TSCfactimpl();
 
  // TSCAcceptorの生成
  TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_obj_fact);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  //////
  // 5, TSCユーザスレッドファクトリの生成（new）および各種設定
  //////
  TSCThreadFactory_ptr  my_thr_fact = new UserTFactImpl();
 
  ////////
  // 6, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
  ////////
 
  // TSCRootAcceptorの生成
  TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server,
                                         my_thr_fact);
  }
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  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  try
  {
    // TSCRootAcceptorへの登録
    my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);
 
    // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。
    // デフォルト値は1
    // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
    // my_rt_acpt->setParallelCount(5);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
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  ////////
  // 7, TSCルートアクセプタの活性化
  ////////
 
  try
  {
    // オブジェクトの活性化
    my_rt_acpt->activate("serviceX");
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      my_rt_acpt->deactivate();
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 8, 実行制御の受け渡し
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::serverMainloop();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
      se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
      se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
      se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
      se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      my_rt_acpt->deactivate();
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();



2.　アプリケーションプログラムの作成（C++）

71

    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 9, TSCルートアクセプタの非活性化
  ////////
 
  try
  {
    // オブジェクトの非活性化
    my_rt_acpt->deactivate();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 10, TSCルートアクセプタの削除
  ////////
 
  TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
 
  ////////
  // 11, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの
  //     削除(delete)
  ////////
 
  delete my_acpt;
  delete my_obj_fact;
 
  ////////
  // 12, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
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  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  delete tsc_domain;
 
  ////////
  // 13, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endServer();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
 
};
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2.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーショ
ンプログラム（C++）

ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの C++での作成例を示します。
これらのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "EEEfile.idl"
//
 
exception UserExcept {
  long value;
};
 
interface EEE
{
  void call() raises (UserExcept);
};
 

● IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェースから次のファイルを生
成します。
• EEEfile_c.hh
• EEEfile_c.cc
• EEEfile_s.hh
• EEEfile_s.cc

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 2-4　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの作成時にトランザク
ションフレームジェネレータが生成するクラス（C++）

分類 ファイル名 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーショ
ン用のユーザ定義 IDLイン
タフェース依存クラス

• EEEfile_TSC_c.hh
• EEEfile_TSC_c.cc

• EEE_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用の
ユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• EEEfile_TSC_s.hh
• EEEfile_TSC_s.cc

• EEE_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• EEE_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • EEEfile_TSC_t.hh
• EEEfile_TSC_t.cc

• EEE_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• EEE_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェク
トファクトリ）
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2.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケー
ションの例（C++）

ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を
示します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "Client.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "EEEfile_TSC_c.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
extern void callService(EEE_TSCprxy_ptr eee);
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
 
  try
  {
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    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
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  TSCClient_ptr tsc_client = 0;
 
  try
  {
    tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,
                      TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
  ////////
 
  // ユーザ定義IDLインタフェース"EEE"用のTSCProxy生成
  EEE_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;
 
  try
  {
    my_proxy = new EEE_TSCprxy(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
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  ////////
  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
  //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
  ////////
 
  try
  {
    callService(my_proxy);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_proxy;
      TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 6, TSCユーザプロキシの削除
  ////////
 
  delete my_proxy;
 
  ////////
  // 7, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endClient();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {



2.　アプリケーションプログラムの作成（C++）

78

      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 8, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endClient();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
 
};

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
 
//
// "callService.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <corba.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscproxy.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "EEEfile_TSC_c.hh"
 
#define SEND_MESSAGE_LENGTH  (256)
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
void callService(EEE_TSCprxy_ptr eee)
{
 
  ////////
  // サービスの呼び出し
  ////////
 
  try
  {
    // サーバのメソッドの呼び出し
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    eee->call();
  }
  catch(UserExcept& se)
  {
    cout << "catch = " << se.value << endl;
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    throw;
  }
 
}

2.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの
例（C++）

ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示しま
す。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示
しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
EEE_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
EEE_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のヘッダのコード

 
//
// "UserExcept_TSC_t.hh"
//
#ifndef _EEEfile_TSC_T_HDR
#define _EEEfile_TSC_T_HDR
 
#include <tscobject.h>
 
#include "EEEfile_TSC_s.hh"
 
class EEE_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
{
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  EEE_TSCfactimpl();
  virtual ~EEE_TSCfactimpl();
 
  virtual TSCObject_ptr create();
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);
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};
 
class EEE_TSCimpl : public EEE_TSCsk
{
private:
 
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  EEE_TSCimpl();
  EEE_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);
 
  virtual ~EEE_TSCimpl();
 
  void call();  
 
};
 
#endif  // _EEEfile_TSC_T_HDR

（2） TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のコード

 
//
// "UserExcept_TSC_t.cpp"
//
#include "EEEfile_TSC_t.hh"
 
EEE_TSCfactimpl::EEE_TSCfactimpl()
{
  // Constructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して
  // ください。
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
}
 
EEE_TSCfactimpl::~EEE_TSCfactimpl()
{
  // Destructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述して
  // ください。
}
 
TSCObject_ptr
EEE_TSCfactimpl::create()
{
  // Method to create user object.
  // Write user own code.
  // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  return new EEE_TSCimpl();
}
 
void
EEE_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)
{



2.　アプリケーションプログラムの作成（C++）

81

  // Method to destroy user object.
  // Write user own code.
  // 後処理のコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  delete tsc_obj;
}
 
EEE_TSCimpl::EEE_TSCimpl()
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して
  // ください。
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
}
 
EEE_TSCimpl::EEE_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)
      : EEE_TSCsk(_tpbroker_object_name)
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して
  // ください。
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
}
 
EEE_TSCimpl::~EEE_TSCimpl()
{
  // Destructor of implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述して
  // ください。
}
 
void
EEE_TSCimpl::call()
{
  // Operation "::EEE::call".
  // Write user own code.
 
  throw UserExcept(123456);
}

（3） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化
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7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化

9. TSCルートアクセプタの削除

10.TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除（delete）

11. TSCデーモンへの接続解放

12.TPBroker OTMの終了処理

（4） サービス登録処理のコード
 
//
// "Server.cpp"
//
#include <stdio.h>
#include <iostream.h>
 
#include <tscadm.h>
#include <tscobject.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "EEEfile_TSC_t.hh"
 
#define ERR_FORMAT
    "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"
 
int main(int argc, char** argv)
{
 
  ////////
  // 1, TPBrokerの初期化処理
  ////////
 
  CORBA::ORB_ptr orb = 0;
  try
  {
    // ORBの初期化
    orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);
  }
  catch(CORBA::SystemException& se)
  {
    // 例外処理
    cerr << se << endl;
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 2, TPBroker OTMの初期化処理
  ////////
 
  try
  {
    // TSCの初期化
    TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);
  }
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  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 3, TSCデーモンへの接続
  ////////
 
  TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;
 
  try
  {
    tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  TSCServer_ptr tsc_server = 0;
 
  try
  {
    // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
    tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
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    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ（new），
  //    および各種設定
  ////////
 
  // EEE_TSCfactimplの生成
  TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new EEE_TSCfactimpl();
 
  // TSCAcceptorの生成
  TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_acpt = new EEE_TSCacpt(my_obj_fact);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
  ////////
 
  // TSCRootAcceptorの生成
  TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;
 
  try
  {
    my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
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    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  try
  {
    // TSCRootAcceptorへの登録
    my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);
 
    // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。
    // デフォルト値は1
    // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
    // my_rt_acpt->setParallelCount(5);
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
      exit(1);
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 6, TSCルートアクセプタの活性化
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  ////////
 
  try
  {
    // オブジェクトの活性化
    my_rt_acpt->activate("serviceX");
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 7, 実行制御の受け渡し
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::serverMainloop();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      my_rt_acpt->deactivate();
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
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      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 8, TSCルートアクセプタの非活性化
  ////////
 
  try
  {
    // オブジェクトの非活性化
    my_rt_acpt->deactivate();
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
      delete my_acpt;
      delete my_obj_fact;
      TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  ////////
  // 9, TSCルートアクセプタの削除
  ////////
 
  TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);
 
  ////////
  // 10, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの
  //     削除（delete）
  ////////
 
  delete my_acpt;
  delete my_obj_fact;
 
  ////////
  // 11, TSCデーモンへの接続解放
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);
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  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    try
    {
      TSCAdm::endServer();
    }
    catch(TSCSystemException& se)
    {
      exit(1);
    }
    exit(1);
  }
 
  delete tsc_domain;
 
  ////////
  // 12, TPBroker OTMの終了処理
  ////////
 
  try
  {
    TSCAdm::endServer();
  }
    catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr, ERR_FORMAT,
       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
       se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),
       se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),
       se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());
    exit(1);
  }
 
  exit(0);
 
};
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2.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケー
ションプログラム（C++）

TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラムの C++での作成例を示します。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）」を参照してくだ
さい。

2.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケー
ションの例（C++）

同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリ
ケーションの例（C++）」を参照してください。

2.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの
例（C++）

TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示しま
す。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示
しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。さら
に，TSCThreadの派生クラスと TSCThreadFactoryの派生クラスを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード

 
//
// "ABCfile_TSC_t.hh"
//
 
#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR
#define _ABCfile_TSC_T_HDR
 
#include <tscobject.h>
 
#include "ABCfile_TSC_s.hh"
 
class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
{
public:
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  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCfactimpl();
 
  virtual ~ABC_TSCfactimpl();
 
  virtual TSCObject_ptr create();
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);
 
};
 
class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk
{
private:
 
public:
  // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
  ABC_TSCimpl();
 
  virtual ~ABC_TSCimpl();
 
  void call(const OctetSeq& in_data,OctetSeq*& out_data);
 
  // メソッドが呼ばれた回数
  CORBA::Long m_counter;
 
};
 
#endif  // _ABCfile_TSC_T_HDR

（2） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）と TSCユーザオブジェ
クトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード

 
//
//  "ABCfile_TSC_t.cpp"
//
 
 
#include <tscadm.h>
#include <tscexcept.h>
 
#include "ABCfile_TSC_t.hh"
 
ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()
{
  // Constructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述
  // します。引数の数および型を変更することもできます。
}
 
ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()
{
  // Destructor of factory implementation.
  // Write user own code.
  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述
  // します。
 
}
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TSCObject_ptr
ABC_TSCfactimpl::create()
{
  // Method to create user object.
  // Write user own code.
  // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
    return new ABC_TSCimpl();
}
 
void
ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)
{
  // Method to destroy user object.
  // Write user own code.
  // ここに後処理のコードを記述します。
  // 必要に応じて変更してください。
  delete tsc_obj;
}
 
ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()
{
  // Constructor of implementation.
  // Write user own code.
 
  ////////
  // 時間監視の処理
  ////////
  TSCWatchTime_ptr watch_time = 0;
  try
  {
    // 監視時間60秒の時間監視オブジェクト生成
    watch_time = new TSCWatchTime(60);
 
    // 時間監視の開始
    watch_time->start();
 
    // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
    // 引数の数および型を変更することもできます。
 
    // 時間監視の中断
    watch_time->stop();
 
    // 時間監視オブジェクトの解放
    delete watch_time;
  }
  catch(TSCSystemException& se)
  {
    // 例外処理
    fprintf(stderr,"EC=%d,DC=%d,PC=%d,MC1=%d,MC2=%d¥n",
              se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),
              se.getPlaceCode(), se.getMaintenanceCode1(),
              se.getMaintenanceCode2());
 
    delete watch_time;
 
    throw;
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  }
}
 
 
ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()
{
  // Destructor of implementation.
  // Write user own code.
  // ユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。
}
 
void ABC_TSCimpl::call(const OctetSeq& in_data,
                            OctetSeq*& out_data)
{
  // Operation "::ABC::ABCCall".
  // Write user own code.
  // ユーザメソッドのコードを記述します。
 
  // メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
  // （このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
  m_counter++;
  out_data = new OctetSeq();
  out_data->length(0);
 
}

（3） サービス登録処理の流れ・コード

同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「2.2.2(4)　
サービス登録処理のコード」を参照してください。
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3　 アプリケーションプログラ
ミングインタフェース
（C++）
この章では，C++のクラスライブラリについて説明します。
ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスと雛形クラスでは，
対応するユーザ定義 IDLインタフェースの名称を "ABC"と仮
定します。なお，各クラスの詳細は，アルファベット順に示し
ます。

クラスの一覧（C++）

クラス関連図（C++）

公開メソッド呼び出しと内部参照（C++）
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クラスの一覧（C++）

各クラスは次のように分類されます。

• システム提供クラス
• システム提供例外クラス
• ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス
• 雛形クラス

各クラスの一覧を次の表に示します。

表 3-1　クラス一覧（C++）

分類 クラス

システム提供クラス • TSCAcceptor
• TSCAdm
• TSCClient
• TSCContext
• TSCDomain
• TSCObject
• TSCObjectFactory
• TSCProxyObject
• TSCRootAcceptor
• TSCServer
• TSCSessionProxy
• TSCThread
• TSCThreadFactory
• TSCWatchTime

システム提供例外クラス • TSCSystemException
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基本データ型（C++）

OTMで定義している，各クラスで使用する基本データ型を次に示します。

 
typedef short           TSCShort;
typedef int             TSCInt;
typedef long            TSCLong;
typedef unsigned short  TSCUShort;
typedef unsigned int    TSCUInt;
typedef unsigned long   TSCULong;
typedef char            TSCChar;
typedef char            TSCBool;
typedef unsigned char   TSCUChar;

• TSCSystemExceptionの派
生クラス

• TSCBadContextException
• TSCBadInvOrderException
• TSCBadOperationException
• TSCBadParamException
• TSCBadTypecodeException
• TSCCommFailureException
• TSCDataConversionException
• TSCFreeMemException
• TSCImpLimitException
• TSCInitializeException
• TSCInternalException
• TSCIntfReposException
• TSCInvFlagException
• TSCInvIdentException
• TSCInvObjrefException
• TSCMarshalException
• TSCNoImplementException
• TSCNoMemoryException
• TSCNoPermissionException
• TSCNoResourcesException
• TSCNoResponseException
• TSCObjAdapterException
• TSCObjectNotExistException
• TSCPersistStoreException
• TSCTransientException
• TSCUnknownException

ユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス（基底
クラス）

• ABC_TSCacpt（TSCAcceptor）
• ABC_TSCprxy（TSCProxyObject）
• ABC_TSCsk（TSCObject）
• ABC_TSCspxy（TSCSessionProxy）

雛形クラス（基底クラス） • ABC_TSCfactimpl（ABC_TSCfactsk）
• ABC_TSCimpl（ABC_TSCsk）

分類 クラス
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クラス関連図（C++）

システム提供クラスから派生するユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスの関連を次
の図に示します。
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図 3-1　システム提供クラスから派生するユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス
（C++）

サーバアプリケーションを作成する際に使用するシステム提供クラスおよびシステム提
供例外クラスの関連を次の図に示します。
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図 3-2　システム提供クラスおよびシステム提供例外クラス（C++）
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公開メソッド呼び出しと内部参照（C++）

システム提供クラスのインスタンス関連図を基に，OTM上でのインスタンス間の公開メ
ソッド呼び出し，および内部参照（アクセス）について説明します。

●公開メソッド呼び出し
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの公開メソッド
を呼び出すことです。

●内部参照（アクセス）
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの非公開メソッ
ドを内部的にアクセスすることです。またはそのインスタンスを内部的に参照するこ
とです。

図中のインスタンス数を次の表に示します。また，システム提供クラスのインスタンス
関連を図 3-3に示します。

表 3-2　インスタンス数（C++）

インスタンス インスタンス数

TSCルートアクセプタ m（TSCServer単位）

パラレルカウント n（TSCRootAcceptor単位）

TSCユーザアクセプタ p（TSCRootAcceptor単位）

TSCユーザオブジェクトファクトリ 1（TSCAcceptor単位）

TSCユーザプロキシ s（TSCClient単位）
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図 3-3　システム提供クラスのインスタンス関連図（C++）
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ABC_TSCacpt（C++）

ABC_TSCacptはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCacptは，TSCユーザアクセプタの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが ABC_TSCacptを自動生
成します。次に ABC_TSCacptの特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

形式
 
class ABC_TSCacpt;
typedef ABC_TSCacpt* ABC_TSCacpt_ptr;
 
class ABC_TSCacpt : public TSCAcceptor
{
 public:
  ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact);
  ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact,
              const char* tsc_acpt_name);
 
  virtual ~ABC_TSCacpt();
};

コンストラクタ

● ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact)

TSCユーザオブジェクトファクトリとして tsc_object_factを保持します。さらに，デ
フォルトの TSCアクセプタ名称で ABC_TSCacptを生成します。

サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCAcceptorを指定しな
い場合，TSCアクセプタ名称のデフォルト値は "指定なし "となります。コマンドオプ
ション引数 -TSCAcceptorを指定する場合は，TSCアクセプタ名称のデフォルト値はそ
の指定値となります。

● ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact,
                                     const char* tsc_acpt_name)
 

項目 型・意味

引数 TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact TSCObjectFactoryオブジェクト

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException
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TSCユーザオブジェクトファクトリとして tsc_object_factを保持します。さらに，デ
フォルトの TSCアクセプタ名称で ABC_TSCacptを生成します。ただし，
tsc_acpt_nameには，1～ 31文字の TSCアクセプタ名称を指定してください。

デストラクタ

● virtual ~ABC_TSCacpt()

ABC_TSCacptを削除します。

項目 型・意味

引数 TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact TSCObjectFactoryオブジェクト

const char* tsc_acpt_name TSCアクセプタ名称

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException
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ABC_TSCfactimpl（C++）

ABC_TSCfactimplは雛形クラスです。

ABC_TSCfactimplは，TSCユーザオブジェクトファクトリの実装クラスです。ユーザ
定義 IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが
ABC_TSCfactimplを生成します。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述し
ます。次に ABC_TSCfactimplの特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

形式

斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。
太字太字太字太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装の
コードを記述する必要があります。

 
class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
{
 public:
  ABC_TSCfactimpl(...);
 
  virtual ~ABC_TSCfactimpl;
 
  virtual TSCObject_ptr create();
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);
};

コンストラクタ

● ABC_TSCfactimpl()

引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラ
クタを生成できます。

コールバックメソッド

● virtual TSCObject_ptr create()

典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。

● virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object)

典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。
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ABC_TSCimpl（C++）

ABC_TSCimplは雛形クラスです。

ABC_TSCimplは，TSCユーザオブジェクトの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが ABC_TSCimplを生成し
ます。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述します。次に ABC_TSCimpl
の特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCimplは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの C++言語へのマッピン
グは，TPBrokerと同じです。

形式

斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。
太字太字太字太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装の
コードを記述する必要があります。

 
class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk
{
public:
  ABC_TSCimpl(...);
 
  virtual ~ABC_TSCimpl();
 
  //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群
  virtual ... xxx(...);
};

コンストラクタ

● ABC_TSCimpl(...)

引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラ
クタを生成できます。

コールバックメソッド

● virtual ... xxx(...)

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。ユーザが
メソッドのコードを実装します。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，
TPBrokerと同じです。
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ABC_TSCprxy（C++）

ABC_TSCprxyはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCprxyは，TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースに従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，TSCProxyObjectを呼
び出します。ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェ
ネレータが ABC_TSCprxyを自動生成します。次に ABC_TSCprxyの特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCprxyは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。また，
ABC_TSCprxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのスケルトンを継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの C++言語へのマッピン
グは，TPBrokerと同じです。

形式
 
class ABC_TSCprxy;
typedef ABC_TSCprxy* ABC_TSCprxy_ptr;
 
class ABC_TSCprxy : public _sk_ABC, public TSCProxyObject
{
 public:
  ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client);
  ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client,
              const char* tsc_acpt_name);
 
  virtual ~ABC_TSCprxy();
 
  //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群
  virtual ... xxx(...);
};

コンストラクタ

● ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client)

tsc_clientと接続する ABC_TSCprxyを生成します。

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException



ABC_TSCprxy（C++）

106

● ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client,
                             const char* tsc_acpt_name)
 

tsc_clientと接続する TSCアクセプタ名称が tsc_acpt_nameの ABC_TSCprxyを生成し
ます。

メソッド

● virtual ... xxx(...);

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッド
の引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

const char* tsc_acpt_name TSCアクセプタ名称

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味

例外 TSCSystemException（各種例外）
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ABC_TSCsk（C++）

ABC_TSCskはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCskは，TSCユーザスケルトンの実装クラスです。クライアント側から送信さ
れたバイト配列データとともに呼び出されます。ユーザ定義 IDLインタフェースに従っ
て，そのバイト配列データをユーザデータに分解し，TSCユーザオブジェクトの実装メ
ソッドを呼び出します。ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トランザクションフ
レームジェネレータが ABC_TSCskを自動生成します。次に ABC_TSCskの特徴を示し
ます。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。
• 直接，このクラスのインスタンスを生成できません。
• ユーザは ABC_TSCskクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。

ABC_TSCskは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。また，
ABC_TSCskの派生クラスも同様に，TPBrokerのスケルトンを継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの C++言語へのマッピン
グは，TPBrokerと同じです。

形式
 
class ABC_TSCsk
 : public _sk_ABC, public virtual TSCObject
{
 public:
 
  virtual ... xxx(...)=0;
 
 protected:
  ABC_TSCsk();
 
 virtual ~ABC_TSCsk();
 
};

コンストラクタ

● ABC_TSCsk()

ABC_TSCskを生成します。

デストラクタ

● virtual ~ABC_TSCsk()

ABC_TSCskを削除します。
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コールバックメソッド

● virtual ... xxx(...)

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッド
の引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。
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ABC_TSCspxy（C++）

ABC_TSCspxyはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCspxyは，セション呼び出し用の TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユー
ザ定義 IDLインタフェースに従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，
TSCSessionProxyを呼び出します。ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トランザ
クションフレームジェネレータが ABC_TSCspxyを自動生成します。ABC_TSCspxyは，
次の点を除いて ABC_TSCprxyと同様の働きをします。

• TSCSessionProxyを継承します。
• トランザクションフレームジェネレータに -TSCspxyオプションを指定したときだけ
生成されます。

• onewayのオペレーションを定義したユーザ定義 IDLからは生成できません。

次に ABC_TSCspxyの特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCspxyは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。また，
ABC_TSCspxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのスケルトンを継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの C++言語へのマッピン
グは，TPBrokerと同じです。

形式
 
class ABC_TSCspxy;
typedef ABC_TSCspxy* ABC_TSCspxy_ptr;
 
class ABC_TSCspxy : public _sk_ABC, public TSCSessionProxy
{
 public:
  ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client);
  ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client,
              const char* tsc_acpt_name);
 
  virtual ~ABC_TSCspxy();
 
  //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群
  virtual ... xxx(...);
};
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コンストラクタ

● ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client)

tsc_clientと接続する ABC_TSCspxyを生成します。

● ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client,
                             const char* tsc_acpt_name)
 

tsc_clientと接続する TSCアクセプタ名称が tsc_acpt_nameの ABC_TSCspxyを生成し
ます。

メソッド

● virtual ... xxx(...);

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッド
の引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

const char* tsc_acpt_name TSCアクセプタ名称

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味

例外 TSCSystemException（各種例外）
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TSCAcceptor（C++）

TSCAcceptorはシステム提供クラスです。

TSCAcceptorは，TSCユーザプロキシを使用したクライアント側からの TSCユーザオ
ブジェクトのメソッド呼び出し要求に対して，サーバ側の TSCユーザオブジェクトのメ
ソッドを呼び出すためのクラスです。TSCルートアクセプタから TSCユーザオブジェク
トのメソッド呼び出し要求を受け取り，TSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出し
ます。これに伴って，TSCユーザオブジェクトを管理したり，スレッドと TSCユーザオ
ブジェクト間を対応づけたりします。また，TSCサービス識別子を使用して，TSCユー
ザオブジェクトが提供するサービスを識別します。

ユーザは TSCユーザオブジェクトの管理オブジェクトとして，TSCAcceptorクラスのイ
ンスタンスを生成します。次に TSCAcceptorの特徴を示します。

• TSCObjectFactoryを保持することで，TSCユーザオブジェクト（TSCObject）を管
理します。

• TSCAcceptorが提供できるサービスを TSCサービス識別子の列で表現します。TSC
サービス識別子は，インタフェース名称の列と TSCアクセプタ名称から構成されま
す。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。

TSCユーザオブジェクト（TSCObject）の管理

TSCObjectFactoryによる TSCObjectの管理

TSCRootAcceptorが active状態に遷移するとき，登録されている TSCAcceptorはオブ
ジェクト管理開始通知を受けます。また，TSCRootAcceptorが non-active状態に遷移す
るとき，登録されている TSCAcceptorはオブジェクト管理終了通知を受けます。それぞ
れの通知とともに，TSCAcceptorは TSCObjectFactoryを使用して次に示すように動作
します。

• TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理開始通知を受けると，
TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で TSCObjectFactoryの createを呼び出
します。さらに，この呼び出しで返される TSCObjectを TSCRootAcceptorが保持す
る各スレッドに割り当てます。これによって，TSCObjectFactoryの create呼び出し
で返される TSCObjectは，スレッドに対応づけて管理されます。

• TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理終了通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理終了通知を受けると，
TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で割り当てられている TSCObjectを引数
に，TSCObjectFactoryの destroyを呼び出します。これによって，対応づけられて
いるスレッド上の管理対象から，該当する TSCObjectが外されます。
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TSCRootAcceptorからの TSCObjectの呼び出し

TSCRootAcceptorは，クライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼び出しを受け
取ると，該当するサービスを提供する TSCAcceptorに振り分けます。さらに，
TSCRootAcceptorが管理するスレッド上で TSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受
け取ると，同じスレッド上で同じスレッドに割り当てられている TSCObjectを呼び出し
ます。

TSCサービス識別子によるサービスの識別

TSCサービス識別子の構成

TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されま
す。TSCサービス識別子は，インタフェース名称の列と TSCアクセプタ名称から構成さ
れます。

• TSCAcceptorのインタフェース名称の列
TSCAcceptorのインタフェース名称の列は，TSCAcceptorや管理する TSCObjectが
提供するサービスのインタフェースの種類を表します。
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，単数のインタフェース名称で表され
ます。TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義
IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表さ
れます。

• TSCAcceptorの TSCアクセプタ名称
TSCアクセプタ名称も，TSCAcceptorや管理する TSCObjectが提供するサービスの
インタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供する
TSCAcceptorまたは TSCObjectの間の実装内容の違いを識別するために使用します。
したがって，TSCアクセプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし "とす
ることもできます。

サービスの種類の表現方法

TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子の列によって表され
ます。TSCAcceptorは TSCサービス識別子の列で示されるサービスを提供できます。

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
 
単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 
TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義 IDLイ
ンタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表され
ます。
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複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
 
単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および
単数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子
 
TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義 IDLイ
ンタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表され
ます。
 
複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および
複数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子（ただし，TSCサービス識別子中の
TSCアクセプタ名称は同じ）

サービスの種類の表現例
• TSCAcceptorのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"への要求だけを受け付けること
ができます。
 
"ABC::"
 

• TSCAcceptorのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称が "abc"の場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"と "ABC::abc"への要求メッセー
ジを受け付けることができます。
 
"ABC::abc"
"ABC::"

形式
 
class TSCAcceptor;
typedef TSCAcceptor_ptr *TSCAcceptor;
 
class TSCAcceptor
{
 public:
  //インタフェース名称列
  const char* const* getInterfaceName();
 
  //TSCアクセプタ名称
  const char* getAcceptorName();
};

インクルードファイル
 
#include <tscobject.h>
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メソッド

● const char* const* getInterfaceName()

インタフェース名称の列を取得します。

TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任は TSCAcceptorクラスにあるので，ユーザ
は削除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● const char* getAcceptorName()

TSCアクセプタ名称を取得します。

TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任は TSCAcceptorクラスにあるので，ユーザ
は削除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCAcceptorの生成と削除

TSCAcceptorを生成するには，引数を指定しないで，または TSCアクセプタ名称を指定
して，newオペレータで生成します。

TSCAcceptorを削除するときは，deleteオペレータを使用します。TSCAcceptorクラス
のインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは削除できないため，インスタン
スへの内部参照（アクセス）をなくした状態で削除してください。

TSCAcceptorの派生クラス型のインスタンスについても同様です。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則
を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称の列

例外 ありません。

項目 型・意味

戻り値 TSCアクセプタ名称

例外 ありません。
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インスタンスの公開メソッド呼び出し規則

TSCAcceptorクラスのインスタンスが，ほかのクラスのインスタンスの公開メソッドを
呼び出す規則を次に示します。

インスタンスへの内部参照（アクセス）規則

TSCAcceptorクラス型のインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照す
るインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，その際の
動作を保証しません。

また，複数のスレッド上から同時に TSCAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照
（アクセス）できます。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getInterfaceName できます。

getAcceptorName できます。

タイミング 公開メソッド呼び出し

TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通
知，またはオブジェクト管理終了通知のとき

コンストラクタで指定した TSCObjectFactory型
のインスタンス

登録先の TSCRootAcceptorが active状態のとき active状態に遷移するときに管理を開始した
TSCObject型のインスタンス
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TSCAdm（C++）

TSCAdmはシステム提供クラスです。

TSCAdmは，アプリケーションプログラムの初期化処理，TSCClientの取得，および
TSCServerの取得をするクラスです。

形式
 
class TSCAdm
{
 public:
  static void initServer(TSCInt argc,
                         TSCChar *argv[],
                         CORBA::ORB_ptr orb);
  static void initClient(TSCInt argc,
                         TSCChar *argv[],
                         CORBA::ORB_ptr orb);
 
  static void serverMainloop();
  static void shutdown();
 
  static void endServer();
  static void endClient();
 
  static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain,
                                    TSCInt way);
  static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain);
 
  static TSCServer_ptr getTSCServer(TSCDomain_ptr tsc_domain);
 
  static void releaseTSCClient(TSCClient_ptr tsc_client);
  static void releaseTSCServer(TSCServer_ptr tsc_server);
 
  static TSCInt get_status();
};

インクルードファイル
 
#include <tscadm.h>

メソッド

● static void initServer(TSCInt argc,
                                       TSCChar *argv[],
                                       CORBA::ORB_ptr orb)
 

項目 型・意味

引数 TSCInt argc コマンド引数の数

TSCChar *argv[] コマンド引数

CORBA::ORB_ptr orb ORBのリファレンス
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サーバアプリケーションの初期化処理を実行します。このメソッドは，プロセスで 1回
だけ発行できます。TSCAdm::endServer()メソッド，または TSCAdm::endClient()メ
ソッドの発行によって終了処理したあとでも，このメソッドは発行できません。

このメソッドの argc引数にはプロセスのmain()関数の第 1引数を，argv引数には
main()関数の第 2引数をそれぞれそのまま指定してください。プロセス開始時にコマン
ドラインで指定された情報を削除または変更して argc引数および argv引数に指定する
と，正しく動作しない場合があります。tscstartprcコマンドを使用して開始したサーバ
アプリケーションのコマンドラインには，tscstartprcコマンドに指定したコマンドライ
ン引数がすべて渡されます。

● static void initClient(TSCInt argc,
                                          TSCChar *argv[],
                                          CORBA::ORB_ptr orb)
 

クライアントアプリケーションの初期化処理を実行します。TSCAdm::initServer()メ
ソッドを発行すれば，TSCAdm::initClient()メソッドを発行しなくてもクライアントア
プリケーションの機能を使用できるようになります。

このメソッドの argc引数にはプロセスのmain()関数の第 1引数を，argv引数には

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・意味

引数 TSCInt argc コマンド引数の数

TSCChar *argv[] コマンド引数

CORBA::ORB_ptr orb ORBのリファレンス

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・意味
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main()関数の第 2引数をそれぞれそのまま指定してください。プロセス開始時にコマン
ドラインで指定された情報を削除または変更して argc引数および argv引数に指定する
と，正しく動作しないことがあります。

このメソッドは，TSCAdm::endClient()メソッドの発行によって終了処理をした場合は
再発行できますが，TSCAdm::endServer()メソッドの発行によって終了処理をしたあと
は再発行できません。TSCAdm::endClient()メソッドの発行後にこのメソッドを再発行
した場合，2回目以降の発行で指定した argc引数および argv引数の値は無効となり，
初回の発行で指定した値が有効になります。ただし，このメソッドを複数回発行すると
クライアントアプリケーションの性能に影響を与えるため，推奨できません。

● static void serverMainloop()

リクエストを受信待ち状態にします。このメソッドはサーバアプリケーションでだけ発
行できます。

● static void shutdown()

リクエストの受信待ち状態を解除します。このメソッドはサーバアプリケーションでだ
け発行できます。

● static void endServer()

サーバアプリケーションの終了処理を実行します。

このメソッドはプロセスで１回だけ発行できます。このメソッド発行後はそのプロセス
で OTMの機能は使用しないでください。

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
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● static void endClient()

クライアントアプリケーションの終了処理を実行します。

このメソッドの発行後は，そのプロセスで OTMまたは OTM - Clientの機能を使用でき
ません。また，このメソッドで例外が発生した場合は，クライアントアプリケーション
を終了させる必要があります。

● static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain,
                                                            TSCInt way)
 

指定した TSCDomainを基に，リクエストする TSCデーモンの TSCClientのリファレ
ンスを取得するメソッドです。

wayには，接続経路として，次に示すどちらかを指定します。

• TSCAdm::TSC_ADM_DIRECT
TSCデーモンに直結してリクエストします。ただし，シングルスレッドライブラリを
使用するアプリケーションプログラムの場合は，TSCデーモンに直結したリクエスト
はできません。

• TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR
TSCレギュレータを経由してリクエストします。この場合，TSCレギュレータによっ
てコネクションを集約します。

ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定し
た TSCDomainおよび wayの組み合わせに一致する情報が，接続先情報ファイル中に記
述されていなければなりません。一致する情報が接続先情報ファイルにない場合，

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味

引数 TSCDomain_ptr tsc_domain TSCDomainのリファレンス

TSCInt way 接続経路

戻り値 TSCClientオブジェクトリファレンス

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException
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TSCBadParamException例外が発生します。なお，ファイル検索方式でマルチノードリ
トライ接続を実行するには，アプリケーションプログラムの開始時に，次に示すように
コマンドオプション引数を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに
"0000"または "0001"を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省
略します。この場合，-TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

● static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain)

指定した TSCDomainを基に，リクエストする TSCデーモンの TSCClientのリファレ
ンスを取得するメソッドです。接続経路には，アプリケーションプログラムの開始時に，
コマンドオプション引数 -TSCRequestWayに指定した値を使用します。なお，シングル
スレッドライブラリを使用するアプリケーションプログラムの場合，TSCデーモンに直
結したリクエストはできません。

ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定し
た TSCDomain，およびコマンドオプション引数 -TSCRequestWayの組み合わせに一致
する情報が，接続先情報ファイル中に記述されていなければなりません。一致する情報
が接続先情報ファイルにない場合，TSCBadParamException例外が発生します。なお，
ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行するには，アプリケーションプロ
グラムの開始時に，次に示すようにコマンドオプション引数を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに
"0000"または "0001"を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省
略します。この場合，-TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

項目 型・意味

引数 TSCDomain_ptr tsc_domain TSCDomainのリファレンス

戻り値 TSCClientオブジェクトリファレンス

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException
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● static TSCServer_ptr getTSCServer(TSCDomain_ptr tsc_domain)

指定した TSCDomainを基に，自サーバへリクエストを振り分ける TSCデーモンの
TSCServerのリファレンスを取得するメソッドです。

● static void releaseTSCClient(TSCClient_ptr tsc_client)

TSCClientを解放します。

● static void releaseTSCServer(TSCServer_ptr tsc_server)

TSCServerを解放します。

項目 型・意味

引数 TSCDomain_ptr tsc_domain TSCDomainのリファレンス

戻り値 TSCServerオブジェクトリファレンス

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client TSCClientオブジェクトリファレンス

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

引数 TSCServer_ptr tsc_server TSCServerオブジェクトリファレンス

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
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● static TSCInt get_status()

運用管理で管理するプロセスステータスを返します。プロセスステータスを示す定数を
表 3-3，表 3-4に示します。

表 3-3　TSCAdmクラスで検出するクライアントアプリケーションのプロセスステータ
ス（C++）

クライアントアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object 
Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のクライアントアプリケーションの状態の検
出に関する説明を参照してください。

表 3-4　TSCAdmクラスで検出するサーバアプリケーションのプロセスステータス
（C++）

サーバアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object 
Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のサーバアプリケーションの状態の検出に関
する説明を参照してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCAdmクラスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 プロセスステータス

定数名 状態 内容

TSCAdm::TSC_ADM_PRC_LIVING オンライン稼働中 initClient()を発行してから，終了要
求を受け付けるまでの状態

TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DYING 正常終了処理中 終了要求を受け付けてから，
endClient()を発行するまでの状態

TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DEAD 終了 initClient()の発行以前，または
endClient()の発行以降の状態

定数名 状態 内容

TSCAdm::TSC_ADM_PRC_LIVING 正常開始処理中 initServer()を発行してから，
serverMainloop()を発行するまでの
状態

TSCAdm::TSC_ADM_PRC_ACTIVE オンライン稼働中 serverMainloop()を発行してから，
終了要求を受け付けるまでの状態

TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DYING 正常終了処理中 終了要求を受け付けてから，
endServer()を発行するまでの状態

TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DEAD 終了 initServer()の発行以前，または
endServer()の発行以降の状態
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注※
複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできますが，有効となるのは一つの呼
び出しだけです。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

initServer できます。※

initClient できます。※

serverMainloop できます。※

shutdown できます。※

endServer できます。※

endClient できます。※

getTSCClient できます。

getTSCServer できます。

releaseTSCClient できます。

releaseTSCServer できます。

get_status できます。
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TSCClient（C++）

TSCClientはシステム提供クラスです。

TSCClientは，TSCデーモン中のクライアントアプリケーション管理部分を表すクラス
です。クライアントアプリケーション側からの TSCユーザオブジェクトの呼び出し要求
は，TSCClientを経由して TSCデーモンに渡されます。

ユーザは，クライアントアプリケーションが TSCデーモンと接続するときに TSCClient
を取得します。クライアントアプリケーションと TSCデーモンの接続には，TSCデーモ
ンと直結する方法と，TSCレギュレータを経由する方法があります。次に TSCClientの
特徴を示します。

• 属性として TSCドメイン名称と TSC識別子を持ちます。

TSCデーモンに直結する場合の TSCClientの取得

クライアントアプリケーションと TSCデーモン間の直結の接続は，クライアントアプリ
ケーションプロセス内で TSCClientを最初に取得するときに確立されます。その後，同
じ TSCデーモンに対して TSCClientを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，
取得したすべての TSCClientを解放すると接続が切断されます。

一つのクライアントアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することも
できます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由して TSC
デーモンに渡される場合，並行して処理されます。

ただし，シングルスレッドライブラリを使用するアプリケーションプログラムの場合，
TSCデーモンに直結してリクエストできません。

TSCレギュレータを経由する場合の TSCClientの取得

TSCレギュレータを経由する場合のクライアントアプリケーションと TSCデーモン間の
接続は，TSCClientを取得するたびに確立されます。逆に，TSCClientを解放するたび
に，割り当てられた接続が切断されます。

一つのクライアントアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することも
できます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求がこの一つの接続を経由して
TSCデーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。

形式
 
class TSCClient;
typedef TSCClient* TSCClient_ptr;
 
class TSCClient
{
 public:
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  const char* getTSCDomainName();
  const char* getTSCID();
};
 

インクルードファイル
 
#include <tscproxy.h>
 

メソッド

● const char* getTSCDomainName()

TSCドメイン名称を返します。

TSCドメイン名称のメモリ領域の管理責任は TSCClientクラスにあるので，ユーザは削
除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● const char* getTSCID()

TSC識別子を返します。

TSCドメイン名称のメモリ領域の管理責任は TSCClientクラスにあるので，ユーザは削
除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCClientの取得と解放

TSCデーモンと直結する場合，TSCClientを取得するには，
TSCAdm::TSC_ADM_DIRECTを引数に指定して TSCAdm::getTSCClientを発行しま
す。TSCレギュレータを経由する場合は，TSCAdm::TSC_ADM_REGULATORを引数
に指定して TSCAdm::getTSCClientを発行します。

TSCClientを解放するときは，TSCAdm::releaseTSCClientを発行します。TSCClient
クラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは解放できないため，イン
スタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で解放してください。

項目 型・意味

戻り値 TSCドメイン名称

例外 ありません。

項目 型・意味

戻り値 TSC識別子

例外 ありません。
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マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCClientクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を
次に示します。

インスタンスへの内部参照（アクセス）規則

TSCClientクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するイ
ンスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，その際の動作
を保証しません。

また，複数のスレッド上から同時にこのクラスの同じインスタンスを内部参照できます。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getTSCDomainName できます。

getTSCID できます。
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TSCContext（C++）

TSCContextはシステム提供クラスです。

TSCContextは，TSCユーザプロキシを使用してクライアント側からサーバ側の TSC
ユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すとき，暗黙的にサーバ側に渡すユーザデータ
のコンテナクラスです。次に TSCContextの特徴を示します。

• ユーザデータを保持します。

TSCContextによるユーザデータの取得

TSCProxyObjectを使用してクライアント側からサーバ側の TSCユーザオブジェクトの
メソッドを呼び出すときに，TSCContextによって引数以外のユーザデータをサーバ側
に渡すことができます。

クライアント側では，TSCProxyObjectの _TSCContextによって TSCContextを取得
し，送信したいユーザデータを設定します。サーバ側では，オブジェクトが呼び出され
ている間，TSCObjectの _TSCContextを使用して TSCContextを取得します。この
TSCContextが保持しているユーザデータは，クライアント側の TSCContextに設定し
たユーザデータと同じ内容です。

形式
 
class TSCContext
{
 public:
  void setUserData(TSCUChar* user_data,
                   TSCInt user_data_length,
                   TSCBool release);
  TSCUChar* getUserData();
  TSCInt getUserDataLength();
  TSCBool getUserDataRelease();
};

インクルードファイル
 
#include <tsccontext.h>
 

メソッド

● void setUserData(TSCUChar* user_data,
                                  TSCInt user_data_length,
                                  TSCBool release)
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ユーザデータを設定します。

リリースフラグ（release）が TSC_FALSEの場合，user_dataのメモリ領域の管理責任
はユーザにあります。TSC_TRUEの場合は，user_dataのメモリ管理責任は
TSCContextクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。また，TSC_TRUEの
場合は，TSCContextクラスは user_dataを deleteオペレータで削除します。そのため，
user_dataを newオペレータで生成してください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCUChar* getUserData()

ユーザデータを取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCInt getUserDataLength()

ユーザデータのサイズを取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCBool getUserDataRelease()

ユーザデータのリリースフラグを取得します。

TSCContextの生成と削除

TSCContextのインスタンスは，newオペレータで生成しないでください。また，delete
オペレータで削除しないでください。

項目 型・意味

引数 TSCUChar* user_data ユーザデータ

TSCInt user_data_length ユーザデータサイズ

TSCBool release リリースフラグ

戻り値 ありません。

項目 型・意味

戻り値 ユーザデータ

項目 型・意味

戻り値 ユーザデータのサイズ

項目 型・意味

戻り値 リリースフラグ
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マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCContextクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則
を次に示します。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

setUserData できません。

getUserData できません。

getUserDataLength できません。
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TSCDomain（C++）

TSCDomainはシステム提供クラスです。

TSCDomainは，文字列の TSCドメイン情報，および TSC識別子を管理するホルダク
ラスです。

形式
 
class TSCDomain;
typedef TSCDomain* TSCDomain_ptr;
 
class TSCDomain
{
 public:
  TSCDomain(TSCChar *domain_name);
  TSCDomain(TSCChar *domain_name, TSCChar *tscid);
};

インクルードファイル
 
#include <tscadm.h>

コンストラクタ

● TSCDomain(TSCChar *domain_name)

このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称で TSCドメインを管理します。

domain_nameに文字列を指定する場合は，先頭が "TSC"または "tsc"ではない 1～ 31
文字の英数字の文字列を指定してください。domain_nameにNULLを指定する場合は，
アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数
-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたは initClientの argv内の "-TSCDomain"オプションの指定値を使用
します。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数 -TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。
-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker 
Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続
対象に関する説明を参照してください。

項目 型・意味

引数 TSCChar *domain_name TSCドメイン名称

例外 TSCBadParamException
TSCInitializeException
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● TSCDomain(TSCChar *domain_name,
                                   TSCChar *tscid)
 

このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称と TSC識別子で TSCドメイン
を管理します。

domain_nameまたは tscidに文字列を指定する場合は，先頭が "TSC"または "tsc"では
ない 1～ 31文字の英数字の文字列を指定してください。なお，tscidに IPアドレスを指
定する場合は，ピリオド (.)も使用できます。domain_nameまたは tscidに NULLを指
定する場合は，アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引
数 -TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたは initClientの argv内の "-TSCDomain"オプションおよび "-TSCID"
オプションの指定値を使用します。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数 -TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。
-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker 
Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続
対象に関する説明を参照してください。

項目 型・意味

引数 TSCChar *domain_name TSCドメイン名称

TSCChar *tscid TSC識別子

例外 TSCBadParamException
TSCInitializeException
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TSCObject（C++）

TSCObjectはシステム提供クラスです。

TSCObjectは，OTMでの（サーバ）オブジェクトの基本クラスおよびインタフェース
です。

ユーザは TSCObjectを継承させて，クライアント側にサービスを提供するクラスを定義
します。また，サービスを提供するオブジェクトとして，その派生クラスのインスタン
スを生成します。次に TSCObjectの特徴を示します。

• 直接，TSCObjectのインスタンスを生成できません。
• TSCObjectを生成する，TSCObjectFactoryの実装クラスを記述する必要があります。
• 属性としてインタフェース名称の列を持ちます。
• クライアント側から TSCProxyObjectを使用して TSCObjectを呼び出すときにユー
ザデータを TSCContextに指定すると，サーバ側で TSCContextから同じデータを取
得できます。

• TSCRootAcceptorを生成するときに TSCThreadFactoryを指定すると，TSCThread
を取得できます。

TSCObjectが提供するサービスのインタフェース名称

TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，TSCAcceptorのインタフェース名称の
列で表されます。

TSCObjectが単数のインタフェースを提供する場合，提供するインタフェースの種類は，
単数のインタフェース名称で表されます。TSCObjectが複数のインタフェースを提供す
る場合，例えば，ユーザ定義 IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のイン
タフェース名称が列で表されます。

TSCObjectの呼び出し時の TSCContextの取得

TSCProxyObjectを使用してクライアント側から TSCObjectのメソッドを呼び出すとき
に，ユーザは引数以外のデータを TSCContextとして送信できます。クライアント側で
引数以外のデータを TSCContextとして送信すると，サーバ側では TSCObjectのサービ
ス提供メソッドが呼び出されている間に _TSCContextを呼び出すことによって，クライ
アント側で指定した TSCContextを取得できます。

TSCObjectの呼び出し時の TSCThreadの取得

TSCObjectの呼び出し時の TSCThreadの取得は，TSCThreadFactoryを引数として
TSCRootAcceptorを生成する場合を前提にします。この場合，サーバ側で TSCObject
のサービス提供メソッドが呼び出されている間に _TSCThreadを呼び出すことによっ
て，実行制御を持つスレッドに割り付けられている TSCThreadを取得できます。



TSCObject（C++）

133

形式
 
class TSCObject
typedef TSCObject* TSCObject_ptr
 
class TSCObject
{
 public:
  //インタフェース名称
  const char* const* _TSCInterfaceName();
 
  //TSCコンテキスト
  TSCContext_ptr _TSCContext();
 
  //TSCユーザスレッド
  TSCThread_ptr _TSCThread();
};

インクルードファイル
 
#include <tscobject.h>

メソッド

● const char* const* _TSCInterfaceName()

インタフェース名称の列を取得します。

インタフェース名称のメモリ領域の管理責任は TSCObjectクラスにあるので，ユーザは
削除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCContext_ptr _TSCContext()

TSCContextを取得します。クライアント側から呼び出すときに TSCContextに指定し
たユーザデータを取得できます。

戻り値の TSCContextのメモリ領域の管理責任は TSCObjectクラスにあるので，ユーザ
は削除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称列

項目 型・意味

戻り値 呼び出し元で指定された TSCContext
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● TSCThread_ptr _TSCThread()

このオブジェクトに割り当てられているスレッドに対応する TSCユーザスレッドを返し
ます。

戻り値の TSCThreadのメモリ領域の管理責任は TSCObjectクラスにあるので，ユーザ
は削除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

TSCObjectの派生クラスの生成と削除

TSCObjectの派生クラスは，newオペレータで生成し，deleteオペレータで削除しま
す。OTMが TSCObjectの公開メソッドを呼び出しているときは削除できないため，公
開メソッドを呼び出していない状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を
次に示します。

注※
このメソッドは OTMが呼び出します。

項目 型・意味

戻り値 TSCユーザスレッド

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

_TSCInterfaceName できません。

_TSCContext できません。

_TSCThread できません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し※ できません。
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TSCObjectFactory（C++）

TSCObjectFactoryはシステム提供クラスです。

TSCObjectFactoryは，OTMが TSCユーザオブジェクトの管理を開始するとき，また
は管理対象から外すときに呼び出されるオブジェクトのインタフェースです。

ユーザは TSCObjectFactoryを継承させて，TSCユーザオブジェクトを生成，または削
除するクラスを定義します。また，TSCユーザオブジェクトのファクトリとして，派生
クラスのインスタンスを生成します。次に TSCObjectFactoryの特徴を示します。

• 直接，TSCObjectFactoryのインスタンスを生成できません。
• ユーザは TSCObjectFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要がありま
す。

OTMからの呼び出しによる TSCObjectの管理

OTMは，TSCObjectFactoryの createを呼び出すことで，返される TSCObjectの管理
を開始します。逆に，該当する TSCObjectを引数に TSCObjectFactoryの destroyを呼
び出すことで，TSCObjectを管理対象から外します。

形式
 
class TSCObjectFactory;
typedef TSCObjectFactory* TSCObjectFactory_ptr;
 
class TSCObjectFactory
{
 public:
  TSCObjectFactory();
  virtual ~TSCObjectFactory();
 
  virtual TSCObject_ptr create() = 0;
  virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object) = 0;
};

インクルードファイル
 
#include <tscobject.h>

コンストラクタ

● TSCObjectFactory()

TSCObjectFactoryを生成します。
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デストラクタ

● virtual ~TSCObjectFactory()

TSCObjectFactoryを削除します。

コールバックメソッド

● virtual TSCObject_ptr create() = 0

TSCObjectを返します。TSCユーザオブジェクトを生成するコードを記述できます。
OTMがこのメソッドを呼び出した結果，返された TSCObjectが管理対象となります。

管理対象とする TSCObjectのメモリ管理責任は OTMにあるので，ユーザは削除しない
でください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すの
で，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要が
あります。

また，create呼び出しに失敗した場合は，各種 TSCSystemExceptionによって通知する
形でコードを記述してください。

● virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object) = 0

TSCObjectを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMが TSCユーザオブジェ
クトを管理対象から外すとき，該当する TSCObjectを引数に指定して，このメソッドを
呼び出します。

管理対象から外された TSCObjectのメモリ管理責任はユーザにあります。なお，OTM
は，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッ
ド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。

また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCObjectFactoryの派生クラスの生成と削除

TSCObjectFactoryの派生クラスは，newオペレータで生成し，deleteオペレータで削
除します。OTMが TSCObjectの公開メソッドを呼び出しているとき，またはユーザが
TSCObjectの公開メソッドを呼び出しているときは削除できないため，公開メソッドを

項目 型・意味

戻り値 管理対象の TSCユーザオブジェクト

例外 各種 TSCSystemException

項目 型・意味

引数 TSCObject_ptr tsc_object 管理対象から外す TSCユーザオブジェクト

例外 ありません。
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呼び出していない状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCObjectFactoryクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

create できます。

destroy できます。
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TSCProxyObject（C++）

TSCProxyObjectはシステム提供クラスです。

TSCProxyObjectは TSCObjectの代理クラスです。TSCProxyObjectを呼び出すと，
OTMのスケジューリング機構を経由して TSCObjectが呼び出されます。

ユーザは，サーバアプリケーションの TSCユーザオブジェクトが提供するサービスを利
用するときに，TSCProxyObjectクラスのインスタンスを生成して呼び出します。次に
TSCProxyObjectの特徴を示します。

• TSCProxyObjectを使用して利用できるサービスを TSCサービス識別子で表現しま
す。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構成さ
れます。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。

• 属性として，タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）とプライオリティ値（メソッ
ド呼び出し時の優先順位）を持ちます。

• TSCContextを登録できます。

TSCサービス識別子によるサービスの識別

TSCサービス識別子の構成

TSCProxyObjectを使用して利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって
表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構
成されます。

• TSCProxyObjectのインタフェース名称
TSCProxyObjectのインタフェース名称は，TSCProxyObjectを使用して呼び出す
サービスのインタフェースの種類を表します。

• TSCProxyObjectの TSCアクセプタ名称
TSCProxyObjectの TSCアクセプタ名称も，TSCProxyObjectを使用して呼び出す
サービスのインタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供す
るサービスで，実装内容の違いを識別するために使用します。したがって，TSCアク
セプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし "とすることもできます。

サービスの種類の表現方法

TSCProxyObjectによって利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表
されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構成
されます。

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスのインタフェースの種類は，次のように表され
ます。
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TSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスの種類は，次のように表されます。
 
TSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子

サービスの種類の表現例
• TSCProxyObjectのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは，"ABC::"への要求メッセージを生成
し，"ABC::"としてサービスを提供している TSCObjectと TSCAcceptorを呼び出す
ことができます。
 
"ABC::"
 
サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに "ABC::"と指定してサービスを呼
び出した場合，その要求を受け付ける TSCObjectと TSCAcceptorは，次に示すどち
らかです。
• インタフェース名称 "ABC:"だけ指定された TSCAcceptor，およびその

TSCAcceptorに管理される TSCObject
• インタフェース名称 "ABC"と任意の TSCアクセプタ名称が指定された

TSCAcceptor，およびその TSCAcceptorに管理される TSCObject

つまり，TSCProxyObjectでインタフェース名称だけ指定して呼び出した場合，サー
バ側では，同じインタフェース名称を持つ TSCAcceptorに管理されるすべての
TSCObjectが，TSCアクセプタ名称の値に関係なく呼び出されます。

• TSCProxyObjectのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称が "abc"の
場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは "ABC::abc"への要求メッセージを生成
し，"ABC::abc"としてサービスを提供している TSCObjectと TSCAcceptorを呼び出
すことができます。
 
"ABC::abc"
 
サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに "ABC::abc"と指定してサービスを
呼び出した場合，その要求を受け付ける TSCObjectと TSCAcceptorは，インタ
フェース名称 "ABC"と TSCアクセプタ名称 "abc"が指定された TSCAcceptor，およ
びその TSCAcceptorに管理される TSCObjectです。
つまり，TSCProxyObjectにインタフェース名称と TSCアクセプタ名称を指定して呼
び出した場合，サーバ側では，同じインタフェース名称と同じ TSCアクセプタ名称を
持つ TSCAcceptorに管理される TSCObjectが呼び出されるため，TSCアクセプタ名
称によって呼び出す TSCObjectを選択できます。

形式
 
class TSCProxyObject
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{
 public:
  const char* _TSCInterfaceName();
  const char* _TSCAcceptorName();
 
  TSCInt _TSCTimeout();
  void _TSCTimeout(TSCInt timeout);
 
  TSCInt _TSCPriority();
  void _TSCPriority(TSCInt priority);
 
  TSCContext_ptr _TSCContext();
};

インクルードファイル
 
#include <tscproxy.h>

メソッド

● const char* _TSCInterfaceName()

インタフェース名称を取得します。

インタフェース名称のメモリ領域の管理責任は TSCProxyObjectクラスにあるので，
ユーザは削除しないでください。

● const char* _TSCAcceptorName()

TSCアクセプタ名称を取得します。

TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任は TSCProxyObjectクラスにあるので，
ユーザは削除しないでください。

● TSCInt _TSCTimeout()

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称

項目 型・意味

戻り値 TSCアクセプタ名称

項目 型・意味（単位）

戻り値 タイムアウト時間（秒）
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● void _TSCTimeout(TSCInt timeout)

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合，
時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，
監視時間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合
は，監視時間のデフォルト値は -TSCTimeOutオプションの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● TSCInt TSCPriority()

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● void _TSCPriority(TSCInt priority)

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。

priorityに 1～ 8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更で
きます。priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値は
リクエスト単位に変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCRequestPriorityオプションを指定しない
場合は，プライオリティ値のデフォルト値は "4"です。-TSCRequestPriorityオプション
を指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は -TSCRequestPriorityオプショ
ンの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

項目 型・意味（単位）

引数 TSCInt timeout タイムアウト時間（秒）

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

戻り値 プライオリティ値

項目 型・意味

引数 TSCInt priority プライオリティ値

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
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● TSCContext_ptr _TSCContext()

TSCContextを取得します。

戻り値の TSCContextのメモリ領域の管理責任は TSCProxyObjectクラスにあるので，
削除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCProxyObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。

（凡例）
○：できます。
×：できません。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCProxyObjectクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 TSCコンテキスト

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

_TSCInterfaceName 〇

_TSCAcceptorName 〇

_TSCTimeout() ○

_TSCTimeout(TSCInt) ×

_TSCPriority() ○

_TSCPriority(TSCInt) ×

_TSCContext ×

クライアント側からのオブジェクト呼び出し ×

メソッド 複数のスレッド上からの内部参照

_TSCInterfaceName ありません。

_TSCAcceptorName ありません。

_TSCTimeout() ありません。

_TSCTimeout(TSCInt) ありません。

_TSCPriority() ありません。
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_TSCPriority(TSCInt) ありません。

_TSCContext ありません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し 生成時に指定した TSCClient型のインスタンス

メソッド 複数のスレッド上からの内部参照
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TSCRootAcceptor（C++）

TSCRootAcceptorはシステム提供クラスです。

TSCRootAcceptorは，サーバオブジェクトの実行空間を表現するオブジェクトです。ク
ライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け付けて，適切な TSC
ユーザアクセプタに振り分けます。また，パラレルカウント（常駐するスレッド数）に
合わせてスレッドを管理します。

ユーザは，クライアント側にサービスを提供する TSCユーザオブジェクトの実行空間を
構築するときに，サーバアプリケーション内で TSCRootAcceptorクラスのインスタンス
を生成します。次に TSCRootAcceptorの特徴を示します。

• 複数の TSCAcceptorを登録できます。
• スレッドの生成や削除などをして，スレッドを管理します。
• 属性として TSCルートアクセプタ状態を持ちます。TSCルートアクセプタ状態には

active状態と non-active状態の 2種類があります。
• TSCルートアクセプタ登録名称を指定して active状態に遷移できます。
• 属性としてパラレルカウント（常駐するスレッド数）を持ちます。
• TSCThreadFactoryを登録できます。
• 属性としてスケジュール用キューの長さを持ちます。

TSCAcceptorの登録

TSCObjectの実行空間の構成

TSCRootAcceptorの実行空間で TSCObjectを実行させる場合，例えば，
TSCRootAcceptorの管理するスレッド上で TSCObjectを実行させる場合，その
TSCObjectに対応する TSCAcceptorを TSCRootAcceptorに登録します。
TSCRootAcceptorには複数の TSCAcceptorを登録できます。

提供するサービスの管理

TSCRootAcceptorには複数の TSCAcceptorを登録できます。TSCRootAcceptorは，各
TSCAcceptorの複数の TSCサービス識別子を集め，かつ，重複を削除したものを属性と
して管理します。TSCRootAcceptorが提供できるサービスの種類は，この TSCサービ
ス識別子によって表現されます。つまり，TSCサービス識別子の列で表されるサービス
を提供することになります。

TSCルートアクセプタ状態

TSCルートアクセプタ状態ごとのスレッドの管理方式

TSCルートアクセプタ状態には active状態と non-active状態の 2種類があります。各
状態の遷移中の場合も含めて，それぞれの状態のときのスレッドの管理方式を次に示し
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ます。

• non-active状態
non-active状態のオブジェクトが管理するスレッドはありません。
non-active状態のときは，TSCAcceptorの登録および削除ができます。TSCAcceptor
の登録時には，登録識別子が返されます。TSCAcceptorを削除するときには，その登
録識別子を指定します。
TSCRootAcceptorを生成した時点では non-active状態です。

• non-active状態から active状態に遷移中
パラレルカウント数と同数のスレッドを生成します。また，登録されているすべての
TSCAcceptorにオブジェクト管理開始通知を出します。すべての TSCAcceptorがオ
ブジェクトの管理を開始したあと，クライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼
び出し要求を受け付けることができます。

• active状態
クライアント側にサービスを提供できる状態です。クライアント側から TSCユーザオ
ブジェクト呼び出し要求を受け取ると，適切な TSCAcceptorに振り分けます。
non-active状態から active状態に遷移するときに生成されたスレッドは
TSCRootAcceptorに管理されています。ユーザは，TSC経由以外でこれらの TSC
ユーザオブジェクトにアクセスしないでください。また，active状態のときは，
TSCAcceptorの登録および削除はできません。

• active状態から non-active状態に遷移中
登録されているすべての TSCAcceptorにオブジェクト管理終了通知を出します。ま
た，TSCRootAcceptorの管理下にあるスレッドを削除します。

active状態での障害通知

サーバアプリケーション内や TSCデーモンとの接続に障害が発生してスレッドが存続で
きなくなる場合，そのスレッド上でオブジェクト管理終了通知を TSCAcceptorに渡しま
す。その後，そのスレッドを削除します。なお，このときはまだ active状態です。

障害が解除されると，再度，スレッドを生成します。その後，そのスレッド上でオブ
ジェクト管理開始通知を TSCAcceptorに渡します。つまり，障害が発生してから解除さ
れるまでの間は，TSCRootAcceptorは，スレッド数がパラレルカウント（常駐するス
レッド数）以下の状態で存続します。

TSCルートアクセプタ登録名称

TSCRootAcceptorが active状態に遷移すると，TSCRootAcceptorと関連づけられてい
る TSCServerに TSCルートアクセプタ登録名称が登録されます。以降，クライアント
側のメソッド呼び出し要求が TSCRootAcceptorに振り分けられるようになります。

TSCRootAcceptorを active状態に遷移させるときに，TSCルートアクセプタ登録名称
を指定することもできます。activateの呼び出し時に，TSCルートアクセプタ登録名称
を指定する場合と指定しない場合について，それぞれ次に示します。
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• TSCルートアクセプタ登録名称を指定して activateを呼び出した場合
TSCルートアクセプタ登録名称を "abc"とすると，関連づけられている TSCServer
に "abc"として登録されます。

• TSCルートアクセプタ登録名称を指定しないで activateを呼び出した場合
関連づけられている TSCServerに，デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称で
登録されます。デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称は "default"ですが，
サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数
-TSCRootAcceptorによって変更できます。

また，同じ TSCルートアクセプタ登録名称で，TSCRootAcceptorを同じ TSCデーモン
に登録できます。同じ TSCルートアクセプタ登録名称で登録した場合，スケジュール用
キュー（配送機構）が共有されます。ただし，スケジュール用キューを共有する場合，
登録する TSCRootAcceptor間で提供できるサービス内容が一致している必要がありま
す。つまり，同じ TSCルートアクセプタ登録名称で登録する TSCRootAcceptorは，同
じ TSCサービス識別子の列を持っている必要があります。

TSCユーザスレッドファクトリによる TSCユーザスレッドの管理

TSCThreadFactoryを引数として TSCRootAcceptorを生成した場合を前提にします。こ
の場合，TSCRootAcceptorは，non-active状態から active状態に遷移する過程でスレッ
ドを生成したあと，TSCThreadFactoryの createを呼び出して，戻り値である
TSCThreadをそのスレッドに割り当てます。また，active状態から non-active状態に
遷移する過程で，スレッドごとに割り当てた TSCThreadを引数に TSCThreadFactory
の destroyを呼び出したあと，スレッドを削除します。

形式
 
class TSCRootAcceptor;
typedef TSCRootAcceptor* TSCRootAcceptor_ptr;
 
class TSCRootAcceptor
{
 public:
 
  static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server);
 
  static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server,
                             TSCThreadFactory_ptr tsc_thr_fact);
 
  static void destroy(TSCRootAcceptor_ptr tsc_rt_acpt);
 
  //TSCAcceptorの追加
  TSCInt registerAcceptor(TSCAcceptor_ptr tsc_acpt);
 
  //TSCAcceptorの削除
  void cancelAcceptor(TSCInt reg_id);
 
  //パラレルカウントの設定
  void setParallelCount(TSCInt p_count);



TSCRootAcceptor（C++）

147

  TSCInt getParallelCount();
 
  //TSCRootAcceptorの活性化
  TSCInt activate();
  TSCInt activate(const char* rt_acpt_reg_name);
 
  //TSCRootAcceptorの非活性化
  TSCInt deactivate();
 
  //スケジュール用キュー長の設定
  void setQueueLength(TSCInt length);
  TSCInt getQueueLength();
};

インクルードファイル
 
#include <tscobject.h>

メソッド

● static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server)

TSCServerと関連づけられた TSCRootAcceptorを生成します。

引数で渡す TSCServerの解放責任，および戻り値で返される TSCRootAcceptorの削除
責任はユーザにあるので，適切な状態のときに解放および削除してください。

なお，このメソッドを複数のスレッドから同時に呼び出すことができます。

● static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server,
                                                   TSCThreadFactory_ptr tsc_thr_fact)
 

tsc_serverと関連づけられた tsc_thr_factを保持する TSCRootAcceptorを生成します。

引数で渡す TSCServerの解放責任，引数で渡す TSCThreadFactoryのメモリ領域の管

項目 型・意味

引数 TSCServer_ptr tsc_server 接続した TSCServer

戻り値 生成された TSCRootAcceptor

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味

引数 TSCServer_ptr tsc_server 接続した TSCServer

TSCThreadFactory_ptr tsc_thr_fact TSCユーザスレッドファクトリオブジェ
クト

戻り値 生成された TSCRootAcceptor

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException
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理責任，および戻り値で返される TSCRootAcceptorの削除責任はユーザにあるので，適
切な状態のときに解放および削除してください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● static void destroy(TSCRootAcceptor_ptr tsc_rt_acpt)

tsc_rt_acptを削除します。削除した TSCRootAcceptorにはアクセスしないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● TSCInt registerAcceptor(TSCAcceptor_ptr tsc_acpt)

TSCAcceptorを登録します。active状態のときは登録できません。

登録する TSCAcceptorのメモリ領域の管理責任はユーザにあるので，適切な状態のとき
に削除してください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● void cancelAcceptor(TSCInt reg_id)

TSCAcceptorオブジェクトの登録を削除します。reg_idには registerAcceptorで戻され
た値を指定してください。activate状態のときと，active状態のときは登録を削除でき
ません。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

項目 型・意味

引数 TSCRootAcceptor_ptr tsc_rt_acpt 削除する TSCRootAcceptor

戻り値 ありません。

例外 ありません。

項目 型・意味

引数 TSCAcceptor_ptr tsc_acpt 登録する TSCAcceptor

戻り値 TSCユーザアクセプタの登録識別子

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

引数 TSCInt reg_id 削除する TSCユーザアクセプタの登録識
別子

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException
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● void setParallelCount(TSCInt p_count)

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を設定します。active状態のときは設定でき
ません。

サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCParallelCountを指定
しない場合，パラレルカウントのデフォルト値は "1"です。コマンドオプション引数
-TSCParallelCountを指定する場合は，パラレルカウントのデフォルト値はその指定値
となります。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCInt getParallelCount()

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● TSCInt activate()

デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。

サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数 -TSCRootAcceptor
を指定しない場合，TSCルートアクセプタ登録名称のデフォルト値は "default"です。コ
マンドオプション引数 -TSCRootAcceptorを指定した場合，TSCルートアクセプタのデ
フォルト値はその指定値となります。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

項目 型・意味

引数 TSCInt p_count パラレルカウント

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

戻り値 パラレルカウント

項目 型・意味

戻り値 常に 0

例外 TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外
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● TSCInt activate(const char* rt_acpt_reg_name)

指定した TSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。
rt_acpt_reg_nameに文字列を指定する場合は，1～ 31文字で指定してください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCInt deactivate()

non-active状態に遷移します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● void setQueueLength(TSCInt length)

生成するスケジュール用キューの長さを指定します。指定できる範囲は 1～ 32767です。
active状態のときは指定できません。

このメソッドでスケジュール用キューの長さを指定しない場合，生成されるスケジュー
ル用キューの長さは，tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始コマン
ドの -TSCQueueLengthオプションで指定した長さになります。スケジュール用キュー

項目 型・意味

引数 const char* rt_acpt_reg_name TSCルートアクセプタの登録名称

戻り値 常に 0

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外

項目 型・意味

戻り値 常に 0

例外 TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

引数 TSCInt length スケジュール用キューの長さ

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException
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を共有する場合，すでに生成されているスケジュール用キューの長さが有効になります。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCInt getQueueLength()

non-active状態の場合は，setQueueLength()メソッド，または tscstartprcコマンドも
しくはサーバアプリケーションの開始コマンドの -TSCQueueLengthオプションで指定
したスケジュール用キューの長さを取得します。setQueueLength()メソッドが未発行
で，かつ tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始コマンドの
-TSCQueueLengthオプションが指定されていないときの戻り値は "0"となります。

active状態の場合は，現在有効になっているスケジュール用キューの長さを取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCRootAcceptorの生成と削除

TSCServerを引数に指定した TSCRootAcceptorの createで生成し，TSCRootAcceptor
を引数に指定した TSCRootAcceptorの destroyで削除します。TSCRootAcceptorクラ
スのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは削除できないため，インスタ
ンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 スケジュール用キューの長さ

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

create(TSCServer_ptr) ○

create(TSCServer_ptr,TSCThreadFactory_ptr) ○

destroy ○

registerAcceptor ×

cancelAcceptor ×

setParallelCount ×

getParallelCount ○

activate() ×

activate(const char*) ×

deactivate() ×
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（凡例）
○：できます。
×：できません。

インスタンスの公開メソッド呼び出し規則

TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスの公開メソッド
を呼び出す規則を次に示します。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

setQueueLength ×

getQueueLength ○

メソッド 公開メソッド呼び出し

activate() 生成時に指定された TSCThreadFactory型のインスタ
ンス

activate(const char*) 生成時に指定された TSCThreadFactory型のインスタ
ンス

deactivate() 生成時に指定された TSCThreadFactory型のインスタ
ンス

メソッド 内部参照

registerAcceptor ありません。

cancelAcceptor ありません。

setParallelCount ありません。

getParallelCount ありません。

activate() 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス
登録されている TSCAcceptor型のインスタンス

activate(const char*) 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス

deactivate() 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス

setQueueLength ありません。

getQueueLength ありません。

active状態のとき registerAcceptorの引数で指定された TSCAcceptor型
のインスタンス
（TSCRootAcceptorに登録されている TSCAcceptor型
のインスタンス）

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し
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なお，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内
部参照するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMはこ
のときの動作を保証しません。また，複数のスレッド上から同時に，TSCRootAcceptor
クラスの同じインスタンスを内部参照できます。
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TSCServer（C++）

TSCServerはシステム提供クラスです。

TSCServerは，TSCデーモン中のサーバアプリケーション管理部分を参照するクラスで
す。サーバアプリケーション側の機能操作の要求は，TSCServerを経由して TSCデーモ
ンに渡されます。また，TSCユーザプロキシを使用したクライアントアプリケーション
側からの TSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受けて，TSCルートアクセプタに振り
分けます。

ユーザはサーバアプリケーションが TSCデーモンと接続するときに，TSCServerクラス
のインスタンスを取得します。次に TSCServerの特徴を示します。

• 属性として TSCドメイン名称と TSC識別子を持ちます。

TSCServerと接続

サーバアプリケーションと TSCデーモン間の接続は，サーバアプリケーションプロセス
内で TSCServerを最初に取得するときに確立されます。その後，同じ TSCデーモンに
対して TSCServerを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，取得したすべての
TSCServerを解放すると接続が切断されます。

一つのサーバアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することもできま
す。また，サーバアプリケーション側の機能操作の要求が，この接続を経由して TSC
デーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。TSCデーモン
からのオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由してサーバアプリケーションに配
送される場合は，並行して処理されます。

形式
 
class TSCServer;
typedef TSCServer* TSCServer_ptr;
 
class TSCServer
{
public:
  const char* getTSCDomainName();
  const char* getTSCID();
};

インクルードファイル
 
#include <tscobject.h>
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メソッド

● const char* getTSCDomainName()

TSCドメイン名称を返します。

TSCドメイン名称のメモリ領域の管理責任は TSCServerクラスにあるので，ユーザは削
除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● const char* getTSCID()

TSC識別子を返します。

TSC識別子のメモリ領域の管理責任は TSCServerクラスにあるので，ユーザは削除しな
いでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCServerの取得と解放

TSCServerは TSCAdmの getTSCServerで取得し，TSCAdmの releaseTSCServerで
解放します。TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは
解放できないため，TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）をなく
した状態で解放してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCServerクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を
次に示します。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCServerクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）
する規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 TSCドメイン名称

項目 型・意味

戻り値 TSC識別子

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getTSCDomainName できます。

getTSCID できます。
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なお，TSCServerクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照
するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，この際
の動作を保証しません。また，複数のスレッド上から同時に，TSCServerクラスの同じ
インスタンスを内部参照できます。

タイミング 内部参照

getTSCDomainName ありません。

getTSCID ありません。

関連づけがある TSCRootAcceptorが active状態 関連づけがある TSCRootAcceptor型のインスタ
ンス
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TSCSessionProxy（C++）

TSCSessionProxyはシステム提供クラスです。

TSCSessionProxyは，TSCObjectの代理クラスです。TSCSessionProxyを呼び出すと，
OTMのスケジューリング機構を経由してステートフルに TSCObjectが呼び出されます。
TSCSessionProxyの TSCProxyObjectとの違いを次に示します。

TSCSessionProxyの特徴

● TSCProxyObjectの持つ属性に加え，セション呼び出しインターバル監視時間（呼び
出しと呼び出しの間の監視時間）が属性に追加されます。

● _TSCStart()メソッドでセションを確立します。
セションを確立すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションのインスタンス
を対応づけます。_TSCStart()メソッド発行後は，_TSCStop()メソッドの発行まで，
対応づけたインスタンスにリクエストを要求します。対応づけられるサーバアプリ
ケーションのインスタンスは TSCObjectです。TSCObjectと対応づけた場合は，次
のことに注意してください。
• TSCObjectのインスタンスを保持しているスレッドも対応づける。
• TSCObjectのインスタンスはセションを確立していないほかのクライアントアプリ
ケーションからのリクエストを受け付けられない。

• すべての TSCObjectのインスタンスが対応づけられた場合は，新しいクライアント
アプリケーションからのリクエストを受け付けられない。

● _TSCStop()メソッドを発行すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションの
インスタンスとのセションを解放します。

●コンストラクタに指定する TSCアクセプタ名称は，_TSCStart()メソッド発行時に対
応づけるインスタンスを決定するために使用されます。

● TSCアクセプタ名称を指定していないコンストラクタで生成した場合は，
_TSCStart()メソッドで任意のインスタンスに対応づけ，対応づけた TSCアクセプタ
名称を _TSCStop()メソッド発行時まで引き継ぎます。

形式
 
class TSCSessionProxy
{
 public:
  void _TSCStart();
  void _TSCStop();
 
  TSCInt _TSCSessionInterval();
  void _TSCSessionInterval(TSCInt session_interval);
 
  const char* _TSCInterfaceName();
  const char* _TSCAcceptorName();
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  TSCInt _TSCTimeout();
  void _TSCTimeout(TSCInt timeout);
 
  TSCInt _TSCPriority();
  void _TSCPriority(TSCInt priority);
 
  TSCContext_ptr _TSCContext();
}
 

インクルードファイル
 
#include <tscproxy.h>
 

メソッド

● void _TSCStart()

セションを開始します。

セションを開始すると TSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスを
対応づけます。また，アクセプタ名称を指定していないコンストラクタでインスタンス
を生成した場合は，_TSCStart()メソッドで対応づけたインスタンスのアクセプタ名称を
_TSCStop()メソッドの発行時まで引き継ぎます。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

_TSCStart()メソッドが正常終了した場合は，セション呼び出しが成功しても失敗して
も，必ず _TSCStop()メソッドを発行してください。

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCObjectNotExistException
TSCTransientException
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● void _TSCStop()

セションを解放します。

セションを解放すると TSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスの
対応づけも解放されます。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● TSCInt _TSCSessionInterval()

セション呼び出しインターバル監視時間を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● void _TSCSessionInterval(TSCInt session_interval)

セション呼び出しインターバル監視時間を秒単位で設定します。メソッド呼び出しごと
に変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCSessionIntervalオプションを指定しない
場合は，監視時間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCSessionIntervalオプション
を指定する場合は，監視時間のデフォルト値は -TSCSessionIntervalオプションの指定
値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCTransientException

項目 型・意味（単位）

戻り値 セション呼び出しインターバル監視時間（秒）

項目 型・意味（単位）

引数 TSCInt session_interval セション呼び出しインターバル監
視時間（秒）

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
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● const char* _TSCInterfaceName()

インタフェース名称を取得します。

インタフェース名称のメモリ領域の管理責任は TSCSessionProxyクラスにあるので，
ユーザは削除しないでください。

● const char* _TSCAcceptorName()

TSCアクセプタ名称を取得します。

取得する TSCアクセプタ名称を次に示します。

• セション呼び出し中の場合
セション呼び出し中のサーバアプリケーションのアクセプタ名称

• セション呼び出し中でない場合
TSCSessionProxy生成時に指定したアクセプタ名称

TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任は TSCSessionProxyクラスにあるので，
ユーザは削除しないでください。また，セション呼び出し中に取得した TSCアクセプタ
名称のメモリ領域は _TSCStop()メソッド発行後には参照できません。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● TSCInt _TSCTimeout()

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● void _TSCTimeout(TSCInt timeout)

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称

項目 型・意味

戻り値 TSCアクセプタ名称

項目 型・意味（単位）

戻り値 タイムアウト時間（秒）

項目 型・意味（単位）

引数 TSCInt timeout タイムアウト時間（秒）

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
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タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合
は，時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，
監視時間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合
は，監視時間のデフォルト値は -TSCTimeOutオプションの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

タイムアウト値が有効になるメソッドを次に示します。

• _TSCStart()メソッド
• クライアント側からのオブジェクト呼び出しメソッド
• _TSCStop()メソッド

● TSCInt _TSCPriority()

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● void _TSCPriority(TSCInt priority)

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。

priorityに 1～ 8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更で
きます。priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値は
リクエスト単位に変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCRequestPriorityオプションを指定しない
場合は，プライオリティ値のデフォルト値は "4"です。-TSCRequestPriorityオプション
を指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は -TSCRequestPriorityオプショ
ンの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

プライオリティ値が有効になるのは _TSCStart()メソッドだけです。

項目 型・意味

戻り値 プライオリティ値

項目 型・意味

引数 TSCInt priority プライオリティ値

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
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● TSCContext_ptr _TSCContext()

TSCコンテキストを取得します。

戻り値の TSCコンテキストのメモリ領域の管理責任は TSCSessionProxyクラスにある
ので，ユーザは削除しないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。

（凡例）
○：できます。
×：できません。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCSessionProxyクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 TSCコンテキスト

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

_TSCStart() ×

_TSCStop() ×

_TSCSessionInterval() ○

_TSCSessionInterval(TSCInt) ×

_TSCInterfaceName() 〇

_TSCAcceptorName() 〇

_TSCTimeout() ○

_TSCTimeout(TSCInt) ×

_TSCPriority() ○

_TSCPriority(TSCInt) ×

_TSCContext ×

クライアント側からのオブジェクト呼び出し ×



TSCSessionProxy（C++）

163

セション呼び出し機能使用中のメソッド呼び出し規則

セション呼び出し機能使用中（_TSCStart()メソッド呼び出し完了から _TSCStop()メ
ソッド呼び出し完了まで）の，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼
び出す規則を次に示します。

（凡例）
○：できます。
×：できません。

メソッド 複数のスレッド上からの内部参照

_TSCStart() ありません。

_TSCStop() ありません。

_TSCSessionInterval() ありません。

_TSCSessionInterval(TSCInt) ありません。

_TSCInterfaceName() ありません。

_TSCAcceptorName() ありません。

_TSCTimeout() ありません。

_TSCTimeout(TSCInt) ありません。

_TSCPriority() ありません。

_TSCPriority(TSCInt) ありません。

_TSCContext ありません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し 生成時に指定した TSCClient型のイン
スタンス

メソッド セション呼び出し中での呼び出し

_TSCStart() ×

_TSCStop() ○

_TSCSessionInterval() ○

_TSCSessionInterval(TSCInt) ○

_TSCInterfaceName() ○

_TSCAcceptorName() ○

_TSCTimeout() ○

_TSCTimeout(TSCInt) ○

_TSCPriority() ○

_TSCPriority(TSCInt) ○

_TSCContext ○

クライアント側からのオブジェクト呼び出し ○
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TSCSystemException（C++）

TSCSystemExceptionはシステム提供例外クラスです。

TSCSystemExceptionは，OTMでの例外用の基本クラスです。次に
TSCSystemExceptionの特徴を示します。

• 属性としてエラーコード，内容コード，場所コード，完了状態，および四つの保守
コードを持ちます。

• ユーザはこのクラスのインスタンスを生成できません。
• ユーザはこのクラスの型で，派生クラスの例外を catchできます。

エラーコード

エラーコードは，TSCSystemExceptionクラスの派生クラスに対応するコードです。
TSCSystemExceptionクラスの型で例外を catchした場合，エラーコードを参照するこ
とで例外の種類を知ることができます。

定数値の順に並べたエラーコードの一覧を次の表に示します。エラーコードに対応する
各派生クラスについては，この章の「TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）」を参
照してください。

表 3-5　エラーコードの一覧（C++）

エラーコード 例外クラス

BAD_PARAM TSCBadParamException

NO_MEMORY TSCNoMemoryException

COMM_FAILURE TSCCommFailureException

NO_PERMISSION TSCNoPermissionException

INTERNAL TSCInternalException

MARSHAL TSCMarshalException

INITIALIZE TSCInitializeException

NO_IMPLEMENT TSCNoImplementException

BAD_OPERATION TSCBadOperationException

NO_RESOURCES TSCNoResourcesException

NO_RESPONSE TSCNoResponseException

BAD_INV_ORDER TSCBadInvOrderException

TRANSIENT TSCTransientException

OBJECT_NOT_EXIST TSCObjectNotExistException

UNKNOWN TSCUnknownException

INV_OBJREF TSCInvObjrefException
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個々のエラーコードの詳細については，「付録 A　エラーコード一覧」を参照してくださ
い。

内容コード

内容コードは，障害の詳しい情報を示すコードです。エラーコード間で内容コードが重
複することはないため，ユニークな定数を持ちます。したがって，
TSCSystemExceptionクラスの型で例外を catchする場合，内容コードを参照すること
で詳細な情報を知ることができます。ユーザが TSCSystemExceptionの派生クラスのイ
ンスタンスを生成して throwする場合，ユーザ用に割り当てられている値を内容コード
に設定してください。

内容コードの分類を次の表に示します。

表 3-6　内容コードの分類（C++）

個々の内容コードの詳細については，「付録 D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード

場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザが TSCSystemExceptionの派生ク
ラスのインスタンスを生成して throwする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定して
ください。

場所コードの一覧を次の表に示します。

IMP_LIMIT TSCImpLimitException

BAD_TYPECODE TSCBadTypecodeException

PERSIST_STORE TSCPersistStoreException

FREE_MEM TSCFreeMemException

INV_IDENT TSCInvIdentException

INV_FLAG TSCInvFlagException

INTF_REPOS TSCIntfReposException

BAD_CONTEXT TSCBadContextException

OBJ_ADAPTER TSCObjAdapterException

DATA_CONVERSION TSCDataConversionException

分類 内容コードの範囲

ユーザアプリケーション用 0～ 999

OTMシステム予約 1000～ 30000

エラーコード 例外クラス
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表 3-7　場所コードの一覧（C++）

完了状態

完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示しま
す。

完了状態の一覧を次の表に示します。

表 3-8　完了状態の一覧（C++）

形式
 
class TSCSystemException : public CORBA::SystemException
{
 
 public: 
  //各種情報取得
  TSCInt getErrorCode();
  TSCInt getDetailCode();
  TSCInt getPlaceCode();
  TSCInt getCompletionStatus();
  TSCInt getMaintenanceCode1();
  TSCInt getMaintenanceCode2();
  TSCInt getMaintenanceCode3();
  TSCInt getMaintenanceCode4();
 
  //エラーコード
  static const TSCInt BAD_PARAM = 1;
  static const TSCInt NO_MEMORY = 2;
  static const TSCInt COMM_FAILURE = 3;
  static const TSCInt NO_PERMISSION = 4;

場所コード 場所

PLACE_CODE_USER_AP ユーザアプリケーション

PLACE_CODE_SERV OTMのサーバ機能部分

PLACE_CODE_DAEMON TSCデーモン

PLACE_CODE_CLNT OTMのクライアント機能部分

PLACE_CODE_CLNT_REG TSCレギュレータ

PLACE_CODE_STUB TSCユーザプロキシ（スタブ）

PLACE_CODE_SKELTON TSCユーザスケルトン（スケルトン）

PLACE_CODE_ORBGW TSCORBコネクタ

完了状態 説明

COMPLETED_NO メソッド呼び出しが完了していません。

COMPLETED_MAYBE メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。

COMPLETED_YES メソッド呼び出しが完了しています。
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  static const TSCInt INTERNAL = 5;
  static const TSCInt MARSHAL = 6;
  static const TSCInt INITIALIZE = 7;
  static const TSCInt NO_IMPLEMENT = 8;
  static const TSCInt BAD_OPERATION = 9;
  static const TSCInt NO_RESOURCES = 10;
  static const TSCInt NO_RESPONSE = 11;
  static const TSCInt BAD_INV_ORDER = 12;
  static const TSCInt TRANSIENT = 13;
  static const TSCInt OBJECT_NOT_EXIST = 14;
  static const TSCInt UNKNOWN = 15;
  static const TSCInt INV_OBJREF = 16;
  static const TSCInt IMP_LIMIT = 17;
  static const TSCInt BAD_TYPECODE = 18;
  static const TSCInt PERSIST_STORE = 19;
  static const TSCInt FREE_MEM = 20;
  static const TSCInt INV_IDENT = 21;
  static const TSCInt INV_FLAG = 22;
  static const TSCInt INTF_REPOS = 23;
  static const TSCInt BAD_CONTEXT = 24;
  static const TSCInt OBJ_ADAPTER = 25;
  static const TSCInt DATA_CONVERSION = 26;
 
 
  //
  //詳細コード
  //
  //BAD_PARAM
  static const TSCInt INVALID_TIMEOUT = 1001;
  static const TSCInt INVALID_RT_ACPT_NAME = 1002;
  static const TSCInt INVALID_PARALLEL_COUNT = 1003;
  static const TSCInt INVALID_ACPT_NAME = 1004;
  static const TSCInt OBJ_FACT_IS_NULL = 1005;
  static const TSCInt ACPT_IS_NULL = 1006;
  static const TSCInt INVALID_ACPT_REGID = 1007;
  static const TSCInt INVALID_TSCID = 1008;
  static const TSCInt INVALID_DOMAIN_NAME = 1009;
  static const TSCInt INVALID_OP_PARAM = 1010;
  static const TSCInt SERV_IS_NULL = 1011;
  static const TSCInt CLNT_IS_NULL = 1012;
  static const TSCInt ORB_IS_NULL = 1013;
  static const TSCInt DOMAIN_IS_NULL = 1015;
  static const TSCInt INVALID_REQUEST_WAY = 1016;
  static const TSCInt INVALID_PRIORITY = 1017;
  static const TSCInt THREAD_FACT_IS_NULL = 1018;
  static const TSCInt PROXY_IS_NULL = 1020;
  static const TSCInt OBJECT_IS_NULL = 1021;
  static const TSCInt INVALID_FLAG = 1022;
  static const TSCInt INVALID_WATCH_TIME = 1027;
  static const TSCInt WATCH_TIME_IS_NULL = 1028;
  static const TSCInt INVALID_RETRY_REQUIREMENT = 1029;
  static const TSCInt INVALID_SESSION_INTERVAL = 1038;
  static const TSCInt INVALID_QUEUE_LENGTH = 1047;
 
  //NO_MEMORY
  static const TSCInt MEM_ALLOC_FAILURE = 2001;
 
  //COMM_FAILURE
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  static const TSCInt SEND_CLNT_FAILURE = 3004;
  static const TSCInt SEND_THIN_CLNT_FAILURE = 3005;
  static const TSCInt SEND_SERV_FAILURE = 3006;
  static const TSCInt SEND_TSCD_FAILURE = 3007;
  static const TSCInt BASIC_CONN_FAILURE = 3009;
  static const TSCInt CONN_FAILURE = 3010
  static const TSCInt INCOMPATIBLE_PROTOCOL = 3011;
  static const TSCInt NOT_IGNORE_PROTOCOL = 3012;
  static const TSCInt DEACTIVATE_FAILURE = 3021;
 
  //NO_PERMISSION
  static const TSCInt CALL_IN_HOLD = 4001;
  static const TSCInt RT_ACPT_IS_ACTIVE = 4002;
  static const TSCInt SERV_CONN_IN_END = 4005;
  static const TSCInt ACTIVATE_IN_END = 4006;
  static const TSCInt CLNT_CONN_IN_END = 4007;
  static const TSCInt DIFF_THREAD_CALL = 4008;
  static const TSCInt CALL_IN_END = 4009;
  static const TSCInt ACPT_NOT_REGISTED = 4010;
  static const TSCInt SERV_CONN_IN_START = 4011;
  static const TSCInt CLNT_CONN_IN_START = 4012;
  static const TSCInt TSCD_IS_NOT_MY_HOST = 4013;
  static const TSCInt OVER_ACPT_REGI = 4014;
  static const TSCInt NOT_SUPPORTED = 4015;
  static const TSCInt ACTIVATE_IN_START = 4016;
  static const TSCInt DEACTIVATE_IN_END = 4018;
  static const TSCInt CLNT_DISCONN_IN_END = 4020;
  static const TSCInt ACTIVATE_WITH_DIFF_PROP = 4022;
  static const TSCInt CLNT_INIT_IN_END = 4023;
  static const TSCInt SERV_INIT_IN_END = 4024;
  static const TSCInt CLNT_INIT_IN_START = 4025;
  static const TSCInt SERV_INIT_IN_START = 4026;
  static const TSCInt NOT_ACCEPT_OBJECT = 4027;
  static const TSCInt CLNT_COMMAND_START = 4028;
  static const TSCInt WATCH_IS_STARTED = 4029;
  static const TSCInt WATCH_IS_STOPPED = 4030;
  static const TSCInt SAME_APID_EXIST = 4031;
  static const TSCInt FILE_ACCESS_FAILURE = 4032;
  static const TSCInt SESSION_IN_END = 4033;
  static const TSCInt SESSION_IN_CALL = 4034;
 
  //INTERNAL
  static const TSCInt PROPERTIES_FAILURE = 5001;
  static const TSCInt MSG_TYPE_FAILURE = 5002;
  static const TSCInt MUTEX_FAILURE = 5003;
  static const TSCInt SIG_COND_FAILURE = 5004;
  static const TSCInt EVENT_FAILURE = 5005;
  static const TSCInt SH_MEM_FAILURE = 5006;
  static const TSCInt THREAD_CREATE_FAILURE = 5007;
  static const TSCInt TSD_FAILURE = 5008;
  static const TSCInt CBL_ADAPTER_ERROR = 5009;
  static const TSCInt SYSTEM_TIME_FAILURE = 5010;
  static const TSCInt PROGRAM_ERROR = 5999;
 
  //MARSHAL
  static const TSCInt INVALID_STREAM_LEN = 6001;
  static const TSCInt INVALID_STREAM_VALUE = 6002;
  static const TSCInt MARSHAL_OTHERS = 6003;
  static const TSCInt REQ_MARSHAL_FAILURE = 6004;
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  static const TSCInt REQ_UNMARSHAL_FAILURE = 6005;
  static const TSCInt REP_MARSHAL_FAILURE = 6006;
  static const TSCInt REP_UNMARSHAL_FAILURE = 6007;
  static const TSCInt UEXCEPT_MARSHAL_FAILURE = 6008;
  static const TSCInt UEXCEPT_UNMARSHAL_FAILURE = 6009;
  static const TSCInt MARSHAL_ERROR = 6010;
 
  //INITIALIZE
  static const TSCInt INVALID_DEF_TIMEOUT = 7002;
  static const TSCInt INVALID_DEF_RT_ACPT = 7003;
  static const TSCInt INVALID_DEF_PARALLEL_COUNT = 7004;
  static const TSCInt LOAD_SHLIB_FAILURE = 7005;
  static const TSCInt INVALID_DEF_TSCID = 7006;
  static const TSCInt INVALID_DEF_DOMAIN_NAME = 7007;
  static const TSCInt INVALID_DEF_WITH_SYSTEM = 7008;
  static const TSCInt INVALID_ENV_TSCDIR = 7009;
  static const TSCInt MTRACE_FAILURE = 7010;
  static const TSCInt INVALID_DEF_NICE =7011;
  static const TSCInt INVALID_DEF_PRIORITY = 7012;
  static const TSCInt INVALID_DEF_ACPT = 7013;
  static const TSCInt INVALID_PRC_KIND = 7014;
  static const TSCInt INVALID_DEF_REQUEST_WAY = 7015;
  static const TSCInt
      INVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNT = 7016;
  static const TSCInt INVALID_DEF_APID = 7017;
  static const TSCInt INVALID_DEF_WATCH_TIME = 7018;
  static const TSCInt INVALID_DEF_WATCH_METHOD = 7019;
  static const TSCInt INVALID_DEF_MY_HOST = 7020;
  static const TSCInt INVALID_DEF_REBIND_TIMES = 7021;
  static const TSCInt INVALID_DEF_REBIND_INTERVAL = 7022;
  static const TSCInt INVALID_DEF_RETRY_REFERENCE = 7024;
  static const TSCInt INVALID_FILE_FORMAT = 7025;
  static const TSCInt INVALID_DEF_RETRY_WAY = 7030;
  static const TSCInt ALREADY_SHUTDOWN = 7031;
  static const TSCInt INVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILE = 7034;
  static const TSCInt ENTRY_FAILURE = 7035;
  static const TSCInt INVALID_DEF_SESSION_INTERVAL = 7036;
  static const TSCInt INVALID_DEF_QUEUE_LENGTH = 7040;
 
  //NO_IMPLEMENT
  static const TSCInt NO_SUCH_INTERF = 8001;
  static const TSCInt NO_SUCH_ACPT = 8002;
  static const TSCInt NO_SUCH_OP_NAME = 9001;
 
  //NO_RESOURCES
  static const TSCInt OVER_MAX_CLNT = 10001;
  static const TSCInt OVER_MAX_SERV = 10002;
  static const TSCInt OVER_ADM_MAX_CLNT = 10005;
  static const TSCInt OVER_ADM_MAX_SERV = 10006;
  static const TSCInt OVER_MAX_RT_ACPT_REGI = 10007;
  static const TSCInt OVER_MAX_THIN_CLIENT = 10008;
  static const TSCInt OVER_MAX_DISPATCH_PARALLEL = 10009;
  static const TSCInt OVER_MAX_REQUEST_COUNT = 10010;
  static const TSCInt OVER_MAX_ORB_CLIENT = 10011;
 
  //NO_RESPONSE
  static const TSCInt TIMED_OUT = 11001;
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  //BAD_INV_ORDER
  static const TSCInt ALREADY_ACTIVE = 12002;
  static const TSCInt ALREADY_DEACTIVE = 12003;
  static const TSCInt CLNT_NOT_INITIALIZED = 12004;
  static const TSCInt SERV_NOT_INITIALIZED = 12005;
  static const TSCInt ALREADY_INITCLNT = 12006;
  static const TSCInt ALREADY_INITSERV = 12007;
  static const TSCInt ALREADY_SERV_ML = 12008;
  static const TSCInt ALREADY_SESSION_START = 12013;
  static const TSCInt SESSION_NOT_START = 12014;
 
  //TRANSIENT
  static const TSCInt REBIND_FAILURE = 13001;
  static const TSCInt ALL_CONN_FAILURE = 13002;
 
  //OBJECT_NOT_EXIST
  static const TSCInt SERV_NO_SUCH_INTERF = 14001;
  static const TSCInt SERV_NO_SUCH_ACPT = 14002;
 
  //UNKNOWN
  static const TSCInt COMMON_EXCEPTION = 15001;
  static const TSCInt INVALID_USER_EXCEPTION = 15002;
 
  //INV_OBJREF
  static const TSCInt FACTORY_CREATE_FAILURE = 16001;
  static const TSCInt THREAD_FACTORY_CREATE_FAILURE = 16002;
  static const TSCInt FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16003;
  static const TSCInt THREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16004;
  static const TSCInt CREATED_OBJECT_IS_NULL = 16005;
  static const TSCInt CREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULL = 16006;
 
  static const TSCInt TPBROKER_BAD_PARAM = 1998;
  static const TSCInt TPBROKER_NO_MEMORY = 2998;
  static const TSCInt TPBROKER_COMM_FAILURE = 3998;
  static const TSCInt TPBROKER_NO_PERMISSION = 4998;
  static const TSCInt TPBROKER_INTERNAL = 5998;
  static const TSCInt TPBROKER_MARSHAL = 6998;
  static const TSCInt TPBROKER_INITIALIZE = 7998;
  static const TSCInt TPBROKER_NO_IMPLEMENT = 8998;
  static const TSCInt TPBROKER_BAD_OPERATION = 9998;
  static const TSCInt TPBROKER_NO_RESOURCES = 10998;
  static const TSCInt TPBROKER_NO_RESPONSE = 11998;
  static const TSCInt TPBROKER_BAD_INV_ORDER = 12998;
  static const TSCInt TPBROKER_TRANSIENT = 13998;
  static const TSCInt TPBROKER_OBJECT_NOT_EXIST = 14998;
  static const TSCInt TPBROKER_UNKNOWN = 15998;
  static const TSCInt TPBROKER_INV_OBJREF = 16998;
  static const TSCInt TPBROKER_IMP_LIMIT = 17998;
  static const TSCInt TPBROKER_BAD_TYPECODE = 18998;
  static const TSCInt TPBROKER_PERSIST_STORE = 19998;
  static const TSCInt TPBROKER_FREE_MEM = 20998;
  static const TSCInt TPBROKER_INV_IDENT = 21998;
  static const TSCInt TPBROKER_INV_FLAG = 22998;
  static const TSCInt TPBROKER_INTF_REPOS = 23998;
  static const TSCInt TPBROKER_BAD_CONTEXT = 24998;
  static const TSCInt TPBROKER_OBJ_ADAPTER = 25998;
  static const TSCInt TPBROKER_DATA_CONVERSION = 26998;
 
  //場所コード
  static const TSCInt PLACE_CODE_USER_AP = 1;
  static const TSCInt PLACE_CODE_SERV = 2;
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  static const TSCInt PLACE_CODE_DAEMON = 3;
  static const TSCInt PLACE_CODE_CLNT = 4;
  static const TSCInt PLACE_CODE_CLNT_REG = 5;
  static const TSCInt PLACE_CODE_STUB = 6;
  static const TSCInt PLACE_CODE_SKELTON = 7;
  static const TSCInt PLACE_CODE_ORBGW = 8;
 
  // 完了状態
  static const TSCInt COMPLETED_NO = -1;
  static const TSCInt COMPLETED_MAYBE = 0;
  static const TSCInt COMPLETED_YES = 1;
};

インクルードファイル
 
#include <tscexcept.h>

メソッド

● TSCInt getErrorCode()

障害のエラーコードを返します。

● TSCInt getDetailCode()

障害の内容コードを返します。

● TSCInt getPlaceCode()

障害の場所コードを返します。

● TSCInt getCompletionStatus()

障害発生時のメソッド呼び出しの完了状態を返します。

項目 型・意味

戻り値 エラーコード

項目 型・意味

戻り値 内容コード

項目 型・意味

戻り値 場所コード

項目 型・意味

戻り値 完了状態
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● TSCInt getMaintenanceCode1()

障害の保守コード 1を返します。

● TSCInt getMaintenanceCode2()

障害の保守コード 2を返します。

● TSCInt getMaintenanceCode3()

障害の保守コード 3を返します。

● TSCInt getMaintenanceCode4()

障害の保守コード 4を返します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCSystemExceptionクラスのインスタンスのメソッドを呼び
出す規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 保守コード 1

項目 型・意味

戻り値 保守コード 2

項目 型・意味

戻り値 保守コード 3

項目 型・意味

戻り値 保守コード 4

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getErrorCode できます。

getDetailCode できます。

getPlaceCode できます。

getCompletionStatus できます。

getMaintenanceCode1 できます。

getMaintenanceCode2 できます。

getMaintenanceCode3 できます。

getMaintenanceCode4 できます。



TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）

173

TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）

TSCSystemExceptionの派生クラスはシステム提供例外クラスです。

次に TSCSystemExceptionの特徴を示します。

• 各派生クラスはエラーコードと 1対 1に対応します。
• 各例外クラス間でも，内容コードの一意性は保証されます。
• TSCシステム例外を生成する場合，TSCSystemExceptionの派生クラスのインスタン
スを生成します。

• 種類別に例外を catchすることで，種類ごとに違った例外処理ができます。

各種例外クラス

各種例外クラスの一覧を，アルファベット順で次の表に示します。

表 3-9　OTMのシステム例外（C++）

例外名 説明

TSCBadContextException コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発生しました。

TSCBadInvOrderException ルーチン呼び出しの順番が不正です。

TSCBadOperationException オペレーションが無効です。

TSCBadParamException 無効パラメタが渡されました。

TSCBadTypecodeException タイプコードが不正です。

TSCCommFailureException 通信障害が発生しました。

TSCDataConversionException データ変換に失敗しました。

TSCFreeMemException メモリの解放に失敗しました。

TSCImpLimitException 実装の制限を超えました。

TSCInitializeException ORB初期化障害が発生しました。

TSCInternalException ORB内部エラーが発生しました。

TSCIntfReposException インタフェースリポジトリへのアクセス中に障害が発生しました。

TSCInvFlagException 不正なフラグが指定されました。

TSCInvIdentException 識別子の構文が不正です。

TSCInvObjrefException 無効なオブジェクトリファレンスが指定されました。

TSCMarshalException スタブ，スケルトンで CDRマーシャルに失敗しました。

TSCNoImplementException オペレーションの実装が使用できません。

TSCNoMemoryException 動的メモリの割り当て障害が発生しました。

TSCNoPermissionException 許可されていないオペレーションを実行しようとしました。

TSCNoResourcesException リクエストを処理するための資源が不足しています。

TSCNoResponseException リクエストに対する応答がありません。
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内容コード

ユーザが TSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成して throwする場
合，ユーザアプリケーション用に割り当てられている値を内容コードに設定してくださ
い。

OTMの内容コードの分類を次の表に示します。

表 3-10　OTMの内容コードの分類（C++）

個々の内容コードの詳細については，「付録 D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード

場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザが TSCSystemExceptionの派生ク
ラスのインスタンスを生成して throwする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定して
ください。

OTMの場所コードの一覧を次の表に示します。

表 3-11　OTMの場所コード（C++）

TSCObjAdapterException オブジェクトアダプタが障害を検出しました。

TSCObjectNotExistException 該当するオブジェクトがありません。

TSCPersistStoreException パーシステントストレージに障害が発生しました。

TSCTransientException 一時的な障害が発生しました。

TSCUnknownException 未知の例外が発生しました。

分類 内容コードの範囲

ユーザアプリケーション用 0～ 999

OTMシステム予約 1000～ 30000

場所コード 場所

PLACE_CODE_USER_AP ユーザアプリケーション

PLACE_CODE_SERV OTMのサーバ機能部分

PLACE_CODE_DAEMON TSCデーモン

PLACE_CODE_CLNT OTMのクライアント機能部分

PLACE_CODE_CLNT_REG TSCレギュレータ

PLACE_CODE_STUB スタブ

PLACE_CODE_SKELTON スケルトン

PLACE_CODE_ORBGW TSCORBコネクタ

例外名 説明
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完了状態

完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示しま
す。

OTMの完了状態の一覧を次の表に示します。

表 3-12　OTMの完了状態（C++）

形式
 
class TSCBadContextException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCBadContextException(TSCInt detail_code,
                         TSCInt place_code,
                         TSCInt completion_status,
                         TSCInt maintenance_code1,
                         TSCInt maintenance_code2,
                         TSCInt maintenance_code3,
                         TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCBadInvOrderException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCBadInvOrderException(TSCInt detail_code,
                          TSCInt place_code,
                          TSCInt completion_status,
                          TSCInt maintenance_code1,
                          TSCInt maintenance_code2,
                          TSCInt maintenance_code3,
                          TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCBadOperationException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCBadOperationException(TSCInt detail_code,
                           TSCInt place_code,
                           TSCInt completion_status,
                           TSCInt maintenance_code1,
                           TSCInt maintenance_code2,
                           TSCInt maintenance_code3,
                           TSCInt maintenance_code4);

完了状態 意味

COMPLETED_NO メソッド呼び出しが完了していません。

COMPLETED_MAYBE メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。

COMPLETED_YES メソッド呼び出しが完了しています。
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};
 
class TSCBadParamException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCBadParamException(TSCInt detail_code,
                       TSCInt place_code,
                       TSCInt completion_status,
                       TSCInt maintenance_code1,
                       TSCInt maintenance_code2,
                       TSCInt maintenance_code3,
                       TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCBadTypecodeException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCBadTypecodeException(TSCInt detail_code,
                          TSCInt place_code,
                          TSCInt completion_status,
                          TSCInt maintenance_code1,
                          TSCInt maintenance_code2,
                          TSCInt maintenance_code3,
                          TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCCommFailureException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCCommFailureException(TSCInt detail_code,
                          TSCInt place_code,
                          TSCInt completion_status,
                          TSCInt maintenance_code1,
                          TSCInt maintenance_code2,
                          TSCInt maintenance_code3,
                          TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCDataConversionException
  :public TSCSystemException
{
public:
  TSCDataConversionException(TSCInt detail_code,
                             TSCInt place_code,
                             TSCInt completion_status,
                             TSCInt maintenance_code1,
                             TSCInt maintenance_code2,
                             TSCInt maintenance_code3,
                             TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCFreeMemException
  : public TSCSystemException
{
public:
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  TSCFreeMemException(TSCInt detail_code,
                      TSCInt place_code,
                      TSCInt completion_status,
                      TSCInt maintenance_code1,
                      TSCInt maintenance_code2,
                      TSCInt maintenance_code3,
                      TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCImpLimitException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCImpLimitException(TSCInt detail_code,
                       TSCInt place_code,
                       TSCInt completion_status,
                       TSCInt maintenance_code1,
                       TSCInt maintenance_code2,
                       TSCInt maintenance_code3,
                       TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCInitializeException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCInitializeException(TSCInt detail_code,
                         TSCInt place_code,
                         TSCInt completion_status,
                         TSCInt maintenance_code1,
                         TSCInt maintenance_code2,
                         TSCInt maintenance_code3,
                         TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCInternalException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCInternalException(TSCInt detail_code,
                       TSCInt place_code,
                       TSCInt completion_status,
                       TSCInt maintenance_code1,
                       TSCInt maintenance_code2,
                       TSCInt maintenance_code3,
                       TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCIntfReposException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCIntfReposException(TSCInt detail_code,
                        TSCInt place_code,
                        TSCInt completion_status,
                        TSCInt maintenance_code1,
                        TSCInt maintenance_code2,
                        TSCInt maintenance_code3,
                        TSCInt maintenance_code4);
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};
 
class TSCInvFlagException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCInvFlagException(TSCInt detail_code,
                      TSCInt place_code,
                      TSCInt completion_status,
                      TSCInt maintenance_code1,
                      TSCInt maintenance_code2,
                      TSCInt maintenance_code3,
                      TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCInvIdentException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCInvIdentException(TSCInt detail_code,
                       TSCInt place_code,
                       TSCInt completion_status,
                       TSCInt maintenance_code1,
                       TSCInt maintenance_code2,
                       TSCInt maintenance_code3,
                       TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCInvObjrefException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCInvObjrefException(TSCInt detail_code,
                        TSCInt place_code,
                        TSCInt completion_status,
                        TSCInt maintenance_code1,
                        TSCInt maintenance_code2,
                        TSCInt maintenance_code3,
                        TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCMarshalException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCMarshalException(TSCInt detail_code,
                      TSCInt place_code,
                      TSCInt completion_status,
                      TSCInt maintenance_code1,
                      TSCInt maintenance_code2,
                      TSCInt maintenance_code3,
                      TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCNoImplementException
  : public TSCSystemException
{
public:
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  TSCNoImplementException(TSCInt detail_code,
                          TSCInt place_code,
                          TSCInt completion_status,
                          TSCInt maintenance_code1,
                          TSCInt maintenance_code2,
                          TSCInt maintenance_code3,
                          TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCNoMemoryException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCNoMemoryException(TSCInt detail_code,
                       TSCInt place_code,
                       TSCInt completion_status,
                       TSCInt maintenance_code1,
                       TSCInt maintenance_code2,
                       TSCInt maintenance_code3,
                       TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCNoPermissionException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCNoPermissionException(TSCInt detail_code,
                           TSCInt place_code,
                           TSCInt completion_status,
                           TSCInt maintenance_code1,
                           TSCInt maintenance_code2,
                           TSCInt maintenance_code3,
                           TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCNoResourcesException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCNoResourcesException(TSCInt detail_code,
                          TSCInt place_code,
                          TSCInt completion_status,
                          TSCInt maintenance_code1,
                          TSCInt maintenance_code2,
                          TSCInt maintenance_code3,
                          TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCNoResponseException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCNoResponseException(TSCInt detail_code,
                         TSCInt place_code,
                         TSCInt completion_status,
                         TSCInt maintenance_code1,
                         TSCInt maintenance_code2,
                         TSCInt maintenance_code3,
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                         TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCObjAdapterException
  : public TSCSystemException
{
public:
  TSCObjAdapterException(TSCInt detail_code,
                         TSCInt place_code,
                         TSCInt completion_status,
                         TSCInt maintenance_code1,
                         TSCInt maintenance_code2,
                         TSCInt maintenance_code3,
                         TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCObjectNotExistException
  : public TSCSystemException
{
public:
   TSCObjectNotExistException(TSCInt detail_code,
                              TSCInt place_code,
                              TSCInt completion_status,
                              TSCInt maintenance_code1,
                              TSCInt maintenance_code2,
                              TSCInt maintenance_code3,
                              TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCPersistStoreException
  : public CORBA::PERSIST_STORE, public TSCSystemException
{
public:
  TSCPersistStoreException(TSCInt detail_code,
                           TSCInt place_code,
                           TSCInt completion_status,
                           TSCInt maintenance_code1,
                           TSCInt maintenance_code2,
                           TSCInt maintenance_code3,
                           TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCTransientException
  :public TSCSystemException
{
public:
  TSCTransientException(TSCInt detail_code,
                        TSCInt place_code,
                        TSCInt completion_status,
                        TSCInt maintenance_code1,
                        TSCInt maintenance_code2,
                        TSCInt maintenance_code3,
                        TSCInt maintenance_code4);
};
 
class TSCUnknownException
  : public TSCSystemException
{
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public:
  TSCUnknownException(TSCInt detail_code,
                      TSCInt place_code,
                      TSCInt completion_status,
                      TSCInt maintenance_code1,
                      TSCInt maintenance_code2,
                      TSCInt maintenance_code3,
                      TSCInt maintenance_code4);
};

インクルードファイル
 
#include <tscexcept.h>
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TSCThread（C++）

TSCThreadはシステム提供クラスです。

TSCThreadは，OTMが管理するスレッドに対応するオブジェクトのインタフェースで
す。

ユーザは，TSCThreadを継承させて，必要な情報を保存するクラスをスレッド単位に定
義します。スレッドに割り付けられるオブジェクトとして，派生クラスのインスタンス
を生成します。次に TSCThreadの特徴を示します。

• ユーザは TSCThreadクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。
• TSCThreadを生成する TSCThreadFactoryの実装クラスを記述する必要があります。

形式
 
class TSCThread
{
 public:
  TSCThread();
  virtual ~TSCThread();
};

インクルードファイル
 
#include <tscobject.h>

コンストラクタ

● TSCThread()

TSCThreadを生成します。

デストラクタ

● ~TSCThread()

TSCThreadを削除します。



TSCThreadFactory（C++）

183

TSCThreadFactory（C++）

TSCThreadFactoryはシステム提供クラスです。

TSCThreadFactoryは，TSCThreadを生成または削除するメソッドを持つオブジェクト
のインタフェースです。

ユーザは TSCThreadFactoryを継承させて，TSCユーザスレッドを生成および削除する
クラスを定義し，TSCユーザスレッドのファクトリとして派生クラスのインスタンスを
生成します。次に TSCThreadFactoryの特徴を示します。

• 直接，TSCThreadFactoryクラスのインスタンスを生成できません。
• ユーザは TSCThreadFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要がありま
す。

OTMからの呼び出しによる TSCThreadの管理

OTMは，TSCThreadFactoryの createを呼び出すことで，返される TSCThreadをそ
のスレッドに割り当ててスレッドを生成します。逆に，そのスレッドに割り当てた
TSCThreadを引数に destroyを呼び出すことで，生成したスレッドを削除します。

形式
 
class TSCThreadFactory;
typedef TSCThreadFactory* TSCThreadFactory_ptr;
 
class TSCThreadFactory
{
 public:
  TSCThreadFactory();
  virtual ~TSCThreadFactory();
 
  virtual TSCThread_ptr create() = 0;
  virtual void destroy(TSCThread_ptr tsc_thr) = 0;
};

インクルードファイル
 
#include <tscobject.h>

コンストラクタ

● TSCThreadFactory()

TSCThreadFactoryを生成します。

デストラクタ

● virtual ~TSCThreadFactory()

TSCThreadFactoryを削除します。
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コールバックメソッド

● virtual TSCThread_ptr create()

TSCThreadを返します。TSCユーザスレッドを生成するコードを記述できます。OTM
がこのメソッドを呼び出した結果，返された TSCThreadが管理対象となります。

管理対象とする TSCThreadのメモリ領域の管理責任は OTMにあるので，ユーザは削除
しないでください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出
すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必
要があります。

また，create呼び出しに失敗した場合は，各種の TSCSystemExceptionによって通知す
る形でコードを記述してください。

● virtual destroy(TSCThread_ptr tsc_thr)

TSCThreadを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMが TSCユーザスレッド
を管理対象から外すとき，該当する TSCThreadを引数に指定して，このメソッドを呼
び出します。

管理対象から外された TSCThreadのメモリ管理責任はユーザにあります。ユーザは，
必要に応じて削除してください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメ
ソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコー
ドを記述する必要があります。

また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCThreadFactoryの派生クラスの生成と削除

TSCThreadFactoryの派生クラスは，newオペレータで生成し，deleteオペレータで削
除します。OTMが TSCThreadの公開メソッドを呼び出しているとき，またはユーザが
TSCThreadの公開メソッドを呼び出しているときは削除できないため，公開メソッドを
呼び出していない状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCThreadFactoryクラス型のインスタンスのメソッドを呼び

項目 型・意味

戻り値 管理される TSCThread

例外 各種 TSCSystemException

項目 型・意味

引数 TSCThread_ptr tsc_thr 管理対象から外す TSCThread

例外 ありません。



TSCThreadFactory（C++）

185

出す規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

create できます。

destroy できます。
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TSCWatchTime（C++）

TSCWatchTimeはシステム提供クラスです。

TSCWatchTimeは，start()が発行されてから stop()が発行されるまでの時間を監視する
クラスです。時間監視が終了する前に指定された監視時間が経過すると，エラーメッ
セージを出力してプロセスを異常終了します。この機能は，サーバアプリケーションの
initServer()発行後から endServer()を発行するまでの間有効です。

形式
 
class TSCWatchTime
{
public:
 
  TSCWatchTime();
 
  TSCWatchTime(TSCInt watch_time);
 
  ~TSCWatchTime();
 
  void start();
  void stop();
  void reset();
};

インクルードファイル
 
#include <tscadm.h>

コンストラクタ

● TSCWatchTime()

TSCWatchTimeを生成します。

サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCWatchTimeで指定し
た監視時間（秒）が適用されます。

項目 型・意味

例外 TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
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● TSCWatchTime(TSCInt watch_time)

TSCWatchTimeを生成します。

引数に "0"を指定した場合，サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数
-TSCWatchTimeで指定した監視時間（秒）が適用されます。

デストラクタ

● ~TSCWatchTime()

TSCWatchTimeを削除します。

メソッド

● void start()

時間監視を開始します。または，stop()で中断した時間監視を再開します。

● void stop()

時間監視を中断します。start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を発
行できません。

● void reset()

監視時間をこのクラスの作成時に指定した値に戻します。start()の発行以降 stop()の発
行までの間は発行できません。

項目 型・意味（単位）

引数 TSCInt watch_time 監視時間（秒）

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味（単位）

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味（単位）

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味（単位）

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException
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マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCWatchTimeクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規
則を次に示します。

注※
必ず start()と同一のスレッドで発行してください。

注意事項

● IDLファイルに記述したユーザメソッドの呼び出しからリターンまでの実行時間を監
視する場合には，TSCWatchTimeクラスではなく，サーバアプリケーションの開始時
に指定するコマンドオプション引数 -TSCWatchMethodを使用してください。

● TSCAdm::initServer()の発行前，または TSCAdm::endServer()の発行後には，
TSCWatchTimeクラスのインスタンスを生成できません。

● stop()を発行する前にデストラクタが発行されると，時間監視を終了します。

● start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を呼び出せません。

● stop()を発行したあとに start()によって処理を再開する場合には，前回経過した時間
を監視時間から差し引いて処理をします。
次に例を示します。
 
     TSCWatchTime *wt = new TSCWatchTime(180);
         :
     wt->start();
         :                   //(1) 60秒経過
     wt->stop();
         :                   //(2)
     wt->start();
 
例えば，180秒の監視時間を設定してクラスを生成した場合に，(1)で示す範囲で 60
秒が経過すると，stop()の発行後，次の start()から stop()までの監視時間は 120秒に
なります。180秒の時間監視を設定したい場合には (2)で示す範囲で reset()を発行し
てください。その場合，再発行した start()から stop()までの監視時間は 180秒にな
ります。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

start できます。

stop できます。※

reset できます。
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4　 アプリケーションプログラ
ムの作成（Java）
この章では，Javaでアプリケーションプログラムを作成する
方法について説明します。

4.1　アプリケーションプログラムの作成手順（Java）

4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）

4.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）

4.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）

4.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（Java）

4.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（Java）

4.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（Java）

4.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（Java）
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4.1　アプリケーションプログラムの作成手順
（Java）

Javaでアプリケーションプログラムを作成する手順を次の図に示します。

図 4-1　アプリケーションプログラムを作成する手順（Java）

注※ 1
トランザクションフレームジェネレータが生成するクラスの雛形（雛形クラス）で
す。クラスのシグネチャ，およびコードの一部はすでに記述されています。自動生
成されたままの状態では利用できないクラスなので，ユーザはコードを追加する必
要があります。
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注※ 2
TPBrokerの IDLコンパイラが生成するクラス（TPBrokerクラス）です。

注※ 3
トランザクションフレームジェネレータが生成する基底クラス，およびそのまま使
用できるクラス（ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス）です。TPBrokerス
タブクラスまたは TPBrokerスケルトンクラスと継承関係にあります。

注※ 4
システム提供クラスです。OTMの機能の中心となるクラスです。

図中の 1.～ 5.の手順は次のとおりです。

1. ユーザ定義 IDLインタフェースを定義します。

2. TPBrokerの IDLコンパイラを使用して TPBrokerクラスを生成します。
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は，-boaおよび
-no_narrow_complianceオプションを指定して実行してください。

3. トランザクションフレームジェネレータを使用してユーザ定義 IDLインタフェース依
存クラスおよび雛形クラスを生成します。
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は，-vbj4オプショ
ンを指定して実行してください。

4. 次に示すコードを記述してサーバアプリケーションを作成します。
• TSCユーザオブジェクト（雛形クラスの編集）
• TSCユーザオブジェクトファクトリ（雛形クラスの編集）
• サービス登録処理

5. 次に示すコードを記述してクライアントアプリケーションを作成します。
• サービス利用処理
• TSCユーザプロキシ呼び出し

次に，図中のオブジェクトについて説明します。

● TPBrokerスタブ
TPBrokerの IDLコンパイラが生成するスタブのオブジェクトです。

● TSCユーザプロキシ
クライアントアプリケーションが TSCユーザオブジェクトを呼び出すための代理オブ
ジェクトです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存のオブジェクトです。

● TSCユーザオブジェクトファクトリ
サーバアプリケーションで，TSCユーザオブジェクトを生成するオブジェクトです。
実装についてはユーザが記述します。雛形のオブジェクトです。

● TSCユーザオブジェクト
サーバアプリケーションで，サービスを提供するオブジェクトです。このオブジェク
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トは，TSCユーザスケルトンを継承し，実装についてはユーザが記述します。雛形の
オブジェクトです。

● TSCユーザアクセプタ
TSCユーザプロキシから呼び出し要求を受けて，TSCユーザオブジェクトにリクエス
トを配送するオブジェクトです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存のオブジェクト
です。

● TPBrokerスケルトン
TPBrokerの IDLコンパイラが生成するスケルトンのオブジェクトです。

● TSCユーザスケルトン
TSCユーザオブジェクトのスケルトンです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存の
オブジェクトです。
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4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプ
ログラム（Java）

同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの Javaでの作成例を示します。これ
らのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "ABCfile.idl"
//
typedef sequence<octet> OctetSeq;
 
interface ABC
{
  void call(in OctetSeq in_data, out OctetSeq out_data);
};

 

● IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェースから次のファイルを生
成します。
• ABC.java
• ABCHelper.java
• ABCHolder.java
• ABCOperations.java
• OctetSeqHelper.java
• OctetSeqHolder.java
• _ABCImplBase.java
• _example_ABC.java※ 1

• _st_ABC.java※ 2

• _tie_ABC.java
• ABCPOA.java※ 3

• ABCPOATie.java※ 3

• _ABCStub.java※ 3

注※ 1
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は，デフォル
トでは生成されません。

注※ 2
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は生成されま
せん。
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注※ 3
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合だけ生成され
ます。

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 4-1　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクション
フレームジェネレータが生成するクラス（Java）

4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーション
の例（Java）

同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示し
ます。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCデーモンへの接続解放

7. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "ClientAP.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 

分類 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーション用のユー
ザ定義 IDLインタフェース依存クラス

• ABC_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用のユーザ定義
IDLインタフェース依存クラス

• ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクト
リ）
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public class ClientAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化処理
    ////////
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try
    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    // TSCの初期化
    try
    {
      TSCAdm.initClient(args, null, orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
    TSCDomain domain = null;
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null, null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
        System.exit(1);
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    }
 
    TSCClient tsc_client = null;
    try
    {
      tsc_client =
        TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
    ////////
    // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成
    ABC_TSCprxy my_proxy = null;
    try
    {
      my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
    //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
    ////////
    try
    {
      callService.invoke(my_proxy);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
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    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 6, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 7, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endClient();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
 
}
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（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
 
//
// "callService.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public
class callService
{
  public static void
  invoke(ABC_TSCprxy my_proxy)
  {
 
    //////
    //サービスの呼び出し
    //////
    //in引数の準備
    byte[] user_in = new byte[4];
 
    //out引数の準備
    OctetSeqHolder user_out = new OctetSeqHolder();
    
    try
    {
      //サーバのメソッド呼び出し
      my_proxy.call(user_in, user_out);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      //例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      throw tsc_se;
    }
  }
 
}

4.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（Java）

同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
 
//
// "ABC_TSCimpl.java"
//



4.　アプリケーションプログラムの作成（Java）

199

import OctetSeqHelper;
import OctetSeqHolder;
 
// import classes used in this implementation, if necessary.
import java.lang.System;
 
public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk
{
  // Write class variables, if necessary
 
  public ABC_TSCimpl()
  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    //ユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
    //引数の数および型を変更できます。
    super();
  };
 
  public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)
 
  {
    // Operation "call".
    // Write user own code.
    //ユーザメソッドのコードを記述します。
 
    //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
    //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
    m_counter++; 
    out_data.value = new byte[4];
 
    System.out.println("Call method in ABC_TSCprxy");
 
  };
 
  //メソッドが呼ばれた回数
  protected int m_counter = 0;
 
};

（2） TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
 
//
// "ABC_TSCfactimpl.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObject;
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;
 
import OctetSeqHelper;
import OctetSeqHolder;
 
// import classes used in this implementation, if necessary.
 
public class ABC_TSCfactimpl
    implements TSCObjectFactory
{
  public ABC_TSCfactimpl()
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  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    //TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
    //引数の数および型を変更することもできます。
  };
 
  public TSCObject create()
  {
    // Method to create user object.
    // Write user own code.
    //サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
    //必要に応じて変更してください。
    return new ABC_TSCimpl();
  };
 
  public void destroy(TSCObject tsc_obj)
  {
    // Method to destroy user object.
    // Write user own code.
    //後処理のコードを記述します。
    //必要に応じて変更してください。
  };
 
};

（3） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化

9. TSCデーモンへの接続解放

10.TPBroker OTMの終了処理

（4） サービス登録処理のコード
 
//
//  "ServerAP.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
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public class ServerAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
 
    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化処理
    ////////
 
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try 
    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    try 
    {
      // TSCの初期化
      TSCAdm.initServer(args, orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
    TSCDomain domain = null;
    try 
    {
      domain = new TSCDomain(null, null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
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      System.exit(1);
    }
 
    TSCServer tsc_server = null;
    try 
    {
      // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
      tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの
    //    生成（new）および各種設定
    ////////
    // ABC_TSCfactimplの生成
    TSCObjectFactory my_fact = new ABC_TSCfactimpl();
 
    // TSCAcceptorの生成
    TSCAcceptor my_acpt = null;
    try 
    {
      my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_fact);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
    ////////
 
    // TSCRootAcceptorの生成
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    TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;
    try
    {
      my_rt_acpt = TSCRootAcceptor.create(tsc_server);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    try
    {
      // TSCRootAcceptorへの登録
      my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);
 
      // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。
      // デフォルト値は1
      // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
      // my_rt_acpt.setParallelCount(5);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 6, TSCルートアクセプタの活性化
    ////////
    try 
    {
      // オブジェクトの活性化
      my_rt_acpt.activate("serviceX");
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
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      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 7, 実行制御の受け渡し
    ////////
    try 
    {
      TSCAdm.serverMainloop();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        my_rt_acpt.deactivate();
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 8, TSCルートアクセプタの非活性化
    ////////
    try
    {
      // オブジェクトの非活性化
      my_rt_acpt.deactivate();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
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        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 9, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 10, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endServer();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
}

4.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの
実行時の処理（Java）

同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムを実行した場合の処理シーケンスを
示します。

（1） クライアントアプリケーションの開始（Java）

クライアントアプリケーションを開始すると，サービスの利用処理が実行されます。
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ABC_TSCprxyのメソッドを呼び出すと，ABC_TSCskを経由し，ユーザが実装した
ABC_TSCimplのメソッドが呼び出されます。

クライアントアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。

図 4-2　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの開始（Java）

1. TSCユーザプロキシのメソッドが呼び出されます。

2. スケジューリングおよび TPBrokerによる通信が実行されます。

3. TSCユーザオブジェクトのメソッドが呼び出されます。

（2） サーバアプリケーションの開始（Java）

サーバアプリケーションを開始すると，サービスの登録処理が実行されます。
TSCRootAcceptorの activateメソッドを呼び出すと，ABC_TSCfactimplに
ABC_TSCimplの生成依頼が発行されます。

サーバアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。
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図 4-3　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの開始（Java）

1. TSCユーザオブジェクトの活性化処理が実行されます。

2. TSCユーザオブジェクトのインプリメンテーションが生成されます。
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4.3　非応答型呼び出しをするアプリケーション
プログラム（Java）

非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの Javaでの作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "XYZfile.idl"
//
 
interface XYZ
{
  oneway void callOnly(in long in_data);
};
 

● IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェースから次のファイルを生
成します。
• XYZ.java
• XYZHelper.java
• XYZHolder.java
• XYZOperations.java
• _XYZImplBase.java
• _example_XYZ.java※ 1

• _st_XYZ.java※ 2

• _tie_XYZ.java
• XYZPOA.java※ 3

• XYZPOATie.java※ 3

• _XYZStub.java※ 3

注※ 1
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は，デフォル
トでは生成されません。

注※ 2
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は生成されま
せん。

注※ 3
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合だけ生成され
ます。
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●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 4-2　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクショ
ンフレームジェネレータが生成するクラス（Java）

4.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーショ
ンの例（Java）

非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCデーモンへの接続解放

7. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "ClientAP.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class ClientAP
{
  public static void main(String[] args)
  {

分類 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーション用のユーザ
定義 IDLインタフェース依存クラス

• XYZ_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用のユーザ定義
IDLインタフェース依存クラス

• XYZ_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• XYZ_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • XYZ_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• XYZ_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクト
リ）
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    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化処理
    ////////
    org.omg.CORBA.ORB  orb = null;
    try
    {
      // ORBの初期化処理
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    //2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    // TSCの初期化
    try
    {
      TSCAdm.initClient(args,null,orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
 
    TSCDomain domain = null;
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null,null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
 
      System.exit(1);
    }
 
    TSCClient tsc_client = null;
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    try
    {
      tsc_client =
        TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // Exception process
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
    ////////
    // ユーザ定義IDLインタフェース"XYZ"用のTSCProxy生成
 
    XYZ_TSCprxy  my_proxy = null;
    try
    {
      my_proxy = new XYZ_TSCprxy(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
        System.exit(1);
    }
 
    //////
    // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
    //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
    //////
    try
    {
      callOnlyService.invoke(my_proxy);
    }
      catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      System.out.println(tsc_se);
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      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
 
    }
    /////////
    // 6, TSCデーモンへの接続解放
    /////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
 
      System.exit(1);
    }
 
    /////////
    //7, TPBroker OTMの終了処理
    /////////
    try
    {
      TSCAdm.endClient();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
 
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
}

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
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//
// "callOnlyService.java"
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public
class callOnlyService
{
  public static void
  invoke(XYZ_TSCprxy my_proxy)
  {
    //////
    //サービスの呼び出し
    //////
    //in引数の準備
    int in_data = 0;
    
    try
    {
      //サーバのメソッド呼び出し
      my_proxy.callOnly(in_data);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      //例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      throw tsc_se;
    }
  }
 
}

4.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（Java）

非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
XYZ_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
XYZ_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）のコード
 
//
//  "XYZ_TSCimpl.java"
//
 
 
// import classes used in this implementation, if necessary.
import java.lang.System;
 
public class XYZ_TSCimpl extends XYZ_TSCsk
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{
  // Write class variables, if necessary
 
  public XYZ_TSCimpl()
  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
    //引数の数および型を変更できます。
    super();
  };
 
  public void callOnly(int in_data)
 
  {
    // Operation "callOnly".
    // Write user own code.
    //ユーザメソッドのコードを記述します。
 
    //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
    //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
    m_value += in_data;
 
    System.out.println("Call method in XYZ_TSCprxy");
 
  };
 
  //メソッドが呼ばれた回数
  protected int m_value;
};

（2） TSCユーザオブジェクトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のコード
 
//
// "XYZ_TSCfactimpl".java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObject;
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;
 
 
// import classes used in this implementation, if necessary.
 
public class XYZ_TSCfactimpl
  implements TSCObjectFactory
{
  public XYZ_TSCfactimpl()
  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    //TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述します。
    //引数の数および型を変更できます。
  };
 
  public TSCObject create()
  {
    // Method to create user object.
    // Write user own code.
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    //サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
    //必要に応じて修正してください。
    return new XYZ_TSCimpl();
  };
 
  public void destroy(TSCObject tsc_obj)
  {
    // Method to destroy user object.
    // Write user own code.
    //後処理のコードを記述します。
    //必要に応じて修正してください。
  };
 
};

（3） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化

9. TSCデーモンへの接続解放

10.TPBroker OTMの終了処理

（4） サービス登録処理のコード
 
//
// "ServerAP.Java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class ServerAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化処理
    ////////
 
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try
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    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null);
 
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    try
    {
      // TSCの初期化
      TSCAdm.initServer(args,orb);
 
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
    TSCDomain domain = null;
 
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null,null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    TSCServer tsc_server = null;
    try
    {
      // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
      tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);
    }
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    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
 
      System.exit(1);
    }
 
    //////
    // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成
    //   （new）および各種設定
    //////
    // XYZ_TSCfactimplの生成
    TSCObjectFactory  my_fact = new XYZ_TSCfactimpl();
 
    // TSCAcceptorの設定
    TSCAcceptor my_acpt = null;
    try
    {
      my_acpt = new XYZ_TSCacpt(my_fact);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
 
    ////////
    // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
    ////////
 
    // TSCRootAcceptorの生成
    TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;
    try
    {
      my_rt_acpt = TSCRootAcceptor.create(tsc_server);
 
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
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    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
 
      System.exit(1);
    }
 
    try
    {
      // TSCRootAcceptorへの登録
      my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);
 
      // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます
      // デフォルト値は1
      // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
      // my_rt_acpt.setParallelCount(5);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
 
    }
 
    ////////
    // 6, TSCルートアクセプタの活性化
    ////////
    try
    {
      // オブジェクトの活性化
      my_rt_acpt.activate("serviceX");
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
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        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    //////
    // 7, 実行制御の受け渡し
    //////
    try
    {
      TSCAdm.serverMainloop();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        my_rt_acpt.deactivate();
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
 
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 8, TSCルートアクセプタの非活性化
    ////////
    try
    {
      // オブジェクトの非活性化
      my_rt_acpt.deactivate();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
 
      System.exit(1);
    }
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    ////////
    // 9, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
 
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
 
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 10, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endServer();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
 
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
}
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4.4　セション呼び出しをするアプリケーション
プログラム（Java）

セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの Javaでの作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，および IDLコンパイラが生成するクラスは，同期
型呼び出しの場合と同様です。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラ
ム（Java）」を参照してください。

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 4-3　セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクショ
ンフレームジェネレータが生成するクラス（Java）

4.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーショ
ンの例（Java）

セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCデーモンへの接続解放

分類 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーション用のユーザ定義 IDLイ
ンタフェース依存クラス

• ABC_TSCspxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用のユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェク
ト）

• ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェ
クトファクトリ）
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7. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "ClientAP.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class ClientAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化
    ////////
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try
    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    // TSCの初期化
    try
    {
      TSCAdm.initClient(args, null, orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
    TSCDomain domain = null;
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null, null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
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      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
        System.exit(1);
    }
 
    TSCClient tsc_client = null;
    try
    {
      tsc_client =
        TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
    ////////
    // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCspxy生成
    ABC_TSCspxy my_proxy = null;
    try
    {
      my_proxy = new ABC_TSCspxy(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
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    ////////
    // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
    //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
    ////////
    try
    {
      callSessionService.invoke(my_proxy);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 6, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 7, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endClient();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
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      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
 
}
 

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
 
//
// "callSessionService.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public
class callSessionService
{
  public static void
  invoke(ABC_TSCspxy my_proxy)
  {
 
    ////////
    // 1, セションの開始
    ////////
    try
    {
      my_proxy._TSCStart();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      //例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      throw tsc_se;
    }
 
    //////
    // 2, サービスの呼び出し
    //////
    //in引数の準備
    byte[] user_in = new byte[4];
 
    //out引数の準備
    OctetSeqHolder user_out = new OctetSeqHolder();
    
    try
    {
      for(int i=0; i<3; ++i)
      {
        //サーバのメソッド呼び出し
        my_proxy.call(user_in, user_out);
      }
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
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    {
      //例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try{
        my_proxy._TSCStop();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {}
      throw tsc_se;
    }
 
    ////////
    // 3, セションの停止
    ////////
    try
    {
      my_proxy._TSCStop();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      //例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      throw tsc_se;
    }
 
  }
 
}

4.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（Java）

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーショ
ンの例（Java）」を参照してください。
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4.5　TSCContextを利用するアプリケーション
プログラム（Java）

TSCContextを利用するアプリケーションプログラムの Javaでの作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）」を参照してくだ
さい。

4.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーショ
ンの例（Java）

TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCコンテキストへのユーザデータの設定

6. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "ClientAP.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class ClientAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
    ////////
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    // 1, TPBrokerの初期化処理
    ////////
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try
    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    // TSCの初期化
    try
    {
      TSCAdm.initClient(args, null, orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
    TSCDomain domain = null;
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null, null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    TSCClient tsc_client = null;
    try
    {
      tsc_client =
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        TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
    ////////
    // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成
    ABC_TSCprxy my_proxy = null;
    try
    {
      my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 5, TSCコンテキストへのユーザデータの設定
    ////////
 
    // TSCContextの取得
    TSCContext ctx = my_proxy._TSCContext();
 
    // ユーザIDの設定
    String user_id = "UserID:111";
    ctx.setUserData(user_id.getBytes());
 
    ////////
    // 6, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
    //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
    ////////
    try
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    {
      callService.invoke(my_proxy);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 7, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 8, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endClient();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
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}

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.1(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード」
を参照してください。

4.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例
（Java）

TSCContextを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
 
//
// "ABC_TSCimpl.java"
//
 
import OctetSeqHelper;
import OctetSeqHolder;
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCContext;
 
// import classes used in this implementation, if necessary.
import java.lang.System;
 
public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk
{
  // Write class variables, if necessary
 
  public ABC_TSCimpl()
  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
    //引数の数および型を変更できます。
    super();
  };
 
  public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)
 
  {
    // Operation "call".
    // Write user own code.
    //ユーザメソッドのコードを記述します。
 
    //TSCコンテキストの取得
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    TSCContext ctx = _TSCContext();
 
    //ユーザIDの取得
    byte[] data = ctx.getUserData();
    System.out.println(new String(data));
 
    //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
    //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
    m_counter++; 
    out_data.value = new byte[4];
 
    System.out.println("Call method in ABC_TSCprxy");
 
    };
 
  //メソッドが呼ばれた回数
  protected int m_counter = 0;
 
};

（2） TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ
（ABC_TSCfactimpl）のコード」を参照してください。

（3） サービス登録処理の流れ・コード

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「4.2.2(4)　
サービス登録処理のコード」を参照してください。
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4.6　TSCThreadを利用するアプリケーション
プログラム（Java）

TSCThreadを利用するアプリケーションプログラムの Javaでの作成例を示します。こ
れらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）」を参照してくだ
さい。

4.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーショ
ンの例（Java）

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリ
ケーションの例（Java）」を参照してください。

4.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例
（Java）

TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。さら
に，TSCユーザスレッドとして TSCThreadの派生クラスを記述し，TSCユーザスレッ
ドファクトリとして TSCThreadFactoryの派生クラスを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
 
//
// "ABC_TSCimpl.java"
//
 
import OctetSeqHelper;
import OctetSeqHolder;
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCThread;
 
// import classes used in this implementation, if necessary.
import java.lang.System;
 
public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk
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{
  // Write class variables, if necessary
 
  public ABC_TSCimpl()
  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
    //引数の数および型を変更できます。
    super();
  };
 
  public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)
 
  {
    // Operation "call".
    // Write user own code.
    //ユーザメソッドのコードを記述します。
 
    //TSCユーザスレッドの取得
    TSCThread my_thr = this._TSCThread();
 
    //ユーザクラスにキャスト
    UserTImpl my_thr_impl = (UserTImpl)my_thr;
    
    //UserTImplのメソッドを呼び出し，値を取得します。
    int thr_value = my_thr_impl.getValue();
 
 
    //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
    //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
    m_counter++;
    out_data.value = new byte[4];
 
    System.out.println("Call method in ABC_TSCprxy");
 
  };
 
  //メソッドが呼ばれた回数
  protected int m_counter = 0;
 
};

（2） TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ
（ABC_TSCfactimpl）のコード」を参照してください。

（3） TSCユーザスレッド（UserTImpl）のコード
 
//
// "UserTImpl.Java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class UserTImpl
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  implements TSCThread
{
  public UserTImpl(int init_info)
  {
    m_value = init_info;
  }
  public int getValue()
  {
    return m_value;
  }
 
  protected int m_value;
}

（4） TSCユーザスレッドファクトリ（UserTFactImpl）
 
//
// "UserThreadFactory.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
class UserTFactImpl
  implements TSCThreadFactory
{
  public UserTFactImpl()
  {}
  public TSCThread create()
  {
    //TSCユーザスレッドを生成します。
    TSCThread usr_thr = new UserTImpl(222);
    return usr_thr;
  }
 
  public void destroy(TSCThread tsc_thr)
  {
    //後処理を記述します。
  }
 
};

（5） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCユーザスレッドファクトリの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

7. TSCルートアクセプタの活性化
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8. 実行制御の受け渡し

9. TSCルートアクセプタの非活性化

10.TSCデーモンへの接続解放

11. TPBroker OTMの終了処理

（6） サービス登録処理のコード
 
//
// "ServerAP.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class ServerAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
 
    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化処理
    ////////
 
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try
    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    try 
    {
      // TSCの初期化
      TSCAdm.initServer(args, orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
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    TSCDomain domain = null;
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null, null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    TSCServer tsc_server = null;
    try 
    {
      // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
      tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの
    //    生成（new）および各種設定
    ////////
    // ABC_TSCfactimplの生成
    TSCObjectFactory my_fact = new ABC_TSCfactimpl();
 
    // TSCAcceptorの生成
    TSCAcceptor my_acpt = null;
    try
    {
      my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_fact);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
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      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 5, TSCユーザスレッドファクトリの生成および各種設定
    ////////
 
    TSCThreadFactory my_thr_fact = new UserTFactImpl();
 
    ////////
    // 6, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
    ////////
 
    // TSCRootAcceptorの生成
    TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;
    try
    {
      my_rt_acpt =
        TSCRootAcceptor.create(tsc_server, my_thr_fact);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    try
    {
      // TSCRootAcceptorへの登録
      my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);
 
      // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。
      // デフォルト値は1
      // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
      // my_rt_acpt.setParallelCount(5);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
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      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 7, TSCルートアクセプタの活性化
    ////////
    try
    {
      // オブジェクトの活性化
      my_rt_acpt.activate("serviceX");
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 8, 実行制御の受け渡し
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.serverMainloop();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        my_rt_acpt.deactivate();
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {



4.　アプリケーションプログラムの作成（Java）

240

        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 9, TSCルートアクセプタの非活性化
    ////////
    try
    {
      // オブジェクトの非活性化
      my_rt_acpt.deactivate();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 10, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 11, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endServer();
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    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
}
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4.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーショ
ンプログラム（Java）

ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの Javaでの作成例を示します。
これらのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "UserExcept.idl"
//
 
exception UserExcept {
    long value;
};
 
interface EEE {
    void call() raises(UserExcept);
};
 

● IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェースから次のファイルを生
成します。
• EEE.java
• EEEHelper.java
• EEEHolder.java
• EEEOperations.java
• UserExcept.java
• UserExceptHelper.java
• UserExceptHolder.java
• _EEEImplBase.java
• _example_ EEE.java※ 1

• _st_EEE.java※ 2

• _tie_EEE.java
• EEEPOA.java※ 3

• EEEPOATie.java※ 3

• _EEEStub.java※ 3

注※ 1
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は，デフォル
トでは生成されません。

注※ 2
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Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合は生成されま
せん。

注※ 3
Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する場合だけ生成され
ます。

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。

表 4-4　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの作成時にトランザク
ションフレームジェネレータが生成するクラス（Java）

4.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケー
ションの例（Java）

ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を
示します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCデーモンへの接続解放

7. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
//
// "ClientAP.java"

分類 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーション用のユーザ
定義 IDLインタフェース依存クラス

• EEE_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用のユーザ定義
IDLインタフェース依存クラス

• EEE_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• EEE_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • EEE_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• EEE_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクト
リ）
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//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class ClientAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化処理
    ////////
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try
    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    // TSCの初期化
    try
    {
      TSCAdm.initClient(args, null, orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
    TSCDomain domain = null;
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null, null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
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        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    TSCClient tsc_client = null;
    try
    {
      tsc_client =
        TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定
    ////////
    // ユーザ定義IDLインタフェース"EEE"用のTSCProxy生成
    EEE_TSCprxy my_proxy = null;
    try
    {
      my_proxy = new EEE_TSCprxy(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
    //    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
    ////////
    try
    {
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      callService.invoke(my_proxy);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 6, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endClient();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 7, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endClient();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
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}

（3） TSCユーザプロキシを呼び出すコード
 
//
// "callService.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public
class callService
{
  public static void
  invoke(EEE_TSCprxy my_proxy)
  {
 
    //////
    //サービスの呼び出し
    //////
    try
    {
      //サーバのメソッド呼び出し
      my_proxy.call();
    }
    catch(UserExcept tsc_se)
    {
      System.out.println("catch" + tsc_se.value);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      //例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      throw tsc_se;
    }
  }
  
}

4.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの
例（Java）

ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示しま
す。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示
しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
EEE_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
EEE_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）のコード
 
//
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// "EEE_TSCimpl.java"
//
 
import UserExcept;
import UserExceptHelper;
import UserExceptHolder;
 
public  EEE_TSCimpl extends EEE_TSCsk
{
  public
  EEE_TSCimpl()
  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    super();
    //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
    //引数の数および型を変更できます。
 
  }
  
  //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド
  
  public void
  call()
  {
    // Operation "call".
    // Write user own code.
    //ユーザメソッドのコードを記述します。
 
    throw new UserExcept(1);
  }
};

（2） TSCユーザオブジェクトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のコード
 
//
// "EEE_TSCfactimpl".java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObject;
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;
 
import UserExcept;
import UserExceptHelper;
import UserExceptHolder;
 
class EEE_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory
{
  public
  EEE_TSCfactimpl()
  {
    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを
    // 記述します。
    //引数の数および型を変更できます。
  }
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  public TSCObject create()
  {
    // Method to create user object.
    // Write user own code.
    //サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
    //必要に応じて修正してください。
    return new EEE_TSCimpl();
  }
 
  public void destroy(TSCObject tsc_object)
  {
    // Method to destroy user object.
    // Write user own code.
    //後処理のコードを記述します。
    //必要に応じて修正してください。
  }
};

（3） サービス登録処理の流れ

1. TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および
各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化

9. TSCデーモンへの接続解放

10.TPBroker OTMの終了処理

（4） サービス登録処理のコード
 
//
// "ServerAP.java"
//
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;
 
public class ServerAP
{
 
  public static void main(String[] args)
  {
 
    ////////
    // 1, TPBrokerの初期化処理
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    ////////
 
    org.omg.CORBA.ORB orb = null;
    try
    {
      // ORBの初期化
      orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);
    }
    catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(ce);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 2, TPBroker OTMの初期化処理
    ////////
    try
    {
      // TSCの初期化
      TSCAdm.initServer(args, orb);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 3, TSCデーモンへの接続
    ////////
    TSCDomain domain = null;
    try
    {
      domain = new TSCDomain(null, null);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    TSCServer tsc_server = null;
    try 
    {
      // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得
      tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);
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    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの
    //    生成（new）および各種設定
    ////////
    // EEE_TSCfactimplの生成
    TSCObjectFactory my_fact = new EEE_TSCfactimpl();
 
    // TSCAcceptorの生成
    TSCAcceptor my_acpt = null;
    try
    {
      my_acpt = new EEE_TSCacpt(my_fact);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定
    ////////
 
    // TSCRootAcceptorの生成
    TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;
    try
    {
      my_rt_acpt = TSCRootAcceptor.create(tsc_server);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
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      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    try
    {
      // TSCRootAcceptorへの登録
      my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);
 
      // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。
      // デフォルト値は1
      // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。
      // my_rt_acpt.setParallelCount(5);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 6, TSCルートアクセプタの活性化
    ////////
    try
    {
      // オブジェクトの活性化
      my_rt_acpt.activate("serviceX");
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
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      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 7, 実行制御の受け渡し
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.serverMainloop();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        my_rt_acpt.deactivate();
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 8, TSCルートアクセプタの非活性化
    ////////
    try
    {
      // オブジェクトの非活性化
      my_rt_acpt.deactivate();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 9, TSCデーモンへの接続解放
    ////////
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    try
    {
      TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      try
      {
        TSCAdm.endServer();
      }
      catch(TSCSystemException se)
      {
        System.exit(1);
      }
      System.exit(1);
    }
 
    ////////
    // 10, TPBroker OTMの終了処理
    ////////
    try
    {
      TSCAdm.endServer();
    }
    catch(TSCSystemException tsc_se)
    {
      // 例外処理
      System.out.println(tsc_se);
      System.exit(1);
    }
 
    System.exit(0);
 
  }
}
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4.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケー
ションプログラム（Java）

TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラムの Javaでの作成例を示します。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）」を参照してくだ
さい。

4.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケー
ションの例（Java）

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリ
ケーションの例（Java）」を参照してください。

4.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの
例（Java）

TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示しま
す。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示
しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
ABC_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラス
ABC_TSCfactimplに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
 
//
// "ABC_TSCimpl.java"
//
import OctetSeqHelper;
import OctetSeqHolder;
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCWatchTime;
 
 
// import classes used in this implementation, if necessary.
import java.lang.System;
 
public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk
{
  // Write class variables, if necessary
 
  public ABC_TSCimpl()
  {
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    // Constructor of implementation.
    // Write user own code.
    super();
 
    ////////
    //時間監視の処理
    ////////
    TSCWatchTime watch_time = null;
    try
    {
      //監視時間60秒の時間監視オブジェクト生成
      watch_time = new TSCWatchTime(60);
 
      //時間監視の開始
      watch_time.start();
 
      //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。
      //引数の数および型を変更できます。
 
      //時間監視の中断
      watch_time.stop();
    }
    catch(TSCSystemException se)
    {
      //例外処理
      System.out.println(se);
      throw se;
    }
 
};
 
  public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)
 
  {
    // Operation "call".
    // Write user own code.
    //ユーザメソッドのコードを記述します。
 
    //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。
    //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）
    m_counter++; 
    out_data.value = new byte[4];
 
    };
 
  //メソッドが呼ばれた回数
  protected int m_counter = 0;
 
};

（2） TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ
（ABC_TSCfactimpl）のコード」を参照してください。
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（3） サービス登録処理の流れ・コード

同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「4.2.2(4)　
サービス登録処理のコード」を参照してください。
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5　 アプリケーションプログラ
ミングインタフェース
（Java）
この章では，Javaで使用するクラスライブラリについて説明
します。
ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスと雛形クラスでは，
対応するユーザ定義 IDLインタフェースの名称を "ABC"と仮
定します。なお，各クラスの詳細は，アルファベット順に示し
ます。

クラスの一覧（Java）

クラス関連図（Java）

公開メソッド呼び出しと内部参照（Java）
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クラスの一覧（Java）

各クラスは次のように分類されます。

• システム提供クラス
• システム提供例外クラス
• ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス
• 雛形クラス

各クラスの一覧を次の表に示します。

表 5-1　クラス一覧（Java）

分類 クラス

システム提供クラス • TSCAcceptor
• TSCAdm
• TSCClient
• TSCContext
• TSCDomain
• TSCObject
• TSCObjectFactory
• TSCProxyObject
• TSCRootAcceptor
• TSCServer
• TSCSessionProxy
• TSCThread
• TSCThreadFactory
• TSCWatchTime

システム提供例外クラス • TSCSystemException
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基本データ型（Java）

OTMの各クラスで使用する基本データ型は，Javaが提供する標準型です。

• TSCSystemExceptionの派
生クラス

• TSCBadContextException
• TSCBadInvOrderException
• TSCBadOperationException
• TSCBadParamException
• TSCBadTypecodeException
• TSCCommFailureException
• TSCDataConversionException
• TSCFreeMemException
• TSCImpLimitException
• TSCInitializeException
• TSCInternalException
• TSCIntfReposException
• TSCInvFlagException
• TSCInvIdentException
• TSCInvObjrefException
• TSCMarshalException
• TSCNoImplementException
• TSCNoMemoryException
• TSCNoPermissionException
• TSCNoResourcesException
• TSCNoResponseException
• TSCObjAdapterException
• TSCObjectNotExistException
• TSCPersistStoreException
• TSCTransientException
• TSCUnknownException

ユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス（基底
クラス）

• ABC_TSCacpt（TSCAcceptor）
• ABC_TSCprxy（TSCProxyObject）
• ABC_TSCsk（TSCObject）
• ABC_TSCspxy（TSCSessionProxy）

雛形クラス（基底クラス） • ABC_TSCfactimpl（ABC_TSCfactsk）
• ABC_TSCimpl（ABC_TSCsk）

分類 クラス
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クラス関連図（Java）

システム提供クラスから派生するユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスの関連を次
の図に示します。
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図 5-1　システム提供クラスから派生するユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス
（Java）

サーバアプリケーションを作成する際に使用するシステム提供クラスおよびシステム提
供例外クラスの関連を次の図に示します。
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図 5-2　システム提供クラスおよびシステム提供例外クラス（Java）
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公開メソッド呼び出しと内部参照（Java）

システム提供クラスのインスタンス関連図を基に，OTM上でのインスタンス間の公開メ
ソッド呼び出し，および内部参照（アクセス）について説明します。

●公開メソッド呼び出し
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの公開メソッド
を呼び出すことです。

●内部参照（アクセス）
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの非公開メソッ
ドを内部的にアクセスすることです。またはそのインスタンスを内部的に参照するこ
とです。

図中のインスタンス数を次の表に示します。また，システム提供クラスのインスタンス
関連を図 5-3に示します。

表 5-2　インスタンス数（Java）

インスタンス インスタンス数

TSCルートアクセプタ m（TSCServer単位）

パラレルカウント n（TSCRootAcceptor単位）

TSCユーザアクセプタ p（TSCRootAcceptor単位）

TSCユーザオブジェクトファクトリ 1（TSCAcceptor単位）

TSCユーザプロキシ s（TSCClient単位）
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図 5-3　システム提供クラスのインスタンス関連図（Java）
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ABC_TSCacpt（Java）

ABC_TSCacptはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCacptは，TSCユーザアクセプタの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが ABC_TSCacptを自動生
成します。次に ABC_TSCacptの特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

形式
 
package ***;
 
class ABC_TSCacpt extends TSCAcceptor
{
  public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact);
  public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact,
                              const char* tsc_acpt_name);
 
  ~ABC_TSCacpt();
}

コンストラクタ

● public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact)

TSCユーザオブジェクトファクトリとして tsc_object_factを保持します。さらに，デ
フォルトの TSCアクセプタ名称で ABC_TSCacptを生成します。

サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCAcceptorを指定しな
い場合，TSCアクセプタ名称のデフォルト値は "指定なし "となります。コマンドオプ
ション引数 -TSCAcceptorを指定する場合は，TSCアクセプタ名称のデフォルト値はそ
の指定値となります。

● public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact,
                                        const char* tsc_acpt_name)
 

項目 型・意味

引数 TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact TSCObjectFactoryオブジェクト

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

引数 TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact TSCObjectFactoryオブジェクト

const char* tsc_acpt_name TSCアクセプタ名称

例外 TSCBadParamException
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TSCユーザオブジェクトファクトリとして tsc_object_factを保持します。さらに，デ
フォルトの TSCアクセプタ名称で ABC_TSCacptを生成します。ただし，
tsc_acpt_nameには，1～ 31文字の TSCアクセプタ名称を指定してください。

デストラクタ

● ~ABC_TSCacpt()

ABC_TSCacptを削除します。
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ABC_TSCfactimpl（Java）

ABC_TSCfactimplは雛形クラスです。

ABC_TSCfactimplは，TSCユーザオブジェクトファクトリの実装クラスです。ユーザ
定義 IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが
ABC_TSCfactimplを生成します。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述し
ます。次に ABC_TSCfactimplの特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

形式

斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。
太字太字太字太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装の
コードを記述する必要があります。

 
class ABC_TSCfactimpl implements TSCObjectFactory
{
  public ABC_TSCfactimpl(....);
 
  public TSCObject create();
  public void destroy(TSCObject tsc_object);
 
};

コンストラクタ

● public ABC_TSCfactimpl(....)

引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラ
クタを生成できます。

コールバックメソッド

● public TSCObject create()

典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。

● public void destroy(TSCObject tsc_object)

典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。
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ABC_TSCimpl（Java）

ABC_TSCimplは雛形クラスです。

ABC_TSCimplは，TSCユーザオブジェクトの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが ABC_TSCimplを生成し
ます。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述します。次に ABC_TSCimpl
の特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCimplは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの Java言語へのマッピ
ングは，TPBrokerと同様です。

形式

斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。
太字太字太字太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装の
コードを記述する必要があります。

 
package ***;
public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk
{
  public ABC_TSCimpl(....);
 
  //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群
  ... xxx(...);
 
};

コンストラクタ

● public ABC_TSCimpl(....)

引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラ
クタを生成できます。

コールバックメソッド

● ... xxx(...)

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。ユーザが
メソッドのコードを実装します。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，
TPBrokerと同じです。
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ABC_TSCprxy（Java）

ABC_TSCprxyはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCprxyは，TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースの定義に従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，TSCProxyObject
を呼び出します。ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トランザクションフレーム
ジェネレータが ABC_TSCprxyを自動生成します。次に ABC_TSCprxyの特徴を示しま
す。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCprxyは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。また，
ABC_TSCprxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのスケルトンを継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの Java言語へのマッピ
ングは，TPBrokerと同じです。

形式
 
class ABC_TSCprxy extends _sk_ABC implements TSCProxyObject
{
  public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client);
  public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client,
                        String tsc_acpt_name);
 
  //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群
  ...xxx(...);
};

コンストラクタ

● public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client)

tsc_clientと接続する ABC_TSCprxyを生成します。

● public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client,
                                                   String tsc_acpt_name)
 

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

例外 TSCBadParamException
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tsc_clientと接続する TSCアクセプタ名称が tsc_acpt_nameの ABC_TSCprxyを生成し
ます。

メソッド

● ... xxx(...)

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッド
の引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

String tsc_acpt_name TSCアクセプタ名称

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

例外 TSCSystemException（各種例外）
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ABC_TSCsk（Java）

ABC_TSCskはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCskは，TSCユーザスケルトンの実装クラスです。クライアント側から送信さ
れたバイト配列データとともに呼び出されます。ユーザ定義 IDLインタフェースに従っ
て，そのバイト配列データをユーザデータに分解し，TSCユーザオブジェクトの実装メ
ソッドを呼び出します。ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トランザクションフ
レームジェネレータが ABC_TSCskを自動生成します。次に ABC_TSCskの特徴を示し
ます。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。
• 直接，このクラスのインスタンスを生成できません。
• ユーザは ABC_TSCskクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。

ABC_TSCskは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。また，
ABC_TSCskの派生クラスも同様に，TPBrokerのスケルトンを継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの Java言語へのマッピ
ングは，TPBrokerと同じです。

形式
 
public class ABC_TSCsk
  extends _sk_ABC implements virtual TSCObject
{
  public abstruct ... xxx(...);
 
  protected ABC_TSCsk();
 
};

コンストラクタ

● protected ABC_TSCsk()

ABC_TSCskを生成します。

コールバックメソッド

● public abstruct ... xxx(...)

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッド
の引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。
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ABC_TSCspxy（Java）

ABC_TSCspxyはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCspxyは，セション呼び出し用の TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユー
ザ定義 IDLインタフェースの定義に従って，ユーザデータをバイト配列データに変換
し，TSCSessionProxyを呼び出します。ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トラ
ンザクションフレームジェネレータが ABC_TSCspxyを自動生成します。
ABC_TSCspxyは，次の点を除いて ABC_TSCprxyと同様の働きをします。

• TSCSessionProxyを継承します。
• トランザクションフレームジェネレータに -TSCspxyオプションを指定したときだけ
生成されます。

• onewayのオペレーションを定義したユーザ定義 IDLからは生成できません。

次に ABC_TSCspxyの特徴を示します。

• ユーザ定義 IDLインタフェース依存のコードを含みます。 

ABC_TSCspxyは，TPBrokerのスケルトンである _sk_ABCも継承します。また，
ABC_TSCspxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのスケルトンを継承します。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの Java言語へのマッピ
ングは，TPBrokerと同じです。

形式
 
class ABC_TSCspxy extends _sk_ABC implements TSCSessionProxy
{
  public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client);
  public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client,
                        String tsc_acpt_name);
 
  //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群
  ...xxx(...);
};

コンストラクタ

● public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client)

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

例外 TSCBadParamException
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tsc_clientと接続する ABC_TSCspxyを生成します。

● public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client,
                      String tsc_acpt_name)
 

tsc_clientと接続する TSCアクセプタ名称が tsc_acpt_nameの ABC_TSCspxyを生成し
ます。

メソッド

● ... xxx(...)

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッド
の引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。

項目 型・意味

引数 TSCClient_ptr tsc_client 接続する TSCClient

String tsc_acpt_name TSCアクセプタ名称

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

例外 TSCSystemException（各種例外）
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TSCAcceptor（Java）

TSCAcceptorはシステム提供クラスです。

TSCAcceptorは，TSCユーザプロキシを使用したクライアント側からの TSCユーザオ
ブジェクトのメソッド呼び出し要求に対して，サーバ側の TSCユーザオブジェクトのメ
ソッドを呼び出すためのクラスです。TSCルートアクセプタから TSCユーザオブジェク
トのメソッド呼び出し要求を受け取り，TSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出し
ます。これに伴って，TSCユーザオブジェクトを管理したり，スレッドと TSCユーザオ
ブジェクト間を対応づけたりします。また，TSCサービス識別子を使用して，TSCユー
ザオブジェクトが提供するサービスを識別します。

ユーザは TSCユーザオブジェクトの管理オブジェクトとして，TSCAcceptorクラスのイ
ンスタンスを生成します。次に TSCAcceptorの特徴を示します。

• TSCObjectFactoryを保持することで，TSCユーザオブジェクト（TSCObject）を管
理します。

• TSCAcceptorが提供できるサービスを TSCサービス識別子の列で表現します。TSC
サービス識別子は，インタフェース名称の列と TSCアクセプタ名称から構成されま
す。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。

TSCユーザオブジェクト（TSCObject）の管理

TSCObjectFactoryによる TSCObjectの管理

TSCRootAcceptorが active状態に遷移するとき，登録されている TSCAcceptorはオブ
ジェクト管理開始通知を受けます。また，TSCRootAcceptorが non-active状態に遷移す
るとき，登録されている TSCAcceptorはオブジェクト管理終了通知を受けます。それぞ
れの通知とともに，TSCAcceptorは TSCObjectFactoryを使用して次に示すように動作
します。

• TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理開始通知を受けると，
TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で，TSCObjectFactoryの createを呼び出
します。さらに，この呼び出しで返される TSCObjectを TSCRootAcceptorが保持す
る各スレッドに割り当てます。これによって，TSCObjectFactoryの create呼び出し
で返される TSCObjectは，スレッドに対応づけて管理されます。

• TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理終了通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理終了通知を受けると，
TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で，割り当てられている TSCObjectを引
数に，TSCObjectFactoryの destroyを呼び出します。これによって，対応づけられ
ているスレッド上の管理対象から，該当する TSCObjectが外されます。
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TSCRootAcceptorからの TSCObjectの呼び出し

TSCRootAcceptorは，クライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼び出しを受け
取ると，該当するサービスを提供する TSCAcceptorに振り分けます。さらに，
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorが管理するスレッド上で TSCユーザオブジェクト
呼び出し要求を受け取ると，同じスレッド上で同じスレッドに割り当てられている
TSCObjectを呼び出します。

TSCサービス識別子によるサービスの識別

TSCサービス識別子の構成

TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されま
す。TSCサービス識別子は，インタフェース名称の列と TSCアクセプタ名称から構成さ
れます。

• TSCAcceptorのインタフェース名称の列
TSCAcceptorのインタフェース名称の列は，TSCAcceptorや管理する TSCObjectが
提供するサービスのインタフェースの種類を表します。
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，単数のインタフェース名称で表され
ます。TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義
IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表さ
れます。

• TSCAcceptorの TSCアクセプタ名称
TSCアクセプタ名称も，TSCAcceptorや管理する TSCObjectが提供するサービスの
インタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供する
TSCAcceptorまたは TSCObjectの間の実装内容の違いを識別するために使用します。
したがって，TSCアクセプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし "とす
ることもできます。

サービスの種類の表現方法

TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子の列によって表され
ます。TSCAcceptorは TSCサービス識別子の列で示されるサービスを提供できます。

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
 
単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 
TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義 IDLイ
ンタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表され
ます。
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複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
 
単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および
単数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子
 
TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義 IDLイ
ンタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表され
ます。
 
複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および
複数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子（ただし，TSCサービス識別子中の
TSCアクセプタ名称は同じ）

サービスの種類の表現例
• TSCAcceptorのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"への要求だけを受け付けること
ができます。
 
"ABC::"
 

• TSCAcceptorのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称が "abc"の場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"と "ABC::abc"への要求メッセー
ジを受け付けることができます。
 
"ABC::abc"
"ABC::"

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public class TSCAcceptor
{
 
  //インタフェース名称列
  String[] getInterfaceName();
 
  //TSCアクセプタ名称列
  String getAcceptorName();
 
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCAcceptor;
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メソッド

● String[] getInterfaceName()

インタフェース名称の列を取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● String getAcceptorName()

TSCアクセプタ名称を取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCAcceptorまたは派生クラスの生成

TSCAcceptorまたは派生クラスを生成するには，引数を指定しないで，または TSCアク
セプタ名称を指定して，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則
を次に示します。

インスタンスの公開メソッド呼び出し規則

TSCAcceptorクラスのインスタンスが，ほかのクラスのインスタンスの公開メソッドを
呼び出す規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称の列

項目 型・意味

戻り値 TSCアクセプタ名称

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getInterfaceName できます。

getAcceptorName できます。

タイミング 公開メソッド呼び出し

TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通
知，またはオブジェクト管理終了通知のとき

コンストラクタで指定した TSCObjectFactory型
のインスタンス

登録先の TSCRootAcceptorが active状態のとき active状態に遷移するときに管理を開始した
TSCObject型のインスタンス
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インスタンスへの内部参照（アクセス）規則

複数のスレッド上から同時に TSCAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照（アク
セス）できます。
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TSCAdm（Java）

TSCAdmはシステム提供クラスです。

TSCAdmは，アプリケーションプログラムの初期化処理，TSCClientの取得，および
TSCServerの取得をするクラスです。

形式
 
public class TSCAdm
{
  public static final int Direct=0;
  public static final int Regulator=1;
 
  public static void initServer(String[] args,
                       org.omg.CORBA.ORB orb);
  public static void initClient(String[] args,
                    java.util.Properties option,
                       org.omg.CORBA.ORB orb);
  public static void initClient(Applet app,
                  java.util.Properties option,
                     org.omg.CORBA.ORB orb);
 
  public static void serverMainloop();
  public static void shutdown();
  
  public static void endServer();
  public static void endClient();
  
  public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain,
                                             int way);
  public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain);
  public static TSCServer getTSCServer(TSCDomain tsc_domain);
  
  public static void releaseTSCClient(TSCClient tsc_client);
  public static void releaseTSCServer(TSCServer tsc_server);
 
  public static int get_status();
 
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCAdm;

メソッド

● public static void initServer(String[] args,
                                                 org.omg.CORBA.ORB orb)
 



TSCAdm（Java）

282

サーバアプリケーションの初期化処理を実行します。このメソッドは，プロセスで 1回
だけ発行できます。TSCAdm.endServer()メソッド，または TSCAdm.endClient()メ
ソッドの発行によって終了処理したあとでも，このメソッドは発行できません。

このメソッドの args引数にはプロセスのmain()メソッドの第１引数をそのまま指定し
てください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更して
args引数に指定すると，正しく動作しないことがあります。tscstartprcコマンドを使用
して開始したサーバアプリケーションのコマンドラインには，tscstartprcコマンドに指
定したコマンドライン引数がすべて渡されます。

● public static void initClient(String[] args,
                                                     java.util.Properties option,
                                                     org.omg.CORBA.ORB orb)
 

注※
optionを使用する場合，例えば次のように記述します。
 

項目 型・意味

引数 String[] args コマンド引数

org.omg.CORBA.ORB orb ORBのリファレンス

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・意味

引数 String[] args コマンド引数

java.util.Properties option OTMの動作をカスタマイズするため
に設定できるプロパティ※

org.omg.CORBA.ORB orb ORBのリファレンス

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
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      java.util.Properties opt = new java.util.Properties();
      opt.put("-TSCDomain","hitachi");

クライアントアプリケーションの初期化処理を実行します。

args引数および option引数に同じオプションがある場合，args引数のオプションが有
効になります。

このメソッドの args引数にはプロセスのmain()メソッドの第１引数をそのまま指定し
てください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更して
args引数に指定すると，正しく動作しないことがあります。

このメソッドは，TSCAdm.endClient()メソッドの発行によって終了処理をした場合は
再発行できますが，TSCAdm.endServer()メソッドの発行によって終了処理をしたあと
は再発行できません。TSCAdm.endClient()メソッドの発行後にこのメソッドを再発行
した場合，2回目以降の発行で指定した argc引数および option引数の値は無効となり，
初回の発行で指定した値が有効になります。ただし，このメソッドを複数回発行すると
クライアントアプリケーションの性能に影響を与えるため，推奨できません。

● public static void initClient(Applet app,
                                             java.util.Properties option,
                                             org.omg.CORBA.ORB orb)
 

注※ 1
アプレットタグにオプションを記述する場合，例えば次のようにアプレットタグに
記述します。
 
<param name=-TSCDomain value=hitachi>

注※ 2
optionを使用する場合，例えば次のように記述します。

項目 型・意味

引数 Applet app このメソッドが実行されるアプレット
※ 1

java.util.Properties option OTMの動作をカスタマイズするため
に設定できるプロパティ※ 2

org.omg.CORBA.ORB orb ORBのリファレンス

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
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java.util.Properties opt = new java.util.Properties();
opt.put("-TSCDomain","hitachi");

Javaアプレットの場合に，Appletクラスを使用したクライアントアプリケーションの初
期化処理を実行します。

このメソッドは OTM - Clientだけで使用できます。OTMで使用した場合は，例外が返
ります。

また，このメソッドは，TSCAdm.endClient()メソッドの発行によって終了処理をした
場合は再発行できますが，TSCAdm.endServer()メソッドの発行によって終了処理をし
たあとは再発行できません。TSCAdm.endClient()メソッドの発行後にこのメソッドを
再発行した場合，2回目以降の発行で指定した option引数の値は無効となり，初回の発
行で指定した値が有効になります。ただし，このメソッドの複数回発行するとクライア
ントアプリケーションの性能に影響を与えるため，推奨できません。

● public static void serverMainloop()

リクエストを受信待ち状態にします。このメソッドはサーバアプリケーションでだけ発
行できます。

● public static void shutdown()

リクエストの受信待ち状態を解除します。このメソッドはサーバアプリケーションでだ
け発行できます。

● public static void endServer()

サーバアプリケーションの終了処理を実行します。

このメソッドはプロセスで１回だけ発行できます。このメソッド発行後はそのプロセス
で OTMの機能は使用しないでください

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCNoMemoryException
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● public static void endClient()

クライアントアプリケーションの終了処理を実行します。

このメソッドの発行後は，そのプロセスで OTMまたは OTM - Clientの機能を使用でき
ません。また，このメソッドで例外が発生した場合は，クライアントアプリケーション
を終了させる必要があります。

● public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain,
                                                                  int way)
 

指定した TSCDomainを基に，リクエストする TSCデーモンの TSCClientのリファレ
ンスを取得するメソッドです。

wayには，接続経路として，次に示すどちらかを指定します。

• TSCAdm.Direct
TSCデーモンに直結してリクエストします。

• TSCAdm.Regulator
TSCレギュレータを経由してリクエストします。この場合，TSCレギュレータによっ
てコネクションを集約します。

ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定し
た TSCDomainおよび wayの組み合わせに一致する情報が，接続先情報ファイル中に記
述されていなければなりません。一致する情報が接続先情報ファイルにない場合，
TSCBadParamException例外が発生します。なお，ファイル検索方式でマルチノードリ
トライ接続を実行するには，アプリケーションプログラムの開始時に，次に示すように
コマンドオプション引数を指定します。

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味

引数 TSCDomain tsc_domain TSCドメインのリファレンス

int way 接続経路

戻り値 TSCClientオブジェクト

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException
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• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに
"0000"または "0001"を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省
略します。この場合，TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

● public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain)

指定した TSCDomainを基に，リクエストする TSCデーモンの TSCClientのリファレ
ンスを取得するメソッドです。接続経路には，アプリケーションプログラムの開始時に，
コマンドオプション引数 -TSCRequestWayに指定した値を使用します。

ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定し
た TSCDomain，およびコマンドオプション引数 -TSCRequestWayの組み合わせに一致
する情報が，接続先情報ファイル中に記述されていなければなりません。一致する情報
が接続先情報ファイルにない場合，TSCBadParamException例外が発生します。なお，
ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行するには，アプリケーションプロ
グラムの開始時に，次に示すようにコマンドオプション引数を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに
"0000"または "0001"を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省
略します。この場合，-TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

● public static TSCServer getTSCServer(TSCDomain tsc_domain)

項目 型・意味

引数 TSCDomain tsc_domain TSCDomainのリファレンス

戻り値 TSCClientオブジェクトリファレンス

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException

項目 型・意味

引数 TSCDomain tsc_domain TSCDomainのリファレンス
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指定した TSCDomainを基に，自サーバへリクエストを振り分ける TSCデーモンの
TSCServerのリファレンスを取得するメソッドです。

● public static void TSCClient releaseTSCClient(TSCClient tsc_client)

TSCClientを解放します。

● public static void releaseTSCServer(TSCServer tsc_server)

TSCServerを解放します。

● public static int get_status()

運用管理で管理するプロセスステータスを返します。プロセスステータスを示す定数を

戻り値 TSCServerオブジェクト

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・意味

引数 TSCClient tsc_client TSCClientオブジェクト

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

引数 TSCServer tsc_server TSCServerオブジェクト

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

戻り値 プロセスステータス

項目 型・意味
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表 5-3，表 5-4に示します。

表 5-3　TSCAdmクラスで検出するクライアントアプリケーションのプロセスステータ
ス（Java）

クライアントアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object 
Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のクライアントアプリケーションの状態の検
出に関する説明を参照してください。

表 5-4　TSCAdmクラスで検出するサーバアプリケーションのプロセスステータス
（Java）

サーバアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object 
Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のサーバアプリケーションの状態の検出に関
する説明を参照してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCAdmクラスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。

定数名 状態 内容

TSCAdm.Living オンライン稼働中 TSCAdm.initClientを発行してから，終了要
求を受け付けるまでの状態

TSCAdm.Dying 正常終了処理中 終了要求を受け付けてから，
TSCAdm.endClientを発行するまでの状態

TSCAdm.Dead 終了 TSCAdm.initClientの発行以前，または
TSCAdm.endClientの発行以降の状態

定数名 状態 内容

TSCAdm.Living 正常開始処理中 TSCAdm.initServerを発行してから，
TSCAdm.serverMainloopを発行する
までの状態

TSCAdm.Active オンライン稼働中 TSCAdm.serverMainloopを発行して
から，終了要求を受け付けるまでの状
態

TSCAdm.Dying 正常終了処理中 終了要求を受け付けてから，
TSCAdm.endServerを発行するまでの
状態

TSCAdm.Dead 終了 TSCAdm.initServerの発行以前，また
は TSCAdm.endServerの発行以降の
状態
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注※
複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできますが，有効となるのは一つの呼
び出しだけです。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

initServer できます。※

initClient できます。※

serverMainloop できます。※

shutdown できます。※

endServer できます。※

endClient できます。※

getTSCClient できます。

getTSCServer できます。

releaseTSCClient できます。

releaseTSCServer できます。

get_status できます。
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TSCClient（Java）

TSCClientはシステム提供クラスです。

TSCClientは，TSCデーモン中のクライアントアプリケーション管理部分を表すクラス
です。クライアントアプリケーション側からの TSCユーザオブジェクトの呼び出し要求
は，TSCClientを経由して TSCデーモンに渡されます。

ユーザは，クライアントアプリケーションが TSCデーモンと接続するときに TSCClient
を取得します。クライアントアプリケーションと TSCデーモンの接続には，TSCデーモ
ンと直結する方法と，TSCレギュレータを経由する方法があります。次に TSCClientの
特徴を示します。

• 属性として TSCドメイン名称と TSC識別子を持ちます。

TSCデーモンに直結する場合の TSCClientの取得

クライアントアプリケーションと TSCデーモン間の直結の接続は，クライアントアプリ
ケーションプロセス内で TSCClientを最初に取得するときに確立されます。その後，同
じ TSCデーモンに対して TSCClientを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，
取得したすべての TSCClientを解放すると接続が切断されます。

一つのクライアントアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することも
できます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由して TSC
デーモンに渡される場合，並行して処理されます。

TSCレギュレータを経由する場合の TSCClientの取得

TSCレギュレータを経由する場合のクライアントアプリケーションと TSCデーモン間の
接続は，TSCClientを取得するたびに確立されます。逆に，TSCClientを解放するたび
に，割り当てられた接続が切断されます。

一つのクライアントアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することも
できます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求がこの一つの接続を経由して
TSCデーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public class TSCClient
{
  public String getTSCDomainName();
  public String getTSCID();
};
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メソッド

● public String getTSCDomainName()

TSCドメイン名称を返します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● public String getTSCID()

TSC識別子を返します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCClientの取得と解放

TSCデーモンと直結する場合，TSCClientを取得するには，TSCAdm.Directを引数に
指定して TSCAdm.getTSCClientを発行します。TSCレギュレータを経由する場合は，
TSCAdm.Regulatorを引数に指定して TSCAdm.getTSCClientを発行します。

TSCClientを解放するときは，TSCAdm.releaseTSCClientを発行します。TSCClient
クラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは解放できないため，内部
参照（アクセス）をなくした状態で解放してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCClientクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を
次に示します。

インスタンスへの内部参照（アクセス）規則

TSCClientクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するイ
ンスタンスからのアクセスは，通信障害となります。

項目 型・意味

戻り値 TSCドメイン名称

例外 ありません。

項目 型・意味

戻り値 TSC識別子

例外 ありません。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getTSCDomainName できます。

getTSCID できます。
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また，複数のスレッド上から同時にこのクラスの同じインスタンスを内部参照できます。
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TSCContext（Java）

TSCContextはシステム提供クラスです。

TSCContextは，TSCユーザプロキシを使用してクライアント側からサーバ側の TSC
ユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すとき，暗黙的にサーバ側に渡すユーザデータ
のコンテナクラスです。次に TSCContextの特徴を示します。

• ユーザデータを保持します。

TSCContextによるユーザデータの取得

TSCProxyObjectを使用して，クライアント側からサーバ側の TSCユーザオブジェクト
のメソッドを呼び出すときに，TSCContextによって引数以外のユーザデータをサーバ
側に渡すことができます。

クライアント側では，TSCProxyObjectの _TSCContextによって TSCContextを取得
し，送信したいユーザデータを設定します。サーバ側では，オブジェクトが呼び出され
ている間，TSCObjectの _TSCContextを使用して，TSCContextを取得します。この
TSCContextが保持しているユーザデータは，クライアント側の TSCContextに設定し
たユーザデータと同じ内容です。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public class TSCContext
{
  public void setUserData(byte[] user_data);
  public byte[] getUserData();
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCContext;
 

メソッド

● public void setUserData(byte[] user_data)

ユーザデータを設定します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

項目 型・意味

引数 byte[] user_data ユーザデータ

戻り値 ありません。
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● public byte[] getUserData()

ユーザデータを取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

TSCContextの生成

TSCContextクラスのインスタンスは，newオペレータで生成しないでください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCContextクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則
を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 ユーザデータ

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

setUserData できません。

getUserData できません。
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TSCDomain（Java）

TSCDomainはシステム提供クラスです。

TSCDomainは，文字列の TSCドメイン情報，および TSC識別子を管理するホルダク
ラスです。

形式
 
public class TSCDomain
{
  public TSCDomain(String domain_name);
  public TSCDomain(String domain_name, String tscid);
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCDomain;

コンストラクタ

● public TSCDomain(String domain_name)

このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称で TSCドメインを管理します。

domain_nameに文字列を指定する場合は，先頭が "TSC"または "tsc"ではない 1～ 31
文字の英数字の文字列を指定してください。domain_nameに nullを指定する場合は，
アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数
-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたは initClientの args内の "-TSCDomain"オプションの指定値を使用
します。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数 -TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。
-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker 
Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続
対象に関する説明を参照してください。

● public TSCDomain(String domain_name,
                                                   String tscid)
 

項目 型・意味

引数 String domain_name TSCドメイン名称

例外 TSCBadParamException
TSCInitializeException
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このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称と TSC識別子で TSCドメイン
を管理します。

domain_nameまたは tscidに文字列を指定する場合は，先頭が "TSC"または "tsc"では
ない 1～ 31文字の英数字の文字列を指定してください。なお，tscidに IPアドレスを指
定する場合は，ピリオド (.)も使用できます。domain_nameまたは tscidに nullを指定
する場合は，アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数
-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたは initClientの args内の "-TSCDomain"オプションおよび "-TSCID"
オプションの指定値を使用します。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数 -TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。
-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker 
Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続
対象に関する説明を参照してください。

項目 型・意味

引数 String domain_name TSCドメイン名称

String tscid TSC識別子

例外 TSCBadParamException
TSCInitializeException
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TSCObject（Java）

TSCObjectはシステム提供クラスです。

TSCObjectは，OTMでの（サーバ）オブジェクトの基本クラスおよびインタフェース
です。

ユーザは TSCObjectを継承させて，クライアント側にサービスを提供するクラスを定義
します。また，サービスを提供するオブジェクトとして，その派生クラスのインスタン
スを生成します。次に TSCObjectの特徴を示します。

• 直接，TSCObjectのインスタンスを生成できません。
• TSCObjectを生成する，TSCObjectFactoryの実装クラスを記述する必要があります。
• 属性としてインタフェース名称の列を持ちます。
• クライアント側から TSCProxyObjectを使用して TSCObjectを呼び出すときにユー
ザデータを TSCContextに指定すると，サーバ側で TSCContextから同じデータを取
得できます。

• TSCRootAcceptorを生成するときに TSCThreadFactoryを指定すると，TSCThread
を取得できます。

TSCObjectが提供するサービスのインタフェース名称

TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，TSCAcceptorのインタフェース名称の
列で表されます。

TSCObjectが単数のインタフェースを提供する場合，提供するインタフェースの種類は，
単数のインタフェース名称で表されます。TSCObjectが複数のインタフェースを提供す
る場合，例えば，ユーザ定義 IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のイン
タフェース名称が列で表されます。

TSCObjectの呼び出し時の TSCContextの取得

TSCProxyObjectを使用してクライアント側から TSCObjectのメソッドを呼び出すとき
に，ユーザは引数以外のデータを TSCContextとして送信できます。クライアント側で
引数以外のデータを TSCContextとして送信すると，サーバ側では TSCObjectのサービ
ス提供メソッドが呼び出されている間に _TSCContextを呼び出すことによって，クライ
アント側で指定した TSCContextを取得できます。

TSCObjectの呼び出し時の TSCThreadの取得

TSCObjectの呼び出し時の TSCThreadの取得は，TSCThreadFactoryを引数として
TSCRootAcceptorを生成する場合を前提にします。この場合，サーバ側で TSCObject
のサービス提供メソッドが呼び出されている間に _TSCThreadを呼び出すことによっ
て，実行制御を持つスレッドに割り付けられている TSCThreadを取得できます。



TSCObject（Java）

298

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public class TSCObject
{
 
  //インタフェース名称
  public String[] _TSCInterfaceName();
 
  //TSCコンテキスト
  public TSCContext _TSCContext();
 
  //TSCユーザスレッド
  public TSCThread _TSCThread();
 
};

メソッド

● public String[] _TSCInterfaceName()

インタフェース名称の列を取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● public TSCContext _TSCContext()

TSCContextを取得します。クライアント側から呼び出すときに指定したものと同じ内
容の TSCContextを取得できます。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● public TSCThread _TSCThread()

このオブジェクトに割り当てられているスレッドに対応する TSCユーザスレッドを返し
ます。

戻り値の TSCThreadのメモリ領域の管理責任は TSCObjectクラスにあるので，解放し
ないでください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称列

項目 型・意味

戻り値 呼び出し元で指定された TSCContext

項目 型・意味

戻り値 TSCユーザスレッド



TSCObject（Java）

299

TSCObjectの派生クラスのインスタンスの生成

TSCObjectの派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を
次に示します。

注※
このメソッドは OTMが呼び出します。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

_TSCInterfaceName できません

_TSCContext できません

_TSCThread できません

クライアント側からのオブジェクト呼び出し※ できません。
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TSCObjectFactory（Java）

TSCObjectFactoryはシステム提供インタフェースです。

TSCObjectFactoryは，OTMが TSCユーザオブジェクトをの管理を開始するとき，ま
たは管理対象から外すときに呼び出されるオブジェクトのインタフェースです。

ユーザは TSCObjectFactoryを継承させて，TSCユーザオブジェクトを生成，または削
除するクラスを定義します。また，TSCユーザオブジェクトのファクトリとして，派生
クラスのインスタンスを生成します。次に TSCObjectFactoryの特徴を示します。

• 直接，TSCObjectFactoryのインスタンスを生成できません。
• ユーザは TSCObjectFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要がありま
す。

OTMからの呼び出しによる TSCObjectの管理

OTMは，TSCObjectFactoryの createを呼び出すことで，返される TSCObjectの管理
を開始します。逆に，該当する TSCObjectを引数に TSCObjectFactoryの destroyを呼
び出すことで，TSCObjectを管理対象から外します。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public interface TSCObjectFactory
{
  public TSCObject create();
  public void destroy(TSCObject tsc_object);
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;

コールバックメソッド

● public TSCObject create()

TSCObjectを返します。TSCユーザオブジェクトを生成するコードを記述できます。
OTMがこのメソッドを呼び出した結果，返された TSCObjectが管理対象となります。

管理対象とする TSCObjectの管理責任は OTMにあるので，ユーザはなるべくアクセス

項目 型・意味

戻り値 管理対象の TSCユーザオブジェクト

例外 各種 TSCSystemException
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しないでください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出
すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必
要があります。

また，create呼び出しに失敗した場合は，各種 TSCSystemExceptionによって通知する
形でコードを記述してください。

● public void destroy(TSCObject tsc_object)

TSCObjectを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMが TSCユーザオブジェ
クトを管理対象から外すとき，該当する TSCObjectを引数に指定して，このメソッドを
呼び出します。

管理対象から外された TSCObjectの管理責任はユーザにあります。なお，OTMは，複
数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境
に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。

また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCObjectFactoryまたは派生クラスの生成

TSCObjectFactory，またはその派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCObjectFactoryクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。

項目 型・意味

引数 TSCObject tsc_object 管理対象から外す TSCユーザオブジェクト

例外 ありません。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

create できます。

destroy できます。
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TSCProxyObjectはシステム提供クラスです。

TSCProxyObjectは TSCObjectの代理クラスです。TSCProxyObjectを呼び出すと，
OTMのスケジューリング機構を経由して TSCObjectが呼び出されます。

ユーザは，サーバアプリケーションの TSCユーザオブジェクトが提供するサービスを利
用するときに，TSCProxyObjectクラスのインスタンスを生成して呼び出します。次に
TSCProxyObjectの特徴を示します。

• TSCProxyObjectを使用して利用できるサービスを TSCサービス識別子で表現しま
す。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構成さ
れます。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。

• 属性として，タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）とプライオリティ値（メソッ
ド呼び出し時の優先順位）を持ちます。

• TSCContextを登録できます。

TSCサービス識別子によるサービスの識別

TSCサービス識別子の構成

TSCProxyObjectを使用して利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって
表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構
成されます。

• TSCProxyObjectのインタフェース名称
TSCProxyObjectのインタフェース名称は，TSCProxyObjectを使用して呼び出す
サービスのインタフェースの種類を表します。

• TSCProxyObjectの TSCアクセプタ名称
TSCProxyObjectの TSCアクセプタ名称も，TSCProxyObjectを使用して呼び出す
サービスのインタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供す
るサービスで，実装内容の違いを識別するために使用します。したがって，TSCアク
セプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし "とすることもできます。

サービスの種類の表現方法

TSCProxyObjectによって利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表
されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構成
されます。

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスのインタフェースの種類は，次のように表され
ます。
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TSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスの種類は，次のように表されます。
 
TSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子

サービスの種類の表現例
• TSCProxyObjectのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは，"ABC::"への要求メッセージを生成
し，"ABC::"としてサービスを提供している TSCObjectと TSCAcceptorを呼び出す
ことができます。
 
"ABC::"
 
サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに "ABC::"と指定してサービスを呼
び出した場合，その要求を受け付ける TSCObjectと TSCAcceptorは，次に示すどち
らかです。
• インタフェース名称 "ABC:"だけ指定された TSCAcceptor，およびその

TSCAcceptorに管理される TSCObject
• インタフェース名称 "ABC"と任意の TSCアクセプタ名称が指定された

TSCAcceptor，およびその TSCAcceptorに管理される TSCObject

つまり，TSCProxyObjectでインタフェース名称だけ指定して呼び出した場合，サー
バ側では，同じインタフェース名称を持つ TSCAcceptorに管理されるすべての
TSCObjectが，TSCアクセプタ名称の値に関係なく呼び出されます。

• TSCProxyObjectのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称が "abc"の
場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは "ABC::abc"への要求メッセージを生成
し，"ABC::abc"としてサービスを提供している TSCObjectと TSCAcceptorを呼び出
すことができます。
 
"ABC::abc"
 
サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに "ABC::abc"と指定してサービスを
呼び出した場合，その要求を受け付ける TSCObjectと TSCAcceptorは，インタ
フェース名称 "ABC"と TSCアクセプタ名称 "abc"が指定された TSCAcceptor，およ
びその TSCAcceptorに管理される TSCObjectです。
つまり，TSCProxyObjectにインタフェース名称と TSCアクセプタ名称を指定して呼
び出した場合，サーバ側では，同じインタフェース名称と同じ TSCアクセプタ名称を
持つ TSCAcceptorに管理される TSCObjectが呼び出されるため，TSCアクセプタ名
称によって呼び出す TSCObjectを選択できます。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
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public interface TSCProxyObject
{
 
  public String _TSCInterfaceName();
  public String _TSCAcceptorName();
 
  public int _TSCTimeout();
  public void _TSCTimeout(int timeout);
 
  public int _TSCPriority();
  public void _TSCPriority(int priority);
  public TSCContext _TSCContext();
 
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCProxyObject;

メソッド

● public String _TSCInterfaceName()

インタフェース名称を取得します。

● public String _TSCAcceptorName()

TSCアクセプタ名称を取得します。

● public int _TSCTimeout()

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● public void _TSCTimeout(int timeout)

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称

項目 型・意味

戻り値 TSCアクセプタ名称

項目 型・意味（単位）

戻り値 タイムアウト時間（秒）

項目 型・意味（単位）

引数 int timeout タイムアウト時間（秒）
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タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合，
時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，
監視時間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合
は，監視時間のデフォルト値は -TSCTimeOutオプションの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● public int _TSCPriority()

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● public void _TSCPriority(int priority)

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。

priorityに 1～ 8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更で
きます。priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値は
リクエスト単位に変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCRequestPriorityオプションを指定しない
場合は，プライオリティ値のデフォルト値は "4"です。-TSCRequestPriorityオプション
を指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は -TSCRequestPriorityオプショ
ンの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

戻り値 プライオリティ値

項目 型・意味

引数 int priority プライオリティ値

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味（単位）
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● TSCContext _TSCContext()

TSCContextを取得します。

TSCProxyObjectまたは派生クラスの生成

TSCProxyObject，またはその派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCProxyObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。

（凡例）
○：できます。
×：できません。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCProxyObjectクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 TSCコンテキスト

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

_TSCInterfaceName 〇

_TSCAcceptorName 〇

_TSCTimeout() ○

_TSCTimeout(TSCInt) ×

_TSCPriority() ○

_TSCPriority(TSCInt) ×

_TSCContext ×

クライアント側からのオブジェクト呼び出し ×

メソッド 複数のスレッド上からの内部参照

_TSCInterfaceName ありません。

_TSCAcceptorName ありません。

_TSCTimeout() ありません。

_TSCTimeout(TSCInt) ありません。

_TSCPriority() ありません。

_TSCPriority(TSCInt) ありません。
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_TSCContext ありません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し 生成時に指定した TSCClient型のインスタンス

メソッド 複数のスレッド上からの内部参照
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TSCRootAcceptor（Java）

TSCRootAcceptorはシステム提供クラスです。

TSCRootAcceptorは，サーバオブジェクトの実行空間を表現するオブジェクトです。ク
ライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け付けて，適切な TSC
ユーザアクセプタに振り分けます。また，パラレルカウント（常駐するスレッド数）に
合わせてスレッドを管理します。

ユーザは，クライアント側にサービスを提供する TSCユーザオブジェクトの実行空間を
構築するときに，サーバアプリケーション内で TSCRootAcceptorクラスのインスタンス
を生成します。次に TSCRootAcceptorの特徴を示します。

• 複数の TSCAcceptorを登録できます。
• スレッドの生成や削除などをして，スレッドを管理します。
• 属性として TSCルートアクセプタ状態を持ちます。TSCルートアクセプタ状態には

active状態と non-active状態の 2種類があります。
• TSCルートアクセプタ登録名称を指定して active状態に遷移できます。
• 属性としてパラレルカウント（常駐するスレッド数）を持ちます。
• TSCThreadFactoryを登録できます。
• 属性としてスケジュール用キューの長さを持ちます。

TSCAcceptorの登録

TSCObjectの実行空間の構成

TSCRootAcceptorの実行空間で TSCObjectを実行させる場合，例えば，
TSCRootAcceptorの管理するスレッド上で TSCObjectを実行させる場合，その
TSCObjectに対応する TSCAcceptorを TSCRootAcceptorに登録します。
TSCRootAcceptorには複数の TSCAcceptorを登録できます。

提供するサービスの管理

TSCRootAcceptorには複数の TSCAcceptorを登録できます。TSCRootAcceptorは，各
TSCAcceptorの複数の TSCサービス識別子を集め，かつ，重複を削除したものを属性と
して管理します。TSCRootAcceptorが提供できるサービスの種類は，この TSCサービ
ス識別子によって表現されます。つまり，TSCサービス識別子の列で表されるサービス
を提供することになります。

TSCルートアクセプタ状態

TSCルートアクセプタ状態ごとのスレッドの管理方式

TSCルートアクセプタ状態には active状態と non-active状態の 2種類があります。各
状態の遷移中の場合も含めて，それぞれの状態のときのスレッドの管理方式を次に示し
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ます。

• non-active状態
non-active状態のオブジェクトが管理するスレッドはありません。
non-active状態のときは，TSCAcceptorの登録および削除ができます。TSCAcceptor
の登録時には，登録識別子が返されます。TSCAcceptorを削除するときには，その登
録識別子を指定します。
TSCRootAcceptorを生成した時点では non-active状態です。

• non-active状態から active状態に遷移中
パラレルカウント数と同数のスレッドを生成します。また，登録されているすべての
TSCAcceptorにオブジェクト管理開始通知を出します。すべての TSCAcceptorがオ
ブジェクトの管理を開始したあと，クライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼
び出し要求を受け付けることができます。

• active状態
クライアント側にサービスを提供できる状態です。クライアント側から TSCユーザオ
ブジェクト呼び出し要求を受け取ると，適切な TSCAcceptorに振り分けます。
non-active状態から active状態に遷移するときに生成されたスレッドは
TSCRootAcceptorに管理されています。ユーザは，TSC経由以外でこれらの TSC
ユーザオブジェクトにアクセスしないでください。また，active状態のときは，
TSCAcceptorの登録および削除はできません。

• active状態から non-active状態に遷移中
登録されているすべての TSCAcceptorにオブジェクト管理終了通知を出します。ま
た，TSCRootAcceptorの管理下にあるスレッドを削除します。

active状態での障害通知

サーバアプリケーション内や TSCデーモンとの接続に障害が発生してスレッドが存続で
きなくなる場合，そのスレッド上でオブジェクト管理終了通知を TSCAcceptorに渡しま
す。その後，そのスレッドを削除します。なお，このときはまだ active状態です。

障害が解除されると，再度，スレッドを生成します。その後，そのスレッド上でオブ
ジェクト管理開始通知を TSCAcceptorに渡します。つまり，障害が発生してから解除さ
れるまでの間は，TSCRootAcceptorは，スレッド数がパラレルカウント（常駐するス
レッド数）以下の状態で存続します。

TSCルートアクセプタ登録名称

TSCRootAcceptorが active状態に遷移すると，TSCRootAcceptorと関連づけられてい
る TSCServerに TSCルートアクセプタ登録名称が登録されます。以降，クライアント
側のメソッド呼び出し要求が TSCRootAcceptorに振り分けられるようになります。

TSCRootAcceptorを active状態に遷移させるときに，TSCルートアクセプタ登録名称
を指定することもできます。activateの呼び出し時に，TSCルートアクセプタ登録名称
を指定する場合と指定しない場合について，それぞれ次に示します。
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• TSCルートアクセプタ登録名称を指定して activateを呼び出した場合
TSCルートアクセプタ登録名称を "abc"とすると，関連づけられている TSCServer
に "abc"として，登録されます。

• TSCルートアクセプタ登録名称を指定しないで activateを呼び出した場合
関連づけられている TSCServerに，デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称で
登録されます。デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称は "default"ですが，
サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数
-TSCRootAcceptorによって変更できます。

また，同じ TSCルートアクセプタ登録名称で，TSCRootAcceptorを同じ TSCデーモン
に登録できます。同じ TSCルートアクセプタ登録名称で登録した場合，スケジュール用
キュー（配送機構）が共有されます。ただし，スケジュール用キューを共有する場合，
登録する TSCRootAcceptor間で提供できるサービス内容が一致している必要がありま
す。つまり，同じ TSCルートアクセプタ登録名称で登録する TSCRootAcceptorは，同
じ TSCサービス識別子の列を持っている必要があります。

TSCユーザスレッドファクトリによる TSCユーザスレッドの管理

TSCThreadFactoryを引数として TSCRootAcceptorを生成した場合を前提にします。こ
の場合，TSCRootAcceptorは，non-active状態から active状態に遷移する過程でスレッ
ドを生成したあと，TSCThreadFactoryの createを呼び出して，戻り値である
TSCThreadをそのスレッドに割り当てます。また，active状態から non-active状態に
遷移する過程で，スレッドごとに割り当てた TSCThreadを引数に TSCThreadFactory
の destroyを呼び出したあと，スレッドを削除します。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public class TSCRootAcceptor
{
 
  public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server);
  
  public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server,
                                TSCThreadFactory tsc_thr_fact);
 
 
  //TSCAcceptorの追加
  public int registerAcceptor(TSCAcceptor tsc_acpt);
  
  //TSCAcceptorの削除
  public void cancelAcceptor(int reg_id);
  
  //パラレルカウントの設定
  public void setParallelCount(int p_count);
  public int getParallelCount();
  
  //TSCRootAcceptorの活性化
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  public int activate();
  public int activate(String rt_acpt_req_name);
  
  //TSCRootAcceptorの非活性化
  public int deactivate();
 
  //スケジュール用キュー長の設定
  public void setQueueLength(int length);
  public int getQueueLength();
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCRootAcceptor;

メソッド

● public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server)

tsc_serverと関連づけられた，TSCRootAcceptorオブジェクトを生成します。

引数で渡す TSCServerの解放責任はユーザにあるので，適切な状態のときに解放してく
ださい。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server,
                                                           TSCThreadFactory tsc_thr_fact)
 

tsc_serverと関連づけられた，tsc_thr_factを保持する TSCRootAcceptorオブジェクト
を生成します。

引数で渡す TSCServerの解放責任はユーザにあるので，適切な状態のときに解放してく
ださい。

項目 型・意味

引数 TSCServer tsc_server 接続した TSCServer

戻り値 生成された TSCRootAcceptor

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味

引数 TSCServer tsc_server 接続した TSCServer

TSCThreadFactory tsc_thr_fact TSCユーザスレッドファクトリ

戻り値 生成された TSCRootAcceptor

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException
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なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● public int registerAcceptor(TSCAcceptor tsc_acpt)

TSCAcceptorを登録します。activeの状態のときは登録できません。

● public void cancelAcceptor(int reg_id)

TSCAcceptorの登録を削除します。reg_idには registerAcceptorで戻された値を指定し
てください。activate状態のときは登録を削除できません。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● public void setParallelCount(int p_count)

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を設定します。

サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCParallelCountを指定
しない場合，パラレルカウントのデフォルト値は "1"です。コマンドオプション引数
-TSCParallelCountを指定する場合は，パラレルカウントのデフォルト値はその指定値
となります。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

項目 型・意味

引数 TSCAcceptor tsc_acpt 登録する TSCAcceptor

戻り値 TSCユーザアクセプタの登録識別子（正数）

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

引数 int reg_id 削除する TSCの登録識別子

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

引数 int p_count パラレルカウント

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException
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● public int getParallelCount()

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● public int activate()

デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。

サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数 -TSCRootAcceptor
を指定しない場合，TSCルートアクセプタ登録名称のデフォルト値は "default"です。コ
マンドオプション引数 -TSCRootAcceptorを指定した場合，TSCルートアクセプタのデ
フォルト値はその指定値となります。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● public int activate(String rt_acpt_req_name)

指定した TSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。rt_acpt_name
に文字列を指定する場合，1～ 31文字で指定してください。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

項目 型・意味

戻り値 パラレルカウント

項目 型・意味

戻り値 常に 0

例外 TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外

項目 型・意味

引数 String rt_acpt_req_name TSCルートアクセプタの登録名称

戻り値 常に 0

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外
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● public int deactivate()

deactive状態に遷移します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● public void setQueueLength(int_length)

生成するスケジュール用キューの長さを指定します。指定できる範囲は 1～ 32767です。
active状態のときは指定できません。

このメソッドでスケジュール用キューの長さを指定しない場合，生成されるスケジュー
ル用キューの長さは，tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始コマン
ドの -TSCQueueLengthオプションで指定した長さになります。スケジュール用キュー
を共有する場合，すでに生成されているスケジュール用キューの長さが有効になります。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● public int getQueueLength()

non-active状態の場合は，setQueueLength()メソッド，または tscstartprcコマンドも
しくはサーバアプリケーションの開始コマンドの -TSCQueueLengthオプションで指定
したスケジュール用キューの長さを取得します。setQueueLength()メソッドが未発行
で，かつ tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始コマンドの
-TSCQueueLengthオプションが指定されていないときの戻り値は "0"となります。

active状態の場合は，現在有効になっているスケジュール用キューの長さを取得します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

引数 int length スケジュール用キューの長さ

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味

戻り値 スケジュール用キューの長さ
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TSCRootAcceptorの生成

TSCServerを引数に指定した TSCRootAcceptorの createで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。

（凡例）
○：できます。
×：できません。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

create(TSCServer) ○

create(TSCServer, TSCThreadFactory) ○

registerAcceptor ×

cancelAcceptor ×

setParallelCount ×

getParallelCount ○

activate() ×

activate(String) ×

deactivate() ×

setQueueLength ×

getQueueLength ○

メソッド 内部参照

registerAcceptor ありません。

cancelAcceptor ありません。

setParallelCount ありません。

getParallelCount ありません。

activate() 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス
登録されている TSCAcceptor型のインスタンス

activate(String) 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス
登録されている TSCAcceptor型のインスタンス
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インスタンスの公開メソッド呼び出し規則

TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスの公開メソッド
を呼び出す規則を次に示します。

インスタンスへの内部参照（アクセス）規則

複数のスレッド上から同時に，TSCRootAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照
できます。

deactivate() 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス
登録されている TSCAcceptor型のインスタンス

setQueueLength ありません。

getQueueLength ありません。

active状態 registerAcceptorの引数で指定された TSCAcceptor型
のインスタンス（TSCRootAcceptorに登録されている
TSCAcceptor型のインスタンス）

メソッド 公開メソッド呼び出し

activate() 生成時に指定された TSCThreadFactory型のインスタ
ンス

activate(String) 生成時に指定された TSCThreadFactory型のインスタ
ンス

deactivate() 生成時に指定された TSCThreadFactory型のインスタ
ンス

メソッド 内部参照
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TSCServer（Java）

TSCServerはシステム提供クラスです。

TSCServerは，TSCデーモン中のサーバアプリケーション管理部分を参照するクラスで
す。サーバアプリケーション側の機能操作の要求は，TSCServerを経由して TSCデーモ
ンに渡されます。また，TSCユーザプロキシを使用したクライアントアプリケーション
側からの TSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受けて，TSCルートアクセプタに振り
分けます。

ユーザはサーバアプリケーションが TSCデーモンと接続するときに，TSCServerクラス
のインスタンスを取得します。次に TSCServerの特徴を示します。

• 属性として TSCドメイン名称と TSC識別子を持ちます。

TSCServerと接続

サーバアプリケーションと TSCデーモン間の接続は，サーバアプリケーションプロセス
内で TSCServerを最初に取得するときに確立されます。その後，同じ TSCデーモンに
対して TSCServerを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，取得したすべての
TSCServerを解放すると接続が切断されます。

一つのサーバアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することもできま
す。また，サーバアプリケーション側の機能操作の要求が，この接続を経由して TSC
デーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。TSCデーモン
からのオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由してサーバアプリケーションに配
送される場合は，並行して処理されます。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public class TSCServer
{
  public String getTSCDomainName();
  public String getTSCID();
 
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCServer;
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メソッド

● public String getTSCDomainName()

TSCドメイン名称を返します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

● public String getTSCID()

TSC識別子を返します。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCServerの取得と解放

TSCServerは TSCAdmの getTSCServerで取得し，TSCAdmの releaseTSCServerで
解放します。TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは
解放できないため，TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）をなく
した状態で解放してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCServerクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を
次に示します。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCServerクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）
する規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 TSCドメイン名称

項目 型・意味

戻り値 TSC識別子

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getTSCDomainName できます。

getTSCID できます。

タイミング 内部参照

getTSCDomainName ありません。
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なお，TSCServerクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照
するインスタンスからのアクセスは，通信障害となります。また，複数のスレッド上か
ら同時に，TSCServerクラスの同じインスタンスを内部参照できます。

getTSCID ありません。

関連づけがある TSCRootAcceptorが active状態 関連づけがある TSCRootAcceptor型のインスタ
ンス

タイミング 内部参照
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TSCSessionProxy（Java）

TSCSessionProxyはシステム提供クラスです。

TSCSessionProxyは，TSCObjectの代理クラスです。TSCSessionProxyを呼び出すと，
OTMのスケジューリング機構を経由してステートフルに TSCObjectが呼び出されます。
TSCSessionProxyの TSCProxyObjectとの違いを次に示します。

TSCSessionProxyの特徴

● TSCProxyObjectの持つ属性に加え，セション呼び出しインターバル監視時間（呼び
出しと呼び出しの間の監視時間）が属性に追加されます。

● _TSCStart()メソッドでセションを確立します。
セションを確立すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションのインスタンス
を対応づけます。_TSCStart()メソッド発行後は，_TSCStop()メソッドの発行まで，
対応づけたインスタンスにリクエストを要求します。対応づけられるサーバアプリ
ケーションのインスタンスは TSCObjectです。TSCObjectと対応づけた場合は，次
のことに注意してください。
• TSCObjectのインスタンスを保持しているスレッドも対応づける。
• TSCObjectのインスタンスはセションを確立していないほかのクライアントアプリ
ケーションからのリクエストを受け付けられない。

• すべての TSCObjectのインスタンスが対応づけられた場合は，新しいクライアント
アプリケーションからのリクエストを受け付けられない。

● _TSCStop()メソッドを発行すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションの
インスタンスとのセションを解放します。

●コンストラクタに指定する TSCアクセプタ名称は，_TSCStart()メソッド発行時に対
応づけるインスタンスを決定するために使用されます。

● TSCアクセプタ名称を指定していないコンストラクタで生成した場合は，
_TSCStart()メソッドで任意のインスタンスに対応づけ，対応づけた TSCアクセプタ
名称を _TSCStop()メソッド発行時まで引き継ぎます。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
public interface TSCSessionProxy
{
   public void _TSCStart();
   public void _TSCStop();
   public int _TSCSessionInterval();
   public void _TSCSessionInterval(int _session_interval);
   public String _TSCInterfaceName();
   public String _TSCAcceptorName();
   public int _TSCTimeout();
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   public void _TSCTimeout(int _timeout);
   public int _TSCPriority();
   public void _TSCPriority(int _priority);
   public TSCContext _TSCContext();
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCSessionProxy;

メソッド

● public void _TSCStart()

セションを開始します。

セションを開始すると TSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスを
対応づけます。また，アクセプタ名称を指定していないコンストラクタでインスタンス
を生成した場合は，_TSCStart()メソッドで対応づけたインスタンスのアクセプタ名称を
_TSCStop()メソッドの発行時まで引き継ぎます。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

_TSCStart()メソッドが正常終了した場合は，セション呼び出しが成功しても失敗して
も，必ず _TSCStop()メソッドを発行してください。

● public void _TSCStop()

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCObjectNotExistException
TSCTransientException

項目 型・意味

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCTransientException
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セションを解放します。

セションを解放すると TSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスの
対応づけも解放されます。

なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● public int _TSCSessionInterval()

セション呼び出しインターバル監視時間を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● public void _TSCSessionInterval(int _session_interval)

セション呼び出しインターバル監視時間を秒単位で設定します。メソッド呼び出しごと
に変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCSessionIntervalオプションを指定しない
場合は，監視時間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCSessionIntervalオプション
を指定する場合は，監視時間のデフォルト値は -TSCSessionIntervalオプションの指定
値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● public String _TSCInterfaceName()

インタフェース名称を取得します。

● public String _TSCAcceptorName()

TSCアクセプタ名称を取得します。

項目 型・意味（単位）

戻り値 セション呼び出しインターバル監視時間（秒）

項目 型・意味（単位）

引数 int _session_interval セション呼び出しインターバル
監視時間（秒）

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

戻り値 インタフェース名称

項目 型・意味

戻り値 TSCアクセプタ名称
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取得する TSCアクセプタ名称を次に示します。

• セション呼び出し中の場合
セション呼び出し中のサーバアプリケーションのアクセプタ名称

• セション呼び出し中でない場合
TSCSessionProxy生成時に指定したアクセプタ名称

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● public int _TSCTimeout()

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

● public void _TSCTimeout(int _timeout)

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合
は，時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，
監視時間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合
は，監視時間のデフォルト値は -TSCTimeOutオプションの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

タイムアウト値が有効になるメソッドを次に示します。

• _TSCStart()メソッド
• クライアント側からのオブジェクト呼び出しメソッド
• _TSCStop()メソッド

● public int _TSCPriority()

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

項目 型・意味（単位）

戻り値 タイムアウト時間（秒）

項目 型・意味（単位）

引数 int _timeout タイムアウト時間（秒）

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

戻り値 プライオリティ値
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● public void _TSCPriority(int _priority)

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。

_priorityに 1～ 8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更で
きます。_priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値
はリクエスト単位に変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCRequestPriorityオプションを指定しない
場合は，プライオリティ値のデフォルト値は "4"です。-TSCRequestPriorityオプション
を指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は -TSCRequestPriorityオプショ
ンの指定値になります。

このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。

プライオリティ値が有効になるのは _TSCStart()メソッドだけです。

● public TSCContext _TSCContext()

TSCコンテキストを取得します。

TSCSessionProxyまたは派生クラスの生成

TSCSessionProxy，またはその派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す
規則を次に示します。

項目 型・意味

引数 int _priority プライオリティ値

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・意味

戻り値 TSCコンテキスト

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

_TSCStart() ×

_TSCStop() ×

_TSCSessionInterval() ○

_TSCSessionInterval(int) ×

_TSCInterfaceName() 〇
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（凡例）
○：できます。
×：できません。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCSessionProxyクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

セション呼び出し機能使用中のメソッド呼び出し規則

セション呼び出し機能使用中（_TSCStart()メソッド呼び出し完了から _TSCStop()メ
ソッド呼び出し完了まで）の，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼
び出す規則を次に示します。

_TSCAcceptorName() 〇

_TSCTimeout() ○

_TSCTimeout(int) ×

_TSCPriority() ○

_TSCPriority(int) ×

_TSCContext ×

クライアント側からのオブジェクト呼び出し ×

メソッド 複数のスレッド上からの内部参照

_TSCStart() ありません。

_TSCStop() ありません。

_TSCSessionInterval() ありません。

_TSCSessionInterval(int) ありません。

_TSCInterfaceName() ありません。

_TSCAcceptorName() ありません。

_TSCTimeout() ありません。

_TSCTimeout(int) ありません。

_TSCPriority() ありません。

_TSCPriority(int) ありません。

_TSCContext ありません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し 生成時に指定した TSCClient型のイン
スタンス

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し
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（凡例）
○：できます。
×：できません。

メソッド セション呼び出し中での呼び出し

_TSCStart() ×

_TSCStop() ○

_TSCSessionInterval() ○

_TSCSessionInterval(int) ○

_TSCInterfaceName() ○

_TSCAcceptorName() ○

_TSCTimeout() ○

_TSCTimeout(int) ○

_TSCPriority() ○

_TSCPriority(int) ○

_TSCContext ○

クライアント側からのオブジェクト呼び出し ○
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TSCSystemException（Java）

TSCSystemExceptionはシステム提供例外クラスです。

TSCSystemExceptionは，OTMでの例外用の基本クラスです。次に
TSCSystemExceptionの特徴を示します。

• 属性としてエラーコード，内容コード，場所コード，完了状態，および四つの保守
コードを持ちます。

• ユーザはこのクラスのインスタンスを生成できません。
• ユーザはこのクラスの型で，派生クラスの例外を catchできます。

エラーコード

エラーコードは TSCSystemExceptionクラスの派生クラスに対応するコードです。
TSCSystemExceptionクラスの型で例外を catchした場合，エラーコードを参照するこ
とで例外の種類を知ることができます。

定数値の順に並べたエラーコードの一覧を次の表に示します。エラーコードに対応する
各派生クラスについては，この章の「TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）」を
参照してください。

表 5-5　エラーコードの一覧（Java）

エラーコード 例外クラス

BAD_PARAM TSCBadParamException

NO_MEMORY TSCNoMemoryException

COMM_FAILURE TSCCommFailureException

NO_PERMISSION TSCNoPermissionException

INTERNAL TSCInternalException

MARSHAL TSCMarshalException

INITIALIZE TSCInitializeException

NO_IMPLEMENT TSCNoImplementException

BAD_OPERATION TSCBadOperationException

NO_RESOURCES TSCNoResourcesException

NO_RESPONSE TSCNoResponseException

BAD_INV_ORDER TSCBadInvOrderException

TRANSIENT TSCTransientException

OBJECT_NOT_EXIST TSCObjectNotExistException

UNKNOWN TSCUnknownException

INV_OBJREF TSCInvObjrefException
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個々のエラーコードの詳細については，「付録 A　エラーコード一覧」を参照してくださ
い。

内容コード

内容コードは，障害の詳しい情報を示すコードです。エラーコード間で内容コードが重
複することはないため，ユニークな定数を持ちます。したがって，
TSCSystemExceptionクラスの型で例外を catchする場合，内容コードを参照すること
で詳細な情報を知ることができます。ユーザが TSCSystemExceptionの派生クラスのイ
ンスタンスを生成して throwする場合，ユーザ用に割り当てられている値を内容コード
に設定してください。

内容コードの分類を次の表に示します。

表 5-6　内容コードの分類（Java）

個々の内容コードの詳細については，「付録 D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード

場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザが TSCSystemExceptionの派生ク
ラスのインスタンスを生成して throwする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定して
ください。

場所コードの一覧を次の表に示します。

IMP_LIMIT TSCImpLimitException

BAD_TYPECODE TSCBadTypecodeException

PERSIST_STORE TSCPersistStoreException

FREE_MEM TSCFreeMemException

INV_IDENT TSCInvIdentException

INV_FLAG TSCInvFlagException

INTF_REPOS TSCIntfReposException

BAD_CONTEXT TSCBadContextException

OBJ_ADAPTER TSCObjAdapterException

DATA_CONVERSION TSCDataConversionException

分類 内容コードの範囲

ユーザアプリケーション用 0～ 999

OTMシステム予約 1000～ 30000

エラーコード 例外クラス
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表 5-7　場所コードの一覧（Java）

完了状態

完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示しま
す。

完了状態の一覧を次の表に示します。

表 5-8　完了状態の一覧（Java）

形式
 
public class TSCSystemException extends java.lang.RuntimeException
{
  //各種情報取得
  public int getErrorCode();
  public int getDetailCode();
  public int getPlaceCode();
  public int getCompletionStatus();
  public int getMaintenanceCode1();
  public int getMaintenanceCode2();
  public int getMaintenanceCode3();
  public int getMaintenanceCode4();
 
  //エラーコード
  public static final int BAD_PARAM = 1;
  public static final int NO_MEMORY = 2;
  public static final int COMM_FAILURE = 3;
  public static final int NO_PERMISSION = 4;
  public static final int INTERNAL = 5;
  public static final int MARSHAL = 6;

場所コード 場所

PLACE_CODE_USER_AP ユーザアプリケーション

PLACE_CODE_SERV OTMのサーバ機能部分

PLACE_CODE_DAEMON TSCデーモン

PLACE_CODE_CLNT OTMのクライアント機能部分

PLACE_CODE_CLNT_REG TSCレギュレータ

PLACE_CODE_STUB TSCユーザプロキシ（スタブ）

PLACE_CODE_SKELTON TSCユーザスケルトン（スケルトン）

PLACE_CODE_ORBGW TSCORBコネクタ

完了状態 説明

COMPLETED_NO メソッド呼び出しが完了していません。

COMPLETED_MAYBE メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。

COMPLETED_YES メソッド呼び出しが完了しています。
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  public static final int INITIALIZE = 7;
  public static final int NO_IMPLEMENT = 8;
  public static final int BAD_OPERATION = 9;
  public static final int NO_RESOURCES = 10;
  public static final int NO_RESPONSE = 11;
  public static final int BAD_INV_ORDER = 12;
  public static final int TRANSIENT = 13;
  public static final int OBJECT_NOT_EXIST = 14;
  public static final int UNKNOWN = 15;
  public static final int INV_OBJREF = 16;
  public static final int IMP_LIMIT = 17;
  public static final int BAD_TYPECODE = 18;
  public static final int PERSIST_STORE = 19;
  public static final int FREE_MEM = 20;
  public static final int INV_IDENT = 21;
  public static final int INV_FLAG = 22;
  public static final int INTF_REPOS = 23;
  public static final int BAD_CONTEXT = 24;
  public static final int OBJ_ADAPTER = 25;
  public static final int DATA_CONVERSION = 26;
 
  //
  //詳細コード
  //
  //BAD_PARAM
  public static final int INVALID_TIMEOUT = 1001;
  public static final int INVALID_RT_ACPT_NAME = 1002;
  public static final int INVALID_PARALLEL_COUNT = 1003;
  public static final int INVALID_ACPT_NAME = 1004;
  public static final int OBJ_FACT_IS_NULL = 1005;
  public static final int ACPT_IS_NULL = 1006;
  public static final int INVALID_ACPT_REGID = 1007;
  public static final int INVALID_TSCID = 1008;
  public static final int INVALID_DOMAIN_NAME = 1009;
  public static final int INVALID_OP_PARAM = 1010;
  public static final int SERV_IS_NULL = 1011;
  public static final int CLNT_IS_NULL = 1012;
  public static final int ORB_IS_NULL = 1013;
  public static final int DOMAIN_IS_NULL = 1015;
  public static final int INVALID_REQUEST_WAY = 1016;
  public static final int INVALID_PRIORITY = 1017;
  public static final int THREAD_FACT_IS_NULL = 1018;
  public static final int PROXY_IS_NULL = 1020;
  public static final int OBJECT_IS_NULL = 1021;
  public static final int INVALID_FLAG = 1022;
  public static final int INVALID_WATCH_TIME = 1027;
  public static final int WATCH_TIME_IS_NULL = 1028;
  public static final int INVALID_RETRY_REQUIREMENT = 1029;
  public static final int INVALID_SESSION_INTERVAL = 1038;
  public static final int INVALID_QUEUE_LENGTH = 1047;
 
  //NO_MEMORY
  public static final int MEM_ALLOC_FAILURE = 2001;
 
  //COMM_FAILURE
  public static final int SEND_CLNT_FAILURE = 3004;
  public static final int SEND_THIN_CLNT_FAILURE = 3005;
  public static final int SEND_SERV_FAILURE = 3006;
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  public static final int SEND_TSCD_FAILURE = 3007;
  public static final int BASIC_CONN_FAILURE = 3009;
  public static final int CONN_FAILURE = 3010;
  public static final int INCOMPATIBLE_PROTOCOL = 3011;
  public static final int NOT_IGNORE_PROTOCOL = 3012;
  public static final int DEACTIVATE_FAILURE = 3021;
 
  //NO_PERMISSION
  public static final int CALL_IN_HOLD = 4001;
  public static final int RT_ACPT_IS_ACTIVE = 4002;
  public static final int SERV_CONN_IN_END = 4005;
  public static final int ACTIVATE_IN_END = 4006;
  public static final int CLNT_CONN_IN_END = 4007;
  public static final int DIFF_THREAD_CALL = 4008;
  public static final int CALL_IN_END = 4009;
  public static final int ACPT_NOT_REGISTED = 4010;
  public static final int SERV_CONN_IN_START = 4011;
  public static final int CLNT_CONN_IN_START = 4012;
  public static final int TSCD_IS_NOT_MY_HOST = 4013;
  public static final int OVER_ACPT_REGI = 4014;
  public static final int NOT_SUPPORTED = 4015;
  public static final int ACTIVATE_IN_START = 4016;
  public static final int DEACTIVATE_IN_END =4018;
  public static final int CLNT_DISCONN_IN_END = 4020;
  public static final int ACTIVATE_WITH_DIFF_PROP = 4022;
  public static final int CLNT_INIT_IN_END = 4023;
  public static final int SERV_INIT_IN_END = 4024;
  public static final int CLNT_INIT_IN_START = 4025;
  public static final int SERV_INIT_IN_START = 4026;
  public static final int NOT_ACCEPT_OBJECT = 4027;
  public static final int CLNT_COMMAND_START = 4028;
  public static final int WATCH_IS_STARTED = 4029;
  public static final int WATCH_IS_STOPPED = 4030;
  public static final int SAME_APID_EXIST = 4031;
  public static final int FILE_ACCESS_FAILURE = 4032;
  public static final int SESSION_IN_END = 4033;
  public static final int SESSION_IN_CALL = 4034;
 
  //INTERNAL
  public static final int PROPERTIES_FAILURE = 5001;
  public static final int MSG_TYPE_FAILURE = 5002;
  public static final int MUTEX_FAILURE = 5003;
  public static final int SIG_COND_FAILURE = 5004;
  public static final int EVENT_FAILURE = 5005;
  public static final int SH_MEM_FAILURE = 5006;
  public static final int THREAD_CREATE_FAILURE = 5007;
  public static final int TSD_FAILURE = 5008;
  public static final int CBL_ADAPTER_ERROR = 5009;
  public static final int SYSTEM_TIME_FAILURE = 5010;
  public static final int PROGRAM_ERROR = 5999;
 
  //MARSHAL
  public static final int INVALID_STREAM_LEN = 6001;
  public static final int INVALID_STREAM_VALUE = 6002;
  public static final int MARSHAL_OTHERS = 6003;
  public static final int REQ_MARSHAL_FAILURE = 6004;
  public static final int REQ_UNMARSHAL_FAILURE = 6005;
  public static final int REP_MARSHAL_FAILURE = 6006;
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  public static final int REP_UNMARSHAL_FAILURE = 6007;
  public static final int UEXCEPT_MARSHAL_FAILURE = 6008;
  public static final int UEXCEPT_UNMARSHAL_FAILURE = 6009;
  public static final int MARSHAL_ERROR = 6010;
 
  //INITIALIZE
  public static final int INVALID_DEF_TIMEOUT = 7002;
  public static final int INVALID_DEF_RT_ACPT = 7003;
  public static final int INVALID_DEF_PARALLEL_COUNT = 7004;
  public static final int LOAD_SHLIB_FAILURE = 7005;
  public static final int INVALID_DEF_TSCID = 7006;
  public static final int INVALID_DEF_DOMAIN_NAME = 7007;
  public static final int INVALID_DEF_WITH_SYSTEM = 7008;
  public static final int INVALID_ENV_TSCDIR = 7009;
  public static final int MTRACE_FAILURE = 7010;
  public static final int INVALID_DEF_NICE = 7011;
  public static final int INVALID_DEF_PRIORITY = 7012;
  public static final int INVALID_DEF_ACPT = 7013;
  public static final int INVALID_PRC_KIND = 7014;
  public static final int INVALID_DEF_REQUEST_WAY = 7015;
  public static final int
          INVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNT = 7016;
  public static final int INVALID_DEF_APID = 7017;
  public static final int INVALID_DEF_WATCH_TIME = 7018;
  public static final int INVALID_DEF_WATCH_METHOD = 7019;
  public static final int INVALID_DEF_MY_HOST = 7020;
  public static final int INVALID_DEF_REBIND_TIMES = 7021;
  public static final int INVALID_DEF_REBIND_INTERVAL = 7022;
  public static final int INVALID_DEF_RETRY_REFERENCE = 7024;
  public static final int INVALID_FILE_FORMAT = 7025;
  public static final int INVALID_DEF_RETRY_WAY = 7030;
  public static final int ALREADY_SHUTDOWN = 7031;
  public static final int INVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILE = 7034;
  public static final int ENTRY_FAILURE = 7035;
  public static final int INVALID_DEF_SESSION_INTERVAL = 7036;
  public static final int INVALID_DEF_QUEUE_LENGTH = 7040;
 
  //NO_IMPLEMENT
  public static final int NO_SUCH_INTERF = 8001;
  public static final int NO_SUCH_ACPT = 8002;
  public static final int NO_SUCH_OP_NAME = 9001;
 
  //NO_RESOURCES
  public static final int OVER_MAX_CLNT = 10001;
  public static final int OVER_MAX_SERV = 10002;
  public static final int OVER_ADM_MAX_CLNT = 10005;
  public static final int OVER_ADM_MAX_SERV = 10006;
  public static final int OVER_MAX_RT_ACPT_REGI = 10007;
  public static final int OVER_MAX_THIN_CLIENT = 10008;
  public static final int OVER_MAX_DISPATCH_PARALLEL = 10009;
  public static final int OVER_MAX_REQUEST_COUNT = 10010;
  public static final int OVER_MAX_ORB_CLIENT = 10011;
 
  //NO_RESPONSE
  public static final int TIMED_OUT = 11001;
 
  //BAD_INV_ORDER
  public static final int ALREADY_ACTIVE = 12002;
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  public static final int ALREADY_DEACTIVE = 12003;
  public static final int CLNT_NOT_INITIALIZED = 12004;
  public static final int SERV_NOT_INITIALIZED = 12005;
  public static final int ALREADY_INITCLNT = 12006;
  public static final int ALREADY_INITSERV = 12007;
  public static final int ALREADY_SERV_ML = 12008;
  public static final int ALREADY_SESSION_START = 12013;
  public static final int SESSION_NOT_START = 12014;
 
  //TRANSIENT
  public static final int REBIND_FAILURE = 13001;
  public static final int ALL_CONN_FAILURE = 13002;
 
  //OBJECT_NOT_EXIST
  public static final int SERV_NO_SUCH_INTERF = 14001;
  public static final int SERV_NO_SUCH_ACPT = 14002;
 
  //UNKNOWN
  public static final int COMMON_EXCEPTION = 15001;
  public static final int INVALID_USER_EXCEPTION = 15002;
 
  //INV_OBJREF
  public static final int FACTORY_CREATE_FAILURE = 16001;
  public static final int THREAD_FACTORY_CREATE_FAILURE = 16002;
  public static final int FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16003;
  public static final int THREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16004;
  public static final int CREATED_OBJECT_IS_NULL = 16005;
  public static final int CREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULL = 16006;
 
  public static final int TPBROKER_BAD_PARAM = 1998;
  public static final int TPBROKER_NO_MEMORY = 2998;
  public static final int TPBROKER_COMM_FAILURE = 3998;
  public static final int TPBROKER_NO_PERMISSION = 4998;
  public static final int TPBROKER_INTERNAL = 5998;
  public static final int TPBROKER_MARSHAL = 6998;
  public static final int TPBROKER_INITIALIZE = 7998;
  public static final int TPBROKER_NO_IMPLEMENT = 8998;
  public static final int TPBROKER_BAD_OPERATION = 9998;
  public static final int TPBROKER_NO_RESOURCES = 10998;
  public static final int TPBROKER_NO_RESPONSE = 11998;
  public static final int TPBROKER_BAD_INV_ORDER = 12998;
  public static final int TPBROKER_TRANSIENT = 13998;
  public static final int TPBROKER_OBJECT_NOT_EXIST = 14998;
  public static final int TPBROKER_UNKNOWN = 15998;
  public static final int TPBROKER_INV_OBJREF = 16998;
  public static final int TPBROKER_IMP_LIMIT = 17998;
  public static final int TPBROKER_BAD_TYPECODE = 18998;
  public static final int TPBROKER_PERSIST_STORE = 19998;
  public static final int TPBROKER_FREE_MEM = 20998;
  public static final int TPBROKER_INV_IDENT = 21998;
  public static final int TPBROKER_INV_FLAG = 22998;
  public static final int TPBROKER_INTF_REPOS = 23998;
  public static final int  TPBROKER_BAD_CONTEXT = 24998;
  public static final int TPBROKER_OBJ_ADAPTER = 25998;
  public static final int TPBROKER_DATA_CONVERSION = 26998;
 
  //場所コード
  public static final int PLACE_CODE_USER_AP = 1;
  public static final int PLACE_CODE_SERV = 2;
  public static final int PLACE_CODE_DAEMON = 3;
  public static final int PLACE_CODE_CLNT = 4;
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  public static final int PLACE_CODE_CLNT_REG = 5;
  public static final int PLACE_CODE_STUB = 6;
  public static final int PLACE_CODE_SKELTON = 7;
  public static final int PLACE_CODE_ORBGW = 8;
 
// 完了状態
  public static final int COMPLETED_NO = -1;
  public static final int COMPLETED_MAYBE = 0;
  public static final int COMPLETED_YES = 1;
};

メソッド

● public int getErrorCode()

障害のエラーコードを返します。

● public int getDetailCode()

障害の内容コードを返します。

● public int getPlaceCode()

障害の場所コードを返します。

● public int getCompletionStatus()

障害発生時のメソッド呼び出しの完了状態を返します。

● public int getMaintenanceCode1()

障害の保守コード 1を返します。

項目 型・意味

戻り値 エラーコード

項目 型・意味

戻り値 内容コード

項目 型・意味

戻り値 場所コード

項目 型・意味

戻り値 完了状態

項目 型・意味

戻り値 保守コード 1



TSCSystemException（Java）

335

● public int getMaintenanceCode2()

障害の保守コード 2を返します。

● public int getMaintenanceCode3()

障害の保守コード 3を返します。

● public int getMaintenanceCode4()

障害の保守コード 4を返します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCSystemExceptionクラスのインスタンスのメソッドを呼び
出す規則を次に示します。

項目 型・意味

戻り値 保守コード 2

項目 型・意味

戻り値 保守コード 3

項目 型・意味

戻り値 保守コード 4

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

getErrorCode できます。

getDetailCode できます。

getPlaceCode できます。

getCompletionStatus できます。

getMaintenanceCode1 できます。

getMaintenanceCode2 できます。

getMaintenanceCode3 できます。

getMaintenanceCode4 できます。
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TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）

TSCSystemExceptionの派生クラスはシステム提供例外クラスです。

次に TSCSystemExceptionの特徴を示します。

• 各派生クラスはエラーコードと 1対 1に対応します。
• 各例外クラス間でも，内容コードの一意性は保証されます。
• TSCシステム例外を生成する場合，TSCSystemExceptionの派生クラスのインスタン
スを生成します。

• 種類別に例外を catchすることで，種類ごとに違った例外処理ができます。

各種例外クラス

各種例外クラスの一覧を，アルファベット順で次の表に示します。

表 5-9　OTMのシステム例外（Java）

例外名 説明

TSCBadContextException コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発生しました。

TSCBadInvOrderException ルーチン呼び出しの順番が不正です。

TSCBadOperationException オペレーションが無効です。

TSCBadParamException 無効パラメタが渡されました。

TSCBadTypecodeException タイプコードが不正です。

TSCCommFailureException 通信障害が発生しました。

TSCDataConversionException データ変換に失敗しました。

TSCFreeMemException メモリの解放に失敗しました。

TSCImpLimitException 実装の制限を超えました。

TSCInitializeException ORB初期化障害が発生しました。

TSCInternalException ORB内部エラーが発生しました。

TSCIntfReposException インタフェースリポジトリへのアクセス中に障害が発生しまし
た。

TSCInvFlagException 不正なフラグが指定されました。

TSCInvIdentException 識別子の構文が不正です。

TSCInvObjrefException 無効なオブジェクトリファレンスが指定されました。

TSCMarshalException スタブ，スケルトンで CDRマーシャルに失敗しました。

TSCNoImplementException オペレーションの実装が使用できません。

TSCNoMemoryException 動的メモリの割り当て障害が発生しました。

TSCNoPermissionException 許可されていないオペレーションを実行しようとしました。

TSCNoResourcesException リクエストを処理するための資源が不足しています。
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内容コード

ユーザが TSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成して throwする場
合，ユーザアプリケーション用に割り当てられている値を内容コードに設定してくださ
い。

OTMの内容コードの分類を次の表に示します。

表 5-10　OTMの内容コード（Java）

個々の内容コードの詳細については，「付録 D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード

場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザが TSCSystemExceptionの派生ク
ラスのインスタンスを生成して throwする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定して
ください。

OTMの場所コードの一覧を次の表に示します。

表 5-11　OTMの場所コード（Java）

TSCNoResponseException リクエストに対する応答がありません。

TSCObjAdapterException オブジェクトアダプタが障害を検出しました。

TSCObjectNotExistException 該当するオブジェクトがありません。

TSCPersistStoreException パーシステントストレージに障害が発生しました。

TSCTransientException 一時的な障害が発生しました。

TSCUnknownException 未知の例外が発生しました。

分類 内容コードの範囲

ユーザアプリケーション用 0～ 999

OTMシステム予約 1000～ 30000

場所コード 場所

PLACE_CODE_USER_AP ユーザアプリケーション

PLACE_CODE_SERV OTMのサーバ機能部分

PLACE_CODE_DAEMON TSCデーモン

PLACE_CODE_CLNT OTMのクライアント機能部分

PLACE_CODE_CLNT_REG TSCレギュレータ

PLACE_CODE_STUB スタブ

例外名 説明
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完了状態

完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示しま
す。

OTMの完了状態の一覧を次の表に示します。

表 5-12　OTMの完了状態（Java）

形式
 
public class TSCBadContextException extends TSCSystemException
{
  public TSCBadContextException(int detail_code,
                                int place_code,
                                int completion_status,
                                int maintenance_code1,
                                int maintenance_code2,
                                int maintenance_code3,
                                int maintenance_code4);
};
 
public class TSCBadInvOrderException extends TSCSystemException
{
  public TSCBadInvOrderException(int detail_code,
                                 int place_code,
                                 int completion_status,
                                 int maintenance_code1,
                                 int maintenance_code2,
                                 int maintenance_code3,
                                 int maintenance_code4);
};
 
public class TSCBadOperationException extends TSCSystemException
{
  public TSCBadOperationException(int detail_code,
                                  int place_code,
                                  int completion_status,
                                  int maintenance_code1,
                                  int maintenance_code2,
                                  int maintenance_code3,
                                  int maintenance_code4);

PLACE_CODE_SKELTON スケルトン

PLACE_CODE_ORBGW TSCORBコネクタ

完了状態 説明

COMPLETED_NO メソッド呼び出しが完了していません。

COMPLETED_MAYBE メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。

COMPLETED_YES メソッド呼び出しが完了しています。

場所コード 場所



TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）

339

};
 
public class TSCBadParamException extends TSCSystemException
{
  public TSCBadParamException(int detail_code,
                              int place_code,
                              int completion_status,
                              int maintenance_code1,
                              int maintenance_code2,
                              int maintenance_code3,
                              int maintenance_code4);
};
 
public class TSCBadTypecodeException extends TSCSystemException
{
  public TSCBadTypecodeException(int detail_code,
                                 int place_code,
                                 int completion_status,
                                 int maintenance_code1,
                                 int maintenance_code2,
                                 int maintenance_code3,
                                 int maintenance_code4);
};
 
public class TSCCommFailureException extends TSCSystemException
{
  public TSCCommFailureException(int detail_code,
                                 int place_code,
                                 int completion_status,
                                 int maintenance_code1,
                                 int maintenance_code2,
                                 int maintenance_code3,
                                 int maintenance_code4);
};
 
public class TSCDataConversionException extends TSCSystemException
{
  public TSCDataConversionException(int detail_code,
                                    int place_code,
                                    int completion_status,
                                    int maintenance_code1,
                                    int maintenance_code2,
                                    int maintenance_code3,
                                    int maintenance_code4);
};
 
public class TSCFreeMemException extends TSCSystemException
{
  public TSCFreeMemException(int detail_code,
                             int place_code,
                             int completion_status,
                             int maintenance_code1,
                             int maintenance_code2,
                             int maintenance_code3,
                             int maintenance_code4);
};
 
public class TSCImpLimitException extends TSCSystemException
{
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  public TSCImpLimitException(int detail_code,
                              int place_code,
                              int completion_status,
                              int maintenance_code1,
                              int maintenance_code2,
                              int maintenance_code3,
                              int maintenance_code4);
};
 
public class TSCInitializeException extends TSCSystemException
{
  public TSCInitializeException(int detail_code,
                                int place_code,
                                int completion_status,
                                int maintenance_code1,
                                int maintenance_code2,
                                int maintenance_code3,
                                int maintenance_code4);
};
 
public class TSCInternalException extends TSCSystemException
{
  public TSCInternalException(int detail_code,
                              int place_code,
                              int completion_status,
                              int maintenance_code1,
                              int maintenance_code2,
                              int maintenance_code3,
                              int maintenance_code4);
};
 
public class TSCIntfReposException extends TSCSystemException
{
  public TSCIntfReposException(int detail_code,
                               int place_code,
                               int completion_status,
                               int maintenance_code1,
                               int maintenance_code2,
                               int maintenance_code3,
                               int maintenance_code4);
};
 
public class TSCInvFlagException extends TSCSystemException
{
  public TSCInvFlagException(int detail_code,
                             int place_code,
                             int completion_status,
                             int maintenance_code1,
                             int maintenance_code2,
                             int maintenance_code3,
                             int maintenance_code4);
};
 
public class TSCInvIdentException extends TSCSystemException
{
  public TSCInvIdentException(int detail_code,
                              int place_code,
                              int completion_status,
                              int maintenance_code1,
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                              int maintenance_code2,
                              int maintenance_code3,
                              int maintenance_code4);
};
 
public class TSCInvObjrefException extends TSCSystemException
{
  public TSCInvObjrefException(int detail_code,
                               int place_code,
                               int completion_status,
                               int maintenance_code1,
                               int maintenance_code2,
                               int maintenance_code3,
                               int maintenance_code4);
};
 
public class TSCMarshalException extends TSCSystemException
{
  public TSCMarshalException(int detail_code,
                             int place_code,
                             int completion_status,
                             int maintenance_code1,
                             int maintenance_code2,
                             int maintenance_code3,
                             int maintenance_code4);
};
 
public class TSCNoImplementException extends TSCSystemException
{
  public TSCNoImplementException(int detail_code,
                                 int place_code,
                                 int completion_status,
                                 int maintenance_code1,
                                 int maintenance_code2,
                                 int maintenance_code3,
                                 int maintenance_code4);
};
 
public class TSCNoMemoryException extends TSCSystemException
{
  public TSCNoMemoryException(int detail_code,
                              int place_code,
                              int completion_status,
                              int maintenance_code1,
                              int maintenance_code2,
                              int maintenance_code3,
                              int maintenance_code4);
};
 
public class TSCNoPermissionException extends TSCSystemException
{
  public TSCNoPermissionException(int detail_code,
                                  int place_code,
                                  int completion_status,
                                  int maintenance_code1,
                                  int maintenance_code2,
                                  int maintenance_code3,
                                  int maintenance_code4);
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};
 
public class TSCNoResourcesException extends TSCSystemException
{
  public TSCNoResourcesException(int detail_code,
                                 int place_code,
                                 int completion_status,
                                 int maintenance_code1,
                                 int maintenance_code2,
                                 int maintenance_code3,
                                 int maintenance_code4);
};
 
public class TSCNoResponseException extends TSCSystemException
{
  public TSCNoResponseException(int detail_code,
                                int place_code,
                                int completion_status,
                                int maintenance_code1,
                                int maintenance_code2,
                                int maintenance_code3,
                                int maintenance_code4);
};
 
public class TSCObjAdapterException extends TSCSystemException
{
  public TSCObjAdapterException(int detail_code,
                                int place_code,
                                int completion_status,
                                int maintenance_code1,
                                int maintenance_code2,
                                int maintenance_code3,
                                int maintenance_code4);
};
 
public class TSCObjectNotExistException extends TSCSystemException
{
  public TSCObjectNotExistException(int detail_code,
                                    int place_code,
                                    int completion_status,
                                    int maintenance_code1,
                                    int maintenance_code2,
                                    int maintenance_code3,
                                    int maintenance_code4);
};
 
public class TSCPersistStoreException extends TSCSystemException
{
  public TSCPersistStoreException(int detail_code,
                                  int place_code,
                                  int completion_status,
                                  int maintenance_code1,
                                  int maintenance_code2,
                                  int maintenance_code3,
                                  int maintenance_code4);
};
 
public class TSCTransientException extends TSCSystemException
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{
  public TSCTransientException(int detail_code,
                               int place_code,
                               int completion_status,
                               int maintenance_code1,
                               int maintenance_code2,
                               int maintenance_code3,
                               int maintenance_code4);
};
 
public class TSCUnknownException extends TSCSystemException
{
  public TSCUnknownException(int detail_code,
                             int place_code,
                             int completion_status,
                             int maintenance_code1,
                             int maintenance_code2,
                             int maintenance_code3,
                             int maintenance_code4);
};
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TSCThread（Java）

TSCThreadはシステム提供インタフェースです。

TSCThreadは，OTMが管理するスレッドを表すオブジェクトのインタフェースです。

ユーザは，TSCThreadを継承させ，必要な情報を保存するクラスをスレッド単位に定義
します。スレッドに割り付けられるオブジェクトとして，派生クラスのインスタンスを
生成します。次に TSCThreadの特徴を示します。

• ユーザは TSCThreadクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。
• TSCThreadを生成する TSCThreadFactoryの実装クラスを記述する必要があります。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public interface TSCThread
{
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCThread;
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TSCThreadFactory（Java）

TSCThreadFactoryはシステム提供インタフェースです。

TSCThreadFactoryは，TSCThreadを生成または削除するメソッドを持つオブジェクト
のインタフェースです。

ユーザは TSCObjectFactoryを継承させて，TSCユーザスレッドを生成および削除する
クラスを定義し，TSCユーザスレッドのファクトリとして派生クラスのインスタンスを
生成します。次に TSCObjectFactoryの特徴を示します。

• 直接，TSCThreadFactoryクラスのインスタンスを生成できません。
• ユーザは TSCThreadFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要がありま
す。

OTMからの呼び出しによる TSCThreadの管理

OTMは，TSCThreadFactoryの createを呼び出すことで，返される TSCThreadをそ
のスレッドに割り当ててスレッドを生成します。逆にそのスレッドに割り当てた
TSCThreadを引数に destroyを呼び出すことで，生成したスレッドを削除します。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public interface TSCThreadFactory
{
  public TSCThread create();
  public void destroy(TSCThread tsc_thr);
 
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCThreadFactory;

コールバックメソッド

● public TSCThread create()

TSCThreadを返します。TSCユーザスレッドを生成するコードを記述できます。OTM
がこのメソッドを呼び出した結果，返された TSCThreadが管理対象となります。

なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマ

項目 型・意味

戻り値 管理される TSCThread

例外 各種 TSCSystemException
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ルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。

また，create呼び出しに失敗した場合は，各種の TSCSystemExceptionによって通知す
る形でコードを記述してください。

● public void destroy(TSCThread tsc_thr)

TSCThreadを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMが TSCユーザスレッド
を管理対象から外すとき，該当する TSCThreadを引数に指定して，このメソッドを呼
び出します。

OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチス
レッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。

また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCThreadFactoryの派生クラスの生成

TSCThreadFactoryの派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCThreadFactoryクラス型のインスタンスのメソッドを呼び
出す規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。

項目 型・意味

引数 TSCThread tsc_thr 管理対象から外す TSCThread

例外 ありません。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

create できます。

destroy できます。
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TSCWatchTime（Java）

TSCWatchTimeはシステム提供クラスです。

TSCWatchTimeは，start()が発行されてから stop()が発行されるまでの時間を監視する
クラスです。時間監視が終了する前に指定された監視時間が経過するとエラーメッセー
ジを出力して，プロセスを異常終了します。この機能は，サーバアプリケーションの
initServer()発行後から endServer()を発行するまでの間有効です。

形式
 
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;
 
public class TSCWatchTime
{
  public TSCWatchTime();
 
  public TSCWatchTime(int watch_time);
 
  public void start();
  public void stop();
  public void reset();
 
};

インポートクラス
 
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCWatchTime;

コンストラクタ

● public TSCWatchTime()

TSCWatchTimeを生成します。

サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCWatchTimeで指定し
た監視時間（秒）が適用されます。

項目 型・意味

例外 TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException



TSCWatchTime（Java）

348

● public TSCWatchTime(int watch_time)

TSCWatchTimeを生成します。

引数に "0"を指定した場合，サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数
-TSCWatchTimeで指定した監視時間（秒）が適用されます。

メソッド

● public void start()

時間監視を開始します。または，stop()で中断した時間監視を再開します。

● public void stop()

時間監視を中断します。start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を発
行できません。

● public void reset()

監視時間をこのクラスの生成時に指定した値に戻します。start()の発行以降 stop()の発
行までの間は発行できません。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCWatchTimeクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規
則を次に示します。

項目 型・意味（単位）

引数 int watch_time 監視時間（秒）

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

項目 型・意味（単位）

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味（単位）

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException

項目 型・意味（単位）

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException
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注※
必ず start()と同一のスレッドで発行してください。

注意事項

● IDLファイルに記述したユーザメソッドの呼び出しからリターンまでの実行時間を監
視する場合には，TSCWatchTimeクラスではなく，サーバアプリケーションの開始時
に指定するコマンドオプション引数 -TSCWatchMethodを使用してください。

● TSCAdm::initServer()の発行前，または TSCAdm::endServer()の発行後には，
TSCWatchTimeクラスのインスタンスを生成できません。

● stop()を発行する前にこのクラスのインスタンスへの参照を失うと，ガベージコレク
ションが実行されるまで，時間監視は終了しません。

● start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を呼び出せません。

● stop()を発行したあとに start()によって処理を再開する場合には，前回経過した時間
を監視時間から差し引いて処理をします。
次に例を示します。
 
     TSCWatchTime wt = new TSCWatchTime(180);
         :
     wt.start();
         :                   //(1) 60秒経過
     wt.stop();
         :                   //(2)
     wt.start();
 
例えば，180秒の監視時間を設定してクラスを生成した場合に，(1)で示す範囲で 60
秒が経過すると，stop()の発行後，次の start()から stop()までの監視時間は 120秒に
なります。180秒の時間監視を設定したい場合には (2)で示す範囲で reset()を発行し
てください。その場合，再発行した start()から stop()までの監視時間は 180秒にな
ります。

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

start できます。

stop できます。※

reset できます。
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6　 アプリケーションプログラ
ムの作成（COBOL）
この章では，COBOLでアプリケーションプログラムを作成す
る方法について説明します。

6.1　アプリケーションプログラムの作成手順（COBOL）

6.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（COBOL）

6.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（COBOL）

6.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（COBOL）

6.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（COBOL）

6.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（COBOL）

6.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（COBOL）

6.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（COBOL）
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6.1　アプリケーションプログラムの作成手順
（COBOL）

COBOLでアプリケーションプログラムを作成する手順を次の図に示します。

図 6-1　アプリケーションプログラムを作成する手順（COBOL）

注
"COBOL adapter"は，"COBOL adapter for TPBroker"を表します。
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注※ 1
トランザクションフレームジェネレータが生成する基底クラス，およびそのまま使
用できるクラス（ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス）です。

注※ 2
システム提供クラスです。OTMの機能の中心となるクラスです。

注※ 3
トランザクションフレームジェネレータが生成するクラスの雛形（雛形クラス）で
す。クラスのシグネチャ，およびコードの一部はすでに記述されています。自動生
成されたままの状態では利用できないクラスなので，ユーザはコードを追加する必
要があります。

図中の 1.～ 5.の手順は次のとおりです。

1. ユーザ定義 IDLインタフェースを定義します。

2. トランザクションフレームジェネレータを使用してユーザ定義 IDLインタフェース依
存クラスおよび雛形クラスを生成します。

3. COBOL adapter for TPBrokerを使用してソースを生成します。
COBOL adapter for TPBrokerの IDLコンパイラについては，マニュアル「COBOL 
adapter for TPBroker　ユーザーズガイド」を参照してください。

4. 次に示すコードを記述してサーバアプリケーションを作成します。
• TSCユーザオブジェクト（雛形クラスの編集）
• TSCユーザオブジェクトファクトリ（雛形クラスの編集）
• 初期化処理
• サービス登録処理

5. 次に示すコードを記述してクライアントアプリケーションを作成します。
• 初期化処理
• サービス登録処理

次に，図中のオブジェクトについて説明します。

● COBOL adapterスタブ
COBOL adapter for TPBrokerの IDLコンパイラが生成するスタブのオブジェクトで
す。

● TSCユーザプロキシ
クライアントアプリケーションが TSCユーザオブジェクトを呼び出すための代理オブ
ジェクトです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存のオブジェクトです。

● TSCユーザオブジェクトファクトリ
サーバアプリケーションで，TSCユーザオブジェクトを生成するオブジェクトです。
実装についてはユーザが記述します。雛形のクラスです。
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● TSCユーザオブジェクト
サーバアプリケーションで，サービスを提供するオブジェクトです。このオブジェク
トは，TSCユーザスケルトンを継承し，実装についてはユーザが記述します。雛形の
クラスです。

● COBOL adapterスケルトン
COBOL adapter for TPBrokerの IDLコンパイラが生成するスケルトンのオブジェク
トです。

● TSCユーザアクセプタ
TSCユーザプロキシから呼び出し要求を受けて，TSCユーザオブジェクトにリクエス
トを配送するオブジェクトです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存のオブジェクト
です。

● TSCユーザスケルトン
TSCユーザオブジェクトのスケルトンです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存の
オブジェクトです。
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6.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプ
ログラム（COBOL）

同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの COBOLでの作成例を示します。
これらのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "ABCfile.idl"
//
 
typedef sequence<octet> OctetSeq;
 
interface CBLClass
{
  void call(in OctetSeq in_data, out OctetSeq out_data);
};
 

● IDLコンパイラが生成するクラス
COBOL adapter for TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェース
から次のファイルを生成します。
• ABCfile_c.ocb
• ABCfile_s.ocb

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。ただし，実際に生成されるのはクラスを使用
するための副プログラムです。副プログラムの名称は次のとおりになります。
 
"クラス名"－"メソッド名"
 

表 6-1　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクション
フレームジェネレータが生成するクラス（COBOL）

分類 ファイル名 副プログラムのプリフィックス（オブジェクト名）

クライアントアプリケー
ション用のユーザ定義 IDL
インタフェース依存クラス

• ABCfile_TSC
_c.ocb

• CBLClass_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）
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6.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーション
の例（COBOL）

同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示し
ます。

（1） サービス利用処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CLIENT.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
 
       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-WAY            PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.

サーバアプリケーション用
のユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• ABCfile_TSC
_s.ocb

• CBLClass_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• CBLClass_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • ABCfile_TSC
_t.ocb

• CBLClass_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• CBLClass_TSCfact（TSCユーザオブジェクトファ
クトリ）

• TSCCBLThreadFactory（TSCユーザスレッド
ファクトリ）

• TSCCBLThread（TSCユーザスレッド）

分類 ファイル名 副プログラムのプリフィックス（オブジェクト名）
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       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP VALUE 1.
       01 ACCEPTOR-NAME         PIC X(20).
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER VALUE NULL.
       01 ACCEPTOR-NAME-LEN     PIC S9(9) COMP.
       01 PROXY-PTR             USAGE POINTER.
 
       01 INIT-CLIENT-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-CLIENT-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCPRXY-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP                USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME            PIC X(256).
 
       01 ERR-CODE              PIC S9(9) COMP.
 
      * Sequence
       01 TYPE-CODE-PTR         USAGE POINTER.
       01 ELEMENT-NUMBER        PIC 9(9) COMP.
       01 SETOCTETVAL           PIC X.
       01 in_data               USAGE POINTER.
       01 out_data              USAGE POINTER.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC                  PIC 9(9) COMP.
       01 ARGV                  USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
       MOVE 0 TO RETURN-CODE.
       MOVE 0 TO INIT-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
       MOVE 0 TO GET-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * ORBの初期化処理
       CALL 'CORBA-STUB-INIT-ABCfile'.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
       CALL 'CORBA_orb_init' USING
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING ORB-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
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                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
       CALL 'TSCAdm-initClient' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY VALUE     ORB-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-initClient'.
       MOVE 1 TO INIT-CLIENT-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
      * (1) TSCDomainの生成
       SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
       SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
       MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
       CALL 'TSCDomain-NEW' USING
               BY VALUE     MY-DOMAIN-NAME-PTR
               BY VALUE     MY-TSCID-PTR
               BY VALUE     MY-DOMAIN-FLAG
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW:DomainName = '
                                           MY-DOMAIN-NAME.
       MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * (2) TSCClientの取得
       MOVE 1 TO CLIENT-WAY.
       CALL 'TSCAdm-getTSCClient' USING
               BY VALUE     DOMAIN-PTR
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               BY VALUE     CLIENT-WAY
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CLIENT-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCClient'.
       MOVE 1 TO GET-CLIENT-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定
      *    IDLインタフェース"CBLClass"用のTSCProxy生成
       SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
       CALL 'CBLClass_TSCprxy-NEW' USING
               BY VALUE     CLIENT-PTR
               BY VALUE     ACCEPTOR-NAME-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING PROXY-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass_TSCprxy-NEW'.
       MOVE 1 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
      *    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
      *    in属性ユーザデータの確保と設定
      *    Octet TypeCodeオブジェクトの生成
       CALL 'Create_CORBA_TypeCode' USING
               BY VALUE     10
               BY VALUE     1
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING TYPE-CODE-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      * Octet型Sequenceオブジェクトの生成
       MOVE 999999999 TO ELEMENT-NUMBER.



6.　アプリケーションプログラムの作成（COBOL）

360

       CALL 'CORBA-SeqAlloc' USING
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
       MOVE 1 TO ELEMENT-NUMBER.
       MOVE 'A' TO SETOCTETVAL.
       CALL 'CORBA-SeqSet' USING
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE SETOCTETVAL
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      * TypeCodeオブジェクトの解放
       CALL 'CORBA_TypeCode__release' USING
               BY VALUE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      ****************************************************
      * サーバメソッドの呼び出し
      ****************************************************
       DISPLAY 'Start CBLClass-call'.
       CALL 'CBLClass-call' USING
               BY VALUE     PROXY-PTR
               BY VALUE     in_data
               BY REFERENCE out_data
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               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass-call'.
 
       PROG-END.
 
      * 6. TSCユーザプロキシの削除
      *    領域の解放
           IF TSCPRXY-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCprxy-DEL' USING
                       BY VALUE PROXY-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 7. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCClient' USING
                       BY VALUE CLIENT-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCClient'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
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                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 8. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endClient' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endClient'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CLIENT.

6.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（COBOL）

同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
CBLClass_TSCimplにコードを記述します。また，雛形クラス CBLClass_TSCfactに
TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

（1） TSCユーザオブジェクト（CBLClass_TSCimpl）と TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ（CBLClass_TSCfact）のコード

 
      *****************************************************
      * Operation 'call'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'call'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                   PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION         VALUE 0.
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         88 CORBA-USER-EXCEPTION       VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION     VALUE 2.
        02 EXCEP                   USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME               PIC X(256).
 
       01 TSC-SEQMAXLEN PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 TSC-TC-1 USAGE POINTER.
       01 TSC-SEQENV.
         02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         02 EXCEP USAGE POINTER.
         02 FUNC-NAME PIC X(256).
       01 TSC-TC-2 USAGE POINTER.
 
      * 必要に応じてデータ宣言を追加できます。
       01 ERR-CODE                 PIC S9(9) COMP.
       01 TYPE-CODE-PTR            USAGE POINTER.
       01 MY-OUT-DATA-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 ELEMENT-NUMBER           PIC S9(9) COMP.
       01 SETOCTETVAL              PIC X.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 in_data USAGE POINTER.
       01 out_data USAGE POINTER.
 
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           USING
               BY VALUE in_data
               BY REFERENCE out_data.
 
      * Write user own code.
      * ユーザメソッドのコードを記述します。
       DISPLAY 'call method in CBLClass'.
 
      * OUT属性引数の作成
      * Octet TypeCode オブジェクトの作成
       CALL 'Create_CORBA_TypeCode' USING
               BY VALUE     10
               BY VALUE     1
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING TYPE-CODE-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
      * Octet型Sequenceオブジェクトの生成
       MOVE 999999999 TO MY-OUT-DATA-LEN.
       CALL 'CORBA-SeqAlloc' USING
               BY REFERENCE MY-OUT-DATA-LEN
               BY REFERENCE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE out_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
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       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       MOVE 1 TO ELEMENT-NUMBER.
       MOVE 'A' TO SETOCTETVAL.
       CALL 'CORBA-SeqSet' USING
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE SETOCTETVAL
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       CALL 'CORBA_TypeCode__release' USING
           BY VALUE TYPE-CODE-PTR
           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       END PROGRAM 'call'.
 
 
      *****************************************************
      * Constructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
      * Constructor of OTM Object
      * Implement.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
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      * This sub-program must return a pointer
      * that 'CBLClass_TSCsk-NEW' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-NEW'
               RETURNING SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
 
      *****************************************************
      * Destructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCsk-DEL' sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-DEL' USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
 
      *****************************************************
      * Constructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * 引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer that
      * 'CBLClass_TSCfact-get' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-get'
               RETURNING FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
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      *****************************************************
      * Destructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCfact-rls'.sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-rls' USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
 
 
      *****************************************************
      * 'create' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-crt'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
           RETURNING OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-NEW' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-NEW'
               RETURNING OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-crt'.
 
 
      *****************************************************
      * 'destroy' method of CBLClass_TSCfact
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      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-dst'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを削除するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-DEL' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-DEL' USING
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-dst'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-beginThread of
      *     TSCCBLThread
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-beginThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 BEGIN-THREAD-PTR USAGE POINTER.
       01 END-THREAD-PTR USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド開始処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-beginThread'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-endThread of
      *     TSCCBLThreadFactory
      *****************************************************
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       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-endThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド終了処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-endThread'.

（2） サービス登録処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化

9. TSCルートアクセプタの削除

10.TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除

11. TSCデーモンへの接続解放

12.TPBroker OTMの終了処理

（3） サービス登録処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CORBA-SERVER-MAIN.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS CBLClass IS 'ABCfile_s'.
       DATA DIVISION.
      * The following are the ORB pointers.
      * These are necessary for all servers.
       WORKING-STORAGE SECTION.
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       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
 
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 SERVER-PTR            USAGE POINTER.
       01 FACTORY-PTR           USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-PTR          USAGE POINTER.
       01 R-ACCEPTOR-PTR        USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-PTR       USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-ID        PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP.
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-ID           PIC S9(9) COMP.
       01 P-COUNT               PIC S9(9) COMP.
       01 DEACT-MODE            PIC S9(9) COMP.
       01 R-ACCEPTOR-NAME       PIC X(10).
       01 R-ACCEPTOR-NAME-PTR   USAGE POINTER.
       01 R-ACCEPTOR-NAME-LEN   PIC S9(9) COMP VALUE 30.
 
       01 INIT-SERVER-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-SERVER-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCFACT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 TSCACPT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-CREATE-FLAG     PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-ACTIVATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME PIC X(256).
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 ARGV USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
           MOVE 0 TO RETURN-CODE.
           MOVE 0 TO INIT-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO GET-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
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      * First, call the skeleton and class initializers.
           CALL 'CORBA-SKEL-INIT-ABCfile'.
           CALL 'CBLClass-CLASS-INIT' USING BY VALUE CBLClass.
 
      * ORBの初期化
           CALL 'CORBA_orb_init' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING    ORB-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'CORBA_FreeException' USING
                       EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
           CALL 'TSCAdm-initServer' USING 
                   BY REFERENCE ARGC
                   BY REFERENCE ARGV
                   BY VALUE      ORB-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-initServer'.
           MOVE 1 TO INIT-SERVER-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
           SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
           SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
           MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
           CALL 'TSCDomain-NEW' USING
                   BY VALUE MY-DOMAIN-NAME-PTR
                   BY VALUE MY-TSCID-PTR
                   BY VALUE MY-DOMAIN-FLAG
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
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                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW'.
           MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * TSCServerの取得
           CALL 'TSCAdm-getTSCServer' USING
                   BY VALUE DOMAIN-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING SERVER-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCServer'.
           MOVE 1 TO GET-SERVER-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定
      * CBLClass_TSCfactの生成
           CALL 'CBLClass_TSCfact-NEW'
               RETURNING FACTORY-PTR.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCfact-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCAcceptorの生成
           SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
           CALL 'CBLClass_TSCacpt-NEW' USING
                   BY VALUE FACTORY-PTR
                   BY VALUE ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCacpt-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定
           SET THREAD-FACT-PTR TO NULL.
           CALL 'TSCRAcceptor-create' USING
                   BY VALUE SERVER-PTR
                   BY VALUE THREAD-FACT-PTR
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                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING R-ACCEPTOR-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-create'.
           MOVE 1 TO RACPT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCアクセプタの登録
           CALL 'TSCRAcceptor-registerAcceptor' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-ID.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-registerAcceptor'.
 
      * 6. TSCルートアクセプタの活性化
           MOVE 'serviceX' TO R-ACCEPTOR-NAME.
           CALL 'CORBA_string_set' USING
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-LEN
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME.
           CALL 'TSCRAcceptor-activate' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-activate'.
           MOVE 1 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 7. 実行制御の受け渡し
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           DISPLAY 'Start TSCAdm-serverMainloop'.
           CALL 'TSCAdm-serverMainloop' USING
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-serverMainloop'.
 
       PROG-END.
 
      * 8. TSCルートアクセプタの非活性化
           IF RACPT-ACTIVATE-FLAG = 1 THEN
               MOVE 0 TO DEACT-MODE
               CALL 'TSCRAcceptor-deactivate' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY VALUE DEACT-MODE
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-deactivate'
               END-IF
           END-IF.
 
      * 9. TSCルートアクセプタの削除
           IF RACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCRAcceptor-destroy' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-destroy'
               END-IF
           END-IF.
 
      * 10. ユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの削除
           IF TSCACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
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               CALL 'CBLClass_TSCacpt-DEL' USING
                       BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 領域の解放
           IF TSCFACT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCfact-DEL' USING
                       BY VALUE FACTORY-PTR
           END-IF.
 
      * 11. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCServer' USING
                       BY VALUE SERVER-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCServer'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 12. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endServer' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
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      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endServer'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CORBA-SERVER-MAIN.

6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）
アプリケーションプログラムで例外を検出した場合に呼び出される副プログラムとして
の例外処理の例を示します。なお，この例外処理はクライアントアプリケーションおよ
びサーバアプリケーションに共通です。

 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. OTM-EXCEPTION-HANDLER.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
 
       COPY TSCSysExcept.
 
       01 OTM-ERROR-CODE            PIC S9(9) COMP.
       01 OTM-DETAIL-CODE           PIC S9(9) COMP.
       01 OTM-PLACE-CODE            PIC S9(9) COMP.
       01 OTM-COMPLET-CODE          PIC S9(9) COMP.
       01 OTM-MAINTENANCE-CODE1     PIC S9(9) COMP.
       01 OTM-MAINTENANCE-CODE2     PIC S9(9) COMP.
       01 OTM-MAINTENANCE-CODE3     PIC S9(9) COMP.
       01 OTM-MAINTENANCE-CODE4     PIC S9(9) COMP.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 EXCEPTION-TYPE        PIC 9(9) COMP.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP                USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME            PIC X(256).
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY REFERENCE EXCEPTION-TYPE
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
 
           DISPLAY '!!!! An Exception Occurs in '
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               FUNC-NAME OF CORBA-ENVIRONMENT ' !!!!'
 
           IF CORBA-SYSTEM-EXCEPTION
               DISPLAY 'OTM System Exception Occurs.'
 
               CALL 'TSCSysExcept-getErrorCode' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-ERROR-CODE
               DISPLAY 'Error-code is ' OTM-ERROR-CODE
 
               CALL 'TSCSysExcept-getDetailCode' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-DETAIL-CODE
               DISPLAY 'Detail-code is ' OTM-DETAIL-CODE
 
               CALL 'TSCSysExcept-getPlaceCode' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-PLACE-CODE
               DISPLAY 'Place-code is ' OTM-PLACE-CODE
 
               CALL 'TSCSysExcept-getCompletion' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-COMPLET-CODE
               DISPLAY 'Completion-code is ' OTM-COMPLET-CODE
 
               CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance1' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-MAINTENANCE-CODE1
               DISPLAY 'Mainte-code1 is ' OTM-MAINTENANCE-CODE1
 
               CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance2' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-MAINTENANCE-CODE2
               DISPLAY 'Mainte-code2 is ' OTM-MAINTENANCE-CODE2
 
               CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance3' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-MAINTENANCE-CODE3
               DISPLAY 'Mainte-code3 is ' OTM-MAINTENANCE-CODE3
 
               CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance4' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING OTM-MAINTENANCE-CODE4
               DISPLAY 'Mainte-code4 is ' OTM-MAINTENANCE-CODE4
           ELSE
      * ユーザ例外処理
               DISPLAY 'User Exception Occurs.'
           END-IF.
 
       END PROGRAM OTM-EXCEPTION-HANDLER.
 
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. EXCEPTION-HANDLER.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
 
       DATA DIVISION.
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       WORKING-STORAGE SECTION.
 
       01 EXCEPTION-NAME            PIC X(50).
       01 EXCEPTION-NAME-PTR        USAGE POINTER.
       01 EXCEPTION-NAME-LEN        PIC S9(9) COMP VALUE 50.
       01 MINOR-CODE                PIC S9(9) COMP.
       01 COMPLETED-CODE            PIC S9(9) COMP.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 EXCEPTION-TYPE        PIC 9(9) COMP.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP                USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME            PIC X(256).
 
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY REFERENCE EXCEPTION-TYPE
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
 
           DISPLAY '!!!! An Exception Occurs in '
               FUNC-NAME OF CORBA-ENVIRONMENT
 
           IF CORBA-SYSTEM-EXCEPTION
               DISPLAY 'CORBA System Exception Occurs.'
 
           CALL 'CORBA-get-exception-name' USING
                   BY REFERENCE EXCEP
               RETURNING EXCEPTION-NAME-PTR.
           CALL 'CORBA_string_get' USING
                   BY REFERENCE EXCEPTION-NAME-PTR
                   BY REFERENCE EXCEPTION-NAME-LEN
                   BY REFERENCE EXCEPTION-NAME.
 
           DISPLAY 'Exception name is' EXCEPTION-NAME.
 
           IF CORBA-SYSTEM-EXCEPTION
               CALL 'CORBA-SysExcept-get-minor' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING MINOR-CODE
               DISPLAY 'Minor-code is ' MINOR-CODE
 
               CALL 'CORBA-SysExcept-get-completed' USING
                       BY VALUE EXCEP
                   RETURNING COMPLETED-CODE
               DISPLAY 'Completed-code is ' COMPLETED-CODE
 
           ELSE
               DISPLAY 'User Exception Occurs.'
           END-IF.
 
       END PROGRAM EXCEPTION-HANDLER.
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6.2.4　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの
実行時の処理（COBOL）

同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムを実行した場合の処理シーケンスを
示します。

（1） クライアントアプリケーションの開始（COBOL）

クライアントアプリケーションを開始すると，サービスの利用処理が実行されます。
CBLClass_TSCprxyのメソッドを呼び出すと，CBLClass_TSCskを経由し，ユーザが
実装した CBLClass_TSCimplのメソッドが呼び出されます。

クライアントアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。

図 6-2　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの開始（COBOL）

1. TSCユーザプロキシのメソッドが呼び出されます。

2. スケジューリングおよび TPBrokerの通信が実行されます。

3. TSCユーザオブジェクトのメソッドが呼び出されます。

（2） サーバアプリケーションの開始（COBOL）

サーバアプリケーションを開始すると，サービスの登録処理が実行されます。
TSCRAcceptor-activate副プログラムを呼び出すと，CBLClass_TSCfactに
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CBLClass_TSCimplの生成依頼が発行されます。

サーバアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。

図 6-3　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの開始（COBOL）

1. TSCユーザオブジェクトの活性化処理が実行されます。

2. TSCユーザオブジェクトのインプリメンテーションが生成されます。

3. TSCユーザオブジェクトが生成されます。
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6.3　非応答型呼び出しをするアプリケーション
プログラム（COBOL）

非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの COBOLでの作成例を示します。
これらのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "XYZfile.idl"
//
 
interface CBLClass
{
  oneway void callOnly(in long in_data);
};

● IDLコンパイラが生成するクラス
COBOL adapter for TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェース
から次のファイルを生成します。
• XYZfile_c.ocb
• XYZfile_c.ocb

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。ただし，実際に生成されるのはクラスを使用
するための副プログラムです。副プログラムの名称は次のとおりになります。
 
"クラス名"－"メソッド名"

表 6-2　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクショ
ンフレームジェネレータが生成するクラス（COBOL）

分類 ファイル名 副プログラムのプリフィックス（オブジェクト名）

クライアントアプリケー
ション用のユーザ定義 IDL
インタフェース依存クラス

• XYZfile_TSC
_c.ocb

• CBLClass_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）

サーバアプリケーション用
のユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• XYZfile_TSC
_s.ocb

• CBLClass_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• CBLClass_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • XYZfile_TSC
_t.ocb

• CBLClass_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• CBLClass_TSCfact（TSCユーザオブジェクトファ
クトリ）

• TSCCBLThreadFactory（TSCユーザスレッド
ファクトリ）

• TSCCBLThread（TSCユーザスレッド）
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6.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーショ
ンの例（COBOL）

非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

なお，非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例外処理は，同期型呼
び出しの場合と同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してくだ
さい。

（1） サービス利用処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CLIENT.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
 
       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-WAY            PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP VALUE 1.
       01 ACCEPTOR-NAME         PIC X(20).
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER VALUE NULL.
       01 ACCEPTOR-NAME-LEN     PIC S9(9) COMP.
       01 PROXY-PTR             USAGE POINTER.
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       01 INIT-CLIENT-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-CLIENT-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCPRXY-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP                USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME            PIC X(256).
 
       01 ERR-CODE              PIC S9(9) COMP.
 
      * Sequence
       01 in_data               USAGE POINTER.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC                  PIC 9(9) COMP.
       01 ARGV                  USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
       MOVE 0 TO RETURN-CODE.
       MOVE 0 TO INIT-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
       MOVE 0 TO GET-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * ORBの初期化処理
       CALL 'CORBA-STUB-INIT-XYZfile'.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
       CALL 'CORBA_orb_init' USING
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING ORB-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
       CALL 'TSCAdm-initClient' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
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               BY VALUE     ORB-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-initClient'.
       MOVE 1 TO INIT-CLIENT-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
      * (1) TSCDomainの生成
       SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
       SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
       MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
       CALL 'TSCDomain-NEW' USING
               BY VALUE     MY-DOMAIN-NAME-PTR
               BY VALUE     MY-TSCID-PTR
               BY VALUE     MY-DOMAIN-FLAG
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW:DomainName = '
                                           MY-DOMAIN-NAME.
       MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * (2) TSCClientの取得
       MOVE 1 TO CLIENT-WAY.
       CALL 'TSCAdm-getTSCClient' USING
               BY VALUE     DOMAIN-PTR
               BY VALUE     CLIENT-WAY
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CLIENT-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
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       DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCClient'.
       MOVE 1 TO GET-CLIENT-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定
      *    IDLインタフェース"CBLClass"用のTSCProxy生成
       SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
       CALL 'CBLClass_TSCprxy-NEW' USING
               BY VALUE     CLIENT-PTR
               BY VALUE     ACCEPTOR-NAME-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING PROXY-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass_TSCprxy-NEW'.
       MOVE 1 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
      *    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
       MOVE 100 TO in_data.
      ****************************************************
      * サーバメソッドの呼び出し
      ****************************************************
       DISPLAY 'Start CBLClass-callOnly'.
       CALL 'CBLClass-callOnly' USING
               BY VALUE     PROXY-PTR
               BY VALUE     in_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass-callOnly'.
 
       PROG-END.
 
      * 6. TSCユーザプロキシの削除
      *    領域の解放
           IF TSCPRXY-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCprxy-DEL' USING
                       BY VALUE PROXY-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
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                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 7. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCClient' USING
                       BY VALUE CLIENT-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCClient'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 8. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endClient' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endClient'
               END-IF
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           END-IF.
 
       END PROGRAM CLIENT.

6.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（COBOL）

非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
CBLClass_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形ク
ラス CBLClass_TSCfactに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

なお，非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例外処理は，同期型呼び出し
の場合と同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してください。

（1） TSCユーザオブジェクト（CBLClass_TSCimpl）と TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ（CBLClass_TSCfact）のコード

 
      *****************************************************
      * Operation 'callOnly'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'callOnly'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                   PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION         VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION       VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION     VALUE 2.
        02 EXCEP                   USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME               PIC X(256).
 
       LINKAGE SECTION.
       01 in_data PIC S9(9) COMP.
 
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           USING
               BY VALUE in_data.
 
      * Write user own code.
      * ユーザメソッドのコードを記述します。
       DISPLAY 'callOnly method in CBLClass'.
 
       END PROGRAM 'callOnly'.
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      *****************************************************
      * Constructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
      * Constructor of OTM Object Implement.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer
      * that 'CBLClass_TSCsk-NEW' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-NEW'
               RETURNING SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
 
      *****************************************************
      * Destructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCsk-DEL' sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-DEL' USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
 
      *****************************************************
      * Constructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
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       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * 引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer that
      * 'CBLClass_TSCfact-get' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-get'
               RETURNING FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
 
 
      *****************************************************
      * Destructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCfact-rls'.sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-rls' USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
 
 
      *****************************************************
      * 'create' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-crt'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
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       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
           RETURNING OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-NEW' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-NEW'
               RETURNING OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-crt'.
 
 
      *****************************************************
      * 'destroy' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-dst'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを削除するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-DEL' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-DEL' USING
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-dst'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-beginThread of
      *     TSCCBLThread
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-beginThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
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       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 BEGIN-THREAD-PTR USAGE POINTER.
       01 END-THREAD-PTR USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド開始処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-beginThread'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-endThread of
      *     TSCCBLThreadFactory
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-endThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド終了処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-endThread'.

（2） サービス登録処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化
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9. TSCルートアクセプタの削除

10.TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除

11. TSCデーモンへの接続解放

12.TPBroker OTMの終了処理

（3） サービス登録処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CORBA-SERVER-MAIN.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS CBLClass IS 'XYZfile_s'.
       DATA DIVISION.
      * The following are the ORB pointers.
      * These are necessary for all servers.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ORB-PTR        USAGE POINTER.
 
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 SERVER-PTR            USAGE POINTER.
       01 FACTORY-PTR           USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-PTR          USAGE POINTER.
       01 R-ACCEPTOR-PTR        USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-PTR       USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-ID        PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP.
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-ID           PIC S9(9) COMP.
       01 P-COUNT               PIC S9(9) COMP.
       01 DEACT-MODE            PIC S9(9) COMP.
       01 R-ACCEPTOR-NAME       PIC X(10).
       01 R-ACCEPTOR-NAME-PTR   USAGE POINTER.
       01 R-ACCEPTOR-NAME-LEN   PIC S9(9) COMP VALUE 30.
 
       01 INIT-SERVER-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-SERVER-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCFACT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 TSCACPT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-CREATE-FLAG     PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-ACTIVATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
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        02 EXCEP USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME PIC X(256).
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 ARGV USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
           MOVE 0 TO RETURN-CODE.
           MOVE 0 TO INIT-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO GET-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
      * First, call the skeleton and class initializers.
           CALL 'CORBA-SKEL-INIT-XYZfile'.
           CALL 'CBLClass-CLASS-INIT' USING BY VALUE CBLClass.
 
      * ORBの初期化
           CALL 'CORBA_orb_init' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING    ORB-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'CORBA_FreeException' USING
                       EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
           CALL 'TSCAdm-initServer' USING 
                   BY REFERENCE ARGC
                   BY REFERENCE ARGV
                   BY VALUE      ORB-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE



6.　アプリケーションプログラムの作成（COBOL）

393

               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-initServer'.
           MOVE 1 TO INIT-SERVER-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
           SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
           SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
           MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
           CALL 'TSCDomain-NEW' USING
                   BY VALUE MY-DOMAIN-NAME-PTR
                   BY VALUE MY-TSCID-PTR
                   BY VALUE MY-DOMAIN-FLAG
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW'.
           MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * TSCServerの取得
           CALL 'TSCAdm-getTSCServer' USING
                   BY VALUE DOMAIN-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING SERVER-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCServer'.
           MOVE 1 TO GET-SERVER-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定
      * CBLClass_TSCfactの生成
           CALL 'CBLClass_TSCfact-NEW'
               RETURNING FACTORY-PTR.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCfact-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCAcceptorの生成
           SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
           CALL 'CBLClass_TSCacpt-NEW' USING
                   BY VALUE FACTORY-PTR
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                   BY VALUE ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCacpt-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定
      *    TSCRootAcceptorの生成
           SET THREAD-FACT-PTR TO NULL.
           CALL 'TSCRAcceptor-create' USING
                   BY VALUE SERVER-PTR
                   BY VALUE THREAD-FACT-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING R-ACCEPTOR-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-create'.
           MOVE 1 TO RACPT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCユーザアクセプタの登録
           CALL 'TSCRAcceptor-registerAcceptor' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-ID.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-registerAcceptor'.
 
      * 6. TSCルートアクセプタの活性化
           MOVE 'serviceX' TO R-ACCEPTOR-NAME.
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           CALL 'CORBA_string_set' USING
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-LEN
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME.
           CALL 'TSCRAcceptor-activate' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-activate'.
           MOVE 1 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 7. 実行制御の受け渡し
           DISPLAY 'Start TSCAdm-serverMainloop'.
           CALL 'TSCAdm-serverMainloop' USING
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-serverMainloop'.
 
       PROG-END.
 
      * 8. TSCルートアクセプタの非活性化
           IF RACPT-ACTIVATE-FLAG = 1 THEN
               MOVE 0 TO DEACT-MODE
               CALL 'TSCRAcceptor-deactivate' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY VALUE DEACT-MODE
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-deactivate'
               END-IF
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           END-IF.
 
      * 9. TSCルートアクセプタの削除
           IF RACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCRAcceptor-destroy' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-destroy'
               END-IF
           END-IF.
 
      * 10. TSCユーザオブジェクトファクトリおよび
      *     TSCユーザアクセプタの削除
           IF TSCACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCacpt-DEL' USING
                       BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外処理
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 領域の解放
           IF TSCFACT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCfact-DEL' USING
                       BY VALUE FACTORY-PTR
           END-IF.
 
      * 11. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCServer' USING
                       BY VALUE SERVER-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
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                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCServer'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 12. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endServer' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endServer'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CORBA-SERVER-MAIN.
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6.4　セション呼び出しをするアプリケーション
プログラム（COBOL）

セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの COBOLでの作成例を示します。
これらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，および IDLコンパイラが生成するクラスは，同期
型呼び出しの場合と同様です。「6.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラ
ム（COBOL）」を参照してください。

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。ただし，実際に生成されるのはクラスを使用
するための副プログラムです。副プログラムの名称は次のとおりになります。
 
"クラス名"－"メソッド名"

表 6-3　セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクショ
ンフレームジェネレータが生成するクラス（COBOL）

6.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーショ
ンの例（COBOL）

セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

（1） サービス利用処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

分類 ファイル名 生成するクラス名（オブジェクト名）

クライアントアプリケーション用のユーザ定
義 IDLインタフェース依存クラス

ABCfile_TSC_
p.ocb

CBLClass_TSCspxy（TSCユーザプ
ロキシ）

サーバアプリケーション用のユーザ定義 IDL
インタフェース依存クラス

ABCfile_TSC_
s.ocb

CBLClass _TSCsk（TSCユーザス
ケルトン）
CBLClass _TSCacpt（TSCユーザ
アクセプタ）

雛形クラス ABCfile_TSC_
t.ocb

CBLClass_TSCimpl（TSCユーザオ
ブジェクト）
CBLClass_TSCfact（TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ）
TSCCBLThread（TSCユーザス
レッド）
TSCCBLThreadFactory（TSCユー
ザスレッドファクトリ）
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2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CLIENT.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
 
       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-WAY            PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP VALUE 1.
       01 ACCEPTOR-NAME         PIC X(20).
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER VALUE NULL.
       01 ACCEPTOR-NAME-LEN     PIC S9(9) COMP.
       01 SPROXY-PTR             USAGE POINTER.
 
       01 INIT-CLIENT-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-CLIENT-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCSPRXY-START-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 TSCSPRXY-CREATE-FLAG  PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP                USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME            PIC X(256).
 
       01 ERR-CODE              PIC S9(9) COMP.
 
      * Sequence
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       01 TYPE-CODE-PTR         USAGE POINTER.
       01 ELEMENT-NUMBER        PIC 9(9) COMP.
       01 SETOCTETVAL           PIC X.
       01 in_data               USAGE POINTER.
       01 out_data              USAGE POINTER.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC                  PIC 9(9) COMP.
       01 ARGV                  USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
       MOVE 0 TO RETURN-CODE.
       MOVE 0 TO INIT-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
       MOVE 0 TO GET-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO TSCSPRXY-START-FLAG.
       MOVE 0 TO TSCSPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * ORBの初期化処理
       CALL 'CORBA-STUB-INIT-ABCfile'.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
       CALL 'CORBA_orb_init' USING
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING ORB-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
       CALL 'TSCAdm-initClient' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY VALUE     ORB-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
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       DISPLAY 'Success TSCAdm-initClient'.
       MOVE 1 TO INIT-CLIENT-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
      * (1) TSCDomainの生成
       SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
       SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
       MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
       CALL 'TSCDomain-NEW' USING
               BY VALUE     MY-DOMAIN-NAME-PTR
               BY VALUE     MY-TSCID-PTR
               BY VALUE     MY-DOMAIN-FLAG
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW:DomainName = '
                                           MY-DOMAIN-NAME.
       MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * (2) TSCClientの取得
       MOVE 1 TO CLIENT-WAY.
       CALL 'TSCAdm-getTSCClient' USING
               BY VALUE     DOMAIN-PTR
               BY VALUE     CLIENT-WAY
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CLIENT-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCClient'.
       MOVE 1 TO GET-CLIENT-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定
      *    IDLインタフェース"CBLClass"用のTSCspxy生成
       SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
       CALL 'CBLClass_TSCspxy-NEW' USING
               BY VALUE     CLIENT-PTR
               BY VALUE     ACCEPTOR-NAME-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING SPROXY-PTR.
      * 例外チェック
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       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass_TSCspxy-NEW'.
       MOVE 1 TO TSCSPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
      *    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
      *    in属性ユーザデータの確保と設定
      *    Octet TypeCodeオブジェクトの生成
       CALL 'Create_CORBA_TypeCode' USING
               BY VALUE     10
               BY VALUE     1
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING TYPE-CODE-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      * Octet型Sequenceオブジェクトの生成
       MOVE 999999999 TO ELEMENT-NUMBER.
       CALL 'CORBA-SeqAlloc' USING
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
       MOVE 1 TO ELEMENT-NUMBER.
       MOVE 'A' TO SETOCTETVAL.
       CALL 'CORBA-SeqSet' USING
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE SETOCTETVAL
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
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           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      * TypeCodeオブジェクトの解放
       CALL 'CORBA_TypeCode__release' USING
               BY VALUE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      ****************************************************
      * セションの開始
      ****************************************************
       CALL 'TSCSProxy-TSCStart' USING
               BY VALUE     SPROXY-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       MOVE 1 TO TSCSPRXY-START-FLAG.
 
      ****************************************************
      * サーバメソッドの呼び出し
      ****************************************************
       PERFORM 3 TIMES
           DISPLAY 'Start CBLClass-call'
           CALL 'CBLClass-call' USING
                   BY VALUE     SPROXY-PTR
                   BY VALUE     in_data
                   BY REFERENCE out_data
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               EXIT PERFORM
           END-IF
       END-PERFORM.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
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           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSProxy-TSCStop' USING
                   BY VALUE     SPROXY-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 0 TO TSCSPRXY-START-FLAG
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass-call'.
 
       PROG-END.
 
      *************************************************************
      * セションの停止
      *************************************************************
           IF TSCSPRXY-START-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCSProxy-TSCStop' USING
                       BY VALUE     SPROXY-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
                   GO TO PROG-END
               END-IF
           END-IF.
 
      * 6. TSCユーザプロキシの削除
      *    領域の解放
           IF TSCPRXY-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCprxy-DEL' USING
                       BY VALUE PROXY-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 7. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCClient' USING
                       BY VALUE CLIENT-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
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               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCClient'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 8. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endClient' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endClient'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CLIENT.

6.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例
（COBOL）

同期型呼び出しの場合と同様です。「6.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーショ
ンの例（COBOL）」を参照してください。
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6.5　TSCContextを利用するアプリケーション
プログラム（COBOL）

TSCContextを利用するアプリケーションプログラムの COBOLでの作成例を示します。
これらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「6.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（COBOL）」を参照して
ください。

6.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーショ
ンの例（COBOL）

TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示
します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

なお，TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例外処理は，同期型呼
び出しの場合と同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してくだ
さい。

（1） サービス利用処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCコンテキストへのユーザデータの設定

6. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

7. TSCユーザプロキシの削除

8. TSCデーモンへの接続解放

9. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CLIENT.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
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       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
 
       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-WAY            PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP VALUE 1.
       01 ACCEPTOR-NAME         PIC X(20).
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER VALUE NULL.
       01 ACCEPTOR-NAME-LEN     PIC S9(9) COMP.
       01 PROXY-PTR             USAGE POINTER.
 
       01 CONTEXT-PTR           USAGE POINTER.
       01 CONTEXT-DATA-PTR      USAGE POINTER.
       01 CONTEXT-DATA-LEN      PIC S9(9) COMP.
       01 CONTEXT-DATA          PIC X(32).
 
       01 INIT-CLIENT-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-CLIENT-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCPRXY-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP                USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME            PIC X(256).
 
       01 ERR-CODE              PIC S9(9) COMP.
 
      * Sequence
       01 TYPE-CODE-PTR         USAGE POINTER.
       01 ELEMENT-NUMBER        PIC 9(9) COMP.
       01 SETOCTETVAL           PIC X.
       01 in_data               USAGE POINTER.
       01 out_data              USAGE POINTER.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC                  PIC 9(9) COMP.
       01 ARGV                  USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
       MOVE 0 TO RETURN-CODE.
       MOVE 0 TO INIT-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
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       MOVE 0 TO GET-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * ORBの初期化処理
       CALL 'CORBA-STUB-INIT-ABCfile'.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
       CALL 'CORBA_orb_init' USING
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING ORB-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
       CALL 'TSCAdm-initClient' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY VALUE     ORB-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-initClient'.
       MOVE 1 TO INIT-CLIENT-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
      * (1) TSCDomainの生成
       SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
       SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
       MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
       CALL 'TSCDomain-NEW' USING
               BY VALUE     MY-DOMAIN-NAME-PTR
               BY VALUE     MY-TSCID-PTR
               BY VALUE     MY-DOMAIN-FLAG
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
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                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW:DomainName = '
                                           MY-DOMAIN-NAME.
       MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * (2) TSCClientの取得
       MOVE 1 TO CLIENT-WAY.
       CALL 'TSCAdm-getTSCClient' USING
               BY VALUE     DOMAIN-PTR
               BY VALUE     CLIENT-WAY
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CLIENT-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCClient'.
       MOVE 1 TO GET-CLIENT-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定
      *    IDLインタフェース"CBLClass"用のTSCProxy生成
       SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
       CALL 'CBLClass_TSCprxy-NEW' USING
               BY VALUE     CLIENT-PTR
               BY VALUE     ACCEPTOR-NAME-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING PROXY-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass_TSCprxy-NEW'.
       MOVE 1 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCコンテキストへのユーザデータの設定
       CALL 'TSCProxyObject-TSCContextGet' USING
               BY VALUE PROXY-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CONTEXT-PTR.
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       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       MOVE 'UserID:1111' TO CONTEXT-DATA.
       MOVE 32 TO CONTEXT-DATA-LEN.
       CALL 'CORBA_string_set' USING
               BY REFERENCE CONTEXT-DATA-PTR
               BY REFERENCE CONTEXT-DATA-LEN
               BY REFERENCE CONTEXT-DATA.
       CALL 'TSCContext_setUserData' USING
               BY VALUE CONTEXT-PTR
               BY VALUE CONTEXT-DATA-PTR
               BY VALUE CONTEXT-DATA-LEN
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      * 6. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
      *    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
      *    in属性ユーザデータの確保と設定
      *    Octet TypeCodeオブジェクトの生成
       CALL 'Create_CORBA_TypeCode' USING
               BY VALUE     10
               BY VALUE     1
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING TYPE-CODE-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      * Octet型Sequenceオブジェクトの生成
       MOVE 999999999 TO ELEMENT-NUMBER.
       CALL 'CORBA-SeqAlloc' USING
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
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           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
       MOVE 1 TO ELEMENT-NUMBER.
       MOVE 'A' TO SETOCTETVAL.
       CALL 'CORBA-SeqSet' USING
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE SETOCTETVAL
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      * TypeCodeオブジェクトの解放
       CALL 'CORBA_TypeCode__release' USING
               BY VALUE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
 
      ****************************************************
      * サーバメソッドの呼び出し
      ****************************************************
       DISPLAY 'Start CBLClass-call'.
       CALL 'CBLClass-call' USING
               BY VALUE     PROXY-PTR
               BY VALUE     in_data
               BY REFERENCE out_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
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                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass-call'.
 
       PROG-END.
 
      * 7. TSCユーザプロキシの削除
      *    領域の解放
           IF TSCPRXY-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCprxy-DEL' USING
                       BY VALUE PROXY-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 8. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCClient' USING
                       BY VALUE CLIENT-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCClient'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
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      * 9. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endClient' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endClient'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CLIENT.

6.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例
（COBOL）

TSCContextを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
CBLClass_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形ク
ラス CBLClass_TSCfactに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

また，TSCContextを使用する場合は，ユーザメソッドの第 1引数に TSCユーザオブ
ジェクトのポインタを受け取る形式 2の雛形ソースが必要です。形式 2の雛形ソースを
出力するには，tscidl2cblコマンドの -formatオプションに "2"を指定してください。形
式 1および形式 2は，TSCユーザオブジェクトに対してユーザが実装する副プログラム
の形式です。詳細は，7章の「ABC_TSCfactimpl（COBOL）」を参照してください。

TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例外処理は，同期型呼び出しの場合
と同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してください。

（1） TSCユーザオブジェクト（CBLClass_TSCimpl）と TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ（CBLClass_TSCfact）のコード

 
      ****************************************************
      * Operation 'call'
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'call'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
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       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                   PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION         VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION       VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION     VALUE 2.
        02 EXCEP                   USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME               PIC X(256).
 
       01 TSC-SEQMAXLEN PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 TSC-TC-1 USAGE POINTER.
       01 TSC-SEQENV.
         02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         02 EXCEP USAGE POINTER.
         02 FUNC-NAME PIC X(256).
       01 TSC-TC-2 USAGE POINTER.
 
      * 必要に応じてデータ宣言を追加できます。
       01 ERR-CODE                 PIC S9(9) COMP.
       01 TYPE-CODE-PTR            USAGE POINTER.
       01 MY-OUT-DATA-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 ELEMENT-NUMBER           PIC S9(9) COMP.
       01 SETOCTETVAL              PIC X.
 
       01 CONTEXT-PTR        USAGE POINTER.
       01 CONTEXT-DATA-PTR   USAGE POINTER.
       01 CONTEXT-DATA-LEN   PIC S9(9) COMP.
       01 CONTEXT-DATA       PIC X(32).
 
       LINKAGE SECTION.
       01 TSC-OBJECT-PTR USAGE POINTER.
       01 in_data USAGE POINTER.
       01 out_data USAGE POINTER.
 
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           USING
               BY VALUE TSC-OBJECT-PTR
               BY VALUE in_data
               BY REFERENCE out_data.
 
      * Write user own code.
      * ユーザメソッドのコードを記述します。
       DISPLAY 'call method in CBLClass'.
 
       CALL 'TSCObject-TSCContextGet' USING
               BY VALUE TSC-OBJECT-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CONTEXT-PTR.
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
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           EXIT PROGRAM
       END-IF.
       CALL 'TSCContext-getUserData' USING
               BY VALUE CONTEXT-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CONTEXT-DATA-PTR.
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
       CALL 'TSCContext-getUserDataLength' USING
               BY VALUE CONTEXT-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CONTEXT-DATA-LEN.
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
       IF (CONTEXT-DATA-LEN IS > 32) THEN
           MOVE 32 TO CONTEXT-DATA-LEN
       END-IF.
       CALL 'CORBA_string_get' USING
               BY REFERENCE CONTEXT-DATA-PTR
               BY REFERENCE CONTEXT-DATA-LEN
               BY REFERENCE CONTEXT-DATA.
       DISPLAY 'Context-data = ' CONTEXT-DATA.
 
      * OUT属性引数の作成
      * Octet TypeCode オブジェクトの作成
       CALL 'Create_CORBA_TypeCode' USING
               BY VALUE     10
               BY VALUE     1
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING TYPE-CODE-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
      * Octet型Sequenceオブジェクトの生成
       MOVE 999999999 TO MY-OUT-DATA-LEN.
       CALL 'CORBA-SeqAlloc' USING
               BY REFERENCE MY-OUT-DATA-LEN
               BY REFERENCE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE out_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
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      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       MOVE 1 TO ELEMENT-NUMBER.
       MOVE 'A' TO SETOCTETVAL.
       CALL 'CORBA-SeqSet' USING
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE SETOCTETVAL
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       CALL 'CORBA_TypeCode__release' USING
           BY VALUE TYPE-CODE-PTR
           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       END PROGRAM 'call'.
 
 
      ****************************************************
      * Constructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      ****************************************************
      * Constructor of OTM Object
      * Implement.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
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      * コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer
      * that 'CBLClass_TSCsk-NEW' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-NEW'
               RETURNING SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
 
      ****************************************************
      * Destructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCsk-DEL' sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-DEL' USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
 
      ****************************************************
      * Constructor of CBLClass_TSCfact
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * 引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer that
      * 'CBLClass_TSCfact-get' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-get'
               RETURNING FACTORY-POINTER.
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       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
 
 
      ****************************************************
      * Destructor of CBLClass_TSCfact
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCfact-rls'.sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-rls' USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
 
 
      ****************************************************
      * 'create' method of CBLClass_TSCfact
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-crt'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
           RETURNING OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-NEW' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-NEW'
               RETURNING OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-crt'.
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      ****************************************************
      * 'destroy' method of CBLClass_TSCfact
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-dst'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを削除するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-DEL' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-DEL' USING
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-dst'.
 
 
      ****************************************************
      * TSCCBLThread-beginThread of
      *     TSCCBLThread
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-beginThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 BEGIN-THREAD-PTR USAGE POINTER.
       01 END-THREAD-PTR USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド開始処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-beginThread'.
 
 
      ****************************************************
      * TSCCBLThread-endThread of
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      *     TSCCBLThreadFactory
      ****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-endThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド終了処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-endThread'.

（2） サービス登録処理の流れ・コード

同期型呼び出しの場合と同様です。「6.2.2(2)　サービス登録処理の流れ」，「6.2.2(3)　
サービス登録処理のコード」を参照してください。
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6.6　TSCThreadを利用するアプリケーション
プログラム（COBOL）

TSCThreadを利用するアプリケーションプログラムの COBOLでの作成例を示します。
これらのサンプルコードは製品で提供されています。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「6.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（COBOL）」を参照して
ください。

6.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーショ
ンの例（COBOL）

同期型呼び出しの場合と同様です。詳細は「6.2.1　同期型呼び出しをするクライアント
アプリケーションの例（COBOL）」を参照してください。例外処理については，「6.2.3
　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してください。

6.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例
（COBOL）

TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示して
いるコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
CBLClass_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形ク
ラス CBLClass_TSCfactに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

また，TSCThreadを使用する場合は，ユーザメソッドの第 1引数に TSCユーザオブ
ジェクトのポインタを受け取る形式 2の雛形ソースが必要です。形式 2の雛形ソースを
出力するには，tscidl2cblコマンドの -formatオプションに "2"を指定してください。形
式 1および形式 2は，TSCユーザオブジェクトに対してユーザが実装する副プログラム
の形式です。詳細は，7章の「ABC_TSCfactimpl（COBOL）」を参照してください。

TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例外処理は，同期型呼び出しの場合と
同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してください。

（1） TSCユーザオブジェクト（CBLClass_TSCimpl）と TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ（CBLClass_TSCfact）のコード
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      *****************************************************
      * Operation 'call'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'call'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                   PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION         VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION       VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION     VALUE 2.
        02 EXCEP                   USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME               PIC X(256).
 
       01 TSC-SEQMAXLEN PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 TSC-TC-1 USAGE POINTER.
       01 TSC-SEQENV.
         02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         02 EXCEP USAGE POINTER.
         02 FUNC-NAME PIC X(256).
       01 TSC-TC-2 USAGE POINTER.
 
      * 必要に応じてデータ宣言を追加できます。
       01 ERR-CODE                 PIC S9(9) COMP.
       01 TYPE-CODE-PTR            USAGE POINTER.
       01 MY-OUT-DATA-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 ELEMENT-NUMBER           PIC S9(9) COMP.
       01 SETOCTETVAL              PIC X.
 
       01 THREAD-PTR         USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-ID     PIC S9(9) COMP.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 TSC-OBJECT-PTR USAGE POINTER.
       01 in_data USAGE POINTER.
       01 out_data USAGE POINTER.
 
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           USING
               BY VALUE TSC-OBJECT-PTR
               BY VALUE in_data
               BY REFERENCE out_data.
 
      * Write user own code.
      * ユーザメソッドのコードを記述します。
       DISPLAY 'call method in CBLClass'.
 
      * TSCThreadの取得
       CALL 'TSCObject-TSCThreadGet' USING
               BY VALUE TSC-OBJECT-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING THREAD-PTR.
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      * Exception process
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
      * Get ThreadFactoryID
       CALL 'TSCCBLThread-getThreadFactID' USING
               BY VALUE THREAD-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING THREAD-FACT-ID.
      * Exception process
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
       DISPLAY 'Thread-Fact-ID = ' THREAD-FACT-ID.
 
      * OUT属性引数の作成
      * Octet TypeCode オブジェクトの作成
       CALL 'Create_CORBA_TypeCode' USING
               BY VALUE     10
               BY VALUE     1
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING TYPE-CODE-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
      * Octet型Sequenceオブジェクトの生成
       MOVE 999999999 TO MY-OUT-DATA-LEN.
       CALL 'CORBA-SeqAlloc' USING
               BY REFERENCE MY-OUT-DATA-LEN
               BY REFERENCE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE out_data
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       MOVE 1 TO ELEMENT-NUMBER.
       MOVE 'A' TO SETOCTETVAL.
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       CALL 'CORBA-SeqSet' USING
               BY REFERENCE in_data
               BY REFERENCE ELEMENT-NUMBER
               BY REFERENCE SETOCTETVAL
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       CALL 'CORBA_TypeCode__release' USING
           BY VALUE TYPE-CODE-PTR
           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       END PROGRAM 'call'.
 
 
      *****************************************************
      * Constructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
      * Constructor of OTM Object
      * Implement.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer
      * that 'CBLClass_TSCsk-NEW' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-NEW'
               RETURNING SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
 
      *****************************************************
      * Destructor of 'CBLClass_TSCimpl'
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      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCsk-DEL' sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-DEL' USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
 
      *****************************************************
      * Constructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * 引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer that
      * 'CBLClass_TSCfact-get' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-get'
               RETURNING FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
 
 
      *****************************************************
      * Destructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
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       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCfact-rls'.sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-rls' USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
 
 
      *****************************************************
      * 'create' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-crt'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
           RETURNING OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-NEW' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-NEW'
               RETURNING OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-crt'.
 
 
      *****************************************************
      * 'destroy' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-dst'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
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       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを削除するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-DEL' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-DEL' USING
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-dst'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-beginThread of
      *     TSCCBLThread
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-beginThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 BEGIN-THREAD-PTR USAGE POINTER.
       01 END-THREAD-PTR USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド開始処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-beginThread'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-endThread of
      *     TSCCBLThreadFactory
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-endThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
      * Do not change signature of this sub-program.
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       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド終了処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-endThread'.

（2） サービス登録処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定

5. TSCユーザスレッドファクトリの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

7. TSCルートアクセプタの活性化

8. 実行制御の受け渡し

9. TSCルートアクセプタの非活性化

10.TSCルートアクセプタの削除

11. TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除

12.TSCデーモンへの接続解放

13.TPBroker OTMの終了処理

（3） サービス登録処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CORBA-SERVER-MAIN.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS CBLClass IS 'ABCfile_s'.
       DATA DIVISION.
      * The following are the ORB pointers.
      * These are necessary for all servers.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
 
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 SERVER-PTR            USAGE POINTER.
       01 FACTORY-PTR           USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-PTR          USAGE POINTER.
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       01 R-ACCEPTOR-PTR        USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-PTR       USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-ID        PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP.
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-ID           PIC S9(9) COMP.
       01 P-COUNT               PIC S9(9) COMP.
       01 DEACT-MODE            PIC S9(9) COMP.
       01 R-ACCEPTOR-NAME       PIC X(10).
       01 R-ACCEPTOR-NAME-PTR   USAGE POINTER.
       01 R-ACCEPTOR-NAME-LEN   PIC S9(9) COMP VALUE 30.
 
       01 INIT-SERVER-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-SERVER-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCFACT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 TSCACPT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 THREAD-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-CREATE-FLAG     PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-ACTIVATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME PIC X(256).
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 ARGV USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
           MOVE 0 TO RETURN-CODE.
           MOVE 0 TO INIT-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO GET-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO THREAD-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
      * First, call the skeleton and class initializers.
           CALL 'CORBA-SKEL-INIT-ABCfile'.
           CALL 'CBLClass-CLASS-INIT' USING BY VALUE CBLClass.
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      * ORBの初期化
           CALL 'CORBA_orb_init' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING    ORB-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'CORBA_FreeException' USING
                       EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
           CALL 'TSCAdm-initServer' USING 
                   BY REFERENCE ARGC
                   BY REFERENCE ARGV
                   BY VALUE      ORB-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-initServer'.
           MOVE 1 TO INIT-SERVER-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
           SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
           SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
           MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
           CALL 'TSCDomain-NEW' USING
                   BY VALUE MY-DOMAIN-NAME-PTR
                   BY VALUE MY-TSCID-PTR
                   BY VALUE MY-DOMAIN-FLAG
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
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           DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW'.
           MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * TSCServerの取得
           CALL 'TSCAdm-getTSCServer' USING
                   BY VALUE DOMAIN-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING SERVER-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCServer'.
           MOVE 1 TO GET-SERVER-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定
      * CBLClass_TSCfactの生成
           CALL 'CBLClass_TSCfact-NEW'
               RETURNING FACTORY-PTR.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCfact-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCAcceptorの生成
           SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
           CALL 'CBLClass_TSCacpt-NEW' USING
                   BY VALUE FACTORY-PTR
                   BY VALUE ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCacpt-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCユーザスレッドファクトリの生成および各種設定
      * TSCThreadFactoryの生成 
           MOVE 123 TO THREAD-FACT-ID.
           CALL 'TSCCBLThreadFactory-NEW' USING
                   BY VALUE THREAD-FACT-ID
               RETURNING THREAD-FACT-PTR.
           MOVE 1 TO THREAD-CREATE-FLAG.
 
      * 6. TSCルートアクセプタの生成および各種設定
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           SET THREAD-FACT-PTR TO NULL.
           CALL 'TSCRAcceptor-create' USING
                   BY VALUE SERVER-PTR
                   BY VALUE THREAD-FACT-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING R-ACCEPTOR-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-create'.
           MOVE 1 TO RACPT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCアクセプタの登録
           CALL 'TSCRAcceptor-registerAcceptor' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-ID.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-registerAcceptor'.
 
      * 7. TSCルートアクセプタの活性化
           MOVE 'serviceX' TO R-ACCEPTOR-NAME.
           CALL 'CORBA_string_set' USING
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-LEN
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME.
           CALL 'TSCRAcceptor-activate' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
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           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-activate'.
           MOVE 1 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 8. 実行制御の受け渡し
           DISPLAY 'Start TSCAdm-serverMainloop'.
           CALL 'TSCAdm-serverMainloop' USING
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-serverMainloop'.
 
       PROG-END.
 
      * 9. TSCルートアクセプタの非活性化
           IF RACPT-ACTIVATE-FLAG = 1 THEN
               MOVE 0 TO DEACT-MODE
               CALL 'TSCRAcceptor-deactivate' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY VALUE DEACT-MODE
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-deactivate'
               END-IF
           END-IF.
 
      * 10. TSCルートアクセプタの削除
           IF RACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCRAcceptor-destroy' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-destroy'
               END-IF
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           END-IF.
 
      * 11. TSCユーザオブジェクトファクトリ
      *     およびTSCユーザアクセプタの削除
           IF NOT THREAD-FACT-PTR = NULL
           AND THREAD-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCCBLThreadFactory-DELETE' USING
                       BY VALUE THREAD-FACT-PTR
           END-IF.
 
           IF TSCACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCacpt-DEL' USING
                       BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 領域の解放
           IF TSCFACT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCfact-DEL' USING
                       BY VALUE FACTORY-PTR
           END-IF.
 
      * 12. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCServer' USING
                       BY VALUE SERVER-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCServer'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
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                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 13. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endServer' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endServer'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CORBA-SERVER-MAIN.
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6.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーショ
ンプログラム（COBOL）

ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの COBOLでの作成例を示しま
す。これらのサンプルコードは製品で提供されています。

●ユーザ定義 IDLインタフェースの例
ユーザ定義 IDLインタフェースの例を次に示します。
 
//
// "EEEfile.idl"
//
 
exception UserExcept {
  long value;
};
 
interface CBLClass
{
  void call() raises (UserExcept);
};
 

● IDLコンパイラが生成するクラス
COBOL adapter for TPBrokerの IDLコンパイラはユーザ定義 IDLインタフェース
から次のファイルを生成します。
• EEEfile_c.ocb
• EEEfile_s.ocb

●トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義 IDLインタフェース
から次の表に示すクラスを生成します。ただし，実際に生成されるのはクラスを使用
するための副プログラムです。副プログラムの名称は次のとおりになります。
 
"クラス名"－"メソッド名"
 

表 6-4　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの作成時にトランザク
ションフレームジェネレータが生成するクラス（COBOL）

分類 ファイル名 副プログラムのプリフィックス（オブジェクト名）

クライアントアプリケー
ション用のユーザ定義 IDL
インタフェース依存クラス

• EEEfile_TSC
_c.ocb

• CBLClass_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）
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6.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケー
ションの例（COBOL）

ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を
示します。太字太字太字太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

なお，ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例外処理は，同期型
呼び出しの場合と同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してく
ださい。

（1） サービス利用処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定

5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

6. TSCユーザプロキシの削除

7. TSCデーモンへの接続解放

8. TPBroker OTMの終了処理

（2） サービス利用処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CLIENT.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
 
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
 
       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.

サーバアプリケーション用
のユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス

• EEEfile_TSC
_s.ocb

• CBLClass_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
• CBLClass_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）

雛形クラス • EEEfile_TSC
_t.ocb

• CBLClass_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
• CBLClass_TSCfact（TSCユーザオブジェクトファ
クトリ）

• TSCCBLThreadFactory（TSCユーザスレッド
ファクトリ）

• TSCCBLThread（TSCユーザスレッド）

分類 ファイル名 副プログラムのプリフィックス（オブジェクト名）
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       01 CLIENT-PTR            USAGE POINTER.
       01 CLIENT-WAY            PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP VALUE 1.
       01 ACCEPTOR-NAME         PIC X(20).
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER VALUE NULL.
       01 ACCEPTOR-NAME-LEN     PIC S9(9) COMP.
       01 PROXY-PTR             USAGE POINTER.
 
       01 INIT-CLIENT-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-CLIENT-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCPRXY-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP                USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME            PIC X(256).
 
       01 ERR-CODE              PIC S9(9) COMP.
 
      * Sequence
       01 EXCEPTION-NAME-PTR        USAGE POINTER.
       01 EXCEPTION-NAME-LEN        PIC S9(9) COMP.
       01 EXCEPTION-NAME            PIC X(30).
       01 EXCEPTION-HANDLE          USAGE POINTER.
       01 EXCEPTION-VALUE           PIC S9(9) COMP.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 ARGC                  PIC 9(9) COMP.
       01 ARGV                  USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
       MOVE 0 TO RETURN-CODE.
       MOVE 0 TO INIT-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
       MOVE 0 TO GET-CLIENT-FLAG.
       MOVE 0 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * ORBの初期化処理
       CALL 'CORBA-STUB-INIT-EEEfile'.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
       CALL 'CORBA_orb_init' USING
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
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           RETURNING ORB-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'CORBA_FreeException' USING
                   EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
       CALL 'TSCAdm-initClient' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY VALUE     ORB-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-initClient'.
       MOVE 1 TO INIT-CLIENT-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
      * (1) TSCDomainの生成
       SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
       SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
       MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
       CALL 'TSCDomain-NEW' USING
               BY VALUE     MY-DOMAIN-NAME-PTR
               BY VALUE     MY-TSCID-PTR
               BY VALUE     MY-DOMAIN-FLAG
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW:DomainName = '
                                           MY-DOMAIN-NAME.
       MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
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      * (2) TSCClientの取得
       MOVE 1 TO CLIENT-WAY.
       CALL 'TSCAdm-getTSCClient' USING
               BY VALUE     DOMAIN-PTR
               BY VALUE     CLIENT-WAY
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING CLIENT-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCClient'.
       MOVE 1 TO GET-CLIENT-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザプロキシの生成および各種設定
      *    IDLインタフェース"CBLClass"用のTSCProxy生成
       SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
       CALL 'CBLClass_TSCprxy-NEW' USING
               BY VALUE     CLIENT-PTR
               BY VALUE     ACCEPTOR-NAME-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           RETURNING PROXY-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
           MOVE 1 TO RETURN-CODE
           GO TO PROG-END
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass_TSCprxy-NEW'.
       MOVE 1 TO TSCPRXY-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し
      *    （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
      ****************************************************
      * サーバメソッドの呼び出し
      ****************************************************
       DISPLAY 'Start CBLClass-call'.
       CALL 'CBLClass-call' USING
               BY VALUE     PROXY-PTR
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           IF CORBA-SYSTEM-EXCEPTION THEN
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
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                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF
      * ユーザ例外受信時の処理
           IF CORBA-USER-EXCEPTION THEN
               CALL 'CORBA-get-exception-name' USING
                       BY REFERENCE EXCEP
                   RETURNING EXCEPTION-NAME-PTR
               MOVE 30 TO EXCEPTION-NAME-LEN
               CALL 'CORBA_string_get' USING
                       BY REFERENCE EXCEPTION-NAME-PTR
                       BY REFERENCE EXCEPTION-NAME-LEN
                       BY REFERENCE EXCEPTION-NAME
               DISPLAY 'Exception-name = ' EXCEPTION-NAME
               CALL 'CORBA-GetExceptionHandle' USING
                       BY REFERENCE EXCEP
                   RETURNING EXCEPTION-HANDLE
               CALL 'GET-value-UserExcept' USING
                       BY VALUE EXCEPTION-HANDLE
                   RETURNING EXCEPTION-VALUE
               DISPLAY 'Exception-value = ' EXCEPTION-VALUE
           END-IF
       END-IF.
       DISPLAY 'Success CBLClass-call'.
 
       PROG-END.
 
      * 6. TSCユーザプロキシの削除
      *    領域の解放
           IF TSCPRXY-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCprxy-DEL' USING
                       BY VALUE PROXY-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 7. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCClient' USING
                       BY VALUE CLIENT-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
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                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCClient'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 8. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-CLIENT-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endClient' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endClient'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CLIENT.

6.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの
例（COBOL）

ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示しま
す。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示
しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
CBLClass_TSCimplに TSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形ク
ラス CBLClass_TSCfactに TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

なお，ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例外処理は，同期型呼び出
しの場合と同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してください。
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（1） TSCユーザオブジェクト（CBLClass_TSCimpl）と TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ（CBLClass_TSCfact）のコード

 
      *****************************************************
      * Operation 'call'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'call'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                   PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION         VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION       VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION     VALUE 2.
        02 EXCEP                   USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME               PIC X(256).
 
      * 必要に応じてデータ宣言を追加できます。
       01 EXCEPTION-PTR    USAGE POINTER.
       01 EXCEPTION-VALUE  PIC S9(9) COMP.
 
       LINKAGE SECTION.
 
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION.
 
      * Write user own code.
      * ユーザメソッドのコードを記述します。
       DISPLAY 'call method in CBLClass'.
 
      * ユーザ例外の作成
           CALL 'sk-CBL-NEW-UserExcept'
               RETURNING EXCEPTION-PTR.
 
      * ユーザ例外のデータの設定
           MOVE 123456 TO EXCEPTION-VALUE.
           CALL 'sk-SET-value-UserExcept' USING
               BY VALUE     EXCEPTION-PTR
               BY REFERENCE EXCEPTION-VALUE.
 
      * ユーザ例外のthrow
           CALL 'CBL-THROW' USING
               BY VALUE     EXCEPTION-PTR.
  
       END PROGRAM 'call'.
 
 
      *****************************************************
      * Constructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
      * Constructor of OTM Object
      * Implement.
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       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer
      * that 'CBLClass_TSCsk-NEW' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-NEW'
               RETURNING SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
 
      *****************************************************
      * Destructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCsk-DEL' sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-DEL' USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
 
      *****************************************************
      * Constructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
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       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * 引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer that
      * 'CBLClass_TSCfact-get' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-get'
               RETURNING FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
 
 
      *****************************************************
      * Destructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCfact-rls'.sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-rls' USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
 
 
      *****************************************************
      * 'create' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-crt'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
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       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
           RETURNING OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-NEW' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-NEW'
               RETURNING OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-crt'.
 
 
      *****************************************************
      * 'destroy' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-dst'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを削除するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-DEL' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-DEL' USING
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-dst'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-beginThread of
      *     TSCCBLThread
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-beginThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 BEGIN-THREAD-PTR USAGE POINTER.
       01 END-THREAD-PTR USAGE POINTER.
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      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド開始処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-beginThread'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-endThread of
      *     TSCCBLThreadFactory
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-endThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド終了処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-endThread'.

（2） サービス登録処理の流れ

1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理

2. TPBroker OTMの初期化処理

3. TSCデーモンへの接続

4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定

5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定

6. TSCルートアクセプタの活性化

7. 実行制御の受け渡し

8. TSCルートアクセプタの非活性化

9. TSCルートアクセプタの削除

10.TSCユーザオブジェクトファクトリおよび TSCユーザアクセプタの削除
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11. TSCデーモンへの接続解放

12.TPBroker OTMの終了処理

（3） サービス登録処理のコード
 
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CORBA-SERVER-MAIN.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       CLASS CBLClass IS 'EEEfile_s'.
       DATA DIVISION.
      * The following are the ORB pointers.
      * These are necessary for all servers.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 ORB-PTR               USAGE POINTER.
 
       01 DOMAIN-PTR            USAGE POINTER.
       01 SERVER-PTR            USAGE POINTER.
       01 FACTORY-PTR           USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-PTR          USAGE POINTER.
       01 R-ACCEPTOR-PTR        USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-PTR       USAGE POINTER.
       01 THREAD-FACT-ID        PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-NAME        PIC X(10).
       01 MY-DOMAIN-NAME-PTR    USAGE POINTER.
       01 MY-DOMAIN-NAME-LEN    PIC S9(9) COMP.
       01 MY-TSCID              PIC X(10).
       01 MY-TSCID-PTR          USAGE POINTER.
       01 MY-TSCID-LEN          PIC S9(9) COMP.
       01 MY-DOMAIN-FLAG        PIC S9(9) COMP.
       01 ACCEPTOR-NAME-PTR     USAGE POINTER.
       01 ACCEPTOR-ID           PIC S9(9) COMP.
       01 P-COUNT               PIC S9(9) COMP.
       01 DEACT-MODE            PIC S9(9) COMP.
       01 R-ACCEPTOR-NAME       PIC X(10).
       01 R-ACCEPTOR-NAME-PTR   USAGE POINTER.
       01 R-ACCEPTOR-NAME-LEN   PIC S9(9) COMP VALUE 30.
 
       01 INIT-SERVER-FLAG      PIC S9(9) COMP.
       01 DOMAIN-CREATE-FLAG    PIC S9(9) COMP.
       01 GET-SERVER-FLAG       PIC S9(9) COMP.
       01 TSCFACT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 TSCACPT-CREATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-CREATE-FLAG     PIC S9(9) COMP.
       01 RACPT-ACTIVATE-FLAG   PIC S9(9) COMP.
 
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION     VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION   VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION VALUE 2.
        02 EXCEP USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME PIC X(256).
 
       LINKAGE SECTION.
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       01 ARGC PIC S9(9) USAGE COMP.
       01 ARGV USAGE POINTER.
 
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE ARGC
               BY VALUE ARGV.
 
           MOVE 0 TO RETURN-CODE.
           MOVE 0 TO INIT-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO GET-SERVER-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-CREATE-FLAG.
           MOVE 0 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 1. COBOL adapter for TPBrokerの初期化処理
      * First, call the skeleton and class initializers.
           CALL 'CORBA-SKEL-INIT-EEEfile'.
           CALL 'CBLClass-CLASS-INIT' USING
               BY VALUE CBLClass.
 
      * ORBの初期化
           CALL 'CORBA_orb_init' USING 
               BY REFERENCE ARGC
               BY REFERENCE ARGV
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING    ORB-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'CORBA_FreeException' USING
                       EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CORBA_orb_init'.
 
      * 2. TPBroker OTMの初期化処理
           CALL 'TSCAdm-initServer' USING 
                   BY REFERENCE ARGC
                   BY REFERENCE ARGV
                   BY VALUE      ORB-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-initServer'.
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           MOVE 1 TO INIT-SERVER-FLAG.
 
      * 3. TSCデーモンへの接続
           SET MY-DOMAIN-NAME-PTR TO NULL.
           SET MY-TSCID-PTR TO NULL.
           MOVE 1 TO MY-DOMAIN-FLAG.
           CALL 'TSCDomain-NEW' USING
                   BY VALUE MY-DOMAIN-NAME-PTR
                   BY VALUE MY-TSCID-PTR
                   BY VALUE MY-DOMAIN-FLAG
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING DOMAIN-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCDomain-NEW'.
           MOVE 1 TO DOMAIN-CREATE-FLAG.
 
      * TSCServerの取得
           CALL 'TSCAdm-getTSCServer' USING
                   BY VALUE DOMAIN-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING SERVER-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-getTSCServer'.
           MOVE 1 TO GET-SERVER-FLAG.
 
      * 4. TSCユーザアクセプタの生成および各種設定
      * CBLClass_TSCfactの生成
           CALL 'CBLClass_TSCfact-NEW'
               RETURNING FACTORY-PTR.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCfact-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCFACT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCAcceptorの生成
           SET ACCEPTOR-NAME-PTR TO NULL.
           CALL 'CBLClass_TSCacpt-NEW' USING
                   BY VALUE FACTORY-PTR
                   BY VALUE ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-PTR.
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      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success CBLClass_TSCacpt-NEW'.
           MOVE 1 TO TSCACPT-CREATE-FLAG.
 
      * 5. TSCルートアクセプタの生成および各種設定
           SET THREAD-FACT-PTR TO NULL.
           CALL 'TSCRAcceptor-create' USING
                   BY VALUE SERVER-PTR
                   BY VALUE THREAD-FACT-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING R-ACCEPTOR-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-create'.
           MOVE 1 TO RACPT-CREATE-FLAG.
 
      * TSCアクセプタの登録
           CALL 'TSCRAcceptor-registerAcceptor' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ACCEPTOR-ID.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-registerAcceptor'.
 
      * 6. TSCルートアクセプタの活性化
           MOVE 'serviceX' TO R-ACCEPTOR-NAME.
           CALL 'CORBA_string_set' USING
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME-LEN
                   BY REFERENCE R-ACCEPTOR-NAME.
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           CALL 'TSCRAcceptor-activate' USING
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                   BY VALUE R-ACCEPTOR-NAME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-activate'.
           MOVE 1 TO RACPT-ACTIVATE-FLAG.
 
      * 7. 実行制御の受け渡し
           DISPLAY 'Start TSCAdm-serverMainloop'.
           CALL 'TSCAdm-serverMainloop' USING
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               MOVE 1 TO RETURN-CODE
               GO TO PROG-END
           END-IF.
           DISPLAY 'Success TSCAdm-serverMainloop'.
 
       PROG-END.
 
      * 8. TSCルートアクセプタの非活性化
           IF RACPT-ACTIVATE-FLAG = 1 THEN
               MOVE 0 TO DEACT-MODE
               CALL 'TSCRAcceptor-deactivate' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY VALUE DEACT-MODE
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-deactivate'
               END-IF
           END-IF.
 
      * 9. TSCルートアクセプタの削除
           IF RACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
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               CALL 'TSCRAcceptor-destroy' USING
                       BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                           BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCRAcceptor-destroy'
               END-IF
           END-IF.
 
      * 10. ユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの削除
           IF TSCACPT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCacpt-DEL' USING
                       BY VALUE ACCEPTOR-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 領域の解放
           IF TSCFACT-CREATE-FLAG = 1 THEN
               CALL 'CBLClass_TSCfact-DEL' USING
                       BY VALUE FACTORY-PTR
           END-IF.
 
      * 11. TSCデーモンへの接続解放
           IF GET-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-releaseTSCServer' USING
                       BY VALUE SERVER-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-releaseTSCServer'
               END-IF
           END-IF.
 
           IF DOMAIN-CREATE-FLAG = 1 THEN
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               CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                       BY VALUE DOMAIN-PTR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               END-IF
           END-IF.
 
      * 12. TPBroker OTMの終了処理
           IF INIT-SERVER-FLAG = 1 THEN
               CALL 'TSCAdm-endServer' USING
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
      * 例外チェック
               IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
                   CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                           BY REFERENCE MAJOR
                           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
                   CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                       BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
                   MOVE 1 TO RETURN-CODE
               ELSE
                   DISPLAY 'Success TSCAdm-endServer'
               END-IF
           END-IF.
 
       END PROGRAM CORBA-SERVER-MAIN.
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6.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケー
ションプログラム（COBOL）

TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラムの COBOLでの作成例を示しま
す。

ユーザ定義 IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトラン
ザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様で
す。「6.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（COBOL）」を参照して
ください。

6.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケー
ションの例（COBOL）

同期型呼び出しの場合と同様です。「6.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリ
ケーションの例（COBOL）」を参照してください。例外処理については，「6.2.3　例外
処理のコードの例（COBOL）」を参照してください。

6.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの
例（COBOL）

TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示しま
す。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字太字太字太字で示
しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。

サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラス
CBLClass_TSCimplにコードを記述します。また，雛形クラス CBLClass_TSCfactに
TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

なお，TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例外処理は，同期型呼び出
しの場合と同様です。「6.2.3　例外処理のコードの例（COBOL）」を参照してください。

（1） TSCユーザオブジェクト（CBLClass_TSCimpl）と TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ（CBLClass_TSCfact）のコード

 
      *****************************************************
      * Operation 'call'
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'call'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
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       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                   PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION         VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION       VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION     VALUE 2.
        02 EXCEP                   USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME               PIC X(256).
 
       01 TSC-SEQMAXLEN PIC 9(9) USAGE COMP.
       01 TSC-TC-1 USAGE POINTER.
       01 TSC-SEQENV.
         02 MAJOR PIC 9(9) USAGE COMP.
         02 EXCEP USAGE POINTER.
         02 FUNC-NAME PIC X(256).
       01 TSC-TC-2 USAGE POINTER.
 
      * 必要に応じてデータ宣言を追加できます。
       01 ERR-CODE                 PIC S9(9) COMP.
       01 TYPE-CODE-PTR            USAGE POINTER.
       01 MY-OUT-DATA-LEN          PIC S9(9) COMP.
 
       LINKAGE SECTION.
       01 in_data USAGE POINTER.
       01 out_data USAGE POINTER.
 
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           USING
               BY VALUE in_data
               BY REFERENCE out_data.
 
      * Write user own code.
      * ユーザメソッドのコードを記述します。
       DISPLAY 'call method in CBLClass'.
 
      * OUT属性の引数を作成します。
      * Octet TypeCode オブジェクトを作成します。
       CALL 'Create_CORBA_TypeCode' USING
               BY VALUE     10
               BY VALUE     1
               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING TYPE-CODE-PTR.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
      * Octet型のSequenceオブジェクトを生成します。
       MOVE 999999999 TO MY-OUT-DATA-LEN.
       CALL 'CORBA-SeqAlloc' USING
               BY REFERENCE MY-OUT-DATA-LEN
               BY REFERENCE TYPE-CODE-PTR
               BY REFERENCE out_data
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               BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING ERR-CODE.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       CALL 'CORBA_TypeCode__release' USING
           BY VALUE TYPE-CODE-PTR
           BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING ERR-CODE.
      * 例外チェック
       IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
           CALL 'EXCEPTION-HANDLER' USING
                   BY REFERENCE MAJOR OF CORBA-ENVIRONMENT
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
           EXIT PROGRAM
       END-IF.
 
       END PROGRAM 'call'.
 
 
      *****************************************************
      * Constructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
      * Constructor of OTM Object
      * Implement.
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 MY-WATCH-TIME-PTR        USAGE POINTER.
       01 MY-WATCH-TIME            PIC S9(9) COMP.
       01 CORBA-ENVIRONMENT.
        02 MAJOR                   PIC 9(9) COMP.
         88 CORBA-NO-EXCEPTION         VALUE 0.
         88 CORBA-USER-EXCEPTION       VALUE 1.
         88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION     VALUE 2.
        02 EXCEP                   USAGE POINTER.
        02 FUNC-NAME               PIC X(256).
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
 
      * 戻り値の初期化
           SET SKELETON-POINTER TO NULL.
 
      * 時間監視60秒の時間監視オブジェクト生成
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           MOVE 60 TO MY-WATCH-TIME.
           CALL 'TSCWatchTime-NEW' USING
                   BY VALUE MY-WATCH-TIME
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               RETURNING MY-WATCH-TIME-PTR.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               GO TO PROG-END
           END-IF.
 
      * 時間監視の開始
           CALL 'TSCWatchTime-start' USING
                   BY VALUE MY-WATCH-TIME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               GO TO PROG-END
           END-IF.
 
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。
 
      * 時間監視の中断
           CALL 'TSCWatchTime-stop' USING
                   BY VALUE MY-WATCH-TIME-PTR
                   BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
      * 例外チェック
           IF NOT CORBA-NO-EXCEPTION THEN
               CALL 'OTM-EXCEPTION-HANDLER' USING
                       BY REFERENCE MAJOR
                       BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
               CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
                   BY VALUE EXCEP OF CORBA-ENVIRONMENT
               GO TO PROG-END
           END-IF.
 
      * This sub-program must return a pointer
      * that 'CBLClass_TSCsk-NEW' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-NEW'
               RETURNING SKELETON-POINTER.
 
       PROG-END.
 
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-NEW'.
 
      *****************************************************
      * Destructor of 'CBLClass_TSCimpl'
      *****************************************************
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       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 SKELETON-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCsk-DEL' sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCsk-DEL' USING
               BY VALUE SKELETON-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCimpl-DEL'.
 
      *****************************************************
      * Constructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
      * You can change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION
           RETURNING FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
      * 引数の数および型を変更することもできます。
 
      * This sub-program must return a pointer that
      * 'CBLClass_TSCfact-get' sub-program returns.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-get'
               RETURNING FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-NEW'.
 
 
      *****************************************************
      * Destructor of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
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       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * 必要に応じてユーザ独自のコードを追加できます。
 
      * This sub-program must call
      * 'CBLClass_TSCfact-rls'.sub-program.
           CALL 'CBLClass_TSCfact-rls' USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-DEL'.
 
 
      *****************************************************
      * 'create' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-crt'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
           RETURNING OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-NEW' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-NEW'
               RETURNING OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-crt'.
 
 
      *****************************************************
      * 'destroy' method of CBLClass_TSCfact
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'CBLClass_TSCfact-dst'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       LINKAGE SECTION.
       01 FACTORY-POINTER USAGE POINTER.
       01 OBJECT-POINTER USAGE POINTER.
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      * Do not change signature of this sub-program.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE FACTORY-POINTER
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
 
      * Write user own code, if necessary.
      * サーバオブジェクトを削除するコードを記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
      * This sub-program must return pointer that
      * 'CBLClass_TSCimpl-DEL' returns.
           CALL 'CBLClass_TSCimpl-DEL' USING
               BY VALUE OBJECT-POINTER.
       END PROGRAM 'CBLClass_TSCfact-dst'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-beginThread of
      *     TSCCBLThread
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-beginThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 BEGIN-THREAD-PTR USAGE POINTER.
       01 END-THREAD-PTR USAGE POINTER.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
 
      * Write user own code.
      * スレッド開始処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-beginThread'.
 
 
      *****************************************************
      * TSCCBLThread-endThread of
      *     TSCCBLThreadFactory
      *****************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. 'TSCCBLThread-endThread'.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       REPOSITORY.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
      * Do not change signature of this sub-program.
       LINKAGE SECTION.
       01 THREAD-FACTORY-ID PIC S9(9) COMP.
       PROCEDURE DIVISION USING
               BY VALUE THREAD-FACTORY-ID.
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      * Write user own code.
      * スレッド終了処理を記述します。
      * 必要に応じて変更してください。
 
       END PROGRAM 'TSCCBLThread-endThread'.

（2） サービス登録処理の流れ・コード

同期型呼び出しの場合と同様です。「6.2.2(2)　サービス登録処理の流れ」，「6.2.2(3)　
サービス登録処理のコード」を参照してください。
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7　 アプリケーションプログラ
ミングインタフェース
（COBOL）
この章では，COBOLで使用する副プログラムについて説明し
ます。
ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスと雛形クラスでは，
対応するユーザ定義 IDLインタフェースの名称を "ABC"と仮
定します。なお，各クラスの詳細は，アルファベット順に示し
ます。

COBOL85インタフェース

クラスの一覧（COBOL）
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COBOL85インタフェース

OTMの各機能はオブジェクト指向プログラミングのクラスとして実現されています。そ
のため，C++および Javaでは，各機能を使用するアプリケーションプログラミングイ
ンタフェースはクラスのメソッドとして提供されます。一方，COBOL85インタフェー
スでは，アプリケーションプログラミングインタフェースは副プログラムとして提供さ
れます。

副プログラムによるクラスの使用

C++または Javaでは，「TSCxxxクラスの yyyメソッド」の形式で機能が提供されま
す。COBOL85インタフェースでは，多くの場合，「TSCxxx-yyy副プログラム」の形式
で機能が提供されます。幾つかの機能は，「TSCaaa-bbb副プログラム」の形式で提供さ
れます。この場合，aaaおよび bbbは，xxxおよび yyyと異なる文字列です。

TSCxxxクラスのインスタンスを生成する副プログラムとして TSCxxx-NEWが提供さ
れます。また，インスタンスを削除する副プログラムとして TSCxxx-DELETEが提供さ
れます。

TSCxxx-yyyの第 1引数に TSCxxx-NEWの戻り値を指定することによって，該当する
インスタンスに対するメソッド呼び出しと同じ働きをします。

例外処理

副プログラム実行中に例外が発生したかどうかを検知するために，呼び出し元では例外
情報集団項目を利用します。例外情報集団項目は，各副プログラムの最終引数です。例
外情報集団項目を利用することで，ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーション呼
び出し時にユーザ例外が発生したかどうかも検知できます。

ユーザ例外を発生しないオペレーションを呼び出した場合でも，システム例外が発生す
ることがあります。そのため，例外情報集団項目によって例外の有無を必ず確認してく
ださい。詳細は，この章の「TSCSystemException（COBOL）」を参照してください。

文字列の扱い

COBOL85インタフェースとアプリケーションプログラムとのインタフェースで使用さ
れる文字列は，16進表示の (00)16で表される文字で終了する文字列です。そこで，

COBOL adapter for TPBrokerで提供される文字列操作ラッパー関数を使用して，次の
ように処理する必要があります。

• in属性の引数は，COBOLの文字列を 16進表示の (00)16で表される文字で終了する

文字列に変換します。
• out属性の引数または戻り値は，16進表示の (00)16で表される文字で終了する文字列

を，COBOLの文字列に変換します。
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ユーザが COBOL adapter for TPBrokerの文字列操作ラッパー関数を使用して得た，16
進表示の (00)16で表される文字で終了する文字列の領域は，特に断りがないかぎり，

ユーザの責任で解放してください。また，ユーザが確保したのではない領域は，特に断
りがないかぎりユーザが解放してはいけません。ただし，ユーザオペレーション引数の
メモリ管理は，以降に示す規則に従ってください。なお，文字列領域の解放には
COBOL adapter for TPBrokerのラッパー関数を使用してください。文字列操作ラッ
パー関数の使用方法については，マニュアル「COBOL adapter for TPBroker　ユーザー
ズガイド」を参照してください。

ユーザオペレーション引数のメモリ管理規則

OTMの COBOL85インタフェースでは，ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレー
ション引数のうち，可変長の引数（string型および sequence型）は，COBOL adapter 
for TPBrokerのラッパー関数を使用して領域を取得および解放する必要があります。領
域の取得および解放の規則を次の表に示します。

表 7-1　領域の取得および解放（呼び出し元）

表 7-2　領域の取得および解放（呼び出し先）

領域 取得者 解放者

in属性 ユーザ ユーザ

out属性 OTM ユーザ

inout属性の入力引数 ユーザ OTM（必要に応じて）

inout属性の出力引数 OTM（必要に応じて） ユーザ

戻り値 OTM ユーザ

領域 取得者 解放者

in属性 OTM OTM

out属性 ユーザ OTM

inout属性の入力引数 OTM ユーザ（必要に応じて）

inout属性の出力引数 ユーザ（必要に応じて） OTM

戻り値 ユーザ OTM
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クラスの一覧（COBOL）

各クラスは次のように分類されます。ただし，各クラスの機能は副プログラムとして提
供されます。

• システム提供クラス
• システム提供例外クラス
• ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス
• 雛形クラス

各クラスの一覧を次の表に示します。

表 7-3　クラス一覧（COBOL）

基本データ型（COBOL）

OTMの各クラスで使用する基本データ型は，COBOLが提供する標準型です。

説明の形式

以降では，各副プログラムをクラスごとに説明します。また，副プログラムの引数が，
値を入力する項目なのか，値が出力される項目なのかの区別を示します。

分類 クラス

システム提供クラス • TSCAcceptor
• TSCAdm
• TSCClient
• TSCContext
• TSCDomain
• TSCObject
• TSCProxyObject
• TSCRootAcceptor
• TSCServer
• TSCSessionProxy
• TSCCBLThread
• TSCCBLThreadFactory
• TSCWatchTime

システム提供例外クラス • TSCSystemException

ユーザ定義 IDLインタ
フェース依存クラス（基底
クラス）

• ABC_TSCacpt（TSCAcceptor）
• ABC_TSCprxy（TSCProxyObject）
• ABC_TSCsk（TSCObject）
• ABC_TSCspxy（TSCSessionProxy）

雛形クラス（基底クラス） • ABC_TSCfactimpl（ABC_TSCfactsk）
• ABC_TSCimpl（ABC_TSCsk）
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ABC_TSCacpt（COBOL）

ABC_TSCacptはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCacptは，TSCユーザアクセプタの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが ABC_TSCacptを自動生
成します。

各副プログラム名の "_TSCacpt"の部分は，tscidl2cblコマンドの -TSCacpt_extオプ
ションによって変更できます。省略した場合，"_TSCacpt"が設定されます。

形式
 
CALL 'ABC_TSCacpt-NEW' USING
            BY VALUE     FACTORY-PTR
            BY VALUE     ACCEPTOR-NAME
            BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING       ACCEPTOR-PTR.
 
CALL 'ABC_TSCacpt-DEL' USING
            BY VALUE     ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.

副プログラム

● CALL 'ABC_TSCacpt-NEW' USING
            BY VALUE      FACTORY-PTR
            BY VALUE      ACCEPTOR-NAME
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING        ACCEPTOR-PTR.
 

FACTORY-PTRで指定された TSCObjectFactoryを持つ，TSCアクセプタ名称が
ACCEPTOR-NAMEの ABC_TSCacptを生成します。ただし，ACCEPTOR-NAMEに
は，1～ 31文字の TSCアクセプタ名称を指定してください。ACCEPTOR-NAMEが
NULLの場合，ACCEPTOR-NAMEは無視されます。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  FACTORY-PTR  USAGE POINTER (入力
)TSCObjectFactoryのポ
インタ

BY VALUE  ACCEPTOR-NAME  USAGE POINTER (入力 )TSCアクセプタ名
称のポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER TSCユーザアクセプタの
ポインタ



ABC_TSCacpt（COBOL）

468

● CALL 'ABC_TSCacpt-DEL' USING
            BY VALUE      ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

ABC_TSCacptを削除します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCacptのポ
インタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。
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ABC_TSCfactimpl（COBOL）

ABC_TSCfactimplは雛形クラスです。

ABC_TSCfactimplは，TSCユーザオブジェクトファクトリを実現するためのクラスで
す。実際の副プログラムのプリフィックスは "ABC_TSCfact"となります。各副プログラ
ム名の "_TSCfact"の部分は，tscidl2cblコマンドの -TSCfact_extオプションによって変
更できます。省略した場合，"_TSCfact"が設定されます。

形式

斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要がある副プログラムで
す。太字太字太字太字で示している部分は，引数の型および数を変更できる副プログラムで，ユーザ
が実装のコードを記述する必要があります。

 
CALL 'ABC_TSCfact-NEW'
            ...
             RETURNING          FACTORY-PTR.
 
CALL 'ABC_TSCfact-crt' USING
                  BY VALUE      FACTORY-PTR
             RETURNING          OBJECT-PTR.
CALL 'ABC_TSCfact-dst' USING
                  BY VALUE      FACTORY-PTR
                  BY VALUE      SK-PTR.
 
CALL 'ABC_TSCfact-get' USING
             RETURNING          FACTORY-PTR.
 
CALL 'ABC_TSCfact-rls' USING
                  BY VALUE      FACTORY-PTR.
 
CALL 'ABC_TSCfact-DEL' USING
            BY VALUE FACTORY-PTR
            ....

副プログラム

● CALL 'ABC_TSCfact-NEW'
      ...
         RETURNING   FACTORY-PTR.
 

ABC_TSCfactを作成します。引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要が
あります。

名称を変更して複数の副プログラムを作成できますが，どの副プログラムの戻り値にも，

項目 型・意味

戻り値 FACTORY-PTR  USAGE POINTER ABC_TSCfact-getの戻り値
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次に示す副プログラムを実行して得られる戻り値を設定する必要があります。

 
CALL 'ABC_TSCfact-get' USING
         RETURNING FACTORY-PTR.

● CALL 'ABC_TSCfact-crt' USING
            BY VALUE    FACTORY-PTR
         RETURNING   OBJECT-PTR.
 

ABC_TSCimplを作成するための副プログラムです。典型的なコードを生成するため，
ユーザは必要に応じて変更してください。

この副プログラムの戻り値には，次に示す副プログラムまたは同等のユーザ実装副プロ
グラムを実行して得られる戻り値を設定する必要があります。

 
CALL 'ABC_TSCimpl-NEW' ...
         RETURNING OBJECT-PTR.

● CALL 'ABC_TSCfact-dst' USING
            BY VALUE    FACTORY-PTR
            BY VALUE    SK-PTR.
 

ABC_TSCimplを削除するための副プログラムです。典型的なコードを生成するため，
ユーザは必要に応じて変更してください。

この副プログラムでは，次の副プログラムを実行する必要があります。

 
CALL 'ABC_TSCimpl-DEL' USING
            BY VALUE SK-PTR ... .

● CALL 'ABC_TSCfact-get'
         RETURNING         FACTORY-PTR.

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  FACTORY-PTR  USAGE POINTER (入力
)ABC_TSCfact-NEWの戻
り値

戻り値 OBJECT-PTR  USAGE POINTER ABC_TSCimpl-NEWの戻
り値

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  FACTORY-PTR  USAGE POINTER (入力
)ABC_TSCfact-NEWの戻
り値

BY VALUE  SK-PTR  USAGE POINTER (入力
)ABC_TSCimpl-NEWの
戻り値



ABC_TSCfactimpl（COBOL）

471

 

ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスの ABC_TSCfactと OTMを関連づけて，
OTM内部のファクトリのポインタを返します。この副プログラムは必ず
ABC_TSCfact-NEWから呼び出して，その戻り値を ABC_TSCfact-NEWの戻り値に設
定してください。この副プログラムはユーザが変更してはいけません。

● CALL 'ABC_TSCfact-rls'
            BY VALUE     FACTORY-PTR.
 

ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスの ABC_TSCfactと OTMの関連づけを解除
します。この副プログラムは必ず ABC_TSCfact-DELから呼び出してください。この副
プログラムは変更できません。

● CALL 'ABC_TSCfact-DEL' USING
            BY VALUE FACTORY-PTR
            ....
 

ABC_TSCfactを削除します。引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要が
あります。名称を変更して複数の副プログラムを作成できますが，どの副プログラムも，
次のように発行する必要があります。

 
CALL 'ABC_TSCfact-rls' USING
            BY VALUE FACTORY-PTR.
 

項目 型・意味

戻り値 FACTORY-PTR OTM内部のファクトリのポインタ

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  FACTORY-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCfactのポ
インタ

戻り値 ありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  FACTORY-PTR  USAGE POINTER (入力
)ABC_TSCfact-NEW の戻
り値

戻り値 ありません。
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ABC_TSCimpl（COBOL）

ABC_TSCimplは雛形クラスです。

ABC_TSCimplは，TSCユーザオブジェクトを実現するためのクラスです。ユーザ定義
IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータが
ABC_TSCimplを生成します。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述しま
す。

各副プログラム名の "_TSCimpl"の部分は，tscidl2cblコマンドの -TSCimpl_extオプ
ションによって変更できます。省略した場合，"_TSCimpl"が設定されます。

形式

斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要がある副プログラムで
す。太字太字太字太字で示している部分は，引数の型および数を変更できる副プログラムで，ユーザ
が実装のコードを記述する必要があります。

 
 CALL 'ABC_TSCimpl-NEW' USING
             ...
         RETURNING      SK-PTR.
 CALL 'ABC_TSCimpl-DEL' USING
             BY VALUE      SK-PTR
             ....
 
*ユーザ定義IDLインタフェース依存の副プログラム群
*形式1
 CALL 'xxx' USING
             ...
         (RETURNING      ...).
 
*形式2
 CALL 'xxx' USING
             BY VALUE      SK-PTR
             ...
         (RETURNING      ...).

副プログラム

● CALL 'ABC_TSCimpl-NEW' USING
            ...
         RETURNING   SK-PTR.
 

TSCユーザオブジェクトを生成します。引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述
する必要があります。この副プログラムは ABC_TSCfact-create副プログラムから呼ば

項目 型・意味

戻り値 SK-PTR  USAGE POINTER ABC_TSCsk-NEWの戻り値
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れます。名称を変更して複数の副プログラムを作成できます。

この副プログラムの戻り値には，次に示す副プログラムを実行して得られる戻り値を設
定する必要があります。

 
CALL 'ABC_TSCsk-NEW'
          RETURNING SK-PTR.

● CALL 'ABC_TSCimpl-DEL' USING
            BY VALUE   SK-PTR
         ...
 

TSCユーザオブジェクトを削除します。引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述
する必要があります。この副プログラムは ABC_TSCfact-destroy副プログラムから呼ば
れます。

名称を変更して複数の副プログラムを作成できますが，どの副プログラムも，次のよう
に発行する必要があります。

 
CALL 'ABC_TSCsk-DEL' USING
            BY VALUE SK-PTR.

ユーザが実装する副プログラム

ユーザ定義 IDLインタフェースのオペレーションに相当する副プログラムを，ユーザが
実装する必要があります。インタフェースには次の二つがあります。使用する形式は，
トランザクションフレームジェネレータ実行時に tscidl2cblコマンドの -formatオプショ
ンで選択できます。

形式 1
 
CALL 'xxx' USING
         ...
      (RETURNING)   ....

ユーザが実装するオペレーションです。この形式では，引数および戻り値はユーザ定義
IDLインタフェースのオペレーションと一致します。

形式 2
CALL 'xxx' USING
         BY VALUE   OBJECT-PTR
         ...
      (RETURNING)   ....
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  SK-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCsk-NEW
の戻り値

戻り値 ありません。
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ユーザが実装するオペレーションです。この形式では，ユーザ定義 IDLインタフェース
のオペレーションにある引数の前に，TSCObjectのポインタが渡されます。
TSCContextまたは TSCThreadなどの機能を使用する場合，この形式を使用してくださ
い。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  OBJECT-PTR  USAGE POINTER (入力 )対応する
TSCObjectのポインタ
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ABC_TSCprxy（COBOL）

ABC_TSCprxyはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCprxyは，TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユーザ定義 IDLインタ
フェースに従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，TSCProxyObjectを呼
び出します。なお，ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トランザクションフレー
ムジェネレータが ABC_TSCprxyを自動生成します。

各副プログラム名の "_TSCprxy"の部分は，tscidl2cblコマンドの -TSCprxy_extオプ
ションによって変更できます。省略した場合，"_TSCprxy"が設定されます。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの COBOL言語へのマッ
ピングは，TPBrokerと同様です。

形式
 
 CALL 'ABC_TSCprxy-NEW' USING
             BY VALUE       CLIENT-PTR
             BY VALUE       ACCEPTOR-NAME
             BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
          RETURNING      PROXY-HANDLE.
 
*ユーザ定義IDLインタフェース依存の副プログラム群
 CALL 'ABC-xxx' USING
             BY VALUE       PROXY-HANDLE
             ...
             BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
          (RETURNING ...) .
 
 CALL 'ABC_TSCprxy-DEL' USING
             BY VALUE       PROXY-HANDLE
             BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.

副プログラム

● CALL 'ABC_TSCprxy-NEW' USING
            BY VALUE          CLIENT-PTR
            BY VALUE          ACCEPTOR-NAME
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING      PROXY-HANDLE.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  CLIENT-PTR  USAGE POINTER (入力 )接続する
TSCClientのポインタ

BY VALUE  ACCEPTOR-NAME  USAGE-POINTER (入力 )TSCアクセプタ名
称のポインタ
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CLIENT-PTRで示される TSCClientと接続する ABC_TSCprxyを生成します。この
ABC_TSCprxyの TSCアクセプタ名称は ACCEPTOR-NAMEです。
ACCEPTOR-NAMEが NULLの場合は，ACCEPTOR-NAMEは無視されます。

ユーザ定義 IDLインタフェース依存副プログラム

● CALL 'ABC-xxx' USING
            BY VALUE          PROXY-HANDLE
            ...
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         (RETURNING ...).

ユーザ定義 IDLインタフェースで定義された，ABCインタフェース内の xxxオペレー
ションを呼び出します。PROXY-HANDLEと CORBA-ENVIRONMENT以外の引数，
および戻り値はユーザ定義 IDLインタフェースに依存します。

● CALL 'ABC_TSCprxy-DEL' USING
            BY VALUE          PROXY-HANDLE
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

ABC_TSCprxyを削除します。

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 PROXY-HANDLE  USAGE-POINTER ABC_TSCprxyのポインタ

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  PROXY-HANDLE  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ユーザ定義 IDLインタフェースに依存します。

例外 TSCSystemException（各種例外）
ユーザ定義 IDLインタフェース中の raises句に定義されたユーザ例外

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  PROXY-HANDLE  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味



ABC_TSCsk（COBOL）

477

ABC_TSCsk（COBOL）

ABC_TSCskはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCskは，TSCユーザスケルトンの実装クラスです。ユーザのオブジェクトイン
プリメントを作成する副プログラム（ABC_TSCimpl-NEW），または削除する副プログ
ラム（ABC_TSCimpl-DEL）では，必ず TSCユーザスケルトンの作成
（ABC_TSCsk-NEW）または削除（ABC_TSCsk-DEL）を行ってください。

各副プログラム名の "_TSCsk"の部分は，tscidl2cblコマンドの -TSCsk_extオプション
によって変更できます。省略した場合，"_TSCsk"が設定されます。

形式
 
CALL 'ABC_TSCsk-NEW' USING
         RETURNING      SK-PTR.
 
CALL 'ABC_TSCsk-DEL' USING
            BY VALUE      SK-PTR.
 

副プログラム

● CALL 'ABC_TSCsk-NEW'
        RETURNING   SK-PTR.
 

ABC_TSCskを生成します。

● CALL 'ABC_TSCsk-DEL' USING
            BY VALUE   SK-PTR.
 

ABC_TSCskを削除します。

項目 型・意味

戻り値 SK-PTR USAGE POINTER ABC_TSCskのポインタ

項目 型・意味

戻り値 ありません。
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ABC_TSCspxy（COBOL）

ABC_TSCspxyはユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスです。

ABC_TSCspxyは，セション呼び出し用の TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユー
ザ定義 IDLインタフェースに従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，
TSCSessionProxyを呼び出します。ユーザ定義 IDLインタフェースに従って，トランザ
クションフレームジェネレータが ABC_TSCspxyを自動生成します。ABC_TSCspxyは，
次の点を除いて ABC_TSCprxyと同様の働きをします。

• TSCSessionProxyを継承します。
• トランザクションフレームジェネレータに -TSCspxyオプションを指定したときだけ
生成されます。

• onewayのオペレーションを定義したユーザ定義 IDLからは生成できません。

各副プログラム名の "_TSCspxy"の部分は，tscidl2cblコマンドの -TSCspxy_extオプ
ションによって変更できます。省略した場合，"_TSCspxy"が設定されます。

ユーザ定義 IDLインタフェースのマッピング

ユーザ定義 IDLインタフェース内に定義されたオペレーションの COBOL言語へのマッ
ピングは，TPBrokerと同じです。

形式
 
 CALL 'ABC_TSCspxy-NEW' USING
             BY VALUE       CLIENT-PTR
             BY VALUE       ACCEPTOR-NAME
             BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
          RETURNING      SPROXY-HANDLE.
 
*ユーザ定義IDLインタフェース依存の副プログラム群
 CALL 'ABC-xxx' USING
             BY VALUE       SPROXY-HANDLE
             ...
             BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
          (RETURNING ...) .
 
 CALL 'ABC_TSCspxy-DEL' USING
             BY VALUE       SPROXY-HANDLE
             BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.

副プログラム

● CALL 'ABC_TSCspxy-NEW' USING
            BY VALUE          CLIENT-PTR
            BY VALUE          ACCEPTOR-NAME
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING      SPROXY-HANDLE.
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CLIENT-PTRで示される TSCClientと接続する ABC_TSCspxyを生成します。この
ABC_TSCspxyの TSCアクセプタ名称は ACCEPTOR-NAMEです。
ACCEPTOR-NAMEが NULLの場合は，ACCEPTOR-NAMEは無視されます。

ユーザ定義 IDLインタフェース依存副プログラム

● CALL 'ABC-xxx' USING
            BY VALUE          SPROXY-HANDLE
            ...
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         (RETURNING ...).
 

ユーザ定義 IDLインタフェースで定義された，ABCインタフェース内の xxxオペレー
ションを呼び出します。SPROXY-HANDLEと CORBA-ENVIRONMENT以外の引数，
および戻り値はユーザ定義 IDLインタフェースに依存します。

● CALL 'ABC_TSCspxy-DEL' USING
            BY VALUE          SPROXY-HANDLE
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE CLIENT-PTR USAGE POINTER (入力 )接続する TSCClient
のポインタ

BY VALUE ACCEPTOR-NAME USAGE-POINTER (入力 )TSCアクセプタ名称
のポインタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 SPROXY-HANDLE USAGE-POINTER ABC_TSCspxyのポインタ

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SPROXY-HANDLE USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ユーザ定義 IDLインタフェースに依存します。

例外 TSCSystemException（各種例外）
ユーザ定義 IDLインタフェース中の raisesに定義されたユーザ例外

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SPROXY-HANDLE USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。
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ABC_TSCspxyを削除します。
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TSCAcceptor（COBOL）

TSCAcceptorはシステム提供クラスです。

TSCAcceptorは ABC_TSCacptの基底クラスです。各副プログラムは ABC_TSCacptの
インスタンスに対して発行します。したがって，各副プログラムの第 1引数
（ACCEPTOR-PTR）には，ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス
（ABC_TSCacpt）のポインタを指定してください。

TSCAcceptorは，TSCユーザプロキシを使用したクライアント側からの TSCユーザオ
ブジェクトの副プログラム呼び出し要求に対して，サーバ側の TSCユーザオブジェクト
の副プログラムを呼び出すためのクラスです。TSCルートアクセプタから TSCユーザオ
ブジェクトの副プログラム呼び出し要求を受け取り，TSCユーザオブジェクトの副プロ
グラムを呼び出します。これに伴って，TSCユーザオブジェクトを管理したり，スレッ
ドと TSCユーザオブジェクト間を対応づけたりします。また，TSCサービス識別子を使
用して，TSCユーザオブジェクトが提供するサービスを識別します。

ユーザは TSCユーザオブジェクトの管理オブジェクトとして，TSCAcceptorクラスのイ
ンスタンスを生成します。次に TSCAcceptorの特徴を示します。

• TSCObjectFactoryを保持することで，TSCユーザオブジェクト（TSCObject）を管
理します。

• TSCAcceptorが提供できるサービスを TSCサービス識別子の列で表現します。TSC
サービス識別子は，インタフェース名称の列と TSCアクセプタ名称から構成されま
す。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。

TSCユーザオブジェクト（TSCObject）の管理

TSCObjectFactoryによる TSCObjectの管理

TSCRootAcceptorが active状態に遷移するとき，登録されている TSCAcceptorはオブ
ジェクト管理開始通知を受けます。また，TSCRootAcceptorが non-active状態に遷移す
るとき，登録されている TSCAcceptorはオブジェクト管理終了通知を受けます。それぞ
れの通知とともに，TSCAcceptorは TSCObjectFactoryを使用して次に示すように動作
します。

• TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理開始通知を受けると，
TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で，TSCObjectFactoryの createを呼び出
します。さらに，この呼び出しで返される TSCObjectを TSCRootAcceptorが保持す
る各スレッドに割り当てます。これによって，TSCObjectFactoryの create呼び出し
で返される TSCObjectは，スレッドに対応づけて管理されます。

• TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理終了通知
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TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理終了通知を受けると，
TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で，割り当てられている TSCObjectを引
数に，TSCObjectFactoryの destroyを呼び出します。これによって，対応づけられ
ているスレッド上の管理対象から，該当する TSCObjectが外されます。

TSCRootAcceptorからの TSCObjectの呼び出し

TSCRootAcceptorは，クライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼び出しを受け
取ると，該当するサービスを提供する TSCAcceptorに振り分けます。さらに，
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorが管理するスレッド上で TSCユーザオブジェクト
呼び出し要求を受け取ると，同じスレッド上で同じスレッドに割り当てられている
TSCObjectを呼び出します。

TSCサービス識別子によるサービスの識別

TSCサービス識別子の構成

TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されま
す。TSCサービス識別子は，インタフェース名称の列と TSCアクセプタ名称から構成さ
れます。

• TSCAcceptorのインタフェース名称の列
TSCAcceptorのインタフェース名称の列は，TSCAcceptorや管理する TSCObjectが
提供するサービスのインタフェースの種類を表します。
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，単数のインタフェース名称で表され
ます。TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義
IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表さ
れます。

• TSCAcceptorの TSCアクセプタ名称
TSCアクセプタ名称も，TSCAcceptorや管理する TSCObjectが提供するサービスの
インタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供する
TSCAcceptorまたは TSCObjectの間の実装内容の違いを識別するために使用します。
したがって，TSCアクセプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし "とす
ることもできます。

サービスの種類の表現方法

TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子の列によって表され
ます。TSCAcceptorは TSCサービス識別子の列で示されるサービスを提供できます。

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
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単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 
TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義 IDLイ
ンタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表され
ます。
 
複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理する
TSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
 
単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および
単数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子
 
TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義 IDLイ
ンタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表され
ます。
 
複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および
複数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子（ただし，TSCサービス識別子中の
TSCアクセプタ名称は同じ）

サービスの種類の表現例
• TSCAcceptorのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"への要求だけを受け付けること
ができます。
 
"ABC::"

• TSCAcceptorのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称が "abc"の場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"と "ABC::abc"への要求メッセー
ジを受け付けることができます。
 
"ABC::abc"
"ABC::"

形式
 
 CALL 'TSCAcceptor-getInterfaceName USING
        BY VALUE      ACCEPTOR-PTR
        BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
      RETURNING       INTERFACE-NAME.
 
 CALL 'TSCAcceptor-getAcceptorName USING
        BY VALUE      ACCEPTOR-PTR
        BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
      RETURNING       ACCEPTOR-NAME.

副プログラム

● CALL 'TSCAcceptor-getInterfaceName' USING
            BY VALUE      ACCEPTOR-PTR
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            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING       INTERFACE-NAME.
 

インタフェース名称を取得します。

インタフェース名称のメモリ領域の管理責任は TSCAcceptorクラスにあるので，ユーザ
は解放しないでください。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことができます。

● CALL 'TSCAcceptor-getAcceptorName' USING
            BY VALUE      ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING       ACCEPTOR-NAME
 

TSCアクセプタ名称を取得します。

TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任は TSCAcceptorクラスにあるので，ユーザ
は解放しないでください。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことができます。

TSCAcceptorの生成と削除

TSCAcceptorは，TSCAcceptor-NEWで生成し，TSCAcceptor-DELETEで削除します。
TSCAcceptorクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは削除できな
いため，インスタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で解放してください。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCAcceptorクラスのインスタンスの副プログラムを呼び出す

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCAcptの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 INTERFACE-NAME  USAGE POINTER インタフェース名称

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCAcptの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ACCEPTOR-NAME  USAGE POINTER TSCアクセプタ名称

例外 TSCBadParamException
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規則を次に示します。

インスタンスの公開副プログラム呼び出し規則

TSCAcceptorクラスのインスタンスが，ほかのクラスのインスタンスの公開副プログラ
ムを呼び出す規則を次に示します。

インスタンスへの内部参照（アクセス）規則

TSCAcceptorクラス型のインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照す
るインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，その際の
動作を保証しません。

また，複数のスレッド上から同時に TSCAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照
（アクセス）できます。

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCAcceptor-getInterfaceName できます。

TSCAcceptor-getAcceptorName できます。

タイミング 公開副プログラム呼び出し

TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通
知，またはオブジェクト管理終了通知のとき

コンストラクタで指定した TSCObjectFactory型
のインスタンス

登録先の TSCRootAcceptorが active状態のとき active状態に遷移するときに管理を開始した
TSCObject型のインスタンス
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TSCAdm（COBOL）

TSCAdmはシステム提供クラスです。

TSCAdmは，アプリケーションの初期化処理，TSCClientの取得，および TSCServer
の取得をするクラスです。

形式
 
CALL 'TSCAdm-initServer' USING
                  BY REFERENCE ARGC
                  BY REFERENCE ARGV
                  BY VALUE     ORB-PTR
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
CALL 'TSCAdm-initClient' USING
                  BY REFERENCE ARGC
                  BY REFERENCE ARGV
                  BY VALUE     ORB-PTR
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
 
CALL 'TSCAdm-serverMainloop' USING
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
CALL 'TSCAdm-shutdown' USING
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
 
CALL 'TSCAdm-endServer' USING
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
CALL 'TSCAdm-endClient' USING
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
 
CALL 'TSCAdm-getTSCClient' USING
                  BY VALUE     DOMAIN-PTR
                  BY VALUE     WAY
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
              RETURNING        CLIENT-PTR.
CALL 'TSCAdm-getTSCServer' USING
                  BY VALUE     DOMAIN-PTR
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
              RETURNING        SERVER-PTR.
 
CALL 'TSCAdm-releaseTSCClient' USING
                  BY VALUE     CLIENT-PTR
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
CALL 'TSCAdm-releaseTSCServer' USING
                  BY VALUE     SERVER-PTR
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
 
CALL 'TSCAdm-get_status' USING
                  BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT.
              RETURNING        STATUS.
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副プログラム

● CALL 'TSCAdm-initServer'   USING
            BY REFERENCE      ARGC
            BY REFERENCE      ARGV
            BY VALUE          ORB-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

サーバアプリケーションの初期化処理を実行します。

この副プログラムは，プロセスで 1回だけ発行できます。TSCAdm-endServer副プログ
ラム，または TSCAdm-endClient副プログラムの発行によって終了処理したあとでも，
この副プログラムは発行できません。

この副プログラムの ARGCにはプロセスのMAINとなる副プログラムの第 1引数を，
ARGVにはプロセスのMAINとなる副プログラムの第 2引数をそれぞれそのまま指定し
てください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更して
ARGCおよび ARGVに指定すると，正しく動作しない場合があります。tscstartprcコ
マンドを使用して開始したサーバアプリケーションのコマンドラインには，tscstartprc
コマンドに指定したコマンドライン引数がすべて渡されます。

● CALL 'TSCAdm-initClient'   USING
            BY REFERENCE        ARGC
            BY REFERENCE        ARGV
            BY VALUE            ORB-PTR
            BY REFERENCE        CORBA-ENVIRONMENT.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY REFERENCE  ARGC  PIC S9(9) COMP (入力 )コマンド引数配列
の要素数

BY REFERENCE  ARGV  USAGE POINTER (入力 )コマンド引数配列
のポインタ

BY VALUE  ORB-PTR  USAGE POINTER (入力 )ORBのポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
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クライアントアプリケーションの初期化処理を実行します。

この副プログラムの ARGCにはプロセスのMAINとなる副プログラムの第 1引数を，
ARGVにはプロセスのMAINとなる副プログラムの第 2引数をそれぞれそのまま指定し
てください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更して
ARGCおよび ARGVに指定すると，正しく動作しない場合があります。

この副プログラムは，TSCAdm-endClient副プログラムの発行によって終了処理をした
場合は再発行できますが，TSCAdm-endServer副プログラムの発行によって終了処理を
したあとは再発行できません。TSCAdm-endClient副プログラムの発行後にこの副プロ
グラムを再発行した場合，2回目以降の発行で指定した ARGCおよび ARGVの値は無効
となり，初回の発行で指定した値が有効になります。ただし，この副プログラムを複数
回発行するとクライアントアプリケーションの性能に影響を与えるため，推奨できませ
ん。

● CALL 'TSCAdm-serverMainloop' USING
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

リクエストを受信待ち状態にします。この副プログラムはサーバアプリケーションでだ
け発行できます。

● CALL 'TSCAdm-shutdown' USING
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY REFERENCE  ARGC  PIC S9(9) COMP (入力 )コマンド引数配列
の要素数

BY REFERENCE  ARGV  USAGE POINTER (入力 )コマンド引数配列
のポインタ

BY VALUE  ORB-PTR  USAGE POINTER (入力 )ORBのポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。
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リクエストの受信待ち状態を解除します。この副プログラムはサーバアプリケーション
でだけ発行できます。

● CALL 'TSCAdm-endServer' USING
           BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

サーバアプリケーションの終了処理を実行します。

この副プログラムはプロセスで１回だけ発行できます。この副プログラム発行後はその
プロセスで OTMの機能は使用しないでください。

● CALL 'TSCAdm-endClient' USING
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

クライアントアプリケーションの終了処理を実行します。

この副プログラムの発行後は，そのプロセスで OTMまたは OTM - Clientの機能を使用
できません。また，この副プログラムで例外が発生した場合は，クライアントアプリ
ケーションを終了させる必要があります。

● CALL 'TSCAdm-getTSCClient' USING
            BY VALUE          DOMAIN-PTR
            BY VALUE          WAY
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            CLIENT-PTR.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  DOMAIN-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCドメインのポ
インタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目



TSCAdm（COBOL）

490

指定した TSCDomainを基に，リクエストする TSCデーモンの TSCClientのリファレ
ンスを取得します。

WAYには，接続経路として，次に示すどれかを指定します。

• 0
TSCデーモンに直結してリクエストします。ただし，シングルスレッドライブラリを
使用するアプリケーションプログラムの場合は，TSCデーモンに直結したリクエスト
はできません。

• 1
TSCレギュレータを経由してリクエストします。この場合，TSCレギュレータによっ
てコネクションを集約します。

• 2
アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数 -TSCRequestWay
に指定した接続経路に従います。

ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，この副プログラムに指
定した TSCDomainおよびWAY（WAYが "2"の場合はコマンドオプション引数
-TSCRequestWayの指定値）の組み合わせに一致する情報が，接続先情報ファイル中に
記述されていなければなりません。一致する情報が接続先情報ファイルにない場合，
TSCBadParamException例外が発生します。なお，ファイル検索方式でマルチノードリ
トライ接続を実行するには，アプリケーションプログラムの開始時に，次に示すように
コマンドオプション引数を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに
"0000"または "0001"を指定します。

• -TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省
略します。この場合，TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

● CALL 'TSCAdm-getTSCServer'   USING
            BY VALUE          DOMAIN-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            SERVER-PTR.
 

戻り値 CLIENT-PTR  USAGE POINTER TSCClientオブジェクト

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException

項目 型・(入出力の区別 )意味
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指定した TSCDomainを基に，自サーバへリクエストを振り分ける TSCデーモンの
TSCServerのポインタを取得します。

● CALL 'TSCAdm-releaseTSCClient'   USING
            BY VALUE          CLIENT-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

TSCClientを解放します。

● CALL 'TSCAdm-releaseTSCServer'   USING
            BY VALUE          SERVER-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  DOMAIN-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCドメインのポ
インタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 SERVER-PTR  USAGE POINTER サーバオブジェクトのポイ
ンタ

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  CLIENT-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCClientオブ
ジェクト

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  SERVER-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCServerオブ
ジェクト

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目
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TSCServerを解放します。

● CALL 'TSCAdm-get_status'
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING           STATUS.
 

運用管理で管理するプロセスステータスを返します。プロセスステータスを示す定数を
表 7-4，表 7-5に示します。

表 7-4　TSCAdmクラスで検出するクライアントアプリケーションのプロセスステータ
ス（COBOL）

クライアントアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object 
Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のクライアントアプリケーションの状態の検
出に関する説明を参照してください。

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 STATUS  PIC S9(9) COMP プロセスステータス

定数 状態 内容

0 オンライン稼働中 TSCAdm-initClientを発行してから，終了要求を受け付けるま
での状態

2 正常終了処理中 終了要求を受け付けてから，TSCAdm-endClientを発行するま
での状態

3 終了 TSCAdm-initClientの発行以前，または TSCAdm-endClient
の発行以降の状態

項目 型・(入出力の区別 )意味
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表 7-5　TSCAdmクラスで検出するサーバアプリケーションのプロセスステータス
（COBOL）

サーバアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object 
Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のサーバアプリケーションの状態の検出に関
する説明を参照してください。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCAdmクラスのインスタンスの副プログラムを呼び出す規則
を次に示します。

注※
複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできますが，有効となるのは一つの呼
び出しだけです。

定数 状態 内容

0 正常開始処理中 TSCAdm-initServerを発行してから，
TSCAdm-serverMainloopを発行するまでの状態

1 オンライン稼働中 TSCAdm-serverMainloopを発行してから，終了要求を受け付
けるまでの状態

2 正常終了処理中 終了要求を受け付けてから，TSCAdm-endServerを発行するま
での状態

3 終了 TSCAdm-initServerの発行以前，または TSCAdm-endServer
の発行以降の状態

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

initServer できます。※

initClient できます。※

serverMainloop できます。※

shutdown できます。※

endServer できます。※

endClient できます。※

getTSCClient できます。

getTSCServer できます。

releaseTSCClient できます。

releaseTSCServer できます。

get_status できます。
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TSCCBLThread（COBOL）

TSCCBLThreadは，COBOL85インタフェースのために用意された，TSCThreadの派
生クラスです。TSCThreadを生成する TSCThreadFactoryが TSCRootAcceptorに登録
されている場合，TSCRootAcceptorが所有する実際のスレッドを表します。

COBOL85インタフェースでは，TSCThreadを継承した COBOL85インタフェース用
の TSCCBLThreadクラスを使用します。複数の TSCThreadを使用したい場合，ユーザ
は TSCThreadの派生クラスを複数作成するのではなく，TSCCBLThreadFactoryクラ
スにスレッドファクトリ識別子を指定します。

TSCCBLThread-beginThread副プログラムまたは TSCCBLThread-endThread副プロ
グラム中で，該当するスレッドに応じて動作を切り分ける場合も，TSCThreadFactory
クラスのスレッドファクトリ識別子を利用します。スレッドファクトリ識別子は，ス
レッドの開始および終了時に呼び出される TSCCBLThread-beginThreadおよび
TSCCBLThread-endThreadが受け取る第 1引数に該当します。

TSCCBLThread-beginThread副プログラムまたは TSCCBLThread-endThread副プロ
グラムは，OTMのトランザクションフレームジェネレータによって雛形が生成されま
す。内部動作はユーザが記述します。

形式

斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要がある副プログラムで
す。

 
CALL 'TSCCBLThread-beginThread' USING
            BY VALUE      THREAD-FACT-ID.
CALL 'TSCCBLThread-endThread' USING
            BY VALUE      THREAD-FACT-ID.
 
CALL 'TSCCBLThread-getThreadFactID' USING
            BY VALUE      THREAD-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING        THREAD-FACT-ID.

副プログラム

● CALL 'TSCCBLThread-beginThread' USING
            BY VALUE   THREAD-FACT-ID.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  THREAD-FACT-ID  PIC S9(9) COMP (入力 )スレッドファクト
リ識別子

戻り値 ありません。
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TSCRootAcceptorがスレッドを生成するときに呼び出します。THREAD-FACT-ID引数
には，該当する TSCCBLThreadFactoryのスレッドファクトリ識別子が設定されます。
これによって，ユーザは副プログラムの動作をスレッドファクトリ識別子ごとに切り替
えることができます。

● CALL 'TSCCBLThread-endThread' USING
            BY VALUE   THREAD-FACT-ID.
 

TSCRootAcceptorがスレッドを削除するときに呼び出します。THREAD-FACT-ID引数
には，該当する TSCCBLThreadFactoryのスレッドファクトリ識別子が設定されます。
これによって，ユーザは副プログラムの動作をスレッドファクトリ識別子ごとに切り替
えることができます。

● CALL 'TSCCBLThread-getThreadFactID' USING
            BY VALUE       THREAD-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         THREAD-FACT-ID.
 

THREAD-PTRで指定する TSCThreadに対応するスレッドファクトリ識別子を取得し
ます。ユーザオペレーション内で，TSCObject-TSCThreadGetで取得する TSCThread
のスレッドファクトリ識別子を取得する場合に使用できます。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  THREAD-FACT-ID  PIC S9(9) COMP (入力 )スレッドファクト
リ識別子

戻り値 ありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  THREAD-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCThreadのポイ
ンタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 THREAD-FACT-ID  PIC S9(9) COMP スレッドファクトリ識別子
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TSCCBLThreadFactory（COBOL）

TSCCBLThreadFactoryは，COBOL85インタフェースのために用意された，
TSCThreadFactoryの派生クラスです。

COBOL85インタフェースでは，複数のスレッドファクトリを使用したい場合，ユーザ
は TSCThreadFactoryクラスの派生クラスを複数作成するのではなく，
TSCCBLThreadFactoryクラスにスレッドファクトリ識別子を指定します。

TSCCBLThread-beginThread副プログラムまたは TSCCBLThread-endThread副プロ
グラム中で，該当するスレッドに応じて動作を切り分ける場合も，TSCThreadFactory
クラスのスレッドファクトリ識別子を利用します。スレッドファクトリ識別子は，ス
レッドの開始および終了時に呼び出される TSCCBLThread-beginThreadおよび
TSCCBLThread-endThreadが受け取る第 1引数に該当します。

形式
 
CALL 'TSCCBLThreadFactory-NEW' USING
           BY VALUE      THREAD-FACT-ID
        RETURNING        THREAD-FACT-PTR.
 
CALL 'TSCCBLThreadFactory-DELETE' USING
           BY VALUE      THREAD-FACT-PTR.

副プログラム

● CALL 'TSCCBLThreadFactory-NEW' USING
            BY VALUE   THREAD-FACT-ID
         RETURNING     THREAD-FACT-PTR.
 

TSCCBLThreadFactoryを生成します。スレッドファクトリには，THREAD-FACT-ID
で指定されたスレッドファクトリ識別子が設定されます。このスレッドファクトリ識別
子は TSCCBLThread-beginThreadおよび TSCCBLThread-endThreadに引数として渡
されます。ユーザは，このスレッドファクトリ識別子によって
TSCCBLThread-beginThreadおよび TSCCBLThread-endThreadの動作を切り替える
ことができます。スレッドファクトリ識別子には，ユーザが任意の値を設定できます。

● CALL 'TSCCBLThreadFactory-DELETE' USING
            BY VALUE   THREAD-FACT-PTR.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  THREAD-FACT-ID  PIC S9(9) COMP (入力 )スレッドファクト
リ識別子

戻り値 THREAD-FACT-PTR  USAGE POINTER TSCCBLThreadFactory
のポインタ
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TSCCBLThreadFactoryを削除します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  THREAD-FACT-PTR  USAGE 
POINTER

(入力 )TSCCBLThreadFactory
のポインタ

戻り値 ありません。
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TSCClient（COBOL）

TSCClientはシステム提供クラスです。

ABC_TSCprxyを TSCデーモンと関連づける場合，ABC_TSCprxyを生成する時点で，
TSCClientは ABC_TSCprxy-NEW副プログラムの引数に渡されます。

TSCClientは，TSCデーモン中のクライアントアプリケーション管理部分を表すクラス
です。クライアントアプリケーション側からの TSCユーザオブジェクトの呼び出し要求
は，TSCClientを経由して TSCデーモンに渡されます。

ユーザは，クライアントアプリケーションが TSCデーモンと接続するときに TSCClient
を取得します。クライアントアプリケーションと TSCデーモンの接続には，TSCデーモ
ンと直結する方法と，TSCレギュレータを経由する方法があります。次に TSCClientの
特徴を示します。

• 属性として TSCドメイン名称と TSC識別子を持ちます。

TSCデーモンに直結する場合の TSCClientの取得

クライアントアプリケーションと TSCデーモン間の直結の接続は，クライアントアプリ
ケーションプロセス内で TSCClientを最初に取得するときに確立されます。その後，同
じ TSCデーモンに対して TSCClientを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，
取得したすべての TSCClientを解放すると接続が切断されます。

一つのクライアントアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することも
できます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由して TSC
デーモンに渡される場合，並行して処理されます。

ただし，シングルスレッドライブラリを使用するアプリケーションプログラムの場合，
TSCデーモンに直結してリクエストできません。

TSCレギュレータを経由する場合の TSCClientの取得

TSCレギュレータを経由する場合のクライアントアプリケーションと TSCデーモン間の
接続は，TSCClientを取得するたびに確立されます。逆に，TSClientを解放するたび
に，割り当てられた接続が切断されます。

一つのクライアントアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することも
できます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求がこの一つの接続を経由して
TSCデーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。

形式
 
CALL 'TSCClient-getTSCDomainName' USING
            BY VALUE       CLIENT-PTR
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            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         DOMAIN-NAME.
 
CALL 'TSCClient-getTSCID' USING
            BY VALUE       CLIENT-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         TSCID.

副プログラム

● CALL 'TSCClient-getTSCDomainName'   USING
            BY VALUE          CLIENT-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            DOMAIN-NAME.
 

TSCドメイン名称を返します。

● CALL 'TSCClient-getTSCID' USING
            BY VALUE          CLIENT-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            TSCID.
 

TSC識別子を返します。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCClientクラスのインスタンスの副プログラムを呼び出す規
則を次に示します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  CLIENT-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCClientのポイ
ンタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 DOMAIN-NAME  USAGE POINTER TSCドメイン名称のポイ
ンタ

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  CLIENT-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCClientのポイ
ンタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 TSCID  USAGE POINTER TSC識別子のポインタ

例外 TSCBadParamException
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インスタンスの副プログラム呼び出しの内部参照（アクセス）規則

TSCClientクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）
する規則を次に示します。

インスタンスへの内部参照（アクセス）規則

TSCClientクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するイ
ンスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，その際の動作
を保証しません。

また，複数のスレッドから同時にこのクラスの同じインスタンスを内部参照できます。

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCClient-getTSCDomainName できます。

TSCClient-getTSCID できます。

副プログラム 内部参照

TSCClient-getTSCDomainName ありません。

TSCClient-getTSCID ありません。
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TSCContext（COBOL）

TSCContextはシステム提供クラスです。

TSCContextは，TSCユーザプロキシを使用してクライアント側からサーバ側の TSC
ユーザオブジェクトの副プログラムを呼び出すとき，暗黙的にサーバ側に渡すユーザ
データのコンテナクラスです。次に TSCContextの特徴を示します。

• ユーザデータを保持します。

TSCContextによるユーザデータの取得

TSCProxyObjectを使用して，クライアント側からサーバ側の TSCユーザオブジェクト
の副プログラムを呼び出すときに，TSCContextによって引数以外のユーザデータを
サーバ側に渡すことができます。

クライアント側では，TSCProxyObject-TSCContextGetによって TSCContextを取得
し，送信したいユーザデータを設定します。サーバ側では，オブジェクトが呼び出され
ている間，TSCObject-TSCContextGetを使用して TSCContextを取得します。この
TSCContextが保持しているユーザデータは，クライアント側の TSCContextに設定し
たユーザデータと同じ内容です。

形式
 
CALL 'TSCContext-setUserData' USING
            BY VALUE       CONTEXT-PTR
            BY VALUE       DATA-PTR
            BY VALUE       DATA-LENGTH
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
CALL 'TSCContext-getUserData' USING
            BY VALUE       CONTEXT-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
         RETURNING         DATA-PTR.
 
CALL 'TSCContext-getUserDataLength' USING
            BY VALUE       CONTEXT-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
         RETURNING         DATA-LENGTH.

副プログラム

● CALL 'TSCContext-setUserData' USING
            BY VALUE      CONTEXT-PTR
            BY VALUE      DATA-PTR
            BY VALUE      DATA-LENGTH
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
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ユーザデータを設定します。ここで設定したユーザデータの領域の管理責任は，ユーザ
にあります。

● CALL 'TSCContext-getUserData' USING
            BY VALUE          CONTEXT-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            DATA-PTR.
 

ユーザデータを取得します。ユーザが自分で設定したものでないかぎり，ここで取得し
たユーザデータをユーザが解放してはいけません。

● CALL 'TSCContext-getUserDataLength' USING
            BY VALUE          CONTEXT-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            DATA-LENGTH.
 

ユーザデータの長さを取得します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  CONTEXT-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCContextのポイ
ンタ

BY VALUE  TA-PTR  USAGE POINTER (入力 )ユーザデータ（文
字列のポインタ）

BY VALUE  DATA-LENGTH  PIC 9(9) COMP (入力 )ユーザデータの長
さ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  CONTEXT-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCContextのポイ
ンタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 DATA-PTR  USAGE POINTER ユーザデータ

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  CONTEXT-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCContextのポイ
ンタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 DATA-LENGTH  PIC 9(9) COMP ユーザデータの長さ

例外 TSCBadParamException
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マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCContextクラスのインスタンスの副プログラムを呼び出す
規則を次に示します。

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCContext-setUserData できません。

TSCContext-getUserData できません。

TSCContext-getUserDataLength できません。
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TSCDomain（COBOL）

TSCDomainはシステム提供クラスです。

TSCDomainは，TSCドメイン情報および TSC識別子情報を管理するホルダクラスで
す。

形式
 
CALL 'TSCDomain-NEW' USING
                 BY VALUE     DOMAIN-NAME
                 BY VALUE     TSCID
                 BY VALUE     FLAG
                 BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT
            RETURNING   DOMAIN-PTR.
 
CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
                 BY VALUE      DOMAIN-PTR
                 BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.

副プログラム

● CALL 'TSCDomain-NEW' USING
            BY VALUE      DOMAIN-NAME
            BY VALUE      TSCID
            BY VALUE      FLAG
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         DOMAIN-PTR
 

TSCDomainクラスのインスタンスを作成します。

FLAGの値によって動作が異なります。FLAGが "0"の場合，TSCドメイン名称だけか
ら TSCDomainを作成します。TSCIDの指定は無視されます。FLAGが "1"の場合，
TSCドメイン名称および TSC識別子から TSCDomainを作成します。

DOMAIN-NAMEおよび TSCIDに文字列を指定する場合は，先頭が "TSC"または "tsc"

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  DOMAIN-NAME  USAGE POINTER (入力 )TSCドメイン名称

BY VALUE  TSCID  USAGE POINTER (入力 )TSC識別子

BY VALUE  FLAG  PIC S9(9) COMP (入力 )0または 1のフラグ
値

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 DOMAIN-PTR  USAGE  POINTER TSCDomainインスタンス
のポインタ

例外 TSCBadParamException
TSCInitializeException
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ではない 1～ 31文字の英数字の文字列を指定してください。なお，TSCIDに IPアドレ
スを指定する場合は，ピリオド (.)も使用できます。また，DOMAIN-NAMEに NULL
を指定する場合，TSCIDに NULLを指定する場合，または FLAGに 0を指定する場合
は，アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数
-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定しない場合
DOMAIN-NAMEに NULLを指定する場合，TSCAdm-initServer，または
TSCAdm-initClientの ARGV引数内の "-TSCDomain"オプションの指定値を使用し
ます。
FLAGの値が 1で，かつ TSCIDに NULLを指定する場合，TSCAdm-initServer，ま
たは TSCAdm-initClientの ARGV引数内の "-TSCID"オプションの指定値を使用し
ます。

• コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数 -TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。
-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker 
Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続
対象に関する説明を参照してください。

● CALL 'TSCDomain-DELETE' USING
            BY VALUE          DOMAIN-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT.
 

TSCDomainクラスのインスタンスを削除します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  DOMAIN-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCDomainのポイ
ンタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCInitializeException
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TSCObject（COBOL）

TSCObjectはシステム提供クラスです。

TSCObjectは ABC_TSCimplの基底クラスです。各副プログラムは ABC_TSCimplのイ
ンスタンスに対して発行します。したがって，各副プログラムの第 1引数
（OBJECT-PTR）には，ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス（ABC_TSCimpl）
のポインタを指定してください。

TSCObjectは，OTMでの（サーバ）オブジェクトの基本クラスおよびインタフェース
です。

ユーザは TSCObjectを継承させて，クライアント側にサービスを提供するクラスを定義
します。また，サービスを提供するオブジェクトとして，その派生クラスのインスタン
スを生成します。次に TSCObjectの特徴を示します。

• 直接，TSCObjectのインスタンスを生成できません。
• TSCObjectを生成する，TSCObjectFactoryの実装クラスを記述する必要があります。
• 属性としてインタフェース名称の列を持ちます。
• クライアント側から TSCProxyObjectを使用して TSCObjectを呼び出すときにユー
ザデータを TSCContextに指定すると，サーバ側で TSCContextから同じデータを取
得できます。

• TSCRootAcceptorを生成するときに TSCThreadFactoryを指定すると，TSCThread
を取得できます。

TSCObjectが提供するサービスのインタフェース名称

TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，TSCAcceptorのインタフェース名称の
列で表されます。

TSCObjectが単数のインタフェースを提供する場合，提供するインタフェースの種類は，
単数のインタフェース名称で表されます。

TSCObjectが複数のインタフェースを提供する場合，例えば，ユーザ定義 IDLインタ
フェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表されます。

TSCObjectの呼び出し時の TSCContextの取得

TSCProxyObjectを使用してクライアント側から TSCObjectの副プログラムを呼び出す
ときに，ユーザは引数以外のデータを TSCContextとして送信できます。クライアント
側引数以外のデータを TSCContextとして送信すると，サーバ側では TSCObjectのサー
ビス提供副プログラムが呼び出されている間に TSCObject-TSCContextGetを呼び出す
ことによって，クライアント側で指定した TSCContextを取得できます。
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TSCObjectの呼び出し時の TSCThreadの取得

TSCObjectの呼び出し時の TSCThreadの取得は，TSCThreadFactoryを引数として
TSCRootAcceptorを生成する場合を前提にします。この場合，サーバ側で TSCObject
のサービス提供副プログラムが呼び出されている間に TSCObject-TSCThreadGetを呼び
出すことによって，実行制御を持つスレッドに割り付けられている TSCThreadを取得
できます。

形式
 
 CALL 'TSCObject-TSCContextGet' USING
            BY VALUE       OBJECT-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         CONTEXT-PTR.
 
* TSCクライアント情報
 CALL 'TSCObject-TSCThreadGet' USING
            BY VALUE       OBJECT-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         THREAD-PTR.

副プログラム

● CALL 'TSCObject-TSCContextGet' USING
            BY VALUE         OBJECT-PTR
            BY REFERENCE     CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING           CONTEXT-PTR.
 

クライアント側から呼び出すときに指定された TSCContextを取得します。クライアン
ト側から呼び出すときに TSCContextを指定しない場合は，NULLを返します。

● CALL 'TSCObject-TSCThreadGet' USING
            BY VALUE          OBJECT-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            THREAD-PTR.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  OBJECT-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCimplの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 CONTEXT-PTR  USAGE POINTER TSCContextのポインタ

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  OBJECT-PTR      USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCimplの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目
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現在，実行制御を持つスレッドの TSCユーザスレッドを返します。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCObjectクラスのインスタンスの副プログラムを呼び出す規
則を次に示します。

注※
このメソッドは OTMが呼び出します。

戻り値 THREAD-PTR  USAGE POINTER TSCユーザスレッドのポ
インタ

例外 TSCBadParamException

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

_TSCInterfaceName できません。

_TSCContext できません。

_TSCThread できません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し※ できません。

項目 型・(入出力の区別 )意味
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TSCProxyObject（COBOL）

TSCProxyObjectはシステム提供クラスです。

TSCProxyObjectは ABC_TSCprxyの基底クラスです。副プログラムは ABC_TSCprxy
のインスタンスに対して発行します。したがって，各副プログラムの第 1引数
（PROXY-PTR）には，ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス（ABC_TSCprxy）の
ポインタを指定してください。

TSCProxyObjectは TSCユーザオブジェクトの代理クラスです。TSCProxyObjectを呼
び出すと，OTMのスケジューリング機構を経由して TSCObjectが呼び出されます。

ユーザは，サーバアプリケーションの TSCユーザオブジェクトが提供するサービスを利
用するときに，TSCProxyObjectクラスのインスタンスを生成して呼び出します。次に
TSCProxyObjectの特徴を示します。

• TSCProxyObjectを使用して利用できるサービスを TSCサービス識別子で表現しま
す。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構成さ
れます。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。

• 属性として，タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）とプライオリティ値（メソッ
ド呼び出し時の優先順位）を持ちます。

• TSCContextを登録できます。

TSCサービス識別子によるサービスの識別

TSCサービス識別子の構成

TSCProxyObjectを使用して利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって
表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構
成されます。

• TSCProxyObjectのインタフェース名称
TSCProxyObjectのインタフェース名称は，TSCProxyObjectを使用して呼び出す
サービスのインタフェースの種類を表します。

• TSCProxyObjectの TSCアクセプタ名称
TSCProxyObjectの TSCアクセプタ名称も，TSCProxyObjectを使用して呼び出す
サービスのインタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供す
るサービスで，実装内容の違いを識別するために使用します。したがって，TSCアク
セプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし "とすることもできます。

サービスの種類の表現方法

TSCProxyObjectによって利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表
されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称と TSCアクセプタ名称から構成
されます。
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• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスのインタフェースの種類は，次のように表され
ます。
 
TSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子
 

• TSCAcceptorに TSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスの種類は，次のように表されます。
 
TSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子
 

サービスの種類の表現例
• TSCProxyObjectのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは，"ABC::"への要求メッセージを生成
し，"ABC::"としてサービスを提供している TSCObjectと TSCAcceptorを呼び出す
ことができます。
 
"ABC::"
 
サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに "ABC::"と指定してサービスを呼
び出した場合，その要求を受け付ける TSCObjectと TSCAcceptorは，次に示すどち
らかです。
• インタフェース名称 "ABC:"だけ指定された TSCAcceptor，およびその

TSCAcceptorに管理される TSCObject
• インタフェース名称 "ABC"と任意の TSCアクセプタ名称が指定された

TSCAcceptor，およびその TSCAcceptorに管理される TSCObject

つまり，TSCProxyObjectでインタフェース名称だけ指定して呼び出した場合，サー
バ側では，同じインタフェース名称を持つ TSCAcceptorに管理されるすべての
TSCObjectが，TSCアクセプタ名称の値に関係なく呼び出されます。

• TSCProxyObjectのインタフェース名称が "ABC"で，TSCアクセプタ名称が "abc"の
場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは "ABC::abc"への要求メッセージを生成
し，"ABC::abc"としてサービスを提供している TSCObjectと TSCAcceptorを呼び出
すことができます。
 
"ABC::abc"
 
サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに "ABC::abc"と指定してサービスを
呼び出した場合，その要求を受け付ける TSCObjectと TSCAcceptorは，インタ
フェース名称 "ABC"と TSCアクセプタ名称 "abc"が指定された TSCAcceptor，およ
びその TSCAcceptorに管理される TSCObjectです。
つまり，TSCProxyObjectにインタフェース名称と TSCアクセプタ名称を指定して呼
び出した場合，サーバ側では，同じインタフェース名称と同じ TSCアクセプタ名称を
持つ TSCAcceptorに管理される TSCObjectが呼び出されるため，TSCアクセプタ名
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称によって呼び出す TSCObjectを選択できます。

形式
 
* タイムアウト
 CALL 'TSCProxyObject-TSCTimeoutSet' USING
            BY VALUE       PROXY-PTR
            BY VALUE       TIMEOUT
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 CALL 'TSCProxyObject-TSCTimeoutGet' USING
            BY VALUE       PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         TIMEOUT.
 
* 優先度
 CALL 'TSCProxyObject-TSCPrioritySet' USING
            BY VALUE       PROXY-PTR
            BY VALUE       PRIORITY
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 CALL 'TSCProxyObject-TSCPriorityGet' USING
            BY VALUE       PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         PRIORITY.
 
 CALL 'TSCProxyObject-TSCContextGet' USING
            BY VALUE       PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         CONTEXT-PTR.

副プログラム

● CALL 'TSCProxyObject-TSCTimeoutSet' USING
            BY VALUE      PROXY-PTR
            BY VALUE      TIMEOUT
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定する場合，
時間監視をしません。監視時間は，副プログラム呼び出しごとに変更できます。監視時
間のデフォルト値は "180"（秒）です。また，initServer発行時の引数 argsに，
-TSCTimeOutオプションを指定する場合は，監視時間のデフォルト値はその指定値とな
ります。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  PROXY-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyの
ポインタ

BY VALUE  TIMEOUT  PIC S9(9) COMP (入力 )タイムアウト時間
（秒）

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
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この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

● CALL 'TSCProxyObject-TSCTimeoutGet' USING
            BY VALUE        PROXY-PTR
            BY REFERENCE    CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING          TIMEOUT.
 

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

● CALL 'TSCProxyObject-TSCPrioritySet' USING
            BY VALUE        PROXY-PTR
            BY VALUE        PRIORITY
            BY REFERENCE    CORBA-ENVIRONMENT.
 

プライオリティ値（副プログラム呼び出し時の優先順位）を設定します。

PRIORITYに 1～ 8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更
できます。PRIORITYに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。この副プログ
ラムはリクエスト単位に変更することもできます。プライオリティ値のデフォルト値は
"4"です。また，initServer発行時の引数 argsに，-TSCRequestPriorityオプションを
指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値はその指定値となります。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  PROXY-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 TIMEOUT  PIC S9(9) COMP タイムアウト時間（秒）

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  PROXY-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyの
ポインタ

BY VALUE  PRIORITY  PIC S9(9) COMP (入力 )プライオリティ値

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
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● CALL 'TSCProxyObject-TSCPriorityGet' USING
            BY VALUE          PROXY-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            PRIORITY.
 

プライオリティ値（副プログラム呼び出し時の優先順位）を取得します。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

● CALL 'TSCProxyObject-TSCContextGet' USING
           BY VALUE          PROXY-PTR
           BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
        RETURNING            CONTEXT-PTR.
 

呼び出し時の TSCContextを取得します。ユーザはこの TSCContextにコンテキスト
データを設定できます。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCProxyObjectクラスのインスタンスの副プログラムを呼び
出す規則を次に示します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  PROXY-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 PRIORITY  PIC S9(9) COMP プライオリティ値

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  PROXY-PTR  USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCprxyの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 CONTEXT-PTR  USAGE POINTER TSCContextのポインタ

例外 TSCBadParamException

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCProxyObject-TSCTimeoutGet できます。

TSCProxyObject-TSCTimeoutSet できません。

TSCProxyObject-TSCPriorityGet できます。

TSCProxyObject-TSCPrioritySet できません。
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インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCProxyObjectクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

TSCProxyObject-TSCContextGet できません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し できません。

副プログラム 複数のスレッド上からの内部参照

TSCProxyObject-TSCTimeoutGet ありません。

TSCProxyObject-TSCTimeoutSet ありません。

TSCProxyObject-TSCPriorityGet ありません。

TSCProxyObject-TSCPrioritySet ありません。

TSCProxyObject-TSCContextGet ありません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し 生成時に指定した TSCClient型のインスタンス

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し
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TSCRootAcceptor（COBOL）

TSCRootAcceptorはシステム提供クラスです。

TSCRootAcceptorは，サーバオブジェクトの実行空間を表現するオブジェクトです。ク
ライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け付けて，適切な TSC
ユーザアクセプタに振り分けます。また，パラレルカウント（常駐するスレッド数）に
合わせてスレッドを管理します。

ユーザは，クライアント側にサービスを提供する TSCユーザオブジェクトの実行空間を
構築するときに，サーバアプリケーション内で TSCRootAcceptorクラスのインスタンス
を生成します。次に TSCRootAcceptorの特徴を示します。

• 複数の TSCAcceptorを登録できます。
• スレッドの生成や削除などをして，スレッドを管理します。
• 属性として TSCルートアクセプタ状態を持ちます。TSCルートアクセプタ状態には

active状態と non-active状態の 2種類があります。
• TSCルートアクセプタ登録名称を指定して active状態に遷移できます。
• 属性としてパラレルカウント（常駐するスレッド数）を持ちます。
• TSCThreadFactoryを登録できます。
• 属性としてスケジュール用キューの長さを持ちます。

TSCAcceptorの登録

TSCObjectの実行空間の構成

TSCRootAcceptorの実行空間で TSCObjectを実行させる場合，例えば，
TSCRootAcceptorの管理するスレッド上で TSCObjectを実行させる場合，その
TSCObjectに対応する TSCAcceptorを TSCRootAcceptorに登録します。
TSCRootAcceptorには複数の TSCAcceptorを登録できます。

提供するサービスの管理

TSCRootAcceptorには複数の TSCAcceptorを登録できます。TSCRootAcceptorは，各
TSCAcceptorの複数の TSCサービス識別子を集め，かつ，重複を削除したものを属性と
して管理します。TSCRootAcceptorが提供できるサービスの種類は，この TSCサービ
ス識別子によって表されます。つまり，TSCサービス識別子の列で表されるサービスを
提供することになります。

TSCルートアクセプタ状態

TSCルートアクセプタ状態ごとのスレッドの管理方式

TSCルートアクセプタ状態には active状態と non-active状態の 2種類があります。各
状態の遷移中の場合も含めて，それぞれの状態のときのスレッドの管理方式を次に示し
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ます。

• non-active状態
non-active状態のオブジェクトが管理するスレッドはありません。
non-active状態のときは，TSCAcceptorの登録および削除ができます。TSCAcceptor
の登録時には，登録識別子が返されます。TSCAcceptorを削除するときには，その登
録識別子を指定します。
TSCRootAcceptorを生成した時点では non-active状態です。

• non-active状態から active状態に遷移中
パラレルカウント数と同数のスレッドを生成します。また，登録されているすべての
TSCAcceptorにオブジェクト管理開始通知を出します。すべての TSCAcceptorがオ
ブジェクトの管理を開始したあと，クライアント側からの TSCユーザオブジェクト呼
び出し要求を受け付けることができます。

• active状態
クライアント側にサービスを提供できる状態です。クライアント側から TSCユーザオ
ブジェクト呼び出し要求を受け取ると，適切な TSCAcceptorに振り分けます。
non-active状態から active状態に遷移するときに生成されたスレッドは
TSCRootAcceptorに管理されています。ユーザは，TSC経由以外でこれらの TSC
ユーザオブジェクトにアクセスしないでください。また，active状態のときは，
TSCAcceptorの登録および削除はできません。

• active状態から non-active状態に遷移中
登録されているすべての TSCAcceptorにオブジェクト管理終了通知を出します。ま
た，TSCRootAcceptorの管理下にあるスレッドを削除します。

active状態での障害通知

サーバアプリケーション内や TSCデーモンとの接続に障害が発生してスレッドが存続で
きなくなる場合，そのスレッド上でオブジェクト管理終了通知を TSCAcceptorに渡しま
す。その後，そのスレッドを削除します。なお，このときはまだ active状態です。

障害が解除されると，再度，スレッドを生成します。その後，そのスレッド上でオブ
ジェクト管理開始通知を TSCAcceptorに渡します。つまり，障害が発生してから解除さ
れるまでの間は，TSCRootAcceptorは，スレッド数がパラレルカウント（常駐するス
レッド数）以下の状態で存続します。

TSCルートアクセプタ登録名称

TSCRootAcceptorが active状態に遷移すると，TSCRootAcceptorと関連づけられてい
る TSCServerに TSCルートアクセプタ登録名称が登録されます。以降，クライアント
側の副プログラム呼び出し要求が TSCRootAcceptorに振り分けられるようになります。

TSCRootAcceptorを active状態に遷移させるときに，TSCルートアクセプタ登録名称
を指定することもできます。activateの呼び出し時に，TSCルートアクセプタ登録名称
を指定する場合と指定しない場合について，それぞれ次に示します。
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• TSCルートアクセプタ登録名称を指定して activateを呼び出した場合
TSCルートアクセプタ登録名称を "abc"とすると，関連づけられている TSCServer
に "abc"として，登録されます。

• TSCルートアクセプタ登録名称を指定しないで activateを呼び出した場合
関連づけられている TSCServerに，デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称で
登録されます。デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称は "default"ですが，
サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数
-TSCRootAcceptorによって変更できます。

また，同じ TSCルートアクセプタ登録名称で，TSCRootAcceptorを同じ TSCデーモン
に登録できます。同じ TSCルートアクセプタ登録名称で登録した場合，スケジュール用
キュー（配送機構）が共有されます。ただし，スケジュール用キューを共有する場合，
登録する TSCRootAcceptor間で提供できるサービス内容が一致している必要がありま
す。つまり，同じ TSCルートアクセプタ登録名称で登録する TSCRootAcceptorは，同
じ TSCサービス識別子の列を持っている必要があります。

TSCユーザスレッドファクトリによる TSCユーザスレッドの管理

TSCThreadFactoryを引数として TSCRootAcceptorを生成した場合を前提にします。こ
の場合，TSCRootAcceptorは，non-active状態から active状態に遷移する過程でスレッ
ドを生成したあと，TSCThreadFactoryの createを呼び出して，戻り値である
TSCThreadをそのスレッドに割り当てます。また，active状態から non-active状態に
遷移する過程で，スレッドごとに割り当てた TSCThreadを引数に TSCThreadFactory
の destroyを呼び出したあと，スレッドを削除します。

COBOLインタフェースでは，プリフィックスが TSCRAcceptorの副プログラムとして
提供されます。

形式
 
* TSCRootAcceptorの生成
 CALL 'TSCRAcceptor-create' USING
            BY VALUE       SERVER-PTR
            BY VALUE       THREAD-FACT-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         R-ACCEPTOR-PTR.
 
* TSCRootAcceptorの削除
 CALL 'TSCRAcceptor-destroy' USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
* TSCAcceptorの追加
 CALL 'TSCRAcceptor-registerAcceptor'   USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE       ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
         RETURNING         ACCEPTOR-ID.
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* TSCAcceptorの登録解除
 CALL 'TSCRAcceptor-cancelAcceptor'   USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE       ACCEPTOR-ID
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
* パラレルカウントの設定
 CALL 'TSCRAcceptor-setParallelCount'   USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE       P-COUNT
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 CALL 'TSCRAcceptor-getParallelCount'   USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         P-COUNT.
 
* TSCRootAcceptorの活性化
 CALL 'TSCRAcceptor-activate'   USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-NAME
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
* TSCRootAcceptorの非活性化
 CALL 'TSCRAcceptor-deactivate' USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE       MODE
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
* スケジュール用キュー長の設定
 CALL 'TSCRAcceptor-setQueueLength'   USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE       P-LENGTH
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 CALL 'TSCRAcceptor-getQueueLength'   USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         P-LENGTH.

副プログラム

● CALL 'TSCRAcceptor-create'   USING
            BY VALUE       SERVER-PTR
            BY VALUE       THREAD-FACT-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         R-ACCEPTOR-PTR.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  SERVER-PTR  USAGE 
POINTER

(入力 )接続する TSCデーモン

BY VALUE  THREAD-FACT-PTR  
USAGE-POINTER

(入力 )TSCCBLThreadFactoryのポ
インタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目
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TSCServerから要求を受信する TSCRootAcceptorオブジェクトを生成します。スレッ
ドファクトリを関連づけない場合は，THREAD-FACT-PTRに NULLポインタを設定し
てください。

引数で渡す TSCServerの解放責任，引数で渡す TSCCBLThreadFactoryの解放責任，
および戻り値で返される TSCRootAcceptorの削除責任はユーザにあるので，適切な状態
のときに解放および削除してください。

なお，この副プログラムを複数のスレッドが同時に呼び出すことができます。

● CALL 'TSCRAcceptor-destroy'   USING
           BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
           BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

TSCRootAcceptorオブジェクトを解放します。解放した TSCRootAcceptorのポインタ
は使用できません。

なお，この副プログラムを複数のスレッドが同時に呼び出すことができます。

● CALL 'TSCRAcceptor-registerAcceptor' USING
            BY VALUE      R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE      ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING        ACCEPTOR-ID.
 

戻り値 R-ACCEPTOR-PTR    USAGE POINTER TSCRootAcceptorのポインタ

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  R-ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCRootAcceptor
のポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 ありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  R-ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCRootAcceptor
のポインタ

BY VALUE  ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )登録する
TSCAcceptorのポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

項目 型・(入出力の区別 )意味
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TSCAcceptorを登録します。activate状態のときは登録できません。

登録する TSCAcceptorのメモリ領域の管理責任はユーザにあるので，適切な状態のとき
に削除してください。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことはできません。

● CALL 'TSCRAcceptor-cancelAcceptor' USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE       ACCEPTOR-ID
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

TSCAcceptorオブジェクトを削除します。activate状態のときは削除できません。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことはできません。

● CALL 'TSCRAcceptor-setParallelCount' USING
            BY VALUE         R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE         P-COUNT
            BY REFERENCE     CORBA-ENVIRONMENT.
 

戻り値 ACCEPTOR-ID  PIC S9(9) COMP 登録した TSCAcceptorの登
録識別子

例外 TSCBadParamException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  R-ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCRootAcceptor
のポインタ

BY VALUE  ACCEPTOR-ID  PIC S9(9) COMP (入力 )削除する
TSCAcceptorの識別子

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  R-ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCRootAcceptor
のポインタ

BY VALUE  P-COUNT  PIC S9(9) COMP (入力 )パラレルカウント

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

項目 型・(入出力の区別 )意味



TSCRootAcceptor（COBOL）

521

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を設定します。パラレルカウントのデフォル
ト値は "1"です。また，TSCAdm-initServer発行時の引数 ARGVに -TSCParallelCount
オプションを指定した場合は，パラレルカウントのデフォルト値はその指定値となりま
す。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことはできません。

● CALL 'TSCRAcceptor-getParallelCount' USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING        P-COUNT.
 

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を取得します。

この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことができます。

● CALL 'TSCRAcceptor-activate' USING
            BY VALUE      R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE      R-ACCEPTOR-NAME
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  R-ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCRootAcceptor
のポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 P-COUNT  PIC S9(9) COMP パラレルカウント

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  R-ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCRootAcceptor
のポインタ

BY VALUE  R-ACCEPTOR-NAME  USAGE POINTER (入力 )TSCルートアクセ
プタ登録名称

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

項目 型・(入出力の区別 )意味
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指定した TSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。ただし，この
バージョンでは，TSCルートアクセプタ識別子の指定は無視され，常にデフォルト値が
適用されます。

TSCルートアクセプタ登録名称に NULLを指定すると，デフォルトの TSCルートアク
セプタ登録名称が使用されます。デフォルトの TSCルートアクセプタ登録名称は
"default"です。また，TSCAdm-initServer発行時の引数 ARGVに
--TSCRootAcceptorNameオプションを指定した場合は，TSCルートアクセプタ登録名
称のデフォルト値はその指定値となります。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことはできません。

● CALL 'TSCRAcceptor-deactivate' USING
            BY VALUE      R-ACCEPTOR-PTR
            BY VALUE      MODE
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

non-active状態に遷移します。ただし，このバージョンでは非活性化モードは無視され
ます。

この副プログラムを複数のスレッド上で同時に呼び出すことはできません。

● CALL 'TSCRAcceptor-setQueueLength' USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  R-ACCEPTOR-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCRootAcceptor
のポインタ

BY VALUE  MODE  PIC S9(9) COMP (入力 )非活性化モード

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

項目 型・(入出力の区別 )意味
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            BY VALUE       P-LENGTH
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

生成するスケジュール用キューの長さを指定します。指定できる範囲は 1～ 32767です。
active状態のときは指定できません。

この副プログラムでスケジュール用キューの長さを指定しない場合，生成されるスケ
ジュール用キューの長さは，tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始
コマンドの -TSCQueueLengthオプションで指定した長さになります。スケジュール用
キューを共有する場合，すでに生成されているスケジュール用キューの長さが有効にな
ります。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● CALL 'TSCRAcceptor-getQueueLength' USING
            BY VALUE       R-ACCEPTOR-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING        P-LENGTH.
 

non-active状態の場合は，TSCRAcceptor-setQueueLength，または tscstartprcコマン
ドもしくはサーバアプリケーションの開始コマンドの -TSCQueueLengthオプションで
指定したスケジュール用キューの長さを取得します。TSCRAcceptor-setQueueLength
が未発行で，かつ tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始コマンドの
-TSCQueueLengthオプションが指定されていないときの戻り値は "0"となります。

active状態の場合は，現在有効になっているスケジュール用キューの長さを取得します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR USAGE 
POINTER

(入力 )TSCRootAcceptorのポインタ

BY VALUE P-LENGTH PIC S9(9) COMP (入力 )スケジュール用キューの長さ

BY REFERENCE 
CORBA-ENVIRONMENT

(出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE R-ACCEPTOR-PTR USAGE 
POINTER

(入力 )TSCRootAcceptorのポインタ

BY REFERENCE 
CORBA-ENVIRONMENT

(出力 )例外情報集団項目

戻り値 P-LENGTH PIC S9(9) COMP スケジュール用キューの長さ

例外 TSCBadParamException
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なお，この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出すことができます。

TSCRootAcceptorの生成と削除

TSCServerを引数に指定した TSCRAcceptor-createで生成し，TSCRootAcceptorを引
数に指定した TSCRAcceptor-destroyで削除します。TSCRootAcceptorクラスのインス
タンスへの内部参照（アクセス）があるときは削除ないため，インスタンスへの内部参
照（アクセス）をなくした状態で削除してください。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスの副プログラムを呼び
出す規則を次に示します。

（凡例）
○：できます。
×：できません。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCRAcceptor-create ○

TSCRAcceptor-destroy ○

TSCRAcceptor-registerAcceptor ×

TSCRAcceptor-cancelAcceptor ×

TSCRAcceptor-setParallelCount ×

TSCRAcceptor-getParallelCount ○

TSCRAcceptor-activate ×

TSCRAcceptor-deactivate ×

TSCRAcceptor-setQueueLength ×

TSCRAcceptor-getQueueLength ○

副プログラム 内部参照

TSCRAcceptor-registerAcceptor ありません。

TSCRAcceptor-cancelAcceptor ありません。

TSCRAcceptor-setParallelCount ありません。

TSCRAcceptor-getParallelCount ありません。

TSCRAcceptor-activate() 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス
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なお，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内
部参照するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMはこ
のときの動作を保証しません。また，複数のスレッド上から同時に TSCRootAcceptorク
ラスの同じインスタンスを内部参照できます。

TSCRAcceptor-deactivate() 生成時に指定された TSCServer型のインスタンス

TSCRAcceptor-setQueueLength ありません。

TSCRAcceptor-getQueueLength ありません。

active状態のとき TSCRAcceptor-registerAcceptorの引数で指定した
TSCAcceptor型のインスタンス
（TSCRootAcceptorに登録されている TSCAcceptor型
のインスタンス）

副プログラム 内部参照
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TSCServer（COBOL）

TSCServerはシステム提供クラスです。

TSCServerは，TSCデーモン中のサーバアプリケーション管理部分を参照するクラスで
す。サーバアプリケーション側の機能操作の要求は，TSCServerを経由して TSCデーモ
ンに渡されます。また，TSCユーザプロキシを使用した，クライアントアプリケーショ
ン側からの TSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受けて，TSCルートアクセプタに振
り分けます。

ユーザはサーバアプリケーションが TSCデーモンと接続するときに，TSCServerクラス
のインスタンスを取得します。次に TSCServerの特徴を示します。

• 属性として TSCドメイン名称と TSC識別子を持ちます。

TSCServerと接続

サーバアプリケーションと TSCデーモン間の接続は，サーバアプリケーションプロセス
内で TSCServerを最初に取得するときに確立されます。その後，同じ TSCデーモンに
対して TSCServerを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，取得したすべての
TSCServerを解放すると接続が切断されます。

一つのサーバアプリケーションから複数の TSCデーモンへ接続を確立することもできま
す。また，サーバアプリケーション側の機能操作の要求が，この接続を経由して TSC
デーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。TSCデーモン
からのオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由してサーバアプリケーションに配
送される場合は，並行して処理されます。

形式
 
CALL 'TSCServer-getTSCDomainName'   USING
           BY VALUE       SERVER-PTR
           BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
        RETURNING         DOMAIN-NAME.
CALL 'TSCServer-getTSCID'   USING
           BY VALUE      SERVER-PTR
           BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
        RETURNING        TSCID.

副プログラム

● CALL 'TSCServer-getTSCDomainName'   USING
            BY VALUE          SERVER-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING            DOMAIN-NAME.
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TSCドメイン名称を返します。

TSCドメイン名称のメモリ領域の管理責任は TSCServerにあるので，ユーザは解放しな
いでください。

なお，この副プログラムを複数のスレッドが同時に呼び出すことができます。

● CALL 'TSCServer-getTSCID'   USING
            BY VALUE          SERVER-PTR
            BY REFERENCE      CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING      TSCID.
 

TSCServerインスタンスが保持する TSC識別子を返します。

TSC識別子のメモリ領域の管理責任は TSCServerにあるので，ユーザは解放しないでく
ださい。

なお，この副プログラムを複数のスレッドが同時に呼び出すことができます。

TSCServerの取得と解放

TSCAdm-getTSCServerで取得し，TSCAdm-releaseTSCServerで解放します。
TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは解放できない
ため，TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で解
放してください。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCServerクラスのインスタンスの副プログラムを呼び出す際

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  SERVER-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCServerのポイン
タ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 DOMAIN-NAME  USAGE POINTER TSCドメイン名称の文字列
のポインタ

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  SERVER-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCServerのポイン
タ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 TSCID  USAGE POINTER TSC識別子の文字列のポイ
ンタ

例外 TSCBadParamException
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の規則を次に示します。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCServerクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）
する規則を次に示します。

なお，TSCServerクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照
するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，この際
の動作を保証しません。また，複数のスレッド上から同時に，このクラスの同じインス
タンスを内部参照できます。

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCServer-getTSCDomainName できます。

TSCServer-getTSCID できます。

タイミング 内部参照

TSCServer-getTSCDomainName ありません。

TSCServer-getTSCID ありません。

関連づけがある TSCRootAcceptorが active状態 関連づけがある TSCRootAcceptor型のインスタ
ンス
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TSCSessionProxy（COBOL）

TSCSessionProxyはシステム提供クラスです。

TSCSessionProxyは，ABC_TSCspxyの基底クラスです。副プログラムは
ABC_TSCspxyのインスタンスに対して発行します。したがって，各副プログラムの第 1
引数（SESSION-PROXY-PTR）には，ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラス
（ABC_TSCspxy）のポインタを指定してください。

TSCSessionProxyは，TSCObjectの代理クラスです。TSCSessionProxyを呼び出すと，
OTMのスケジューリング機構を経由してステートフルに TSCObjectが呼び出されます。
TSCSessionProxyの TSCProxyObjectとの違いを次に示します。

TSCSessionProxyの特徴

● TSCProxyObjectの持つ属性に加え，セション呼び出しインターバル監視時間（呼び
出しと呼び出しの間の監視時間）が属性に追加されます。

● _TSCStart()メソッドでセションを確立します。
セションを確立すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションのインスタンス
を対応づけます。_TSCStart()メソッド発行後は，_TSCStop()メソッドの発行まで，
対応づけたインスタンスにリクエストを要求します。対応づけられるサーバアプリ
ケーションのインスタンスは TSCObjectです。TSCObjectと対応づけた場合は，次
のことに注意してください。
• TSCObjectのインスタンスを保持しているスレッドも対応づける。
• TSCObjectのインスタンスはセションを確立していないほかのクライアントアプリ
ケーションからのリクエストを受け付けられない。

• すべての TSCObjectのインスタンスが対応づけられた場合は，新しいクライアント
アプリケーションからのリクエストを受け付けられない。

● _TSCStop()メソッドを発行すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションの
インスタンスとのセションを解放します。

●コンストラクタに指定する TSCアクセプタ名称は，_TSCStart()メソッド発行時に対
応づけるインスタンスを決定するために使用されます。

● TSCアクセプタ名称を指定していないコンストラクタで生成した場合は，
_TSCStart()メソッドで任意のインスタンスに対応づけ，対応づけた TSCアクセプタ
名称を _TSCStop()メソッド発行まで引き継ぎます。

形式
 
* セション呼び出し開始メソッド
CALL 'TSCSProxy-TSCStart' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
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* セション解放メソッド
CALL 'TSCSProxy-TSCStop' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
* セション呼び出しインターバル監視時間
CALL 'TSCSProxy-TSCSessionIntvalSet' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY VALUE       SESSION-INTERVAL
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
CALL 'TSCSProxy-TSCSessionIntvalGet' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
         RETURNING         SESSION-INTERVAL.
 
* タイムアウト
CALL 'TSCSProxy-TSCTimeoutSet' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY VALUE       TIMEOUT
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
CALL 'TSCSProxy-TSCTimeoutGet' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         TIMEOUT.
 
* 優先度
CALL 'TSCSProxy-TSCPrioritySet' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY VALUE       PRIORITY
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
CALL 'TSCSProxy-TSCPriorityGet' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         PRIORITY.
 
CALL 'TSCSProxy-TSCContextGet' USING
            BY VALUE       SESSION-PROXY-PTR
            BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING         CONTEXT-PTR.

副プログラム

● CALL 'TSCSProxy-TSCStart' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目
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セションを開始します。

セションを開始すると TSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスを
対応づけます。また，アクセプタ名称を指定していないコンストラクタでインスタンス
を生成した場合は，この副プログラムで対応づけたインスタンスのアクセプタ名称を
_TSCStop()メソッド発行時まで引き継ぎます。

なお，この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

この副プログラムが正常終了した場合は，セション呼び出しが成功しても失敗しても，
必ず _TSCStop()メソッドを発行してください。

● CALL 'TSCSProxy-TSCStop' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

セションを解放します。

セションを解放すると TSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスの
対応づけも解放されます。

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCObjectNotExistException
TSCTransientException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCTransientException

項目 型・(入出力の区別 )意味
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なお，この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

● CALL 'TSCSProxy-TSCSessionIntvalSet' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY VALUE         SESSION-INTERVAL
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

セション呼び出しインターバル監視時間を秒単位で設定します。メソッド呼び出しごと
に変更できます。

アプリケーションプログラムの開始時に -TSCSessionIntervalオプションを指定しない
場合は，監視時間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCSessionIntervalオプション
を指定する場合は，監視時間のデフォルト値は -TSCSessionIntervalオプションの指定
値になります。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

● CALL 'TSCSProxy-TSCSessionIntvalGet' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
    RETURNING          SESSION-INTERVAL.
 

セション呼び出しインターバル監視時間を取得します。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY VALUE SESSION-INTERVAL PIC S9(9) COMP (入力 )セション呼び出しイ
ンターバル監視時間（単
位：秒）

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 SESSION-INTERVAL PIC S9(9) COMP セション呼び出しインター
バル監視時間（単位：秒）

例外 TSCBadParamException
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● CALL 'TSCSProxy-TSCTimeoutSet' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY VALUE         TIMEOUT
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合
は，時間監視をしません。監視時間は，副プログラム呼び出しごとに変更できます。

initServer発行時の引数 argsに -TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，監視時
間のデフォルト値は "180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合は，監
視時間のデフォルト値は -TSCTimeOutオプションの指定値になります。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

タイムアウト値が有効になる副プログラムを次に示します。

• TSCSProxy-TSCStart
• クライアント側からのオブジェクト呼び出し
• TSCSProxy-TSCStop

● CALL 'TSCSProxy-TSCTimeoutGet' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
    RETURNING          TIMEOUT.
 

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY VALUE TIMEOUT PIC S9(9) COMP (入力 )タイムアウト時間
（単位：秒）

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 TIMEOUT  PIC S9(9) COMP タイムアウト時間（単位：
秒）

例外 TSCBadParamException
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この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

● CALL 'TSCSProxy-TSCPrioritySet' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY VALUE         PRIORITY
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 

プライオリティ値（副プログラム呼び出し時の優先順位）を設定します。

PRIORITYに 1～ 8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更
できます。PRIORITYに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリ
ティ値はリクエスト単位に変更できます。

initServer発行時の引数 argsに，-TSCRequestPriorityオプションを指定しない場合
は，プライオリティ値のデフォルト値は "4"です。initServer発行時の引数 argsに，
-TSCRequestPriorityオプションを指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値
は -TSCRequestPriorityオプションの指定値になります。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

プライオリティ値が有効になるのは TSCSProxy-TSCStart()副プログラムだけです。

● CALL 'TSCSProxy-TSCPriorityGet' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
    RETURNING          PRIORITY.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyの
ポインタ

BY VALUE PRIORITY PIC S9(9) COMP (入力 )プライオリティ値

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 PRIORITY  PIC S9(9) COMP プライオリティ値

例外 TSCBadParamException
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プライオリティ値（副プログラム呼び出し時の優先順位）を取得します。

この副プログラムを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されませ
ん。

● CALL 'TSCSProxy-TSCContextGet' USING
       BY VALUE         SESSION-PROXY-PTR
       BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
    RETURNING          CONTEXT-PTR.
 

TSCコンテキストを取得します。ユーザはこの TSCコンテキストにコンテキストデータ
を設定できます。

マルチスレッド環境での副プログラム呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCSessionProxyクラスのインスタンスの副プログラムを呼び
出す規則を次に示します。

インスタンスの内部参照（アクセス）規則

TSCSessionProxyクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（ア
クセス）する規則を次に示します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE SESSION-PROXY-PTR USAGE POINTER (入力 )ABC_TSCspxyのポ
インタ

BY REFERENCE CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 CONTEXT-PTR USAGE POINTER TSCContextのポインタ

例外 TSCBadParamException

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCSProxy-TSCStart できません。

TSCSProxy-TSCStop できません。

TSCSProxy-TSCSessionIntvalSet できません。

TSCSProxy-TSCSessionIntvalGet できます。

TSCSProxy-TSCTimeoutSet できません。

TSCSProxy-TSCTimeoutGet できます。

TSCSProxy-TSCPrioritySet できません。

TSCSProxy-TSCPriorityGet できます。

TSCSProxy-TSCContextGet できません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し できません。
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セション呼び出し機能使用中の副プログラム呼び出し規則

セション呼び出し機能使用中（TSCSProxy-TSCStart副プログラム呼び出し完了から
TSCSProxy-TSCStop副プログラム呼び出し完了）の，TSCSessionProxyクラスのイン
スタンスの副プログラムを呼び出す規則を次に示します。

（凡例）
○：できます。
×：できません。

副プログラム 複数のスレッド上からの内部参照

TSCSProxy-TSCStart ありません。

TSCSProxy-TSCStop ありません。

TSCSProxy-TSCSessionIntvalSet ありません。

TSCSProxy-TSCSessionIntvalGet ありません。

TSCSProxy-TSCTimeoutSet ありません。

TSCSProxy-TSCTimeoutGet ありません。

TSCSProxy-TSCPrioritySet ありません。

TSCSProxy-TSCPriorityGet ありません。

TSCSProxy-TSCContextGet ありません。

クライアント側からのオブジェクト呼び出し 生成時に指定した TSCClient型のインスタンス

副プログラム セション呼び出し中での呼び出し

TSCSProxy-TSCStart ×

TSCSProxy-TSCStop ○

TSCSProxy-TSCSessionIntervalSet ○

TSCSProxy-TSCSessionIntervalGet ○

TSCSProxy-TSCTimeoutSet ○

TSCSProxy-TSCTimeoutGet ○

TSCSProxy-TSCPrioritySet ○

TSCSProxy-TSCPriorityGet ○

TSCSProxy-TSCContextGet ○

クライアント側からのオブジェクト呼び出し ○
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TSCSystemException（COBOL）

TSCSystemExceptionはシステム提供例外クラスです。

COBOL85インタフェースでの例外は，各副プログラムの例外情報集団項目
（CORBA-ENVIRONMENT引数）に渡されます。例外集団項目は，次に示す集団項目
です。

 
01  CORBA-ENVIRONMENT.
  02  MAJOR       PIC 9(9) COMP.
    88 CORBA-NO-EXCEPTION        VALUE 0.
    88 CORBA-USER-EXCEPTION      VALUE 1.
    88 CORBA-SYSTEM-EXCEPTION    VALUE 2.
  02  EXCEP       USAGE POINTER.
  02  FUNC-NAME   PIC X(256).
 

ユーザのオペレーション呼び出し中，または OTMのシステム処理中に例外が発生した
場合，処理終了時に例外情報集団項目中のMAJORに例外種別が設定され，EXCEPに
例外オブジェクトポインタが設定されます。

例外オブジェクトポインタは，次に示す例外オブジェクトを指します。

• システム例外（CORBA-SYSTEM-EXCEPTION）の場合
例外種別が CORBA-SYSTEM-EXCEPTIONの場合，例外オブジェクトポインタは
OTMのシステム例外を指します。これは OTM独自の型なので，COBOL adapter for 
TPBrokerのラッパー関数を使用するアクセスはできません。

• ユーザ例外（CORBA-USER-EXCEPTION）の場合
例外種別が CORBA-USER-EXCEPTIONの場合，例外オブジェクトポインタは
COBOL adapter for TPBrokerの場合と同じ例外オブジェクトです。アクセスには
COBOL adapter for TPBrokerのラッパー関数を使用してください。

TSCSystemExceptionは，TSCシステム例外を扱うためのクラスです。ユーザは
TSCSystemExceptionクラスの副プログラムを使用して，例外情報を取得できます。な
お，実際の副プログラムのプリフィックスは，"TSCSysExcept"となります。

形式
 
CALL 'TSCSysExcept-getErrorCode' USING
            BY VALUE     EXCEPT-PTR
         RETURNING       ERROR-CODE.
 
CALL 'TSCSysExcept-getDetailCode' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR
         RETURNING        DETAIL-CODE.
 
CALL 'TSCSysExcept-getPlaceCode' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR
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         RETURNING        PLACE-CODE.
 
CALL 'TSCSysExcept-getCompletion' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR
         RETURNING        COMPLETION-STATUS.
 
CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance1' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR
         RETURNING        MAINTENANCE1.
 
CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance2' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR
         RETURNING        MAINTENANCE2.
 
CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance3' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR
         RETURNING        MAINTENANCE3.
 
CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance4' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR
         RETURNING        MAINTENANCE4.
 
CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
            BY VALUE      EXCEPT-PTR.

副プログラム

● CALL 'TSCSysExcept-getErrorCode'   USING
            BY VALUE   EXCEPT-PTR
         RETURNING     ERROR-CODE.
 

障害のエラーコードを返します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム例外でない場
合，動作が常に同じになるという保証はありません。

エラーコードの値は TSCSysExcept-ERROR-CODEデータ項目の条件名として，
$TSCDIR/include/COBOL/TSCSysExcept.cblファイルに定義されています。ユーザは
必要に応じてこのファイルを COPYできます。

エラーコードの値の順に並べた一覧を次の表に示します。

表 7-6　エラーコードの一覧（COBOL）

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 ERROR-CODE  PIC S9(9) COMP エラーコード

条件名 説明 値

TSCSysExcept_ERR_BAD_PARAM 無効な引数を指定し副プログラムを呼び出しま
した。

1

TSCSysExcept_ERR_NO_MEMORY 動的メモリの割り当て障害が発生しました。 2
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個々のエラーコードの詳細については，「付録 A　エラーコード一覧」を参照してくださ
い。

● CALL 'TSCSysExcept-getDetailCode'   USING
            BY VALUE   EXCEPT-PTR
         RETURNING     DETAIL-CODE.
 

TSCSysExcept_ERR_COMM_FAILURE 通信障害が発生しました。 3

TSCSysExcept_ERR_NO_PERMISSION 許可されていない副プログラムを呼び出しまし
た。

4

TSCSysExcept_ERR_INTERNAL ORB内部エラーが発生しました。 5

TSCSysExcept_ERR_MARSHAL スタブ，スケルトンで CDRマーシャルに失敗し
ました。

6

TSCSysExcept_ERR_INITIALIZE ORB初期化障害が発生しました。 7

TSCSysExcept_ERR_NO_IMPLEMENT オペレーションの実装が使用できません。 8

TSCSysExcept_ERR_BAD_OPERATION オペレーションが無効です。 9

TSCSysExcept_ERR_NO_RESOURCES リクエストを処理するための資源が不足してい
ます。

10

TSCSysExcept_ERR_NO_RESPONSE リクエストに対する応答がありません。 11

TSCSysExcept_ERR_BAD_INV_ORDER 副プログラムの発行順序が不正です。 12

TSCSysExcept_ERR_TRANSIENT 一時的な障害が発生しました。 13

TSCSysExcept_ERR_NOT_EXIST 該当するオブジェクトがありません。 14

TSCSysExcept_ERR_UNKNOWN 未知の例外が発生しました。 15

TSCSysExcept_ERR_INV_OBJREF 無効なオブジェクトリファレンスが指定されま
した。

16

TSCSysExcept_ERR_IMP_LIMIT 実装の制限を超えました。 17

TSCSysExcept_ERR_BAD_TYPECODE タイプコードが不正です。 18

TSCSysExcept_ERR_PERSIST_STORE パーシステントストレージに障害が発生しまし
た。

19

TSCSysExcept_ERR_FREE_MEM メモリの解放に失敗しました。 20

TSCSysExcept_ERR_INV_IDENT 識別子が不正です。 21

TSCSysExcept_ERR_INV_FLAG 不正なフラグが指定されました。 22

TSCSysExcept_ERR_INTF_REPOS インタフェースリポジトリへのアクセス中に障
害が発生しました。

23

TSCSysExcept_ERR_BAD_CONTEXT コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発
生しました。

24

TSCSysExcept_ERR_OBJ_ADAPTER オブジェクトアダプタが障害を検出しました。 25

TSCSysExcept_ERR_DATA_CONV データ変換に失敗しました。 26

条件名 説明 値
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障害の内容コードを返します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム例外でない場合，
動作が常に同じになるという保証はありません。

個々の内容コードの詳細については，「付録 D　内容コード一覧」を参照してください。

● CALL 'TSCSysExcept-getPlaceCode'   USING
            BY VALUE   EXCEPT-PTR
         RETURNING     PLACE-CODE.
 

障害の場所コードを返します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム例外でない場合，
動作が常に同じになるという保証はありません。

場所コードの値は，TSCSysExcept-PLACE-CODEデータ項目の条件名として，
$TSCDIR/include/COBOL/TSCSysExcept.cblファイルに定義されています。ユーザは
必要に応じてこのファイルを COPYできます。

場所コードの値の順に並べた一覧を次の表に示します。

表 7-7　場所コードの一覧（COBOL）

● CALL 'TSCSysExcept-getCompletion'    USING
             BY VALUE   EXCEPT-PTR

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 DETAIL-CODE  PIC S9(9) COMP 内容コード

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 DETAIL-CODE  PIC S9(9) COMP 場所コード

条件名 場所 値

TSCSysExcept_PLACE_USER_AP ユーザアプリケーション 1

TSCSysExcept_PLACE_SERV OTMのサーバ機能部分 2

TSCSysExcept_PLACE_DAEMON TSCデーモン 3

TSCSysExcept_PLACE_CLNT OTMのクライアント機能部分 4

TSCSysExcept_PLACE_CLNT_REG TSCレギュレータ 5

TSCSysExcept_PLACE_STUB スタブ 6

TSCSysExcept_PLACE_SKELTON スケルトン 7

TSCSysExcept_PLACE_ORBGW TSCORBコネクタ 8
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          RETURNING     COMPLETION-STATUS.
 

障害発生時の副プログラム呼び出しの完了状態を返します。EXCEPT-PTR引数が OTM
のシステム例外でない場合，動作が常に同じになるという保証はありません。

完了状態の値は，TSCSysExcept-COMPLETION-STATUSデータ項目の条件名として，
$TSCDIR/include/COBOL/TSCSysExcept.cblファイルに定義されています。ユーザは
必要に応じてこのファイルを COPYできます。

完了状態の値の順に並べた一覧を次の表に示します。

表 7-8　完了状態の一覧（COBOL）

● CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance1'   USING
            BY VALUE   EXCEPT-PTR
         RETURNING     MAINTENANCE1.
 

障害の保守コード 1を返します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム例外でない場
合，動作が常に同じになるという保証はありません。

● CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance2'   USING
            BY VALUE   EXCEPT-PTR
         RETURNING     MAINTENANCE2.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 COMPLETION-STATUS  PIC S9(9)  COMP 完了状態

完了状態 説明 値

TSCSysExcept_COMPLETED_NO 副プログラム呼び出しが完了していません。 -1

TSCSysExcept_COMPLETED_MAYBE 副プログラム呼び出しの完了状態を決定で
きません。

0

TSCSysExcept_COMPLETED_YES 副プログラム呼び出しの処理が完了してい
ます。

1

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 MAINTENANCE1  PIC S9(9) COMP 保守コード 1
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障害の保守コード 2を返します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム例外でない場
合，動作が常に同じになるという保証はありません。

● CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance3'   USING
            BY VALUE   EXCEPT-PTR
         RETURNING     MAINTENANCE3.
 

障害の保守コード 3を返します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム例外でない場
合，動作が常に同じになるという保証はありません。

● CALL 'TSCSysExcept-getMaintenance4'   USING
            BY VALUE   EXCEPT-PTR
         RETURNING     MAINTENANCE4.
 

障害の保守コード 4を返します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム例外でない場
合，動作が常に同じになるという保証はありません。

● CALL 'TSCSysExcept-DELETE' USING
           BY VALUE      EXCEPT-PTR.
 

指定した TSCSystemExceptionを解放します。EXCEPT-PTR引数が OTMのシステム
例外でない場合，動作が常に同じになるという保証はありません。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 MAINTENANCE2  PIC S9(9) COMP 保守コード 2

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 MAINTENANCE3  PIC S9(9) COMP 保守コード 3

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 MAINTENANCE4  PIC S9(9) COMP 保守コード 4

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  EXCEPT-PTR  USAGE POINTER (入力 )例外オブジェクトポ
インタ

戻り値 ありません。
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マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCSystemExceptionクラスのインスタンスの副プログラムを
呼び出す規則を次に示します。

副プログラム 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCSysExcept-getErrorCode できます。

TSCSysExcept-getDetailCode できます。

TSCSysExcept-getPlaceCode できます。

TSCSysExcept-getCompletionStatus できます。

TSCSysExcept-getMaintenanceCode1 できます。

TSCSysExcept-getMaintenanceCode2 できます。

TSCSysExcept-getMaintenanceCode3 できます。

TSCSysExcept-getMaintenanceCode4 できます。
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TSCWatchTime（COBOL）

TSCWatchTimeはシステム提供クラスです。

TSCWatchTimeは，TSCWatchTime-startが発行されてから TSCWatchTime-stopが発
行されるまでの時間を監視するクラスです。時間監視が終了する前に指定された監視時
間が経過するとエラーメッセージを出力して，プロセスを異常終了します。この機能は，
サーバアプリケーションの TSCAdm-initServer発行後から TSCAdm-endServerを発行
するまでの間有効です。

形式
 
CALL 'TSCWatchTime-NEW' USING
           BY VALUE       WATCH-TIME
           BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT
        RETURNING         WATCH-TIME-PTR.
 
CALL 'TSCWatchTime-start' USING
           BY VALUE       WATCH-TIME-PTR
           BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
CALL 'TSCWatchTime-stop' USING
           BY VALUE       WATCH-TIME-PTR
           BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.
 
CALL 'TSCWatchTime-reset' USING
           BY VALUE       WATCH-TIME-PTR
           BY REFERENCE   CORBA-ENVIRONMENT.

副プログラム

● CALL 'TSCWatchTime-NEW' USING
            BY VALUE      WATCH-TIME
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT
         RETURNING        WATCH-TIME-PTR.
 

TSCWatchTimeを生成します。

引数に "0"を指定した場合，サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  WATCH-TIME  PIC S9(9) COMP (入力 )監視時間（秒）

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 WATCH-TIME-PTR  USAGE POINTER TSCWatchTimeのポインタ

例外 TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
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-TSCWatchTimeで指定した監視時間（秒）が適用されます。

● CALL 'TSCWatchTime-start' USING
            BY VALUE      WATCH-TIME-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

時間監視を開始します。または，TSCWatchTime-stopで中断した時間監視を再開しま
す。

● CALL 'TSCWatchTime-stop' USING
            BY VALUE      WATCH-TIME-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

時間監視を中断します。TSCWatchTime-startを発行したスレッドと異なるスレッドで
は，TSCWatchTime-stopを発行できません。

● CALL 'TSCWatchTime-reset' USING
            BY VALUE      WATCH-TIME-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  WATCH-TIME-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCWatchTimeの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  WATCH-TIME-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCWatchTimeの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  WATCH-TIME-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCWatchTimeの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCInternalException
TSCNoPermissionException
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監視時間をこのクラスの生成時に指定した値に戻します。TSCWatchTime-startの発行
以降 TSCWatchTime-stopの発行までの間は発行できません。

● CALL 'TSCWatchTime-DELETE' USING
            BY VALUE      WATCH-TIME-PTR
            BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT.
 

TSCWatchTimeクラスのインスタンスを削除します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則

マルチスレッド環境で，TSCWatchTimeクラスのインスタンスの副プログラムを呼び出
す規則を次に示します。

注※
必ず TSCWatchTime-startと同一のスレッドで発行してください。

注意事項

● IDLファイルに記述したユーザメソッドの呼び出しからリターンまでの実行時間を監
視する場合には，TSCWatchTimeクラスではなく，サーバアプリケーションの開始時
に指定するコマンドオプション引数 -TSCWatchMethodを使用してください。

● TSCAdm-initServerの発行前，または TSCAdm-endServerの発行後には，
TSCWatchTimeクラスのインスタンスを生成できません。

● TSCWatchTime-stopを発行する前に TSCWatchTime-DELETEが発行されると，時
間監視を終了します。

項目 型・(入出力の区別 )意味

引数 BY VALUE  WATCH-TIME-PTR  USAGE POINTER (入力 )TSCWatchTimeの
ポインタ

BY REFERENCE  CORBA-ENVIRONMENT (出力 )例外情報集団項目

戻り値 ありません。

例外 TSCBadParamException
TSCInternalException

メソッド 複数のスレッド上からの同時呼び出し

TSCWatchTime-NEW できます。

TSCWatchTime-start できます。

TSCWatchTime-stop できます。※

TSCWatchTime-reset できます。

TSCWatchTime-DELETE できます。
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● TSCWatchTime-startを発行したスレッドと異なるスレッドでは，
TSCWatchTime-stopを呼び出せません。

● TSCWatchTime-stopを発行したあとに TSCWatchTime-startによって処理を再開す
る場合には，前回経過した時間を監視時間から差し引いて処理をします。
次に例を示します。
 
01 WATCH-TIME-PTR   USAGE POINTER.
01 WATCH-TIME       PIC S9(9) COMP.
  :
 MOVE 180 TO WATCH-TIME.
 CALL 'TSCWatchTime-NEW' USING
 BY VALUE           WATCH-TIME
 BY REFERENCE       CORBA-ENVIRONMENT
RETURNING WATCH-TIME-PTR.
  :
 CALL 'TSCWatchTime-start' USING
 BY VALUE           WATCH-TIME-PTR
 BY REFERENCE       CORBA-ENVIRONMENT.
  :              //(1) 60秒経過
 CALL 'TSCWatchTime-stop' USING
 BY VALUE           WATCH-TIME-PTR
 BY REFERENCE       CORBA-ENVIRONMENT.
  :              //(2)
 CALL 'TSCWatchTime-start' USING
 BY VALUE           WATCH-TIME-PTR
 BY REFERENCE       CORBA-ENVIRONMENT.
 
例えば，180秒の監視時間を設定してクラスを生成した場合に，(1)で示す範囲で 60
秒が経過すると，TSCWatchTime-stopの発行後，次の TSCWatchTime-startから
TSCWatchTime-stopまでの監視時間は 120秒になります。180秒の時間監視を設定
したい場合には (2)で示す範囲で TSCWatchTime-resetを発行してください。その場
合，再発行した TSCWatchTime-startから TSCWatchTime-stopまでの監視時間は
180秒になります。
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8　 コマンドリファレンス
この章では，アプリケーションプログラムの作成時に使用する
コマンドについて，コマンド名のアルファベット順に説明しま
す。

コマンドの一覧
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コマンドの一覧

アプリケーションプログラムの作成時に使用するコマンドの一覧を表 8-1に示します。
その他の運用コマンドについては，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor
　ユーザーズガイド」を参照してください。

なお，これらのコマンドは，OTMと OTM - Clientの両方で使用できます。

表 8-1　アプリケーションプログラムの作成時に使用するコマンドの一覧

コマンド名 説明

tscidl2cpp C++用トランザクションフレームの出力

tscidl2j Java用トランザクションフレームの出力

tscidl2cbl COBOL用トランザクションフレームの出力
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tscidl2cbl（トランザクションフレームの出力
（COBOL））

形式
 
tscidl2cbl [-h] | [-TSCclient_ext文字列] [-TSCserver_ext 文字列]
           [-TSCtemplate_ext 文字列] [-TSCsession_ext 文字列]
           [-TSCprxy_ext 文字列] [-TSCsk_ext 文字列]
           [-TSCacpt_ext 文字列] [-TSCfact_ext 文字列]
           [-TSCimpl_ext 文字列] [-TSCspxy_ext 文字列]
           [-client_ext文字列] [-server_ext文字列]
           [-idl2cobol] [-template] [-format 1|2] [-TSCspxy]
           [-TSCroot_dir パス名] [-root_dir パス名]
           [-TSCno_proxy] [-TSCno_skel] [-TSCidl2cblfix フラグ]
           [[-I ディレクトリ[:ディレクトリ...]]...]
           [-A] IDLファイル名称
 

機能

トランザクションフレームジェネレータです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラ
スなどの COBOLソースを出力します。

オプション

● -h

ヘルプメッセージを出力します。ファイルの読み込みおよび生成はしません。

● -TSCclient_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_c》

クライアント部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定します。省略した場
合は "_TSC_c"が設定されます。

● -TSCserver_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_s》

サーバ部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定します。省略した場合は
"_TSC_s"が設定されます。

● -TSCtemplate_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_t》

雛形部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定します。省略した場合は
"_TSC_t"が設定されます。

-templateオプションを指定しない場合は，-TSCtemplate_extオプションは無視されま



tscidl2cbl（トランザクションフレームの出力（COBOL））

552

す。

● -TSCsession_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_p》

セション用 TSCユーザプロキシ部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定し
ます。省略した場合は "_TSC_p"が設定されます。

-TSCspxyオプションを指定しない場合は，-TSCsession_extオプションは無視されま
す。

● -TSCprxy_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSCprxy》

ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスの ABC_TSCprxyの名称に付加する文字列を
指定します。省略した場合は "_TSCprxy"が設定されます。

● -TSCsk_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSCsk》

ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスの ABC_TSCskの名称に付加する文字列を指
定します。省略した場合は "_TSCsk"が設定されます。

● -TSCacpt_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSCacpt》

ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラスの ABC_TSCacptの名称に付加する文字列を
指定します。省略した場合は "_TSCacpt"が設定されます。

● -TSCfact_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSCfact》

雛形クラスの ABC_TSCfactimplの名称に付加する文字列を指定します。省略した場合
は "_TSCfact"が設定されます。

● -TSCimpl_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSCimpl》

雛形クラスの ABC_TSCimplの名称に付加する文字列を指定します。省略した場合は
"_TSCimpl"が設定されます。

-templateオプションを指定しない場合は，-TSCimpl_extオプションは無視されます。
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● -TSCspxy_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSCspxy》

セション用 TSCユーザプロキシの名称に付加する文字列を指定します。省略した場合は
"_TSCspxy"が設定されます。

-TSCspxyオプションを指定しない場合は，-TSCspxy_extオプションは無視されます。

● -client_ext 文字列

～＜文字列＞《_c》

idl2cobolコマンドで出力されるクライアント部分のファイルに付加する文字列を指定し
ます。省略した場合は "_c"が設定されます。

idl2cobolコマンドで出力されるクライアント部分のファイルに付加する文字列を変更す
る場合は，-idl2cobolオプションを指定しないときでも必ず -client_extオプションを指
定してください。

● -server_ext 文字列

～＜文字列＞《_s》

idl2cobolコマンドで出力されるサーバ部分のファイルに付加する文字列を指定します。
省略した場合は "_s"が設定されます。

idl2cobolコマンドで出力されるサーバ部分のファイルに付加する文字列を変更する場合
は，-idl2cobolオプションを指定しないときでも必ず -server_extオプションを指定して
ください。

● -idl2cobol

内部で TPBrokerおよび COBOL adapter for TPBrokerのコマンドを実行して，
COBOL adapter for TPBrokerスタブおよび COBOL adapter for TPBrokerスケルトン
を出力します。

PATH環境変数に COBOL adapter for TPBrokerの idl2cobolが格納されているディレ
クトリを設定してください。

● -template

雛形クラスの COBOLソースを出力します。

● -format 1|2

～＜符号なし整数＞ (( 1 | 2 ))《1》

雛形クラスを，形式 1で出力するか形式 2で出力するかを指定します。省略した場合は
形式 1が設定されます。
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形式 1および形式 2は，TSCユーザオブジェクトに対してユーザが実装する副プログラ
ムの形式です。詳細は，7章の「ABC_TSCfactimpl（COBOL）」を参照してください。

ユーザオペレーション内で TSCContextまたは TSCThreadを使用する場合，形式 2を
指定してください。-templateオプションを指定しない場合でも，形式 2を使用するとき
は必ず -formatオプションを使用してください。

● -TSCspxy

セション用 TSCユーザプロキシを持つクライアント部分を生成します。-TSCspxyオプ
ションを指定した場合は，通常の TSCユーザプロキシは生成されません。

● -TSCroot_dir パス名

～＜文字列＞

ソースファイルを出力するディレクトリを指定します。ディレクトリがない場合は，
ディレクトリを作成します。

● -root_dir パス名

～＜文字列＞

idl2cobolコマンドで出力されるソースファイルを出力するディレクトリを指定します。

-idl2cobolオプションを指定しない場合は，-root_dirオプションは無視されます。

● -TSCno_proxy

TSCユーザプロキシの生成をしません。

● -TSCno_skel

TSCユーザスケルトンの生成をしません。

● -TSCidl2cblfix フラグ

～＜ 4けたの２進数字＞《0000》

boolean型データの送受信時に，COBOL固有の値を，C++および Javaに共通する値に
変換するかどうかを指定します。省略した場合は "0000"（変換しない）が設定されます。

"0001"を指定すると，生成したトランザクションフレームで boolean型データを送受信
するときに，COBOL固有の値を C++および Javaに共通する値に変換します。次に示
すアプリケーションプログラムと boolean型のデータを送受信する場合は "0001"を指定
してください。

• C++または Javaで作成された OTMのアプリケーションプログラム
• OTM - Connector for ORBを経由して接続する ORBクライアントアプリケーション

指定しない場合，または "0000"を指定した場合は，boolean型データの送受信時に値を
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変換しません。

また，COBOLで作成された OTMのアプリケーションプログラムと boolean型のデータ
を送受信する場合は，通信相手となるアプリケーションプログラムの作成時に
-TSCidl2cblfixオプションに指定した値と同じ値を指定してください。

● -I ディレクトリ [:ディレクトリ ...]

～＜文字列＞

インクルードファイルのサーチパスを指定します。複数指定する場合，UNIXの場合は :
（コロン），Windowsの場合は ;（セミコロン）で区切るか，または -Iオプションを複数
回指定してください。-Iオプションと -idl2cobolオプションを指定した場合，idl2cobol
コマンドにも同じサーチパスが使用されます。

● -A

内部で osagentを開始しません。ローカルホスト内ですでに osagentが開始されている
場合に -Aオプションを指定してください。

コマンド引数

● IDLファイル名称

入力の IDLファイル名称を指定します。-hオプションを指定する場合だけ省略できま
す。IDLファイル名称は必ずコマンドラインの最後に指定してください。また，IDL
ファイル名称の拡張子は必ず ".idl"にしてください。

戻り値

このコマンドは次に示す戻り値をシェルに返してから，処理を終了します。

実行条件

● TSCDIR環境変数を設定してください。

● TPBrokerの共用ライブラリを使用できるようにしてください。

● PATH環境変数に TPBrokerの osagent，idl2ir，および irepが格納されているディ
レクトリを設定してください。Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4の

戻り値 意味

0 正常終了しました。
メッセージ KFOT70008-Iが出力された場合，および -hオプションを指定した場合
も 0が返ります。

0以外 コマンド処理中にエラーが発生したために異常終了しました。
-idl2cobolオプションを指定した場合は，idl2cobolコマンド処理中にエラーが発生
したときも 0以外を返します。出力されたメッセージに従って対策したあと，再度，
コマンドを入力してください。
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ディレクトリは設定しないでください。

注意事項

●オプションとコマンドオプション引数との間には，必ず空白を入れてください。

● OTMで使用できない定義が含まれている場合，不正な動作をする，または不正な
ファイルが出力されるときがあります。

● -idl2cobolオプションを指定しないで idl2cobolコマンドを実行する場合，idl2cobolコ
マンドで出力される，クライアント部分のファイルに付加する文字列，およびサーバ
部分のファイルに付加する文字列は，tscidl2cblコマンドで指定した文字列（または
省略時の文字列）と同じにしてください。

● tscidl2cblコマンドの実行中に，内部で使用している TPBrokerのメッセージが出力
される場合があります。

●オプションに必要なコマンドオプション引数が指定されていない場合は省略値が設定
されます。
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tscidl2cpp（トランザクションフレームの出力
（C++））

形式
 
tscidl2cpp [-h] | [-TSCclient_ext文字列] [-TSCserver_ext 文字列]
    [-TSCtemplate_ext 文字列] [-TSCsession_ext 文字列]
    [-TSChdr_suffix拡張子名] [-TSCsrc_suffix拡張子名]
    [-client_ext文字列] [-server_ext文字列]
    [-hdr_suffix拡張子名] [-src_suffix拡張子名]
    [-idl2cpp] [-template] [-TSCspxy]
    [-TSCexport 文字列] [-TSCexport_skel 文字列]
    [-export 文字列] [-export_skel 文字列]
    [-TSCroot_dir パス名] [-TSCsrc_dir パス名] [-TSChdr_dir パス名]
    [-root_dir パス名] [-src_dir パス名] [-hdr_dir パス名]
    [-TSCno_proxy] [-TSCno_skel] [-TSCidl2cppfix フラグ]
    [[-I ディレクトリ[:ディレクトリ...]]...]
    [-A] IDLファイル名称
 

機能

トランザクションフレームジェネレータです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラ
スなどの C++ソースを出力します。

オプション

● -h

ヘルプメッセージを出力します。ファイルの読み込みおよび生成はしません。

● -TSCclient_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_c》

クライアント部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定します。省略した場
合は "_TSC_c"が設定されます。

● -TSCserver_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_s》

サーバ部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定します。省略した場合は
"_TSC_s"が設定されます。

● -TSCtemplate_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_t》

雛形部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定します。省略した場合は
"_TSC_t"が設定されます。
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-templateオプションを指定しない場合は，-TSCtemplate_extオプションは無視されま
す。

● -TSCsession_ext 文字列

～＜文字列＞《_TSC_p》

セション用 TSCユーザプロキシ部分を出力するファイル名称に付加する文字列を指定し
ます。省略した場合は "_TSC_p"が設定されます。

-TSCspxyオプションを指定しない場合は，-TSCsession_extオプションは無視されま
す。

● -TSChdr_suffix 拡張子名

～＜文字列＞《hh》

ヘッダファイルの拡張子を指定します。省略した場合は "hh"が設定されます。

● -TSCsrc_suffix 拡張子名

～＜文字列＞《cc》

ソースファイルの拡張子を指定します。省略した場合は "cc"が設定されます。

● -client_ext 文字列

～＜文字列＞《_c》

idl2cppコマンドで出力されるクライアント部分のファイルに付加する文字列を指定しま
す。省略した場合は "_c"が設定されます。

idl2cppコマンドで出力されるクライアント部分のファイルに付加する文字列を変更する
場合は，-idl2cppオプションを指定しないときでも必ず -client_extオプションを指定し
てください。

● -server_ext 文字列

～＜文字列＞《_s》

idl2cppコマンドで出力されるサーバ部分のファイルに付加する名称を指定します。省略
した場合は "_s"が設定されます。

idl2cppコマンドで出力されるサーバ部分のファイルに付加する文字列を変更する場合
は，-idl2cppオプションを指定しないときでも必ず -server_extオプションを指定してく
ださい。

● -hdr_suffix 拡張子名

～＜文字列＞《.hh》
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idl2cppコマンドで出力されるヘッダファイルのサフィックス名称を指定します。省略し
た場合は -TSChdr_suffixオプションで指定する拡張子名が使用されます。どちらも指定
されていない場合は ".hh"が設定されます。

● -src_suffix 拡張子名

～＜文字列＞《.cc》

idl2cppコマンドで出力されるソースファイルのサフィックス名称を指定します。省略し
た場合は -TSChdr_suffixオプションで指定する拡張子名が使用されます。どちらも指定
されていない場合は ".cc"が設定されます。

● -idl2cpp

内部で TPBrokerのコマンドを実行して，TPBrokerスタブおよび TPBrokerスケルトン
を出力します。

PATH環境変数に TPBrokerの idl2cppが格納されているディレクトリを設定してくだ
さい。

● -template

雛形クラスの C++ソースを出力します。

● -TSCspxy

セション用 TSCユーザプロキシを持つクライアント部分を生成します。-TSCspxyオプ
ションを指定した場合は，通常の TSCユーザプロキシは生成されません。

● -TSCexport 文字列

～＜文字列＞

TSCユーザプロキシにエクスポートタグを指定します。-TSCexportオプションは，
Windowsで DLL内のクラスにアクセスするための宣言に使用します。

● -TSCexport_skel 文字列

～＜文字列＞

TSCユーザプロキシ，TSCユーザスケルトン，TSCユーザアクセプタ，TSCユーザオ
ブジェクトファクトリ，および TSCユーザオブジェクトにエクスポートタグを指定しま
す。-TSCexport_skelオプションはWindowsで DLL内のクラスにアクセスするための
宣言に使用します。

-templateオプションを指定しない場合は，TSCユーザオブジェクトファクトリおよび
TSCユーザオブジェクトへの指定は無視されます。
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● -export 文字列

～＜文字列＞

idl2cppコマンドで出力されるスタブにエクスポートタグを指定します。-exportオプ
ションはWindowsで DLL内のクラスにアクセスするための宣言に使用します。

-idl2cppオプションを指定しない場合は，-exportオプションは無視されます。

● -export_skel 文字列

～＜文字列＞

idl2cppコマンドで出力されるスタブおよびスケルトンにエクスポートタグを指定しま
す。-export_skelオプションはWindowsで DLL内のクラスにアクセスするための宣言
に使用します。

-idl2cppオプションを指定しない場合は，-export_skelオプションは無視されます。

● -TSCroot_dir パス名

～＜文字列＞

ソースファイルおよびヘッダファイルを出力するディレクトリを指定します。指定した
ディレクトリがない場合は，ディレクトリを作成します。

出力先を変更した場合，出力先ディレクトリをインクルードファイルのサーチパスに指
定してください。

● -TSCsrc_dir パス名

～＜文字列＞

ソースファイルを出力するディレクトリを指定します。指定したディレクトリがない場
合は，ディレクトリを作成します。

● -TSChdr_dir パス名

～＜文字列＞

ヘッダファイルを出力するディレクトリを指定します。指定したディレクトリがない場
合は，ディレクトリを作成します。

出力先を変更した場合，出力ファイルのコンパイル時に，出力先ディレクトリをインク
ルードファイルのサーチパスに指定してください。

● -root_dir パス名

～＜文字列＞

idl2cppコマンドで出力されるソースファイルおよびヘッダファイルを出力するディレク
トリを指定します。
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出力先を変更した場合，依存関係を修正し，出力先ディレクトリをインクルードファイ
ルのサーチパスに指定する必要があります。

-idl2cppオプションを指定しない場合は，-root_dirオプションは無視されます。

● -src_dir パス名

～＜文字列＞

idl2cppコマンドで出力されるソースファイルを出力するディレクトリを指定します。

-idl2cppオプションを指定しない場合は，-src_dirオプションは無視されます。

● -hdr_dir パス名

～＜文字列＞

idl2cppコマンドで出力されるヘッダファイルを出力するディレクトリを指定します。

出力先を変更した場合，出力ファイルのコンパイル時に，出力先ディレクトリをインク
ルードファイルのサーチパスに指定してください。

-idl2cppオプションを指定しない場合は，-hdr_dirオプションは無視されます。

● -TSCno_proxy

TSCユーザプロキシの生成をしません。

● -TSCno_skel

TSCユーザスケルトンの生成をしません。

● -TSCidl2cppfix フラグ

～＜ 4けたの 2進数字＞《0000》

トランザクションフレームの出力時に使用する領域の解放について指定します。省略し
た場合，または 0000が指定された場合，該当する領域を解放しません。

上位 1けた目～ 2けた目
"00"を指定してください。

上位 3けた目
上位 3けた目に "1"を指定すると，OUT属性および INOUT属性で指定した引数の
領域割り当て後に例外が発生したとき，領域が TSCユーザスケルトンで解放されま
す。

上位 4けた目
上位 4けた目に "1"を指定すると，INOUT属性の stringを使用するとき，IN属性
として使用した領域が TSCユーザプロキシで解放されます。
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両方とも指定する場合は，"0011"を指定してください。

● -I ディレクトリ [:ディレクトリ ...]

～＜文字列＞

インクルードファイルのサーチパスを指定します。複数指定する場合，UNIXの場合は :
（コロン），Windowsの場合は ;（セミコロン）で区切るか，または -Iオプションを複数
回指定してください。-Iオプションと -idl2cppオプションを指定した場合，idl2cppコマ
ンドにも同じサーチパスが使用されます。

● -A

内部で osagentを開始しません。ローカルホスト内ですでに osagentが開始されている
場合に -Aオプションを指定してください。

コマンド引数

● IDLファイル名称

入力の IDLファイル名称を指定します。-hオプションを指定する場合だけ省略できま
す。IDLファイル名称は必ずコマンドラインの最後に指定してください。また，IDL
ファイル名称の拡張子は必ず ".idl"にしてください。

戻り値

このコマンドは次に示す戻り値をシェルに返してから，処理を終了します。

実行条件

● TSCDIR環境変数を設定してください。

● TPBrokerの共用ライブラリを使用できるようにしてください。

● PATH環境変数に TPBrokerの osagent，idl2ir，および irepが格納されているディ
レクトリを設定してください。Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4の
ディレクトリは設定しないでください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。
メッセージ KFOT70008-Iが出力された場合，および -hオプションを指定した場合
も 0が返ります。

0以外 コマンド処理中にエラーが発生したために異常終了しました。
-idl2cppオプションを指定した場合は，idl2cppコマンド処理中にエラーが発生した
ときも 0以外を返します。出力されたメッセージに従って対策したあと，再度，コ
マンドを入力してください。
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注意事項

●オプションとコマンドオプション引数との間には，必ず空白を入れてください。

● OTMで使用できない定義が含まれている場合，不正な動作をする，または不正な
ファイルが出力されるときがあります。

● -idl2cppオプションを指定しないで idl2cppコマンドを実行する場合，idl2cppコマン
ドで出力される，クライアント部分のファイルに付加する文字列，サーバ部分のファ
イルに付加する文字列，ヘッダファイルのサフィックス名称，およびソースファイル
のサフィックス名称は，tscidl2cppコマンドで指定した文字列（または省略時の文字
列）と同じにしてください。

● tscidl2cppコマンドの実行中に，内部で使用している TPBrokerのメッセージが出力
される場合があります。

●オプションに必要なコマンドオプション引数が指定されていない場合は省略値が設定
されます。
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tscidl2j（トランザクションフレームの出力
（Java））

形式
 
tscidl2j  [-h] | [-idl2java] [-template] [-TSCspxy]
          [-package パッケージ名] [-TSCroot_dir パス名]
          [-root_dir パス名] [-TSCno_proxy] [-TSCno_skel]
          [[-Iディレクトリ[:ディレクトリ...]]...]
          [-A] [-vbj4] IDLファイル名称
 

機能

トランザクションフレームジェネレータです。ユーザ定義 IDLインタフェース依存クラ
スなどの Javaソースを生成します。

オプション

● -h

ヘルプメッセージを出力します。ファイルの読み込みおよび生成はしません。

● -idl2java

内部で TPBrokerのコマンドを実行して，TPBrokerスタブおよび TPBrokerスケルトン
を出力します。

PATH環境変数に設定するディレクトリは，-vbj4オプションの指定の有無によって異な
ります。-vbj4オプションを指定する場合は，Cosminexus TPBroker for Javaの ORB 
Version 4の idl2javaが格納されているディレクトリを設定してください。-vbj4オプ
ションを指定しない場合は，ORB Version 3の idl2javaが格納されているディレクトリ
を設定してください。

● -template

雛形クラスの Javaソースを出力します。

● -TSCspxy

セション用 TSCユーザプロキシを持つクライアント部分を生成します。-TSCspxyオプ
ションを指定した場合は，通常の TSCユーザプロキシは生成されません。

● -package パッケージ名

～ <文字列 >

IDLファイルに定義したパッケージ名の前に，-packageオプションで指定したパッケー
ジ名を付加します。指定したパッケージ名のディレクトリがない場合は，ディレクトリ



tscidl2j（トランザクションフレームの出力（Java））

565

が作成されます。指定したパッケージ名のディレクトリがある場合は，そのディレクト
リの内容が更新されます。なお，-packageオプションを指定しなくても，同一ユーザ定
義 IDLインタフェースの相手とは通信できます。

-idl2javaオプションを指定しないで -packageオプションを指定した場合は，idl2javaコ
マンドでも，-packageオプションの指定と同じパッケージ名を，同じ IDLファイルに対
して指定してください。

● -TSCroot_dir パス名

～＜文字列＞

ソースファイルを出力するディレクトリを指定します。指定したディレクトリがない場
合は，ディレクトリを作成します。

● -root_dir パス名

～＜文字列＞

idl2javaコマンドで出力されるソースファイルを出力するディレクトリを指定します。

-idl2javaオプションを指定しない場合は，-root_dirオプションは無視されます。

● -TSCno_proxy

TSCユーザプロキシの生成をしません。

● -TSCno_skel

TSCユーザスケルトンおよび TSCアクセプタの生成をしません。

● -I ディレクトリ [:ディレクトリ ...]

～＜文字列＞

インクルードファイルのサーチパスを指定します。複数指定する場合，UNIXの場合は :
（コロン），Windowsの場合は ;（セミコロン）で区切るか，または -Iオプションを複数
回指定してください。-Iオプションと -idl2javaオプションを指定した場合，idl2javaコ
マンドにも同じサーチパスが使用されます。

● -A

内部で osagentを開始しません。ローカルホスト内ですでに osagentが開始されている
場合に -Aオプションを指定してください。

● -vbj4

Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4に対応するトランザクションフレー
ムを出力します。Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4に対応するアプリ
ケーションプログラムを作成する場合に指定してください。



tscidl2j（トランザクションフレームの出力（Java））

566

-vbj4オプションを指定する場合は，PATH環境変数に Cosminexus TPBroker for Java
の ORB Version 4の osagentおよび irepが格納されているディレクトリを設定してくだ
さい。

コマンド引数

● IDLファイル名称

入力の IDLファイル名称を指定します。-hオプションを指定する場合だけ省略できま
す。IDLファイル名称は必ずコマンドラインの最後に指定してください。また，IDL
ファイル名称の拡張子は必ず ".idl"にしてください。

戻り値

このコマンドは次に示す戻り値をシェルに返してから，処理を終了します。

実行条件

● TSCDIR環境変数を設定してください。

● TPBrokerの共用ライブラリを使用できるようにしてください。

● PATH環境変数に設定するディレクトリは，-vbj4オプションの指定の有無によって異
なります。
• -vbj4オプションを指定する場合

Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4の osagent，idl2ir，および irep
が格納されているディレクトリを設定してください。ORB Version 3のディレクト
リは設定しないでください。

• -vbj4オプションを指定しない場合
ORB Version 3の osagent，idl2ir，および irepが格納されているディレクトリを設
定してください。Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4のディレクトリ
は設定しないでください。

注意事項

● OTMで使用できない定義が含まれている場合，不正な動作をする，または不正な
ファイルが出力されるときがあります。

戻り値 意味

0 正常終了しました。
メッセージ KFOT70008-Iが出力された場合，および -hオプションを指定した場合
も 0が返ります。

0以外 コマンド処理中にエラーが発生したために異常終了しました。
-idl2javaオプションを指定した場合は，idl2javaコマンド処理中にエラーが発生し
たときも 0以外を返します。出力されたメッセージに従って対策したあと，再度，
コマンドを入力してください。
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● tscidl2jコマンドの実行中に，内部で利用している TPBrokerのメッセージが出力さ
れる場合があります。

●オプションに必要なコマンドオプション引数が指定されていない場合は省略値が設定
されます。

● Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用する環境で tscidl2jコマンド
を実行すると，TPBrokerが "IDL名称 .rollback"というファイルを作成します。作成
する場所は，Javaのシステムプロパティで取得されるホームディレクトリ下です。こ
のファイルの有無は，アプリケーションプログラムの作成および動作には影響しない
ため，必要に応じて削除してください。ファイル名に設定される IDL名称は，
tscidl2jコマンドの引数に指定した IDLファイル名からディレクトリ名と拡張子
（.idl）を除いた名称です。例えば，"tscidl2j -vbj4 ABCfile.idl"を実行した場合，
ABCfile.rollbackという名称のファイルが作成されます。

● Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4に対応するアプリケーションプロ
グラムを作成するときに，tscidl2jに -idl2javaオプションを指定しない場合は，
idl2javaコマンドを別途実行する必要があります。この場合は，idl2javaコマンドに
-boaオプションおよび -no_narrow_complianceオプションを指定してください。

●同一ホスト内で同一名称の IDLファイルに対する tscidl2j，tscidl2cpp，tscidl2cblが
実行されている間は，-vbj4オプションを指定した tscidl2jを実行しないでください。
同一名称の IDLファイルで，それぞれ定義内容が異なる場合，不正な内容のファイル
が出力される場合があります。

● Cosminexus TPBroker for Javaの ORB Version 4を使用しない環境で，-vbj4オプ
ションを指定して tscidl2jを実行した場合，tscidl2jが正常に終了しても，ファイルが
出力されなかったり，不正な内容のファイルが出力されたりする場合があります。
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付録 A　エラーコード一覧
エラーコードは，TSCSystemExceptionクラスの派生クラスに対応する値です。

C++または Javaでアプリケーションプログラムを作成する場合のエラーコード一覧を
表 A-1に，COBOLの場合のエラーコード一覧を表 A-2に示します。

表 A-1　エラーコード一覧（C++，Java）

値 エラーコード 障害内容

1 BAD_PARAM 無効パラメタが渡されました。

2 NO_MEMORY 動的メモリの割り当て障害が発生しました。

3 COMM_FAILURE 通信障害が発生しました。

4 NO_PERMISSION 許可されていないオペレーションを実行しようとし
ました。

5 INTERNAL ORB内部エラーが発生しました。

6 MARSHAL スタブ，スケルトンで CDRマーシャルに失敗しま
した。

7 INITIALIZE ORB初期化障害が発生しました。

8 NO_IMPLEMENT オペレーションの実装が使用できません。

9 BAD_OPERATION オペレーションが無効です。

10 NO_RESOURCES リクエストを処理するための資源が不足していま
す。

11 NO_RESPONSE リクエストに対する応答がありません。

12 BAD_INV_ORDER ルーチン呼び出しの順番が不正です。

13 TRANSIENT 一時的な障害が発生しました。

14 OBJECT_NOT_EXIST 該当するオブジェクトがありません。

15 UNKNOWN 未知の例外が発生しました。

16 INV_OBJREF 無効なオブジェクトリファレンスが指定されまし
た。

17 IMP_LIMIT 実装の制限を超えました。

18 BAD_TYPECODE タイプコードが不正です。

19 PERSIST_STORE パーシステントストレージに障害が発生しました。

20 FREE_MEM メモリの解放に失敗しました。

21 INV_IDENT 識別子の構文が不正です。

22 INV_FLAG 不正なフラグが指定されました。

23 INTF_REPOS インタフェースリポジトリへのアクセス中に障害が
発生しました。

24 BAD_CONTEXT コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発生し
ました。
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表 A-2　エラーコード一覧（COBOL）

25 OBJ_ADAPTER オブジェクトアダプタが障害を検出しました。

26 DATA_CONVERSION データ変換に失敗しました。

値 エラーコード 障害内容

1 TSCSysExcept_ERR_BAD_PARAM 無効な引数を指定し副プログラムを呼び出しまし
た。

2 TSCSysExcept_ERR_NO_MEMORY 動的メモリの割り当て障害が発生しました。

3 TSCSysExcept_ERR_COMM_FAILURE 通信障害が発生しました。

4 TSCSysExcept_ERR_NO_PERMISSION 許可されていない副プログラムを呼び出しました。

5 TSCSysExcept_ERR_INTERNAL ORB内部エラーが発生しました。

6 TSCSysExcept_ERR_MARSHAL スタブ，スケルトンで CDRマーシャルに失敗しま
した。

7 TSCSysExcept_ERR_INITIALIZE ORB初期化障害が発生しました。

8 TSCSysExcept_ERR_NO_IMPLEMENT オペレーションの実装が使用できません。

9 TSCSysExcept_ERR_BAD_OPERATION オペレーションが無効です。

10 TSCSysExcept_ERR_NO_RESOURCES リクエストを処理するための資源が不足していま
す。

11 TSCSysExcept_ERR_NO_RESPONSE リクエストに対する応答がありません。

12 TSCSysExcept_ERR_BAD_INV_ORDER 副プログラムの発行順序が不正です。

13 TSCSysExcept_ERR_TRANSIENT 一時的な障害が発生しました。

14 TSCSysExcept_ERR_NOT_EXIST 該当するオブジェクトがありません。

15 TSCSysExcept_ERR_UNKNOWN 未知の例外が発生しました。

16 TSCSysExcept_ERR_INV_OBJREF 無効なオブジェクトリファレンスが指定されまし
た。

17 TSCSysExcept_ERR_IMP_LIMIT 実装の制限を超えました。

18 TSCSysExcept_ERR_BAD_TYPECODE タイプコードが不正です。

19 TSCSysExcept_ERR_PERSIST_STORE パーシステントストレージに障害が発生しました。

20 TSCSysExcept_ERR_FREE_MEM メモリの解放に失敗しました。

21 TSCSysExcept_ERR_INV_IDENT 識別子が不正です。

22 TSCSysExcept_ERR_INV_FLAG 不正なフラグが指定されました。

23 TSCSysExcept_ERR_INTF_REPOS インタフェースリポジトリへのアクセス中に障害が
発生しました。

24 TSCSysExcept_ERR_BAD_CONTEXT コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発生し
ました。

25 TSCSysExcept_ERR_OBJ_ADAPTER オブジェクトアダプタが障害を検出しました。

26 TSCSysExcept_ERR_DATA_CONV データ変換に失敗しました。

値 エラーコード 障害内容
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付録 B　場所コード一覧
場所コードは，OTMで障害が発生した場所を示す値です。

C++または Javaでアプリケーションプログラムを作成する場合の場所コード一覧を表
B-1に，COBOLの場合の場所コード一覧を表 B-2に示します。

表 B-1　場所コード一覧（C++，Java）

表 B-2　場所コード一覧（COBOL）

値 場所コード 場所

1 PLACE_CODE_USER_AP ユーザアプリケーション

2 PLACE_CODE_SERV OTMのサーバ機能部分

3 PLACE_CODE_DAEMON TSCデーモン

4 PLACE_CODE_CLNT OTMのクライアント機能部分

5 PLACE_CODE_CLNT_REG TSCレギュレータ

6 PLACE_CODE_STUB TSCユーザプロキシ（スタブ）

7 PLACE_CODE_SKELTON TSCユーザスケルトン（スケルトン）

8 PLACE_CODE_ORBGW TSCORBコネクタ

値 条件名 場所

1 TSCSysExcept_PLACE_USER_AP ユーザアプリケーション

2 TSCSysExcept_PLACE_SERV OTMのサーバ機能部分

3 TSCSysExcept_PLACE_DAEMON TSCデーモン

4 TSCSysExcept_PLACE_CLNT OTMのクライアント機能部分

5 TSCSysExcept_PLACE_CLNT_REG TSCレギュレータ

6 TSCSysExcept_PLACE_STUB スタブ

7 TSCSysExcept_PLACE_SKELTON スケルトン

8 TSCSysExcept_PLACE_ORBGW TSCORBコネクタ
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付録 C　完了状態一覧
完了状態は，障害が発生したときにメソッド（副プログラム）の呼び出しが完了してい
るかどうかを示す値です。

C++または Javaでアプリケーションプログラムを作成する場合の完了状態一覧を表 C-1
に，COBOLの場合の完了状態一覧を表 C-2に示します。

表 C-1　完了状態一覧（C++，Java）

表 C-2　完了状態一覧（COBOL）

値 完了状態 説明

-1 COMPLETED_NO メソッド呼び出しが完了していません。

0 COMPLETED_MAYBE メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。

1 COMPLETED_YES メソッド呼び出しが完了しています。

値 完了状態 説明

-1 TSCSysExcept_COMPLETED_NO 副プログラム呼び出しが完了していません。

0 TSCSysExcept_COMPLETED_MAYB
E

副プログラム呼び出しの完了状態を決定できませ
ん。

1 TSCSysExcept_COMPLETED_YES 副プログラム呼び出しの処理が完了しています。
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付録 D　内容コード一覧
OTMの例外で使用する内容コードについて，定数値の順に説明します。なお，角括弧内
［ ］は該当する処理または個所を表します。該当する処理がメソッドの場合，クラス名と
メソッド名を "::"で区切って示します。例えば，"TSCProxyObject::_TSCTimeOut"は，
TSCProxyObjectクラスの _TSCTimeOutメソッドを表します。

付録 D.1　内容コード 1000～ 1999

1001100110011001　　　　INVALID_TIMEOUTINVALID_TIMEOUTINVALID_TIMEOUTINVALID_TIMEOUT
障害内容
［TSCProxyObject::_TSCTimeOut］
［TSCSessionProxy::_TSCTimeOut］
引数に指定したタイムアウト値が不正です。

開発時の対策
TSCProxyObject::_TSCTimeOut，または TSCSessionProxy::_TSCTimeOutの引数
に，規定の監視時間を指定してください。

1002100210021002　　　　INVALID_RT_ACPT_NAMEINVALID_RT_ACPT_NAMEINVALID_RT_ACPT_NAMEINVALID_RT_ACPT_NAME

障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
引数に指定した TSCルートアクセプタ登録名称が不正です。

開発時の対策
TSCRootAcceptor::activateの引数に，規定の TSCルートアクセプタ登録名称を指
定してください。

1003100310031003　　　　INVALID_PARALLEL_COUNTINVALID_PARALLEL_COUNTINVALID_PARALLEL_COUNTINVALID_PARALLEL_COUNT

障害内容
［TSCRootAcceptor::setParallelCount］
引数に指定したパラレルカウント（常駐するスレッド数）が不正です。

開発時の対策
TSCRootAcceptor::setParallelCountの引数に，規定のパラレルカウント値を指定し
てください。

1004100410041004　　　　INVALID_ACPT_NAMEINVALID_ACPT_NAMEINVALID_ACPT_NAMEINVALID_ACPT_NAME

障害内容
［TSCAcceptorのコンストラクタ］
［TSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタ］
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［TSCSessionProxyのコンストラクタ］
［TSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタ］
引数に指定した TSCアクセプタ名称が不正です。

開発時の対策
TSCAcceptor，TSCAcceptorの派生クラス，TSCSessionProxy，または
TSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタの引数に，規定の長さ（1～ 31
文字）の TSCアクセプタ名称を指定してください。

1005100510051005　　　　OBJ_FACT_IS_NULLOBJ_FACT_IS_NULLOBJ_FACT_IS_NULLOBJ_FACT_IS_NULL
障害内容
［TSCAcceptorのコンストラクタ］
［TSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタ］
引数に指定した TSCObjectFactoryが nullです。

開発時の対策
TSCAcceptor，または TSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタの引数に，new
オペレータで生成した TSCObjectFactoryを指定してください。

1006100610061006　　　　ACPT_IS_NULLACPT_IS_NULLACPT_IS_NULLACPT_IS_NULL

障害内容
［TSCAcceptorのコンストラクタ］
［TSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタ］
引数に指定した TSCAcceptorが nullです。

開発時の対策
TSCRootAcceptor::registerAcceptorの引数に，newオペレータで生成した
TSCAcceptorを指定してください。

1007100710071007　　　　INVALID_ACPT_REGIDINVALID_ACPT_REGIDINVALID_ACPT_REGIDINVALID_ACPT_REGID
障害内容
［TSCRootAcceptor::cancelAcceptor］
引数に指定した TSCAcceptorの登録識別子が不正です。

開発時の対策
TSCRootAcceptor::cancelAcceptorの引数に，TSCRootAcceptor::registerAcceptor
の戻り値として取得し，かつ，TSCAcceptorに登録されている TSCユーザアクセプ
タの登録識別子を指定してください。

1008100810081008　　　　INVALID_TSCIDINVALID_TSCIDINVALID_TSCIDINVALID_TSCID

障害内容
［TSCDomainのコンストラクタ］
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引数に指定した TSC識別子が不正です。

開発時の対策
TSCDomainのコンストラクタの引数に，規定の TSC識別子を指定してください。

1009100910091009　　　　INVALID_DOMAIN_NAMEINVALID_DOMAIN_NAMEINVALID_DOMAIN_NAMEINVALID_DOMAIN_NAME
障害内容
［TSCDomainのコンストラクタ］
引数に指定した TSCドメイン名称が不正です。

開発時の対策
TSCDomainのコンストラクタの引数に，規定の TSCドメイン名称を指定してくだ
さい。

1010101010101010　　　　INVALID_OP_PARAMINVALID_OP_PARAMINVALID_OP_PARAMINVALID_OP_PARAM
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
オブジェクトのユーザメソッドを呼び出すときの引数が不正です。ただし，オブ
ジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。
［スタブ（場所コード：PLACE_CODE_STUB）］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出そうとしましたが，サーバ側に渡す in引数または inout引数が不正です。TSC
ユーザオブジェクトのユーザメソッドは呼び出されていません。
［スケルトン（場所コード：PLACE_CODE_SKELTON）］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出し，そのメソッドの処理は完了しましたが，クライアント側に戻す out引数，
inout引数，または戻り値が不正です。 

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び
出すときの引数，またはユーザメソッドから戻るときの引数および戻り値を，IDL
から各プログラミング言語へのマッピング，および各プログラミング言語での引数
と戻り値の規則に従うようにしてください。

運用時の対策
クライアントアプリケーション，またはサーバアプリケーションがメソッド呼び出
しの規則に違反している可能性が高いです。IDLから各プログラミング言語への
マッピング，および各プログラミング言語での引数と戻り値の規則に従うように，
アプリケーションプログラムを修正してください。
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1011101110111011　　　　SERV_IS_NULLSERV_IS_NULLSERV_IS_NULLSERV_IS_NULL

障害内容
［TSCRootAcceptor::create］
引数に指定した TSCServerが nullです。

開発時の対策
TSCRootAcceptor::createの引数に，TSCAdm::getTSCServerで取得した
TSCServerを指定してください。

1012101210121012　　　　CLNT_IS_NULLCLNT_IS_NULLCLNT_IS_NULLCLNT_IS_NULL
障害内容
［TSCProxyObjectのコンストラクタ］
［TSCProxyObjectの派生クラスのコンストラクタ］
［TSCSessionProxyのコンストラクタ］
［TSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタ］
引数に指定した TSCClientが nullです。

開発時の対策
TSCProxyObject，TSCProxyObjectの派生クラス，TSCSessionProxy，または
TSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタに，TSCAdmの getTSCClientで
取得した TSCClientを指定してください。

1013101310131013　　　　ORB_IS_NULLORB_IS_NULLORB_IS_NULLORB_IS_NULL
障害内容
［TSCAdm::initServer］
［TSCAdm::initClient］
引数に指定した CORBA::ORBが nullです。

開発時の対策
［TSCAdm::initServer］
TSCAdm::initServerの引数に，ORBの initで得た CORBA::ORBを指定してくだ
さい。
［TSCAdm::initClient］
TSCAdm::initClientの引数に，ORBの initで得た CORBA::ORBを指定してくだ
さい。

1015101510151015　　　　DOMAIN_IS_NULLDOMAIN_IS_NULLDOMAIN_IS_NULLDOMAIN_IS_NULL
障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
［TSCAdm::getTSCServer］
引数に指定した TSCDomainが nullです。
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開発時の対策
［TSCAdm::getTSCServer］
TSCAdm::getTSCServerの引数に，newオペレータで生成した TSCDomainを指定
してください。
［TSCAdm::getTSCClient］
TSCAdm::getTSCClientの引数に，newオペレータで生成した TSCDomainを指定
してください。

1016101610161016　　　　INVALID_REQUEST_WAYINVALID_REQUEST_WAYINVALID_REQUEST_WAYINVALID_REQUEST_WAY

障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
引数に指定した接続経路が不正です。

開発時の対策
TSCAdm::getTSCClientの引数に，規定の接続経路を指定してください。

1017101710171017　　　　INVALID_PRIORITYINVALID_PRIORITYINVALID_PRIORITYINVALID_PRIORITY
障害内容
［TSCProxyObject::_TSCPriority］
［TSCSessionProxy::_TSCPriority］
引数に指定したプライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）が不正です。

開発時の対策
TSCProxyObject::_TSCPriority，または TSCSessionProxy::_TSCPriorityの引数
に，規定のプライオリティ値を指定してください。

1018101810181018　　　　THREAD_FACT_IS_NULLTHREAD_FACT_IS_NULLTHREAD_FACT_IS_NULLTHREAD_FACT_IS_NULL

障害内容
［TSCRootAcceptor::create］
引数に指定した TSCThreadFactoryが不正です。

開発時の対策
TSCRootAcceptor::createに，newオペレータで生成した TSCThreadFactoryを指
定してください。

1020102010201020　　　　PROXY_IS_NULLPROXY_IS_NULLPROXY_IS_NULLPROXY_IS_NULL
障害内容
［COBOL］
引数に指定した TSCユーザプロキシのポインタが nullです。

開発時の対策
生成した TSCユーザプロキシのポインタを指定してください。
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1021102110211021　　　　OBJECT_IS_NULLOBJECT_IS_NULLOBJECT_IS_NULLOBJECT_IS_NULL

障害内容
［COBOL］
引数に指定した TSCユーザオブジェクトのポインタが nullです。

開発時の対策
生成した TSCユーザオブジェクトのポインタを指定してください。

1022102210221022　　　　INVALID_FLAGINVALID_FLAGINVALID_FLAGINVALID_FLAG

障害内容
［TSCDomain-NEW］
引数に指定したフラグ値が不正です。

開発時の対策
TSCDomain-NEW副プログラムの引数に，規定のフラグ値を指定してください。

1027102710271027　　　　INVALID_WATCH_TIMEINVALID_WATCH_TIMEINVALID_WATCH_TIMEINVALID_WATCH_TIME
障害内容
［TSCWatchTimeのコンストラクタ］
引数に指定した監視時間が不正です。

開発時の対策
TSCWatchTimeのコンストラクタの引数に，規定の監視時間を指定してください。

1028102810281028　　　　WATCH_TIME_IS_NULLWATCH_TIME_IS_NULLWATCH_TIME_IS_NULLWATCH_TIME_IS_NULL

障害内容
［COBOL］
引数に指定した TSCWatchTimeのポインタが nullです。

開発時の対策
生成した TSCWatchTimeオブジェクトのポインタを指定してください。

1029102910291029　　　　INVALID_RETRY_REQUIREMENTINVALID_RETRY_REQUIREMENTINVALID_RETRY_REQUIREMENTINVALID_RETRY_REQUIREMENT
障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
TSCAdm::getTSCClientの引数に指定した，TSCDomainクラスのコンストラクタ
の TSCドメイン名称，TSC識別子，および接続経路（指定がない場合は，コマンド
引数オプション -TSCRequestWayの指定値）を持つ接続対象が接続先情報ファイル
中に含まれていないため，接続を実行できません。

開発時の対策
接続先情報ファイル中のレコードが接続対象となるよう TSCAdm::getTSCClientの
引数を指定してください。マルチノードリトライ接続の対象となるための条件につ
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いては，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」
のマルチノードリトライ接続の接続対象に関する説明を参照してください。

運用時の対策
TSCAdm::getTSCClientに指定した TSCドメイン名称（nullが指定されている場
合は任意），および接続経路に適応する接続対象が含まれる接続先情報ファイルを使
用してください。

1038103810381038　　　　INVALID_SESSION_INTERVALINVALID_SESSION_INTERVALINVALID_SESSION_INTERVALINVALID_SESSION_INTERVAL

障害内容
［TSCSessionProxy::_TSCSessionInterval］
引数に指定したセション呼び出しインターバル監視時間が不正です。

開発時の対策
TSCSessionProxy::_TSCSessionIntervalの引数に，規定のセション呼び出しイン
ターバル監視時間を指定してください。

1047104710471047　　　　INVALID_QUEUE_LENGTHINVALID_QUEUE_LENGTHINVALID_QUEUE_LENGTHINVALID_QUEUE_LENGTH

障害内容
スケジュール用キューの長さを指定するメソッドに指定したスケジュール用キュー
の長さが不正です。

開発時の対策
サーバアプリケーション内のメソッドで指定したスケジュール用キューの長さを見
直し，規定のスケジュール用キューの長さを指定してください。

1998199819981998　　　　TPBROKER_BAD_PARAMTPBROKER_BAD_PARAMTPBROKER_BAD_PARAMTPBROKER_BAD_PARAM

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_PARAMの例外通知を受けま
した。

付録 D.2　内容コード 2000～ 2999

2001200120012001　　　　MEM_ALLOC_FAILUREMEM_ALLOC_FAILUREMEM_ALLOC_FAILUREMEM_ALLOC_FAILURE
障害内容

メモリ確保に失敗しました。
［オブジェクトのユーザメソッドの呼び出し］
TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドの処理が完了している可能性があります。
［その他のシステム提供メソッドの呼び出し］
システム提供メソッドの処理が完了している可能性があります。
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開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
場所コードで示される個所でユーザメモリの確保に失敗しました。OTMのシステム
を終了してください。その後，プロセス単位で確保できる最大ユーザメモリサイズ
を変更し，再度，システムを開始してください。

2998299829982998　　　　TPBROKER_NO_MEMORYTPBROKER_NO_MEMORYTPBROKER_NO_MEMORYTPBROKER_NO_MEMORY
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_MEMORYの例外通知を受けま
した。

付録 D.3　内容コード 3000～ 3999

3004300430043004　　　　SEND_CLNT_FAILURESEND_CLNT_FAILURESEND_CLNT_FAILURESEND_CLNT_FAILURE
障害内容

TSCデーモンに直結するクライアントアプリケーションまたは TSCレギュレータ
と，TSCデーモン間の通信中に障害が発生しました。ただし，オブジェクトのユー
ザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。

開発時の対策
［TSCデーモンへの接続からのリトライ］
TSCデーモンに直結するクライアントアプリケーションまたは TSCレギュレータか
ら TSCデーモンへの接続が切断されている可能性があります。再度，
TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
［ほかの TSCデーモンが開始済み］
ほかの TSCデーモンに対し， TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してくださ
い。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの確認］
TSCデーモンが開始していることを確認してから，クライアントアプリケーション
を再度，開始してください。
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3005300530053005　　　　SEND_THIN_CLNT_FAILURESEND_THIN_CLNT_FAILURESEND_THIN_CLNT_FAILURESEND_THIN_CLNT_FAILURE

障害内容
クライアントアプリケーションと TSCレギュレータ間の通信中に障害が発生しまし
た。ただし，オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があ
ります。

開発時の対策
［TSCレギュレータへの接続からのリトライ］
クライアントアプリケーションから TSCレギュレータへの接続が切断されている可
能性があります。再度，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
［ほかの TSCデーモンが開始済み］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してくだ
さい。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCレギュレータおよび TSCデーモンの確認］
TSCレギュレータ，および TSCデーモンが開始していることを確認したあと，再
度，クライアントアプリケーションを開始してください。

3006300630063006　　　　SEND_SERV_FAILURESEND_SERV_FAILURESEND_SERV_FAILURESEND_SERV_FAILURE
障害内容

TSCデーモンとサーバアプリケーション間の通信中に障害が発生しました。ただし，
オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。

開発時の対策
［リトライ］
再度，オブジェクトを呼び出してください。ただし，前回のユーザメソッドの呼び
出しは完了している可能性があります。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCルートアクセプタの確認］
該当するインタフェース名称および TSCアクセプタ名称のオブジェクトを提供す
る，TSCルートアクセプタが active状態であることを確認し，再度，クライアント
アプリケーションを開始してください。
［サーバアプリケーションの確認］
該当するインタフェースおよび TSCアクセプタ名称のオブジェクトを提供する，
サーバアプリケーションプロセスが開始していることを確認したあと，再度，クラ
イアントアプリケーションを開始してください。
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3007300730073007　　　　SEND_TSCD_FAILURESEND_TSCD_FAILURESEND_TSCD_FAILURESEND_TSCD_FAILURE

障害内容
TSCデーモン間の通信中に障害が発生しました。ただし，オブジェクトのユーザメ
ソッドの呼び出しは完了している可能性があります。

開発時の対策
［リトライ］
再度，オブジェクトを呼び出してください。ただし，前回のオブジェクトのユーザ
メソッドの呼び出しは完了している可能性があります。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの確認］
該当するインタフェース名称および TSCアクセプタ名称のオブジェクトを提供して
いるサーバアプリケーションプロセスが接続している，同じ TSCドメイン内の TSC
デーモンが開始していることを確認してください。TSCデーモンが開始していない
場合，TSCデーモンおよびサーバアプリケーションを開始したあと，クライアント
アプリケーションを実行してください。

3009300930093009　　　　BASIC_CONN_FAILUREBASIC_CONN_FAILUREBASIC_CONN_FAILUREBASIC_CONN_FAILURE
障害内容
［TSCAdm::initServer］
［TSCAdm::getTSCServer］
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::getTSCClient］
通信先の tscdが見つかりませんでした。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［osagentの確認］
TPBrokerの osagentプロセスが開始されているかどうかを確認してください。
［環境変数の確認］
osagentプロセス，OTMシステムプロセス，およびアプリケーションプロセスの
OSAGENT_PORT環境変数が一致しているかどうかを確認してください。
［TSCデーモンおよび TSCレギュレータの確認］
接続または通信する TSCデーモンおよび TSCレギュレータが開始されているかど
うかを確認してください。
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［その他］
osagentプロセスを再開始してください。

3010301030103010　　　　CONN_FAILURECONN_FAILURECONN_FAILURECONN_FAILURE
障害内容

通信路の接続に失敗しました。
［TSCAdm::initServer］
サーバアプリケーションの TSCデーモンへの登録要求の過程で障害が発生しまし
た。その原因を次に示します。
• コマンドオプション引数 -TSCPortに，すでにほかのプロセスが使用しているポー
ト番号を指定しています。

• コマンドオプション引数 -TSCPortに指定した値が不正です。

［TSCAdm::getTSCServer］
サーバアプリケーションと TSCデーモンの接続の過程で障害が発生しました。
［TSCAdm::initClient］
クライアントアプリケーションの TSCデーモンへの登録要求の過程で障害が発生し
ました。その原因を次に示します。
• コマンドオプション引数 -TSCPortに，すでにほかのプロセスが使用しているポー
ト番号を指定しています。

• コマンドオプション引数 -TSCPortに指定した値が不正です。

［TSCAdm::getTSCClient］
クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたは TSCレギュレータの接続の
過程で障害が発生しました。
［TSCAdm::releaseTSCServer］
サーバアプリケーションと TSCデーモンの接続切断の過程で障害が発生しました。
［TSCAdm::endServer］
サーバアプリケーションの TSCデーモンへの登録解除の過程で障害が発生しまし
た。
［TSCAdm::releaseTSCClient］
クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたは TSCレギュレータの接続切
断の過程で障害が発生しました。
［TSCAdm::endClient］
クライアントアプリケーションの TSCデーモンへの登録解除の過程で障害が発生し
ました。
［TSCRootAcceptor::acitvate］
TSCRootAcceptorの活性化（active状態への遷移）の過程で通信障害がありまし
た。
［TSCRootAcceptor::deactivate］
TSCRootAcceptorの非活性化（non-active状態への遷移）の過程で通信障害があり
ました。
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開発時の対策
［リトライ（TSCAdm::getTSCServer）］
再度，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。
［リトライ（TSCAdm::getTSCClient）］
再度，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。
［処理の終了（TSCAdm::releaseTSCServer）］
TSCAdm::releaseTSCServerが受け付けられる前に，障害が発生しました。OTM
の処理を終了してください。
［処理の終了（TSCAdm::releaseTSCClient）］
TSCAdm::releaseTSCClientが受け付けられる前に，障害が発生しました。OTMの
処理を終了してください。
［リトライ（TSCRootAcceptor::activate）］
再度，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。
［処理の終了（TSCRootAcceptor::deactivate）］
TSCRootAcceptor::deactivateが受け付けられる前に，障害が発生しました。OTM
の処理を終了してください。
［処理の終了］
保守コード 1および保守コード 2を取得して，OTMの処理を終了してください。
TSCRootAcceptor::deactivateでこの例外が発生し，完了状態が
COMPLETED_MAYBE（0）の場合，TSCRootAcceptor::deactivateの処理が完了
していないため，アプリケーションプロセスが異常終了する可能性があります。

運用時の対策
［最大コネクション数（ファイルディスクリプタ数）の確認］
プロセス単位で確立することができる最大コネクション数，または取得できるファ
イルディスクリプタ数を超えて，コネクションを確立しようとした可能性が高いで
す。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位で確立することが
できる最大コネクション数，または取得できるファイルディスクリプタ数の上限を
変更し，再度，システムを開始してください。
［指定ポート番号の確認］
コマンドオプション引数 -TSCPortに指定したポート番号は，すでにほかのプロセ
スで使用されている可能性があります。コマンドオプション引数 -TSCPortに指定
するポート番号をほかのプロセスが使用していないポート番号に変更し，再度，実
行してください。

3011301130113011　　　　INCOMPATIBLE_PROTOCOLINCOMPATIBLE_PROTOCOLINCOMPATIBLE_PROTOCOLINCOMPATIBLE_PROTOCOL
障害内容

OTMの通信プロトコル上で，バージョンの不一致がありました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
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理を終了してください。

運用時の対策
同じ TSCドメインに含まれる OTMのシステムデーモン，またはアプリケーション
プログラムの中で，バージョンの不一致があります。再度，確認してください。

3012301230123012　　　　NOT_IGNORE_PROTOCOLNOT_IGNORE_PROTOCOLNOT_IGNORE_PROTOCOLNOT_IGNORE_PROTOCOL

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
OTMの一部の機能についてバージョンの不一致がありました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
一部の機能について，場所コードで示されるプロセスのバージョンがほかのプロセ
スのバージョンと不一致です。再度，確認してください。

3021302130213021　　　　DEACTIVATE_FAILUREDEACTIVATE_FAILUREDEACTIVATE_FAILUREDEACTIVATE_FAILURE

障害内容
［TSCRootAcceptor::deactivate］
TSCRootAcceptor::deactivateの処理中にエラーが発生しました。次の要因が考えら
れます。
• 通信処理中に TSCデーモンで通信障害が発生しました。
• 通信処理中に TSCデーモンでタイムアウトを検知しました。
• TSCObjectFactory::destroyのユーザ実装部分から例外が返されました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。エラーの詳細については KFOT75122-Eメッセージの内容
を参照してください。完了状態が COMPLETED_MAYBE（0）の場合，異常終了す
るおそれがあるため，TSCRootAcceptor::destroy，ユーザアクセプタの削除，また
はユーザスレッドファクトリの削除は実行しないでください。

3998399839983998　　　　TPBROKER_COMM_FAILURETPBROKER_COMM_FAILURETPBROKER_COMM_FAILURETPBROKER_COMM_FAILURE
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::COMM_FAILUREの例外通知を受
けました。
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付録 D.4　内容コード 4000～ 4999

4001400140014001　　　　CALL_IN_HOLDCALL_IN_HOLDCALL_IN_HOLDCALL_IN_HOLD

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
該当するインタフェース名称，および TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェ
クトが提供するサービスが閉塞中です。または，サーバアプリケーションが異常終
了しました。

開発時の対策
［リトライ（閉塞解除ができる場合）］
再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出してください。
［処理の終了（閉塞解除ができない場合）］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
該当するインタフェース名称，および TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェ
クトが提供するサービスが閉塞中の場合は，それらのサービスを閉塞解除してから，
再度，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出してください。
サーバアプリケーションが異常終了している場合は，必要に応じてサーバアプリ
ケーションを再開始してから，再度，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを
呼び出してください。

4002400240024002　　　　RT_ACPT_IS_ACTIVERT_ACPT_IS_ACTIVERT_ACPT_IS_ACTIVERT_ACPT_IS_ACTIVE

障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCRootAcceptorはすでに active状態です。

開発時の対策
［TSCRootAcceptorの属性変更］
TSCRootAcceptorの属性変更を反映させたい場合，一度，TSCRootAcceptor 
::deactivateによって non-active状態にしてから，再度，
TSCRootAcceptor::activateを発行してください。

4005400540054005　　　　SERV_CONN_IN_ENDSERV_CONN_IN_ENDSERV_CONN_IN_ENDSERV_CONN_IN_END

障害内容
［TSCAdm::getTSCServer］
TSCデーモンの終了処理中に TSCAdm::getTSCServerを発行しました。

開発時の対策
［ほかの TSCデーモンに接続］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してくだ
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さい。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの再開始］
TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してく
ださい。

4006400640064006　　　　ACTIVATE_IN_ENDACTIVATE_IN_ENDACTIVATE_IN_ENDACTIVATE_IN_END

障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCデーモンの終了処理中に activateを発行しました。

開発時の対策
［ほかの TSCデーモンでの活性化（active状態への遷移）］
ほかの TSCデーモンに対して，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してく
ださい。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの再開始］
TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してく
ださい。

4007400740074007　　　　CLNT_CONN_IN_ENDCLNT_CONN_IN_ENDCLNT_CONN_IN_ENDCLNT_CONN_IN_END

障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
TSCデーモンの終了処理中に TSCAdm::getTSCClientを発行しました。

開発時の対策
［ほかの TSCデーモンでのリトライ］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からからやり直して
ください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの再開始］
TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してく
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ださい。

4008400840084008　　　　DIFF_THREAD_CALLDIFF_THREAD_CALLDIFF_THREAD_CALLDIFF_THREAD_CALL

障害内容
［TSCWatchTime::stop］
時間監視を開始したスレッドと異なるスレッドで呼び出されました。

開発時の対策
スレッド制御が不正です。監視を開始したスレッドで呼び出してください。

4009400940094009　　　　CALL_IN_ENDCALL_IN_ENDCALL_IN_ENDCALL_IN_END

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
TSCデーモンまたはサーバアプリケーションの終了処理中にオブジェクトを発行し
ました。オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了していません。

開発時の対策
［ほかの TSCデーモンでのリトライ］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してくだ
さい。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの再開始］
TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してく
ださい。
［サーバアプリケーションの確認］
該当するインタフェースおよび TSCアクセプタ名称のオブジェクトを提供するサー
バアプリケーションプロセスが開始していることを確認したあと，再度クライアン
トアプリケーションを開始してください。

4010401040104010　　　　ACPT_NOT_REGISTEDACPT_NOT_REGISTEDACPT_NOT_REGISTEDACPT_NOT_REGISTED
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCユーザアクセプタが登録されていない状態で activateを発行しました。

開発時の対策
［TSCユーザアクセプタの登録］
TSCAcceptor::registerAcceptorによって TSCユーザアクセプタを登録してくださ
い。
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4011401140114011　　　　SERV_CONN_IN_STARTSERV_CONN_IN_STARTSERV_CONN_IN_STARTSERV_CONN_IN_START

障害内容
［TSCAdm::getTSCServer］
TSCデーモンの初期化処理中に TSCAdm::getTSCServerを発行しました。

開発時の対策
［リトライ］
再度，TSCAdm::getTSCServerを発行してください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの開始待ち］
TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してくだ
さい。

4012401240124012　　　　CLNT_CONN_IN_STARTCLNT_CONN_IN_STARTCLNT_CONN_IN_STARTCLNT_CONN_IN_START

障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
TSCデーモンの初期化処理中に TSCAdm::getTSCClientを発行しました。

開発時の対策
［リトライ］
再度，TSCAdm::getTSCClientを発行してください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの開始待ち］
TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してくだ
さい。

4013401340134013　　　　TSCD_IS_NOT_MY_HOSTTSCD_IS_NOT_MY_HOSTTSCD_IS_NOT_MY_HOSTTSCD_IS_NOT_MY_HOST
障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
サーバアプリケーションまたはクライアントアプリケーションを管理元の TSCデー
モンとは異なるホストで開始しました。
OTMのクライアントアプリケーションを開始するときに自コンピュータ内にない
TSCデーモンの TSCドメインおよび TSC識別子を指定しました。

運用時の対策
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［再開始］
管理元の TSCデーモンと同じホスト上でサーバアプリケーションを開始し直してく
ださい。

4014401440144014　　　　OVER_ACPT_REGIOVER_ACPT_REGIOVER_ACPT_REGIOVER_ACPT_REGI

障害内容
［TSCRootAcceptor::registerAcceptor］
アクセプタの登録可能数の上限を超えました。

開発時の対策
TSCユーザアクセプタの登録数を既定値以下にしてください。

4015401540154015　　　　NOT_SUPPORTEDNOT_SUPPORTEDNOT_SUPPORTEDNOT_SUPPORTED
障害内容

機能をサポートしていません。
［TSCAdm.initClient］
OTMで，Javaアプレットの場合の TSCAdm.initClientを発行しました。
［TSCAdm::getTSCClient］
シングルスレッドライブラリを使用して，wayに TSCAdm::TSC_ADM_DIRECT
を指定して TSCAdm::getTSCClientを発行しました。
［TSCAdm::initServer］
［TSCAdm::getTSCServer］
［TSCAdm::serverMainloop］
［TSCAdm::releaseTSCServer］
［TSCAdm::endServer］
［TSCAdm::shutdown］
シングルスレッドライブラリを使用しています。または OTM - Clientでサーバアプ
リケーションのメソッドを発行しました。

開発時の対策
［リトライ（TSCAdm::getTSCClient）］
wayに TSCAdm::TSC_ADM_REGULATORを指定して再度，
TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。
［接続経路の確認（TSCAdm::getTSCClient）］
接続経路が TSCレギュレータ経由になっているかどうかを確認してください。 
［処理の終了（TSCAdm::getTSCClient以外）］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［CLASSPATHの確認（TSCAdm::initClient）］
CLASSPATHで，次について参照するよう指定されているかどうかを確認してくだ
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さい。
• UNIXを使用する場合

"格納ディレクトリ /tsccl.jar"，または "格納ディレクトリ /tscj2cl.jar"
• Windowsを使用する場合

"格納ディレクトリ ¥tsccl.jar"，または "格納ディレクトリ ¥tscj2cl.jar"

［リンケージライブラリの確認］
［TSCAdm::initServer］
［TSCAdm::getTSCServer］
［TSCAdm::serverMainloop］
［TSCAdm::releaseTSCServer］
［TSCAdm::endServer］
［TSCAdm::shutdown］
上記のメソッドは OTM - Clientまたはシングルスレッドライブラリを使用する環境
では使用できません。
次に示すライブラリを使用する形でリンケージされているかどうかを確認してくだ
さい。
• UNIXを使用する場合

libtscsv.slまたは libtsccblsv.sl
• Windowsを使用する場合

tscsv.dll

［上記以外］
機能をサポートしていません。保守コード 1～ 4を取得して，システム管理者に連
絡してください。

4016401640164016　　　　ACTIVATE_IN_STARTACTIVATE_IN_STARTACTIVATE_IN_STARTACTIVATE_IN_START

障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCデーモンの初期化処理中に TSCRootAcceptor::acitvateを発行しました。

開発時の対策
［リトライ］
再度，TSCRootAcceptor::activateを発行してください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの開始待ち］
TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してくだ
さい。
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4018401840184018　　　　DEACTIVATE_IN_ENDDEACTIVATE_IN_ENDDEACTIVATE_IN_ENDDEACTIVATE_IN_END

障害内容
［TSCRootAcceptor::deactivate］
TSCデーモンの終了処理中に TSCRootAcceptor::deactivateを発行しました。

開発時の対策
［処理の終了］
TSCRootAcceptor::deactivateが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に
入りました。OTMの処理を終了してください。

4020402040204020　　　　CLNT_DISCONN_IN_ENDCLNT_DISCONN_IN_ENDCLNT_DISCONN_IN_ENDCLNT_DISCONN_IN_END
障害内容
［TSCAdm::releaseTSCClient］
TSCデーモンの終了処理中に TSCAdm::releaseTSCClientを発行しました。

開発時の対策
［処理の終了］
TSCAdm::releaseTSCClientが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に入
りました。OTMの処理を終了してください。

4022402240224022　　　　ACTIVATE_WITH_DIFF_PROPACTIVATE_WITH_DIFF_PROPACTIVATE_WITH_DIFF_PROPACTIVATE_WITH_DIFF_PROP
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
すでに同じ TSCルートアクセプタ登録名称で TSCRootAcceptorが登録されていて，
該当する TSCRootAcceptorはすでに登録されている TSCRootAcceptorの提供でき
るサービスの種類（TSCサービス識別子の列）が違います。

開発時の対策
［属性の変更］
TSCRootAcceptor::registerAcceptor，または TSCRootAcceptor::cancelAcceptorに
よって，TSCRootAcceptorに登録されている TSCAcceptorを調整し，提供できる
サービスの種類（TSCサービス識別子の列）を一致させてください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
同じ TSCルートアクセプタ登録名称を利用するときは，TSCRootAcceptorの提供
できるサービスの種類（TSCサービス識別子の列）を一致するようにしてください。

4023402340234023　　　　CLNT_INIT_IN_ENDCLNT_INIT_IN_ENDCLNT_INIT_IN_ENDCLNT_INIT_IN_END
障害内容
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［TSCAdm::initClient］
TSCデーモンの終了処理中に TSCAdm::initClientを発行しました。

開発時の対策
［処理の終了］
TSCAdm::initClientが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に入りまし
た。OTMの処理を終了してください。

4024402440244024　　　　SERV_INIT_IN_ENDSERV_INIT_IN_ENDSERV_INIT_IN_ENDSERV_INIT_IN_END

障害内容
［TSCAdm::initServer］
TSCデーモンの終了処理中に TSCAdm::initServerを発行しました。

開発時の対策
［処理の終了］
TSCAdm::initServerが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に入りまし
た。OTMの処理を終了してください。

4025402540254025　　　　CLNT_INIT_IN_STARTCLNT_INIT_IN_STARTCLNT_INIT_IN_STARTCLNT_INIT_IN_START
障害内容
［TSCAdm::initClient］
TSCデーモンの初期化処理中に TSCAdm::initClientを発行しました。

開発時の対策
［リトライ］
再度，TSCAdm::initClientを発行してください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの開始待ち］
TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::initClientの処理からやり直してくださ
い。

4026402640264026　　　　SERV_INIT_IN_STARTSERV_INIT_IN_STARTSERV_INIT_IN_STARTSERV_INIT_IN_START

障害内容
［TSCAdm::initServer］
TSCデーモンの初期化処理中に TSCAdm::initServerを発行しました。

開発時の対策
［リトライ］
再度，TSCAdm::initServerを発行してください。
［処理の終了］
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内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［TSCデーモンの開始待ち］
TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::initServerの処理からやり直してくださ
い。

4027402740274027　　　　NOT_ACCEPT_OBJECTNOT_ACCEPT_OBJECTNOT_ACCEPT_OBJECTNOT_ACCEPT_OBJECT

障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCユーザアクセプタから TSCObjectFactoryの createを呼び出しましたが，戻り
値である TSCユーザオブジェクトと，TSCユーザアクセプタのインタフェースが違
います。

開発時の対策
［処理の終了］
TSCユーザオブジェクトファクトリを TSCユーザアクセプタのコンストラクタの引
数に指定する場合，createの戻り値である TSCユーザオブジェクトと，TSCユー
ザアクセプタのインタフェースを一致させてください。

4028402840284028　　　　CLNT_COMMAND_STARTCLNT_COMMAND_STARTCLNT_COMMAND_STARTCLNT_COMMAND_START

障害内容
［TSCAdm::initClient］
tscstartprcコマンドから開始されたアプリケーションプログラムから TSCAdmク
ラスの initClientメソッドを発行しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムの処理を終了してください。

運用時の対策
クライアントアプリケーションを直接，手動で開始してください。

4029402940294029　　　　WATCH_IS_STARTEDWATCH_IS_STARTEDWATCH_IS_STARTEDWATCH_IS_STARTED

障害内容
［TSCWatchTime::start］
時間監視中に，監視開始が要求されました。
［TSCWatchTime::reset］
時間監視中に，監視時間のリセットが要求されました。

開発時の対策
時間監視を中断してから，メソッドを発行してください。
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4030403040304030　　　　WATCH_IS_STOPPEDWATCH_IS_STOPPEDWATCH_IS_STOPPEDWATCH_IS_STOPPED

障害内容
［TSCWatchTime::stop］
時間監視終了または中断中に，監視中断が要求されました。

開発時の対策
時間監視を開始してから，監視中断を要求してください。

4031403140314031　　　　SAME_APID_EXISTSAME_APID_EXISTSAME_APID_EXISTSAME_APID_EXIST

障害内容
［TSCAdm::initServer］
指定されたアプリケーション識別子を持つサーバアプリケーションがすでに TSC
デーモンに登録されています。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
重複しないアプリケーション識別子を再度指定して，サーバアプリケーションを開
始してください。

4032403240324032　　　　FILE_ACCESS_FAILUREFILE_ACCESS_FAILUREFILE_ACCESS_FAILUREFILE_ACCESS_FAILURE
障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数
-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルがない，または何らかの理由に
よって開くことができません。
［TSCORBコネクタの開始］
TSCORBコネクタの開始時にコマンドオプション引数 -TSCExceptConvertFileに
指定した例外変換テーブルファイルがない，または何らかの理由によって開くこと
ができません。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
［接続先情報ファイルの確認］
コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルがあ
るかどうかと，読み込み権限があるかどうかを確認してください。
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Javaアプレットの場合，コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceに，URL
でないローカルファイル，またはアプレットダウンロード元以外のファイルのURL
を指定するときは，署名によって Javaアプレットのセキュリティの制限を解除され
ているかどうかを確認してください。
［例外変換テーブルファイルの確認］
コマンドオプション引数 -TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファ
イルがあるかどうかと，読み込み権限があるかどうかを確認してください。

4033403340334033　　　　SESSION_IN_ENDSESSION_IN_ENDSESSION_IN_ENDSESSION_IN_END

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
［TSCSessionProxy::_TSCStop］
セションが確立されていません。またはセション情報が削除されました。
原因を次に示します。
・セション確立先のサーバアプリケーションが異常終了しました。
・セション呼び出しインターバル監視時間を経過しました。
・セション情報を管理している TSCデーモンが異常終了しました。

開発時の対策
［TSCSessionProxy::_TSCStartからのリトライ（オブジェクトのユーザメソッド）］
TSCSessionProxyクラスの _TSCStopメソッドが発行されたか，またはセション呼
び出しインターバル監視時間が過ぎたため，セションが解放された可能性がありま
す。再度，セション呼び出しを行うには，TSCSessionProxyクラスの _Startメ
ソッドの発行からやり直してください。

4034403440344034　　　　SESSION_IN_CALLSESSION_IN_CALLSESSION_IN_CALLSESSION_IN_CALL

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
［TSCSessionProxy::_TSCStop］
セション呼び出し中です。

開発時の対策
［セション呼び出しの確認］
セション呼び出しが完了したあとで，オブジェクトのユーザメソッド発行および
TSCSessionProxyクラスの _TSCStopメソッドの処理からやり直してください。

4998499849984998　　　　TPBROKER_NO_PERMISSIONTPBROKER_NO_PERMISSIONTPBROKER_NO_PERMISSIONTPBROKER_NO_PERMISSION

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_PERMISSIONの例外通知を受
けました。
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付録 D.5　内容コード 5000～ 5999

5001500150015001　　　　PROPERTIES_FAILUREPROPERTIES_FAILUREPROPERTIES_FAILUREPROPERTIES_FAILURE

障害内容
コマンドオプション引数の解析中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。

5002500250025002　　　　MSG_TYPE_FAILUREMSG_TYPE_FAILUREMSG_TYPE_FAILUREMSG_TYPE_FAILURE
障害内容

通信プロトコルの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。

5003500350035003　　　　MUTEX_FAILUREMUTEX_FAILUREMUTEX_FAILUREMUTEX_FAILURE
障害内容

排他制御の処理で障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシス
テムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大き
くし，再度，システムを開始してください。

5004500450045004　　　　SIG_COND_FAILURESIG_COND_FAILURESIG_COND_FAILURESIG_COND_FAILURE
障害内容
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排他制御付きスレッド間通信の処理で障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシス
テムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大き
くし，再度，システムを開始してください。

5005500550055005　　　　EVENT_FAILUREEVENT_FAILUREEVENT_FAILUREEVENT_FAILURE
障害内容

スレッド間通信の処理で障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシス
テムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大き
くし，再度，システムを開始してください。

5006500650065006　　　　SH_MEM_FAILURESH_MEM_FAILURESH_MEM_FAILURESH_MEM_FAILURE

障害内容
共有メモリの初期化処理で障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
TSCSPOOL環境変数と TSCドメイン名称の関係が正しいかどうかを確認してくだ
さい。また，tscstartコマンドの -TSCServerCacheSizeオプション引数の指定値が
正しいかどうかを確認してください。

5007500750075007　　　　THREAD_CREATE_FAILURETHREAD_CREATE_FAILURETHREAD_CREATE_FAILURETHREAD_CREATE_FAILURE

障害内容
スレッド生成の処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
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内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
プロセス単位の最大スレッド数の上限を超えて，スレッドを生成しようとしました。
プロセス単位のスレッド数の上限を大きくしてください。

5008500850085008　　　　TSD_FAILURETSD_FAILURETSD_FAILURETSD_FAILURE
障害内容

スレッド固有メモリの初期化処理で障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシス
テムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大き
くし，再度，システムを開始してください。

5009500950095009　　　　CBL_ADAPTER_ERRORCBL_ADAPTER_ERRORCBL_ADAPTER_ERRORCBL_ADAPTER_ERROR
障害内容

COBOLアダプタでの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシス
テムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大き
くし，再度，システムを開始してください。

5010501050105010　　　　SYSTEM_TIME_FAILURESYSTEM_TIME_FAILURESYSTEM_TIME_FAILURESYSTEM_TIME_FAILURE

障害内容
［TSCWatchTime::start］
［TSCWatchTime::stop］
［TSCWatchTime::reset］
システム時間の取得に失敗しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
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ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。

5998599859985998　　　　TPBROKER_INTERNALTPBROKER_INTERNALTPBROKER_INTERNALTPBROKER_INTERNAL

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INTERNALの例外通知を受けまし
た。

5999599959995999　　　　PROGRAM_ERRORPROGRAM_ERRORPROGRAM_ERRORPROGRAM_ERROR

障害内容
OTMのシステム中で，その他の障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。さらに，クライアントアプリケーションまたはサーバアプ
リケーションのプロセスを終了させてください。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。

付録 D.6　内容コード 6000～ 6999

6001600160016001　　　　INVALID_STREAM_LENINVALID_STREAM_LENINVALID_STREAM_LENINVALID_STREAM_LEN

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
CDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。ストリーム長に問題があります。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クライアント側の TSCユーザプ
ロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トラ
ンザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラ
ムをコンパイルおよびリンクしてください。

運用時の対策
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内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クラ
イアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可
能性があります。

6002600260026002　　　　INVALID_STREAM_VALUEINVALID_STREAM_VALUEINVALID_STREAM_VALUEINVALID_STREAM_VALUE
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
CDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。ストリーム中の値に問題がありま
す。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クライアント側の TSCユーザプ
ロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トラ
ンザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラ
ムをコンパイルおよびリンクしてください。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クラ
イアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可
能性があります。

6003600360036003　　　　MARSHAL_OTHERSMARSHAL_OTHERSMARSHAL_OTHERSMARSHAL_OTHERS

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
CDRマーシャルの処理中に，ストリーム長またはストリーム中の値以外の障害が発
生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クライアント側の TSCユーザプ
ロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トラ
ンザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラ
ムをコンパイルおよびリンクしてください。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
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管理者に連絡してください。ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クラ
イアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可
能性があります。

6004600460046004　　　　REQ_MARSHAL_FAILUREREQ_MARSHAL_FAILUREREQ_MARSHAL_FAILUREREQ_MARSHAL_FAILURE

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
ユーザ要求データの CDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
さらに，クライアントアプリケーションが TSCユーザオブジェクトのユーザメソッ
ドを呼び出すときの in引数，または inout引数の内容に誤りがないかどうかを確認
してください。

運用時の対策
クライアントアプリケーションが TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び
出すときの in引数，または inout引数の内容に誤りがある可能性があります。引数
の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，
場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム管理者に連絡
してください。

6005600560056005　　　　REQ_UNMARSHAL_FAILUREREQ_UNMARSHAL_FAILUREREQ_UNMARSHAL_FAILUREREQ_UNMARSHAL_FAILURE

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
ユーザ要求データの CDRアンマーシャルの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
さらに，クライアントアプリケーションが TSCユーザオブジェクトのユーザメソッ
ドを呼び出すときの in引数，または inout引数の内容に誤りがないかどうかを確認
してください。また，クライアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSC
ユーザスケルトンのユーザ定義 IDLインタフェースが一致しているかどうかを確認
してください。

運用時の対策
クライアントアプリケーションが TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び
出すときの in引数，または inout引数の内容に誤りがある可能性があります。また
は，クライアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンの
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ユーザ定義 IDLインタフェースが一致していない可能性があります。引数の内容に
誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所
コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム管理者に連絡して
ください。

6006600660066006　　　　REP_MARSHAL_FAILUREREP_MARSHAL_FAILUREREP_MARSHAL_FAILUREREP_MARSHAL_FAILURE
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
ユーザ応答データの CDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーショ
ンに戻す out引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがないかどうかを確認し
てください。

運用時の対策
TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻す
out引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがある可能性があります。引数ま
たは戻り値の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。

6007600760076007　　　　REP_UNMARSHAL_FAILUREREP_UNMARSHAL_FAILUREREP_UNMARSHAL_FAILUREREP_UNMARSHAL_FAILURE
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
ユーザ応答データの CDRアンマーシャルの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーショ
ンに戻す out引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがないかどうかを確認し
てください。また，クライアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユー
ザスケルトンのユーザ定義 IDLインタフェースが一致しているかどうかを確認して
ください。

運用時の対策
TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻す
out引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがある可能性があります。また
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は，クライアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンの
ユーザ定義 IDLインタフェースが一致していない可能性があります。引数または戻
り値の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容
コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム管理
者に連絡してください。

6008600860086008　　　　UEXCEPT_MARSHAL_FAILUREUEXCEPT_MARSHAL_FAILUREUEXCEPT_MARSHAL_FAILUREUEXCEPT_MARSHAL_FAILURE

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
ユーザ例外データの CDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーショ
ンに戻すユーザ例外の内容に誤りがないかどうかを確認してください。

運用時の対策
TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻す
ユーザ例外の内容に誤りがある可能性があります。ユーザ例外の内容に誤りがない
かどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了
状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム管理者に連絡してください。

6009600960096009　　　　UEXCEPT_UNMARSHAL_FAILUREUEXCEPT_UNMARSHAL_FAILUREUEXCEPT_UNMARSHAL_FAILUREUEXCEPT_UNMARSHAL_FAILURE

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
ユーザ例外データの CDRアンマーシャルの処理中に障害が発生しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーショ
ンに戻すユーザ例外の内容に誤りがないかどうかを確認してください。また，クラ
イアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンのユーザ定
義 IDLインタフェースが一致しているかどうかを確認してください。

運用時の対策
TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻す
ユーザ例外の内容に誤りがある可能性があります。または，クライアント側の TSC
ユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンのユーザ定義 IDLインタ
フェースが一致していない可能性があります。ユーザ例外の内容に誤りがないかど
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うかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了状態，
および保守コード 1～ 4を取得し，システム管理者に連絡してください。

6010601060106010　　　　MARSHAL_ERRORMARSHAL_ERRORMARSHAL_ERRORMARSHAL_ERROR
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
CDRマーシャルに障害が発生しました。インタフェースの不一致です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クライアント側の TSCユーザプ
ロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トラ
ンザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラ
ムをコンパイルおよびリンクしてください。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，システム
管理者に連絡してください。ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クラ
イアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可
能性があります。

6998699869986998　　　　TPBROKER_MARSHALTPBROKER_MARSHALTPBROKER_MARSHALTPBROKER_MARSHAL
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::MARSHALの例外通知を受けまし
た。

付録 D.7　内容コード 7000～ 7999

7002700270027002　　　　INVALID_DEF_TIMEOUTINVALID_DEF_TIMEOUTINVALID_DEF_TIMEOUTINVALID_DEF_TIMEOUT
障害内容
［TSCAdm::initServer］
［TSCAdm::initClient］
アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数 -TSCTimeOut
に指定したタイムアウト値が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
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ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCTimeOutに，規定の監視時間値（0～ 2147483647
（秒））を指定してください。

7003700370037003　　　　INVALID_DEF_RT_ACPTINVALID_DEF_RT_ACPTINVALID_DEF_RT_ACPTINVALID_DEF_RT_ACPT

障害内容
［TSCAdm::initServer］
コマンドオプション引数 -TSCRootAcceptorに指定した TSCルートアクセプタ登録
名称が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCRootAcceptorに，規定の TSCルートアクセプタ登録
名称（1～ 31文字の英数字）を指定してください。

7004700470047004　　　　INVALID_DEF_PARALLEL_COUNTINVALID_DEF_PARALLEL_COUNTINVALID_DEF_PARALLEL_COUNTINVALID_DEF_PARALLEL_COUNT
障害内容
［TSCAdm::initServer］
コマンドオプション引数 -TSCParallelCountに指定したパラレルカウント（常駐す
るスレッド数）が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCParallelCountに，規定のパラレルカウント値（1～
127の符号なし整数）を指定してください。

7005700570057005　　　　LOAD_SHLIB_FAILURELOAD_SHLIB_FAILURELOAD_SHLIB_FAILURELOAD_SHLIB_FAILURE
障害内容
［TSCAdm::initServer（Java）］
［TSCAdm::initClient（Java）］
共有ライブラリの読み込みに失敗しました。

開発時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
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運用時の対策
SHLIB_PATH環境変数が正しく設定されているかどうかを確認してください。

7006700670067006　　　　INVALID_DEF_TSCIDINVALID_DEF_TSCIDINVALID_DEF_TSCIDINVALID_DEF_TSCID
障害内容
［TSCAdm::initServer］
［TSCAdm::initClient］
コマンドオプション引数 -TSCIDに指定した TSC識別子が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCIDに，規定の TSC識別子（1～ 31文字の英数字）
を指定してください。

7007700770077007　　　　INVALID_DEF_DOMAIN_NAMEINVALID_DEF_DOMAIN_NAMEINVALID_DEF_DOMAIN_NAMEINVALID_DEF_DOMAIN_NAME
障害内容

コマンドオプション引数 -TSCDomainに指定した TSCドメイン名称が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCDomainに，規定の TSCドメイン名称（1～ 31文字
の英数字）を指定してください。

7008700870087008　　　　INVALID_DEF_WITH_SYSTEMINVALID_DEF_WITH_SYSTEMINVALID_DEF_WITH_SYSTEMINVALID_DEF_WITH_SYSTEM

障害内容
［TSCAdm::initClient］
コマンドオプション引数 -TSCWithSystemに指定した値が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCWithSystemに，規定の値（0または 1）を指定して
ください。
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7009700970097009　　　　INVALID_ENV_TSCDIRINVALID_ENV_TSCDIRINVALID_ENV_TSCDIRINVALID_ENV_TSCDIR

障害内容
TSCDIR環境変数または TSCSPOOL環境変数が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
OTMがインストールされているディレクトリを TSCDIR環境変数に指定してくだ
さい。または TSCSPOOLディレクトリがあるかどうか，アクセス権限があるかど
うかを確認してください。

7010701070107010　　　　MTRACE_FAILUREMTRACE_FAILUREMTRACE_FAILUREMTRACE_FAILURE
障害内容

モジュールトレース関連のコマンドオプション引数に指定した値が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
モジュールトレース関連のコマンドオプション引数に，規定の値を指定してくださ
い。

7011701170117011　　　　INVALID_DEF_NICEINVALID_DEF_NICEINVALID_DEF_NICEINVALID_DEF_NICE
障害内容

コマンドオプション引数 -TSCNiceに指定した nice値が不正です。そのため，モ
ジュールトレースの初期化処理に失敗しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCNiceに，規定の値（符号なし整数）を指定してくだ
さい。

7012701270127012　　　　INVALID_DEF_PRIORITYINVALID_DEF_PRIORITYINVALID_DEF_PRIORITYINVALID_DEF_PRIORITY
障害内容

アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数
-TSCRequestPriorityに指定したプライオリティ値（優先順位）が不正です。
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開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCRequestPriorityに，規定のプライオリティ値（1～
8の符号なし整数）を指定してください。

7013701370137013　　　　INVALID_DEF_ACPTINVALID_DEF_ACPTINVALID_DEF_ACPTINVALID_DEF_ACPT
障害内容

サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCAcceptorに指定
した TSCアクセプタ名称が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCAcceptorに，規定の TSCアクセプタ名称（1～ 31文
字の英数字）を指定してください。

7014701470147014　　　　INVALID_PRC_KINDINVALID_PRC_KINDINVALID_PRC_KINDINVALID_PRC_KIND
障害内容
［TSCDomainのコンストラクタ］
TSCAdm::initServerまたは TSCAdm::initClientを発行する前に TSCDomainを生
成しました。

開発時の対策
TSCAdm::initServerまたは TSCAdm::initClientを発行したあとに TSCDomainを
生成し，TSCデーモンと接続してください。

7015701570157015　　　　INVALID_DEF_REQUEST_WAYINVALID_DEF_REQUEST_WAYINVALID_DEF_REQUEST_WAYINVALID_DEF_REQUEST_WAY

障害内容
アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数 -TSCRequestWay
に指定した接続経路の値が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCRequestWayに，規定の値（1または 0）を指定して



付録 D　内容コード一覧

611

ください。

7016701670167016　　　　INVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNTINVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNTINVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNTINVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNT

障害内容
アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数
-TSCClientMessageBufferCountに指定したクライアント通信用バッファ数が不正
です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCClientMessageBufferCountに，規定のクライアント
通信用バッファ数（1～ 64の符号なし整数）を指定してください。

7017701770177017　　　　INVALID_DEF_APIDINVALID_DEF_APIDINVALID_DEF_APIDINVALID_DEF_APID

障害内容
［TSCAdm::initServer］
コマンドオプション引数 -TSCAPIDに指定したアプリケーション識別子が不正で
す。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムの処理を終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCAPIDに，規定のアプリケーション識別子（1～ 32
文字の英数字）を指定してください。

7018701870187018　　　　INVALID_DEF_WATCH_TIMEINVALID_DEF_WATCH_TIMEINVALID_DEF_WATCH_TIMEINVALID_DEF_WATCH_TIME
障害内容
［TSCAdm::initServer］
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCWatchTimeに指
定した監視時間が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCWatchTimeに，規定の監視時間値（0～ 2147483647
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（秒））を指定してください。

7019701970197019　　　　INVALID_DEF_WATCH_METHODINVALID_DEF_WATCH_METHODINVALID_DEF_WATCH_METHODINVALID_DEF_WATCH_METHOD

障害内容
［TSCAdm::initServer］
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数 -TSCWatchMethodに
指定した監視時間が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCWatchMethodに，規定の監視時間値（0～
2147483647（秒））を指定してください。

7020702070207020　　　　INVALID_DEF_MY_HOSTINVALID_DEF_MY_HOSTINVALID_DEF_MY_HOSTINVALID_DEF_MY_HOST

障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
コマンドオプション引数 -TSCMyHostに指定したホスト名称または IPアドレスが
不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCMyHostに，規定のホスト名称または IPアドレス（1
～ 64文字の文字列）を指定してください。

7021702170217021　　　　INVALID_DEF_REBIND_TIMESINVALID_DEF_REBIND_TIMESINVALID_DEF_REBIND_TIMESINVALID_DEF_REBIND_TIMES

障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数
-TSCRebindTimesに指定したリバインド回数が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。
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運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCRebindTimesに，規定のリバインド回数（0～ 255
の符号なし整数）を指定してください。

7022702270227022　　　　INVALID_DEF_REBIND_INTERVALINVALID_DEF_REBIND_INTERVALINVALID_DEF_REBIND_INTERVALINVALID_DEF_REBIND_INTERVAL

障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
コマンドオプション引数 -TSCRebindIntervalに指定したリバインド間隔が不正で
す。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCRebindIntervalに，規定のリバインド間隔（0～
65535（秒））を指定してください。

7024702470247024　　　　INVALID_DEF_RETRY_REFERENCEINVALID_DEF_RETRY_REFERENCEINVALID_DEF_RETRY_REFERENCEINVALID_DEF_RETRY_REFERENCE
障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数
-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルが不正です。 

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceに，規定の接続先情報ファイル名称
を指定してください。

7025702570257025　　　　INVALID_FILE_FORMATINVALID_FILE_FORMATINVALID_FILE_FORMATINVALID_FILE_FORMAT
障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数
-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルの形式が不正です。
［TSCORBコネクタの開始］
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TSCORBコネクタの開始時にコマンドオプション引数 -TSCExceptConvertFileに
指定した例外変換テーブルファイルの形式が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
［接続先情報ファイルの確認］
コマンドオプション引数 -TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルが，
tscgetrefコマンドで作成したファイルかどうかを確認してください。また，接続先
情報ファイル作成時に，tscgetrefコマンドにこのバージョンで使用できない形式を
指定していないかどうかを確認してください。
また，接続先情報ファイルの内容を誤って変更していないかどうか，接続先情報
ファイル名称にディレクトリを指定していないかどうかを確認してください。
［例外変換テーブルファイルの確認］
コマンドオプション引数 -TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファ
イルの内容が誤っていないかどうかと，例外変換テーブルファイル名称にディレク
トリを指定していないかどうかを確認してください。

7030703070307030　　　　INVALID_DEF_RETRY_WAYINVALID_DEF_RETRY_WAYINVALID_DEF_RETRY_WAYINVALID_DEF_RETRY_WAY
障害内容
［TSCAdm::initClient］
［TSCAdm::initServer］
アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数 -TSCRetryWayに
指定した値が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCRetryWayに，規定の値（4けたの符号なし整数）を
指定してください。

7031703170317031　　　　ALREADY_SHUTDOWNALREADY_SHUTDOWNALREADY_SHUTDOWNALREADY_SHUTDOWN

障害内容
［TSCAdm:: getTSCClient］
クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたは TSCレギュレータとの接続
の過程で，CORBA::INITIALIZEの例外通知を受けました。
［オブジェクトのユーザメソッド］
オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す過程で，CORBA::INITIALIZEの例外通
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知を受けました。
［TSCAdm:: releaseTSCClient］
クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたは TSCレギュレータとの切断
の過程で，CORBA::INITIALIZEの例外通知を受けました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
CORBA::ORB_init()または ORB::shutdown()が発行されていないかを確認してく
ださい。

7034703470347034　　　　INVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILEINVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILEINVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILEINVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILE
障害内容

コマンドオプション引数 -TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファ
イル名称が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCExceptConvertFileに，規定の例外変換テーブルファ
イル名称を指定してください。

7035703570357035　　　　ENTRY_FAILUREENTRY_FAILUREENTRY_FAILUREENTRY_FAILURE

障害内容
[TSCAdm::initServer]
サーバアプリケーションのプロセス登録処理で障害が発生しました。

開発時の対策
[処理の終了 ]
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
TSCAdm::initServerの発行までの時間が長過ぎる可能性があります。tscstartprc
コマンドの -TSCStartTimeOutオプションの指定値を増やして，再度サーバアプリ
ケーションを起動してください。

7036703670367036　　　　INVALID_DEF_SESSION_INTERVALINVALID_DEF_SESSION_INTERVALINVALID_DEF_SESSION_INTERVALINVALID_DEF_SESSION_INTERVAL
障害内容
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コマンドオプション引数 -TSCSessionIntervalに指定したセション呼び出しイン
ターバル監視時間が不正です。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
コマンドオプション引数 -TSCSessionIntervalに，規定のセション呼び出しイン
ターバル監視時間（1～ 2147483647の符号なし整数）を指定してください。

7040704070407040　　　　INVALID_DEF_QUEUE_LENGTHINVALID_DEF_QUEUE_LENGTHINVALID_DEF_QUEUE_LENGTHINVALID_DEF_QUEUE_LENGTH
障害内容

tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始コマンドの
-TSCQueueLengthオプションで指定したスケジュール用キューの長さが不正です。

開発時の対策
tscstartprcコマンドまたはサーバアプリケーションの開始コマンドの
-TSCQueueLengthオプションで指定したスケジュール用キューの長さを見直し，
規定のスケジュール用キューの長さを指定してください。

7998799879987998　　　　TPBROKER_INITIALIZETPBROKER_INITIALIZETPBROKER_INITIALIZETPBROKER_INITIALIZE

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INITIALIZEの例外通知を受けまし
た。

付録 D.8　内容コード 8000～ 8999

8001800180018001　　　　NO_SUCH_INTERFNO_SUCH_INTERFNO_SUCH_INTERFNO_SUCH_INTERF

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称の TSCユーザオブ
ジェクトが活性化されていません（active状態ではありません）。そのため，該当す
る TSCユーザオブジェクト呼び出しは成功しませんでした。

開発時の対策
［リトライ］
該当するインタフェース名称の TSCユーザオブジェクトを active状態に遷移させた
あと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。
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［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，TSCユー
ザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。

運用時の対策
［TSCユーザオブジェクトの活性化（active状態への遷移）］
該当するインタフェース名称の TSCユーザオブジェクトを active状態に遷移させた
あと，再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す処理をしてください。
［環境設定の確認］
TSCドメインマネジャの環境設定に誤りがないかどうかを確認し，対策したあと，
再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。次に示す環境設定に誤りが
ある可能性があります。
• OSAGENT_PORT環境変数の指定値
• コマンドオプション引数 -TSCDomainの指定値
• コマンドオプション引数 -TSCPortの指定値
• コマンドオプション引数 -TSCSendIntervalの指定値

8002800280028002　　　　NO_SUCH_ACPTNO_SUCH_ACPTNO_SUCH_ACPTNO_SUCH_ACPT

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称で，かつ，同じ
TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェクトが活性化されていません（active状
態ではありません）。そのため，該当する TSCユーザオブジェクト呼び出しは成功
しませんでした。

開発時の対策
［リトライ］
該当するインタフェース名称，TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェクトを
active状態に遷移させたあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してくださ
い。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，TSCユー
ザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。

運用時の対策
該当するインタフェース名称，および TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェ
クトを active状態に遷移させたあと，再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び
出す処理を実行してください。

8998899889988998　　　　TPBROKER_NO_IMPLEMENTTPBROKER_NO_IMPLEMENTTPBROKER_NO_IMPLEMENTTPBROKER_NO_IMPLEMENT
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
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クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_IMPLEMENTの例外通知を受
けました。

付録 D.9　内容コード 9000～ 9999

9001900190019001　　　　NO_SUCH_OP_NAMENO_SUCH_OP_NAMENO_SUCH_OP_NAMENO_SUCH_OP_NAME
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出しましたが，クライアント側から呼び出したオペレーションがサーバ側の TSC
ユーザオブジェクトでサポートされていません。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，TSCユー
ザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。
ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クライアント側の TSCユーザプ
ロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トラ
ンザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラ
ムをコンパイルおよびリンクしてください。
クライアント側から呼び出しオペレーションがサーバ側でサポートされていません。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得して，システ
ム管理者に連絡してください。ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，ク
ライアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる
可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成
し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。

9998999899989998　　　　TPBROKER_BAD_OPERATIONTPBROKER_BAD_OPERATIONTPBROKER_BAD_OPERATIONTPBROKER_BAD_OPERATION
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_OPERATIONの例外通知を受
けました。

付録 D.10　内容コード 10000～ 10999

10001100011000110001　　　　OVER_MAX_CLNTOVER_MAX_CLNTOVER_MAX_CLNTOVER_MAX_CLNT

障害内容
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［TSCAdm::getTSCClient］
TSCデーモンに直結するクライアントアプリケーションおよび TSCレギュレータの
数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数 -TSCClientConnectCountで指定し
た値を超過しました。

開発時の対策
［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
［リトライ（ほかの TSCデーモンが開始済みの場合）］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してくだ
さい。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数 -TSCClientConnectCountの値を
増加させて，再度，開始してください。
［ほかの TSCデーモンの開始］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。

10002100021000210002　　　　OVER_MAX_SERVOVER_MAX_SERVOVER_MAX_SERVOVER_MAX_SERV
障害内容
［TSCAdm::getTSCServer］
TSCデーモンに接続するサーバアプリケーションの数が，TSCデーモンのコマンド
オプション引数 -TSCServerConnectCountで指定した値を超過しました。

開発時の対策
［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
［リトライ（ほかの TSCデーモンが開始済みの場合）］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してくだ
さい。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数 -TSCServerConnectCountの値を
増加させて，再度，開始してください。
［ほかの TSCデーモンの開始］
ほかの TSCデーモンを開始し，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。

10005100051000510005　　　　OVER_ADM_MAX_CLNTOVER_ADM_MAX_CLNTOVER_ADM_MAX_CLNTOVER_ADM_MAX_CLNT

障害内容
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［TSCAdm:initClient］
TSCデーモンに管理されるプロセス数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数
-TSCEntryCountで指定した値を超過しました。 

開発時の対策
［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数 -TSCEntryCount（省略している
場合は -TSCClientConnectCount）の値を増加させて，再度，開始してください。
［ほかの TSCデーモンの開始］
ほかの TSCデーモンに管理されるように，コマンドオプション引数 -TSCDomain
および -TSCIDの値を変更してください。

10006100061000610006　　　　OVER_ADM_MAX_SERVOVER_ADM_MAX_SERVOVER_ADM_MAX_SERVOVER_ADM_MAX_SERV

障害内容
［TSCAdm::initServer］
TSCデーモンに管理されるプロセス数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数
-TSCEntryCountで指定した値を超過しました。

開発時の対策
［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数 -TSCEntryCount（省略している
場合は -TSCServerConnectCount）の値を増加させて，再度，開始してください。
［ほかの TSCデーモンの開始］
ほかの TSCデーモンに管理されるように，コマンドオプション引数 -TSCDomain
および -TSCIDの値を変更してください。

10007100071000710007　　　　OVER_MAX_RT_ACPT_REGIOVER_MAX_RT_ACPT_REGIOVER_MAX_RT_ACPT_REGIOVER_MAX_RT_ACPT_REGI
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCデーモンに登録する TSCルートアクセプタ数が，TSCデーモンのコマンドオ
プション引数 -TSCRootAcceptorCountまたは -TSCRootAcceptorRegistCountに指
定した値を超過しました。

開発時の対策
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［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
［リトライ（ほかの TSCデーモンが開始済みの場合）］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してくだ
さい。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数 -TSCRootAcceptorCount，また
は -TSCRootAcceptorRegistCountの値を増加させて，再度，開始してください。
［ほかの TSCデーモンの開始］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。

10008100081000810008　　　　OVER_MAX_THIN_CLIENTOVER_MAX_THIN_CLIENTOVER_MAX_THIN_CLIENTOVER_MAX_THIN_CLIENT
障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
TSCレギュレータ経由で TSCデーモンに接続する，クライアントアプリケーション
の数が TSCレギュレータのコマンドオプション引数 -TSCClientConnectCountで
指定した値を超過しました。または，クライアントアプリケーションの開始時に
TSCレギュレータが動作していません。

開発時の対策
［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
［リトライ（ほかの TSCデーモンが開始済みの場合）］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCレギュレータを終了後，コマンドオプション引数 -TSCClientConnectCountの
値を増加させて，再度，開始してください。または，クライアントアプリケーショ
ンの開始時までに TSCレギュレータを開始してください。
［ほかの TSCデーモンの開始］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してくだ
さい。

10009100091000910009　　　　OVER_MAX_DISPATCH_PARALLELOVER_MAX_DISPATCH_PARALLELOVER_MAX_DISPATCH_PARALLELOVER_MAX_DISPATCH_PARALLEL
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCデーモンに登録する TSCルートアクセプタのパラレルカウント（常駐するス
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レッド数）の和が，TSCデーモンのコマンドオプション引数
-TSCDispatchParallelCountで指定した値を超過しました。

開発時の対策
［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。
［リトライ（ほかの TSCデーモンが開始済みの場合）］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm:getTSCServerの処理からやり直してくださ
い。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数 -TSCDispatchParallelCountの値
を増加させて，再度，開始してください。
［ほかの TSCデーモンの開始］
ほかの TSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。

10010100101001010010　　　　OVER_MAX_REQUEST_COUNTOVER_MAX_REQUEST_COUNTOVER_MAX_REQUEST_COUNTOVER_MAX_REQUEST_COUNT
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から呼び出したインタフェース名称と同じ TSCユーザオブジェクト
を持つ TSCルートアクセプタの，スケジュール用キューの最大値を超えています。

開発時の対策
［リトライ］
再度，オブジェクトを呼び出してください。スケジュール用キューに空きができて
いる可能性があります。
長時間連続して発生する場合は，該当するインタフェース名称の TSCユーザオブ
ジェクトを持つ TSCルートアクセプタの常駐プロセス数，または TSCルートアク
セプタのプロセス数を増加してください。
［処理を終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。

運用時の対策
［定義の変更］
該当するインタフェース名称と同じ TSCユーザオブジェクトを持つ TSCルートア
クセプタを増加するか，TSCルートアクセプタのパラレルカウント数を増加させて，
再度，TSCルートアクセプタを開始してください。

10011100111001110011　　　　OVER_MAX_ORB_CLIENTOVER_MAX_ORB_CLIENTOVER_MAX_ORB_CLIENTOVER_MAX_ORB_CLIENT

障害内容
［ORBクライアントからのリクエスト時］
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TSCORBコネクタに接続する ORBクライアントアプリケーションの数が，
TSCORBコネクタを開始時に tscstartgwコマンドに指定したコマンドオプション
引数 -TSCClientConnectCountの値を超過しました。

開発時の対策
［ほかの TSCORBコネクタが開始済み］
ほかの TSCORBコネクタに対し，接続処理からやり直してください。

運用時の対策
［定義の変更］
TSCORBコネクタを終了後，コマンドオプション引数 -TSCClientConnectCountの
値を増加させて，再度，TSCORBコネクタを開始してください。
［ほかの TSCORBコネクタの開始］
ほかの TSCORBコネクタに対し，接続処理からやり直してください。

10998109981099810998　　　　TPBROKER_NO_RESOURCESTPBROKER_NO_RESOURCESTPBROKER_NO_RESOURCESTPBROKER_NO_RESOURCES

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_RESOURCESの例外通知を受
けました。

付録 D.11　内容コード 11000～ 11999

11001110011100111001　　　　TIMED_OUTTIMED_OUTTIMED_OUTTIMED_OUT
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
オブジェクトのユーザメソッド呼び出しの応答が，監視時間を超えても戻りません。
オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。

11998119981199811998　　　　TPBROKER_NO_RESPONSETPBROKER_NO_RESPONSETPBROKER_NO_RESPONSETPBROKER_NO_RESPONSE
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_RESPONSEの例外通知を受け
ました。
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付録 D.12　内容コード 12000～ 12999

12002120021200212002　　　　ALREADY_ACTIVEALREADY_ACTIVEALREADY_ACTIVEALREADY_ACTIVE

障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
すでに TSCRootAcceptorの activateを発行していて，TSCルートアクセプタは
active状態です。

開発時の対策
［TSCRootAcceptorの属性を変更する場合］
一度，TSCRootAcceptorの deactivateを発行して，non-active状態に遷移させてく
ださい。その後，TSCRootAcceptorの属性を変更し，再度，activateを発行してく
ださい。TSCRootAcceptorは active状態です。

12003120031200312003　　　　ALREADY_DEACTIVEALREADY_DEACTIVEALREADY_DEACTIVEALREADY_DEACTIVE
障害内容
［TSCRootAcceptor::deactivate］
TSCRootAcceptorは non-active状態です。

開発時の対策
［処理の続行］
無視して，処理を続けてください。TSCRootAcceptorは non-active状態です。

12004120041200412004　　　　CLNT_NOT_INITIALIZEDCLNT_NOT_INITIALIZEDCLNT_NOT_INITIALIZEDCLNT_NOT_INITIALIZED
障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
［TSCAdm::endClient］
TSCAdm::initClientまたは TSCAdm::initServerが発行されていません。

開発時の対策
ユーザメソッドは，TSCAdm::initClientの発行から TSCAdm::endClientの発行ま
での間，または TSCAdm::initServerの発行から TSCAdm::endServerの発行まで
の間で使用してください。

12005120051200512005　　　　SERV_NOT_INITIALIZEDSERV_NOT_INITIALIZEDSERV_NOT_INITIALIZEDSERV_NOT_INITIALIZED
障害内容
［TSCAdm::getTSCServer］
［TSCAdm::serverMainloop］
［TSCAdm::releaseTSCServer］
［TSCAdm::endServer］
［TSCAdm::shutdown］
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TSCAdm::initServerが発行されていません。

開発時の対策
［リトライ］
TSCAdmの initServerの処理からやり直してください。

12006120061200612006　　　　ALREADY_INITCLNTALREADY_INITCLNTALREADY_INITCLNTALREADY_INITCLNT

障害内容
［TSCAdm::initServer］
TSCAdm::initClientの発行後は，TSCAdm::initServerを呼び出すことはできませ
ん。
［TSCAdm::initClient］
すでに TSCAdm::initClientを発行済みで，クライアントアプリケーションの初期化
処理が完了しています。 

開発時の対策
［処理の終了］
TSCAdm::initClientまたは TSCAdm::initServerの呼び出しは有効になりません。
クライアントアプリケーションの処理を終了させてください。

12007120071200712007　　　　ALREADY_INITSERVALREADY_INITSERVALREADY_INITSERVALREADY_INITSERV
障害内容
［TSCAdm::initServer］
すでに TSCAdm::initServerを発行済みで，サーバアプリケーションの初期化処理
が完了しています。 
［TSCAdm::initClient］
TSCAdm::initServerの発行後は，TSCAdm::initClientを呼び出すことはできませ
ん。

開発時の対策
［処理の終了］
TSCAdm::initServerまたは TSCAdm::initClientの呼び出しは有効になりません。
サーバアプリケーションの処理を終了させてください。TSCAdm::initServerは，プ
ロセスで 1回しか呼び出せません。

12008120081200812008　　　　ALREADY_SERV_MLALREADY_SERV_MLALREADY_SERV_MLALREADY_SERV_ML
障害内容
［TSCAdm::serverMainloop］
すでに別のスレッドで TSCAdm::serverMainloopが発行済みです。

開発時の対策
［処理の続行］
TSCAdm::serverMainloopの呼び出しは有効になりません。
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12013120131201312013　　　　ALREADY_SESSION_STARTALREADY_SESSION_STARTALREADY_SESSION_STARTALREADY_SESSION_START

障害内容
［TSCSessionProxy::_TSCStart］
すでに TSCSessionProxy::_TSCStartが発行されています。

開発時の対策
［処理の続行］
無視して，処理を続けてください。セション呼び出し初期化処理は完了しています。

12014120141201412014　　　　SESSION_NOT_STARTSESSION_NOT_STARTSESSION_NOT_STARTSESSION_NOT_START
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
［TSCSessionProxy::_TSCStop］
TSCSessionProxy::_TSCStartが発行されていません。

開発時の対策
［リトライ］
TSCSessionProxyクラスの _TSCStartの処理からやり直してください。

12998129981299812998　　　　TPBROKER_BAD_INV_ORDERTPBROKER_BAD_INV_ORDERTPBROKER_BAD_INV_ORDERTPBROKER_BAD_INV_ORDER

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_INV_ORDERの例外通知を受
けました。

付録 D.13　内容コード 13000～ 13999

13001130011300113001　　　　REBIND_FAILUREREBIND_FAILUREREBIND_FAILUREREBIND_FAILURE
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
［TSCSessionProxy::_TSCStart］
［TSCSessionProxy::_TSCStop］
アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数
-TSCRebindTimesで指定した回数分連続して，リバインド処理に失敗しました。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。
［再接続］
再度，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出してください。
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13002130021300213002　　　　ALL_CONN_FAILUREALL_CONN_FAILUREALL_CONN_FAILUREALL_CONN_FAILURE

障害内容
［TSCAdm::getTSCClient］
接続先情報ファイルに指定されたすべての接続に失敗しました。

開発時の対策
［リトライ（TSCAdm::getTSCClient）］
再度，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，アプリ
ケーションプログラムを終了してください。

運用時の対策
［最大コネクション数（ファイルディスクリプタ数）の確認］
プロセス単位で確立できる最大コネクション数，または取得できるファイルディス
クリプタ数を超えて，コネクションを確立しようとした可能性が高いです。OTMの
システムを終了してください。その後，プロセス単位で確立できる最大コネクショ
ン数，または取得できるファイルディスクリプタ数の上限を変更し，再度，システ
ムを開始してください。
［指定ポート番号の確認］
コマンドオプション引数 -TSCPortに指定したポート番号は，すでにほかのプロセ
スで使用されている可能性があります。コマンドオプション引数 -TSCPortに指定
するポート番号をほかのプロセスが使用していないポート番号に変更し，再度，実
行してください。
［接続先情報ファイルの確認］
接続先情報ファイルの内容が適切でない可能性があります。接続先情報ファイルの
内容を修正し，再度実行してください。

13998139981399813998　　　　TPBROKER_TRANSIENTTPBROKER_TRANSIENTTPBROKER_TRANSIENTTPBROKER_TRANSIENT

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::TRANSIENTの例外通知を受けまし
た。

付録 D.14　内容コード 14000～ 14999

14001140011400114001　　　　SERV_NO_SUCH_INTERFSERV_NO_SUCH_INTERFSERV_NO_SUCH_INTERFSERV_NO_SUCH_INTERF
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称の TSCユーザオブ
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ジェクトがサーバアプリケーション上にありません。そのため，TSCユーザオブ
ジェクト呼び出しは成功しませんでした。

開発時の対策
［リトライ］
該当するインタフェース名称の TSCユーザオブジェクトを活性化（active状態に遷
移）させたあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，TSCユー
ザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。

運用時の対策
該当するインタフェース名称の TSCユーザオブジェクトを活性化（active状態に遷
移）させたあと，再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す処理を実行して
ください。

14002140021400214002　　　　SERV_NO_SUCH_ACPTSERV_NO_SUCH_ACPTSERV_NO_SUCH_ACPTSERV_NO_SUCH_ACPT
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称で，かつ，同じ
TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェクトがサーバアプリケーション上にあり
ません。そのため，TSCユーザオブジェクト呼び出しは成功しませんでした。

開発時の対策
［リトライ］
該当するインタフェース名称，TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェクトを活
性化（active状態に遷移）させたあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出し
てください。
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，TSCユー
ザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。

運用時の対策
該当するインタフェース名称，および TSCアクセプタ名称の TSCユーザオブジェ
クトを活性化（active状態に遷移）させたあと，再度，オブジェクトのユーザメ
ソッドを呼び出す処理を実行してください。

14998149981499814998　　　　TPBROKER_OBJECT_NOT_EXISTTPBROKER_OBJECT_NOT_EXISTTPBROKER_OBJECT_NOT_EXISTTPBROKER_OBJECT_NOT_EXIST
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::OBJECT_NOT_EXISTの例外通知
を受けました。
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付録 D.15　内容コード 15000～ 15999

15001150011500115001　　　　COMMON_EXCEPTIONCOMMON_EXCEPTIONCOMMON_EXCEPTIONCOMMON_EXCEPTION

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，TSCSystemException以外の例外通知を受け
ました。
［ORBクライアントからのリクエスト］
ORBクライアントからのリクエストの処理中に，TSCORBコネクタ内で
TSCSystemExceptionおよび CORBA::SystemException以外の例外が発生しまし
た。

15002150021500215002　　　　INVALID_USER_EXCEPTIONINVALID_USER_EXCEPTIONINVALID_USER_EXCEPTIONINVALID_USER_EXCEPTION

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼
び出しユーザ例外通知を受けましたが，解釈できません。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，TSCユー
ザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。
ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，クライアント側の TSCユーザプ
ロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トラ
ンザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラ
ムをコンパイルおよびリンクしてください。または，サーバ側から通知されたユー
ザ例外がクライアント側でサポートされていません。

運用時の対策
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得して，システ
ム管理者に連絡してください。ユーザ定義 IDLインタフェースから生成される，ク
ライアント側の TSCユーザプロキシとサーバ側の TSCユーザスケルトンが異なる
可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成
し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。

15998159981599815998　　　　TPBROKER_UNKNOWNTPBROKER_UNKNOWNTPBROKER_UNKNOWNTPBROKER_UNKNOWN
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::UNKNOWNの例外通知を受けまし
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た。

付録 D.16　内容コード 16000～ 16999

16001160011600116001　　　　FACTORY_CREATE_FAILUREFACTORY_CREATE_FAILUREFACTORY_CREATE_FAILUREFACTORY_CREATE_FAILURE
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCObjectFactory::createから TSCSystemException以外の通知を受けました。
TSCRootAcceptor::activateは失敗しています。

開発時の対策
［リトライ］
TSCObjectFactory::createで例外を通知しない状態で，再度，
TSCRootAcceptor::activateを発行してください。

16002160021600216002　　　　THREAD_FACTORY_CREATE_FAILURETHREAD_FACTORY_CREATE_FAILURETHREAD_FACTORY_CREATE_FAILURETHREAD_FACTORY_CREATE_FAILURE
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCThreadFactory::createから TSCSystemException以外の通知を受けました。
TSCRootAcceptor::activateは失敗しています。

開発時の対策
［リトライ］
TSCThreadFactory::createで例外を通知しない状態で，再度，
TSCRootAcceptor::activateを発行してください。

16003160031600316003　　　　FACTORY_DESTROY_FAILUREFACTORY_DESTROY_FAILUREFACTORY_DESTROY_FAILUREFACTORY_DESTROY_FAILURE
障害内容
［TSCRootAcceptor::deactivate］
TSCObjectFactory::destroyから TSCSystemException以外の通知を受けました。
TSCRootAcceptor::deactivateは失敗しています。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。完了状態が COMPLETED_MAYBE（0）の場合，
TSCRootAcceptor::deactivateの処理が完了していないため，アプリケーションプロ
セスが異常終了する可能性があります。

16004160041600416004　　　　THREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURETHREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURETHREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURETHREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURE
障害内容
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［TSCRootAcceptor::deactivate］
TSCThreadFactory::destroyから TSCSystemException以外の通知を受けました。
TSCRootAcceptor::deactivateは失敗しています。

開発時の対策
［処理の終了］
内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード 1～ 4を取得し，OTMの処
理を終了してください。完了状態が COMPLETED_MAYBE（0）の場合，
TSCRootAcceptor::deactivateの処理が完了していないため，アプリケーションプロ
セスが異常終了する可能性があります。

16005160051600516005　　　　CREATED_OBJECT_IS_NULLCREATED_OBJECT_IS_NULLCREATED_OBJECT_IS_NULLCREATED_OBJECT_IS_NULL
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCObjectFactory::createが nullで返りました。TSCRootAcceptor::activateは失
敗しています。

開発時の対策
［リトライ］
TSCObjectFactory::createで例外を通知しない状態で，再度， 
TSCRootAcceptor::activateを発行してください。

16006160061600616006　　　　CREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULLCREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULLCREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULLCREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULL
障害内容
［TSCRootAcceptor::activate］
TSCThreadFactory::createが nullで返りました。TSCRootAcceptor::activateは失
敗しています。

開発時の対策
［リトライ］
TSCThreadFactory::createで例外を通知しない状態で，再度，
TSCRootAcceptor::activateを発行してください。
［確認］
TSCObjectFactoryの状態を確認してください。

16998169981699816998　　　　TPBROKER_INV_OBJREFTPBROKER_INV_OBJREFTPBROKER_INV_OBJREFTPBROKER_INV_OBJREF
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INV_OBJREFの例外通知を受けま
した。
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付録 D.17　内容コード 17000以降

17998179981799817998　　　　TPBROKER_IMP_LIMITTPBROKER_IMP_LIMITTPBROKER_IMP_LIMITTPBROKER_IMP_LIMIT

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::IMPLIMITの例外通知を受けまし
た。

18998189981899818998　　　　TPBROKER_BAD_TYPECODETPBROKER_BAD_TYPECODETPBROKER_BAD_TYPECODETPBROKER_BAD_TYPECODE

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_TYPECODEの例外通知を受
けました。

19998199981999819998　　　　TPBROKER_PERSIST_STORETPBROKER_PERSIST_STORETPBROKER_PERSIST_STORETPBROKER_PERSIST_STORE
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::PERSIST_STOREの例外通知を受
けました。

20998209982099820998　　　　TPBROKER_FREE_MEMTPBROKER_FREE_MEMTPBROKER_FREE_MEMTPBROKER_FREE_MEM
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::FREE_MEMの例外通知を受けまし
た。

21998219982199821998　　　　TPBROKER_INV_IDENTTPBROKER_INV_IDENTTPBROKER_INV_IDENTTPBROKER_INV_IDENT

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INV_IDENTの例外通知を受けまし
た。

22998229982299822998　　　　TPBROKER_INV_FLAGTPBROKER_INV_FLAGTPBROKER_INV_FLAGTPBROKER_INV_FLAG
障害内容
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［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INV_FLAGの例外通知を受けまし
た。

23998239982399823998　　　　TPBROKER_INTF_REPOSTPBROKER_INTF_REPOSTPBROKER_INTF_REPOSTPBROKER_INTF_REPOS
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INTF_REPOSの例外通知を受けま
した。

24998249982499824998　　　　TPBROKER_BAD_CONTEXTTPBROKER_BAD_CONTEXTTPBROKER_BAD_CONTEXTTPBROKER_BAD_CONTEXT

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_CONTEXTの例外通知を受け
ました。

25998259982599825998　　　　TPBROKER_OBJ_ADAPTERTPBROKER_OBJ_ADAPTERTPBROKER_OBJ_ADAPTERTPBROKER_OBJ_ADAPTER

障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::OBJ_ADAPTERの例外通知を受け
ました。

26998269982699826998　　　　TPBROKER_DATA_CONVERSIONTPBROKER_DATA_CONVERSIONTPBROKER_DATA_CONVERSIONTPBROKER_DATA_CONVERSION
障害内容
［オブジェクトのユーザメソッド］
クライアント側から TSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトの
ユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::DATA_CONVERSIONの例外通知
を受けました。
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記号

_TSCAcceptorName 140,160,304,322
_TSCContext 133,142,298,306
_TSCInterfaceName 
133,140,160,298,304,322
_TSCPriority 161,305,323
_TSCSessionInterval 159,322
_TSCStart 158,321
_TSCStop 159,321
_TSCThread 134,298
_TSCTimeout 140,160,304,323

A

ABC_TSCacpt（C++） 101
ABC_TSCacpt（COBOL） 467
ABC_TSCacpt（Java） 267
ABC_TSCacpt-DEL 468
ABC_TSCacpt-NEW 467
ABC_TSCfact-crt 470
ABC_TSCfact-DEL 471
ABC_TSCfact-dst 470
ABC_TSCfact-get 470
ABC_TSCfact-NEW 469
ABC_TSCfact-rl 471
ABC_TSCfactimpl（C++） 103
ABC_TSCfactimpl（COBOL） 469
ABC_TSCfactimpl（Java） 269
ABC_TSCimpl（C++） 104
ABC_TSCimpl（COBOL） 472
ABC_TSCimpl（Java） 270
ABC_TSCimpl-DEL 473
ABC_TSCimpl-NEW 472
ABC_TSCprxy（C++） 105
ABC_TSCprxy（COBOL） 475
ABC_TSCprxy（Java） 271
ABC_TSCprxy-NEW 475
ABC_TSCsk（C++） 107
ABC_TSCsk（COBOL） 477
ABC_TSCsk（Java） 273

ABC_TSCsk-NEW 477
ABC_TSCspxy（C++） 109
ABC_TSCspxy（COBOL） 478
ABC_TSCspxy（Java） 274
ABC_TSCspxy-NEW 478
ACPT_IS_NULL 575
ACPT_NOT_REGISTED 589
activate 149,313
ACTIVATE_IN_END 588
ACTIVATE_IN_START 592
ACTIVATE_WITH_DIFF_PROP 593
ALL_CONN_FAILURE 627
ALREADY_ACTIVE 624
ALREADY_DEACTIVE 624
ALREADY_INITCLNT 625
ALREADY_INITSERV 625
ALREADY_SERV_ML 625
ALREADY_SESSION_START 626
ALREADY_SHUTDOWN 614

B

BAD_CONTEXT 165,328
BAD_INV_ORDER 164,327
BAD_OPERATION 164,327
BAD_PARAM 164,327
BAD_TYPECODE 165,328
BASIC_CONN_FAILURE 583

C

CALL_IN_END 589
CALL_IN_HOLD 587
cancelAcceptor 148,312
CBL_ADAPTER_ERROR 600
CLNT_COMMAND_START 595
CLNT_CONN_IN_END 588
CLNT_CONN_IN_START 590
CLNT_DISCONN_IN_END 593
CLNT_INIT_IN_END 593
CLNT_INIT_IN_START 594
CLNT_IS_NULL 577
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CLNT_NOT_INITIALIZED 624
COBOL85インタフェース 464
COBOL adapterスケルトン 354
COBOL adapterスタブ 353
COMM_FAILURE 164,327
COMMON_EXCEPTION 629
COMPLETED_MAYBE 
166,175,329,338,573
COMPLETED_NO 
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

ソフトウェアマニュアルについて，３種類のサービスをご案内します。ご活用ください。 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しております。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■Web提供マニュアル一覧 インターネットで参照できるマニュアルの一覧を提供しています。 

(詳細は「２．インターネットからのマニュアル参照」を参照して

ください。) 

■CD-ROMマニュアル情報 複数マニュアルを格納したCD-ROMマニュアルを提供しています。ど

の製品に対応したCD-ROMマニュアルがあるか，を参照できます。 

■マニュアルに関するご意見・ご要望 マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットからのマニュアル参照(ソフトウェアサポートサービス) 

ソフトウェアサポートサービスの契約をしていただくと，インターネットでマニュアルを参照できます。(本

サービスの対象となる契約の種別，及び参照できるマニュアルは，マニュアル情報ホームページでご確認く

ださい。参照できるマニュアルは，クライアント／サーバ系の日立オープンミドルウェア製品を中心に順次

対象を拡大予定です。) 

なお，ソフトウェアサポートサービスは，マニュアル参照だけでなく，対象製品に対するご質問への回答，

問題解決支援，バージョン更新版の提供など，お客様のシステムの安定的な稼働のためのサービスをご提供

しています。まだご契約いただいていない場合は，ぜひご契約いただくことをお勧めします。 

３．マニュアルのご注文 

裏面の注文書でご注文ください。 

①  マニュアル注文書に必要事項をご記入のうえ，FAXでご注文ください。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて，請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。なお，送料は弊社で負担します。 

④  入金確認後，7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

 注文書

(株)日和 出版センター

FAX
② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はFAXで



（株）日和 出版センター 行き 

 FAX番号 ０１２０－２１０－４５４（フリーダイヤル） 
 
 

日立マニュアル注文書 

 
 ご注文日        年     月    日 
 送付先ご住所 
 
 
 

 〒        
                            

                            

                            

 お客様名 
（団体名，又は法人名など）

 

 お名前  
 電話番号      （    ） 
 FAX番号      （    ） 
 
 
 

資料番号 マニュアル名 数量 
   
   
   
   
   
   
   
   
   

合計   
 
 マニュアルのご注文について，ご不明な点は 
（株）日和 出版センター（!０３－５２８１－５０５４）へお問い合わせください。 


